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はじめに

静岡県教育委員会では，各学校における授業力向上を支援するため，県内の子ども

の実態を踏まえて，平成 20 年３月に告示された学習指導要領の内容を具体化した「静

岡県の授業づくり指針」を作成いたしました。

これは，平成 17 年１月に刊行された「静岡県版カリキュラム」の増補改訂版であ

り，それまでの５教科（国語，社会，算数/数学，理科，外国語）に体育/保健体育，

音楽，図画工作/美術，家庭/技術・家庭の４教科を加えた９教科において，静岡県の

子どもたちに身に付けさせたい学習内容等を具体的にまとめたものです。

今回の増補改訂に当たり，これまで親しまれてきた「静岡県版カリキュラム」の名

称を，「静岡県の授業づくり指針」に改めることにいたしました。これは，「確かな学

力」の育成に向けた魅力ある授業づくりの「指針」として，その内容を明確に表すた

めです。

「静岡県の授業づくり指針」は，平成 20 年３月に告示された学習指導要領に基づ

き，小・中・高等学校で扱う学習内容を体系的・系統的に捉えた上で，小学校・中学

校の９年間で習得すべき内容を明確にすることを中心に，「確実に身に付けさせたい

内容」や「発展的な学習の内容例」，さらに「『静岡県ならでは』を生かした内容」等

で構成しています。

今，各学校では，授業改善の取組を推進する中で，基礎的・基本的な知識・技能の

習得とともに，各教科等の知識・技能を活用する学習活動の充実が一層求められてい

ます。そのような活動においては，課題を解決するために必要な思考力・判断力・表

現力等に加え，これらの能力の基盤となる言語能力を育成することが重要であり，校

内研修などを通して授業の質を高めるための更なる工夫が求められています。

各学校において，この「静岡県の授業づくり指針」をよりどころとし，子どもの学

習の実態に即したカリキュラムの編成や実施に全教職員が一丸となって取り組むこ

とにより，静岡県における授業が高い水準に達し，「確かな学力」が育成されること

を願っています。

「静岡県の授業づくり指針」は，作成委員の皆様の多大な御協力を得て作成されま

した。御指導・御支援いただいた委員の皆様の御尽力に，心から感謝申し上げます。

平成 24 年３月

静岡県教育委員会 教育長 安 倍 徹
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第 1章 「静岡県の授業づくり指針」の活用に当たって

１ 作成の経緯
県教育委員会では，平成 15 年度に，有馬朗人元文部大臣に座長をお願いして，「確かな学力」

育成会議を発足させました。育成会議では，平成 16 年３月に「確かな学力」を「基礎・基本」と

「自ら学び自ら考える力」の両者を指すものと定義付け，この両者をバランスよく培っていくた

めの具体策を提言しています。知識・技能と思考力・判断力・表現力や学ぶ意欲等を総合的かつ

全体的にバランスよく身に付けさせ，子どもたちの学力の質を高めていくということが重視され

てきました。

「静岡県版カリキュラム」は，このような学力観に立ち，「確かな学力」の育成に向けた魅力あ

る授業づくりを支援するために作成されました。平成 16 年度末に，公立の小学校，中学校の教員

に配布され，各学校の授業計画作成等のよりどころとなってきました。

平成 20 年３月に，小学校，中学校の新しい学習指導要領が告示されたことに伴い，既存の「静

岡県版カリキュラム」（国語，社会，算数/数学，理科，外国語）を改訂するとともに，新たに体

育/保健体育，音楽，図画工作/美術，家庭/技術・家庭の４教科について作成することとしました。

また，名称については，編集内容が本県における「確かな学力」の育成に向けた魅力ある授業づ

くりの「指針」を示したものであることから，「静岡県の授業づくり指針」と改めることとしまし

た。

２ 学習指導要領の改訂
平成 18 年 12 月に教育基本法が改正され，それに伴い学校教育法等が改正されました。このよ

うな教育の根本に遡った法改正を踏まえ，新しい学習指導要領は改訂されました。「小学校学習

指導要領解説 総則編（平成 20 年 8 月）文部科学省」において，以下のように「改訂の基本方針」

が示されています。（下線部分は，「中学校学習指導要領解説 総則編（平成 20 年 8 月）文部科

学省」と異なるもので，【 】内に「中学校学習指導要領解説 総則編」の記述内容を示し

ています。）

① 教育基本法改正等で明確となった教育の理念を踏まえ「生きる力」を育成

すること。
平成８年７月の中央教育審議会答申（「21世紀を展望した我が国の教育の在り方につ

いて」）は，変化の激しい社会を担う子どもたちに必要な力は，基礎・基本を確実に身

に付け，いかに社会が変化しようと，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的

に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力，自らを律しつつ，他人ととも

に協調し，他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性，たくましく生きるため

の健康や体力などの「生きる力」であると提言した。今回の改訂においては，生きる力

という理念は，知識基盤社会の時代においてますます重要となっていることから，これ

を継承し，生きる力を支える確かな学力，豊かな心，健やかな体の調和のとれた育成を

重視している。

このため，総則の「教育課程編成の一般方針」として，引き続き「各学校において，

児童【生徒】に生きる力をはぐくむことを目指」すこととし，児童【生徒】の発達の段

階を考慮しつつ，知・徳・体の調和のとれた育成を重視することが示された。

また，教育基本法改正により，教育の理念として，新たに，公共の精神を尊ぶこと，

環境の保全に寄与すること，伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷

土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与することが規定され

たことなどを踏まえ，内容の充実を行った。

② 知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視す

ること。
確かな学力を育成するためには，基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるこ

と，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能

力をはぐくむことの双方が重要であり，これらのバランスを重視する必要がある。
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このため，各教科において基礎的・基本的な知識・技能の習得を重視するとともに，

観察・実験やレポートの作成，論述など知識・技能の活用を図る学習活動を充実するこ

と，さらに総合的な学習の時間を中心として行われる，教科等の枠を超えた横断的・総

合的な課題について各教科等で習得した知識・技能を相互に関連付けながら解決すると

いった探究活動の質的な充実を図ることなどにより思考力・判断力・表現力等を育成す

ることとしている。また，これらの学習を通じて，その基盤となるのは言語に関する能

力であり，国語科のみならず，各教科等においてその育成を重視している。さらに，学

習意欲を向上させ，主体的に学習に取り組む態度を養うとともに，家庭との連携を図り

ながら，学習習慣を確立することを重視している。

以上のような観点から，国語，社会，算数及び理科の授業時数を増加するとともに，

高学年に外国語活動を新設した。【国語，社会，数学，理科及び外国語の授業時数を増

加した。】

③ 道徳教育や体育などの充実により，豊かな心や健やかな体を育成すること。
豊かな心や健やかな体を育成することについては，家庭や地域の実態（教育力の低下）

を踏まえ，学校における道徳教育や体育などの充実を重視している。

このため，道徳教育については，道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて

行うものであることを明確化した上で，発達の段階に応じた指導内容の重点化や体験活

動の推進，道徳教育推進教師（道徳教育の推進を主に担当する教師）を中心に全教師が

協力して道徳教育を展開することの明確化，先人の伝記，自然，伝統と文化，スポーツ

など児童【生徒】が感動を覚える教材の開発と活用などにより充実することを示してい

る。また，体育については，児童が自ら進んで運動に親しむ資質や能力を身に付け，心

身を鍛えることができるようにすることが大切であることから，低・中学年において授

業時数を増加し，【３学年を通じて保健体育の授業時数を増加し，】生涯にわたって運

動やスポーツを豊かに実践していくことと体力の向上に関する指導の充実を図るととも

に，心身の健康の保持増進に関する指導に加え，学校における食育の推進や安全に関す

る指導を総則に新たに規定するなどの改善を行った。

３ 「静岡県の授業づくり指針」の構成
「静岡県の授業づくり指針」は，静岡県の子どもの実態を踏まえ，新しい学習指導要領を具体

化し，各学校における授業づくりや授業力向上を支援するものです。また，「静岡県版カリキュラ

ム」の基本的構成を継承しています。小学校，中学校，高等学校で扱う学習内容を体系的・系統

的に捉え，９年間で子どもたちが習得すべき内容を明確にし，主に以下の四つの内容で構成しま

した。

(1) 確実に身に付けさせたい内容

(2) 発展的な学習の内容例

(3) 「静岡県ならでは」を生かした内容

(4) 小学校，中学校，高等学校の指導内容を体系的・系統的に捉えた資料

(1) 「確実に身に付けさせたい内容」について
学習指導要領及びその解説を基に，学習指導要領の各教科の「目標」や「内容」を具体化した

り明確化したりすることにより，全ての子どもに対して確実に身に付けさせたい内容をまとめま

した。そのために「基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ，これらを活用して課題を解

決するために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力をはぐくむ」ことを重視しました。

また，各教科の特性に合わせて，学習指導要領の「内容」の中心となる要素を示したり，上級

学年とのつながりを明示したりするなど，指導のポイントが分かるようにしました。

【各学校で活用する際の留意点】

ここに示した内容が子どもたちに確実に身に付くよう，年間指導計画の作成や授業の工夫改善

に努めてください。
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(2) 「発展的な学習の内容例」について
学習指導要領では，個に応じた指導を充実する観点から，子どもの学習状況などその実態等に

応じて，学習指導要領に示していない内容を加えて指導することも可能であることを示していま

す。

ここでは，各学校の参考となるように発展的な学習の内容としてふさわしいと考えられるもの

を例示しました。

【各学校で活用する際の留意点】

この内容は例として示したものです。一人一人の子どもや学校の実態に合わせて活用してくだ

さい。また，発展的な学習の指導に当たっては，子どもの発達の段階に十分配慮して指導するよ

うにしてください。

(3) 「『静岡県ならでは』を生かした内容」について
静岡県の自然，文化，産業の中には，各教科の学習指導要領におけるねらいを実現するための

素材が数多くあります。そのような素材を「『静岡県ならでは』を生かした内容」に取り入れてい

ます。

また，静岡県の子どもの学力の現状を十分に把握した上で，静岡県の子どもに身に付けさせた

い内容を提示することを心掛けました。

【各学校で活用する際の留意点】

学校や地域の実態に合わせて，子どもたちが地域社会に関心を持つよう配慮しながら，指導法

や教材を工夫してこの内容を扱うようにしてください。

(4) 小学校，中学校，高等学校の指導内容を体系的・系統的に捉えた資料
学習指導要領は，心身の発達の段階や特性を十分考慮して，適切な教育課程を編成することを

求めています。「確かな学力」を育成していくためには，指導計画を立てる際に，各校種の教員が

小学校から高等学校にかけての各教科の指導の流れを体系的・系統的に捉える視点を持つことが

大切です。そこで，各教科や指導内容の特性に応じて構成等を工夫しながら，小学校から高等学

校にかけての指導内容を体系的・系統的に捉えた資料を作成しました。

【各学校で活用する際の留意点】

この資料は，既に学習したことや上級学年で学習することのつながりを確認したり，小学校・

中学校・高等学校の学習を見通して指導計画を立てたりするための資料として活用してください。

また，子どもの学習のつまずきを発見する資料とするなど，各学校において創意工夫して活用し

てください。

※静岡県教育委員会の刊行している他の冊子や配布物との関係については，以下のようになります。

「静岡県教職員研修指針」は，学校を取り巻く様々な課題への対応等を踏まえ，「頼もしい教職

員」を目指す本県の教職員が，授業力，生徒指導力等の資質・能力の向上を図るため，研修改善

の方向性や研修体系を示したものです。

「よりよい自分をつくっていくために」は，子ども一人一人の主体的な学びの姿勢を高めてい

くために，教師が行うべきことを子どもの視点から示したものです。

「授業づくり規準」は，教師の授業づくりの目標や支えとなるように，授業力を学習指導力と

教科指導力という二つの側面から示したものであり，授業づくりの心得として活用していただく

ように作成しています。

「静岡県の授業づくり指針」は，学習指導要領をわかりやすく解説し，「確かな学力」育成のた

めの授業づくりに役立つよう，具体的な実践指導例等を示しています。

是非，「よりよい自分をつくっていくために」，「授業づくり規準」を基盤とし，実践の具体とし

て「静岡県の授業づくり指針」を有効に活用してください。

※各教科の内容において，字句の表記は，学習指導要領及びその解説の引用部分以外は，改訂常用

漢字表（平成 22 年 11 月 30 日告示）に従って表記してあります。
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第 2 章 国語科

１ 趣旨と内容

(1) 「静岡県の授業づくり指針 国語科」の趣旨

学習指導要領に示された国語の目標の根底には，中央教育審議会答申（平成 20 年１月「幼

稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善について」，以下

「中教審答申」と略記）に示された改善の基本方針があります。

国語科については，その課題を踏まえ小学校，中学校及び高等学校を通じて，言語の

教育としての立場を一層重視し，国語に対する関心を高め，国語を尊重する態度を育て

るとともに，実生活で生きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身

に付けること，我が国の言語文化を享受し継承・発展させる態度を育てることに重点を

置いて内容の改善を図る。

特に，言葉を通して的確に理解し，論理的に思考し表現する能力，互いの立場や考え

を尊重して言葉で伝え合う能力を育成することや，我が国の言語文化に触れて感性や情

緒をはぐくむことを重視する。「中教審答申」p.74

国語科では，言語の教育としての指導を重視し，実生活や各教科等で生きて働く国語の能

力の育成が求められています。特に，「言葉を通して的確に理解し，論理的に思考し表現す

る能力」「互いの立場や考えを尊重して言葉で伝え合う能力」「我が国の言語文化に触れて

感性や情緒をはぐくむ態度」を身に付けることが求められています。

国語科で身に付けた言語能力や態度を，国語のみならず，実生活や各教科等においても生

かすことができれば，児童生徒は国語を学ぶ意義や価値を再確認し，国語に対する関心を一

層深め，国語を尊重する態度を養っていくことができるでしょう。

学習指導要領第２章第１節国語では，基礎的な知識・技能を活用して課題を探究すること

のできる国語の能力を身に付けるために，言語活動を通して指導事項(言語能力)を指導する

ことを重視しています。そして，言語活動を通して，国語科における「基礎的・基本的な知

識・技能の習得」「知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表

現力等の育成」「主体的に学習に取り組む態度の向上」を図るとしています。

なお，平成19年度から行われてきた全国学力・学習状況調査において，静岡県の児童生徒

の国語の学力は，おおむね良好であるということが明らかになりました。これは，静岡県の

各学校において，国語科を校内研修の軸に据えたり，校内における言語環境を整えたりする

などして，日頃から授業改善を積み重ね，全教育活動を通して国語の能力を育んできた成果

によるものと考えます。また，「静岡県版カリキュラム」「よりよい自分をつくっていくた

めに」「授業づくり規準」等の効果的な活用も，授業改善につながっていると思われます。

このように，「静岡県の授業づくり指針 国語科」は，学習指導要領のねらい，静岡県の

教育振興基本計画（「有徳の人」づくりアクションプラン），静岡県の児童生徒の学力の実

態等を踏まえ，静岡県ならではの豊かな国語教育が展開されることを願って作成しました。

特に，学習指導要領改訂の第一の要点である，「言語活動を通して指導事項（言語能力）を

指導する」ことに重点を置き，理論及び指導計画例等を掲載しています。
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(2) 「静岡県の授業づくり指針 国語科」の内容

「１ 趣旨と内容」p.4～p.15

国語科における「言語活動の充実」や「評価の在り方」など，学習指導要領の趣旨を生

かした国語の授業を構想するに当たって重視したいことを示しました。

【このようなときに活用できます】

・国語科における「言語活動の充実」について知りたいとき

・授業を構想する上で，単元目標や言語活動を設定するとき

・新学習指導要領の趣旨を生かした学習評価を行うとき

「２ 目標及び学習内容の系統」p.16～p.33

小学校，中学校及び高等学校の学習内容の系統は，「Ａ話すこと･聞くこと」「Ｂ書く

こと」「Ｃ読むこと」の各領域及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に分

けて示しました。また，小学校学習指導要領の学年別漢字配当表を併せて示しました。

なお，平成 21 年に示された高等学校学習指導要領では，国語は，「国語総合」「国語表

現」「現代文Ａ」「現代文Ｂ」「古典Ａ」「古典Ｂ」の６科目で構成されていますが，必履修

科目の「国語総合」を，高等学校国語の科目として例示しました。

【このようなときに活用できます】

・小学校，中学校及び高等学校（国語総合）の 10 年間で，身に付けさせたい力や系統

性を確認したいとき

・担当している学年の身に付けさせたい力を確認したいとき

・新しい単元で指導計画を立てるとき

・身に付けさせたい力と児童生徒の実態との違いを把握したいとき

・領域別の配当時数を確認したいとき

・指導事項に示された内容をバランスよく身に付けさせていくための年間指導計画を

作成したいとき

「３ 小学校・中学校・高等学校における学習」p.34～p.105

「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」〔伝統的な言語文化と国語の特

質に関する事項〕では，学習指導要領の「目標」や「指導事項」に示された言語能力を，

言語活動を通して身に付けさせるための指導計画例を示しました。

「伝統的な言語文化に関する事項」「言葉の特徴やきまりに関する事項」「文字(小学

校)・漢字(中学校)に関する事項」「書写に関する事項」では，学習指導要領に示された内

容の一層の理解を図るために，学習指導要領解説国語編の該当箇所を掲載しました。

【このようなときに活用できます】

「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」

・年間を見通した上で，指導事項，言語活動をバランスよく指導したいとき

・身に付けさせたい力を明確にした指導計画を立てたいとき

・単元を貫く言語活動を位置付けた指導計画を立てたいとき

「伝統的な言語文化に関する事項」「言葉の特徴やきまり（言葉の働きや特徴）に関す

る事項」「文字 (小学校)・漢字(中学校)・漢字に関する事項」「書写に関する事項」

・学習指導要領解説に示された内容のポイントとなることを知りたいとき

・〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の具体的な指導計画例を知りたい

とき

- 5-



「４ 資料等の利用を図る学習活動」p.106～p.114

学習指導要領第２章第１節国語では，言語活動の充実を図るに当たって，小学校では「課

題に応じて必要な文章や資料を取り上げ，基礎的・基本的な知識・技能を活用し，相互に

思考を深めたりまとめたりしながら解決していく能力」，中学校では「小学校で習得した

能力の定着を図りながら，中学校段階にふさわしい文章や資料を取り上げ，自ら課題を設

定し，基礎的・基本的な知識・技能を活用し，他者と相互に思考を深めたりまとめたりし

ながら解決していく能力」，高校では「小・中学校の９年間で身に付けてきた言語能力を

総合的に活用しながら，社会人として必要とされる国語の能力の基礎」の育成を重視して

います。

【このようなときに活用できます】

・課題に対応した指導計画を立てたいとき

・資料等を利用した指導計画を立てたいとき

・図書館を利用した指導計画を立てたいとき

「５ 読書活動の充実」p.115～p.117

言語に関する能力を育むには，読書活動の充実が不可欠です。領域の指導の中で，日常

の読書につなげる指導や，読書活動の様々な取組を示しました。

【このようなときに活用できます】

・領域の指導を日常の読書活動につなげたいとき

・読書活動の具体例を知りたいとき

「６ 郷土ゆかりの文学」p.118～p.144

郷土にゆかりのある文学に触れ，郷土の文化や伝統に対する関心や理解を深められるよ

う，静岡県の児童生徒に紹介したい作品の例などを示しました。

【このようなときに活用できます】

・静岡県ゆかりの作品を知りたいとき

・静岡県ゆかりの作品を用いて指導計画を立てたいとき

・静岡県ゆかりの文学について教材研究等を行いたいとき

「７ 高等学校学習指導要領抜粋」p.145～p.147

参考資料として高等学校学習指導要領の一部を抜粋して示しました。

【このようなときに活用できます】

・義務教育の学習内容と高等学校の学習内容のつながりを知りたいとき

「８ 年間指導計画ワークシート」p.148～p.151

年間指導計画の（領域別）と（月別）のワークシートです。コピーして利用できます。

「９ 授業づくり規準（国語科）」

授業における構想，展開，評価，改善のそれぞれの場面で必要な要素が分かります。

(3) 第１章との対応

第 1 章 第２章

確実に身に付けさせたい内容
３ 小学校・中学校における学習（指導計画例）

４ 資料等の利用を図る学習活動

発展的な学習の内容例

「静岡県ならでは」を生かした内容

４ 資料等の利用を図る学習活動

５ 読書活動の充実

６ 郷土ゆかりの文学

小・中・高の指導内容を体系的・系

統的に捉えた資料
２ 目標及び学習内容の系統

※「発展的な学習の内容例」については，上記に示したこと以外に他教科等との連携を通した指導を含む。
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(4) 国語科における「言語活動の充実」

ア 「言語活動の充実」の概要

これからの時代を担う子どもたちには，変化の激しい社会の中で，幅広い知識を基盤として思考

力・判断力・表現力等を柔軟に働かせながら，ものの見方や考え方が様々に違う人々と共存してい

く能力を身に付けることや，一人の人間として自立し，社会の中心的な形成者としての役割を果た

していくことといった，「生きる力」が求められています。ところが，PISA調査等の学力に関する

各種の調査の結果から，我が国の児童生徒には，「生きる力」で重視している思考力・判断力・表

現力等，学習意欲，学習習慣等について課題があることが分かりました。
※学校教育法第30条第2項では，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを活用

して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を育成すること，主体的に学習に取り

組む態度を養うことに，特に意を用いなければならないことが示されました。

更に，中教審答申の「教育内容に関する主な改善事項」では，とりわけ「思考力・判断力・表現

力等」を育むために，各教科等における「言語活動の充実」が第一に挙げられました。

こうした審議等の経過が，新学習指導要領において反映されています。

※①基礎的・基本的な知識・技能 ②知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等 ③

主体的に学習に取り組む態度 を，以後「学力の重要な３つの要素」と称する。

(ｱ) 各教科等における「言語活動の充実」の位置付け

各教科等における「言語活動の充実」は，「思考力・判断力・表現力等の育成」を始めとする学

力の重要な３つの要素を育み，「確かな学力」，ひいては「生きる力」の育成という，学習指導要領

の理念の実現を図ることを目的としています。

「言語活動の充実」は，それ自体が目的ではなく，各教科等の目標を達成するための手立てです。

したがって，各教科等の目標を踏まえながら、言語活動を意図的，計画的に位置付け，授業の構成

や指導の在り方を工夫・改善していくことが大切になります。

(ｲ) 「思考力・判断力・表現力等」と「言語活動の充実」

中教審答申においては，「思考力・判断力・表現力等」を育むために，次のような学習活動を各

教科等において行うことが不可欠であるとしています。

① 体験から感じ取ったことを表現する

② 事実を正確に理解し伝達する

③ 概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用したりする

④ 情報を分析・評価し，論述する

⑤ 課題について，構想を立て実践し，評価・改善する

⑥ 互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発展させる 「中教審答申」p.24～25

今回の改訂においては，言語活動の充実を重視している。このため，配慮事項として，各教科

等の指導に当たっては，児童・生徒の思考力・判断力・表現力等をはぐくむ観点から，基礎的・

基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに，言語に関する能力の育成を図

る上で必要な言語活動の充実が必要であることを示した。「学習指導要領解説総則編」p.７

知識基盤社会の到来や，グローバル化の進展など急速に社会が変化する中，次代を担う子ども

たちには，幅広い知識と柔軟な思考力に基づいて判断することや，他者と切磋琢磨しつつ異なる

文化や歴史に立脚する人々との共存を図ることなど，変化に対応する能力や資質が一層求められ

ている。一方，近年の国内外の学力調査の結果などから，我が国の子どもたちには思考力・判断

力・表現力等に課題がみられる。

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～」p.１
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(ｳ) 言語の役割を踏まえた言語活動の充実

中教審答申では，「言語は知的活動（論理や思考）だけではなく，コミュニケーションや感性・

情緒の基盤でもある。」と，言語の役割について述べています。これを受けて「言語活動の充実に

関する指導事例集」では，言語の役割を踏まえた言語活動の指導の在り方と留意点について，次の

ように整理しています。

(1) 知的活動(論理や思考)に関すること

ア 事実等を正確に理解し，他者に的確に分かりやすく伝えること

イ 事実等を解釈し説明するとともに，互いの考えを伝え合うことで，自分の考えや集団の考え

を発展させること

(2) コミュニケーションや感性・情緒に関すること

ア 互いの存在についての理解を深め，尊重していくこと

イ 感じたことを言葉にしたり，それらの言葉を交流したりすること

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～」p.７～９

※各項目の詳しい内容については，「言語活動の充実に関する指導事例集」を参照する。

イ 国語科における言語活動の充実

国語科においては「言語活動を通して指導事項を指導する」ことは，これまでも示されてきました

が，今回の改訂で言語活動例が「内容の取扱い」から「内容」に移されたことにより，一層重視され

たことが分かります。本県においても，国語科の目標の実現を図る上で，効果的に言語活動を設定し，

児童生徒の主体的な国語の学習が展開されるよう，授業改善を図っていくことが求められています。

これらのことを受け，「静岡県の授業づくり指針 国語科」では，「言語活動を通して指導事項（言

語能力）を指導する」学習展開や「言語活動を通して思考力・判断力・表現力等を育む」ことを意識

し，指導計画例を示しました。

(ｱ) 国語科と各教科における言語活動の目的と内容

各教科において言語活動の充実を図る上で，基盤となるものは言語に関する能力であり，言語能

力を育成する教科の中核となるのが，国語科です。したがって，国語科には，児童生徒が実生活や

各教科等の基本ともなる国語の能力を主体的に身に付けていくことができるよう，様々な言語活動

を工夫し，その充実を図っていくことが求められています。

また，「言語活動の充実」については，国語科と各教科等では，その目的や内容に，それぞれ特

質があります。国語科では「実生活で生きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力」

を身に付けていくことに重点が置かれ，各教科等においては，国語科で培った能力を使いながら知

識・技能を活用する学習活動を充実させ，目標の実現を図っていくことに重点が置かれています。

こうしたことから，各教科等の言語活動の例として「発表，記録，説明，鑑賞」等が挙げられ，

国語科では，これらの言語活動を行う国語の能力を育成することが，各教科等との関連の中で役割

として求められています。

知識・技能を習得するのも，これらを活用し課題を解決するために思考し，判断し，表現する

のもすべて言語によって行われるものであり，これらの学習活動の基盤となるのは，言語に関す

る能力である。さらに，言語は論理的思考だけではなく，コミュニケーションや感性・情緒の基

盤でもあり，豊かな心をはぐくむ上でも，言語に関する能力を高めていくことが求められている。

したがって，今回の改訂においては，言語に関する能力の育成を重視し，各教科等において言語

活動を充実することとしている。

具体的には，言語に関する能力を育成する中核的な教科である国語科においては，話すこと・

聞くこと，書くこと，読むことのそれぞれに記録，要約，説明，論述といった言語活動を例示し

た。「学習指導要領解説総則編」p.53～54
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(ｲ) 国語科における言語活動の捉え方

国語科でいう言語活動とは，言語活動例に示されているような，実生活や各教科等に生きて働く

特有な活動として捉える必要があります。「話す・聞く」「書く」「読む」といった活動を基盤とし

ながら，低・中学年であれば「紹介する」，高学年であれば「推薦する」など，実生活や各教科等

における，その学年で経験すると思われる活動を指しています。

また，言語活動例が「内容の取扱い」から「内容(2)」に位置付けられたことは，示された言語

活動例は例示でありながらも，年間で全てを，計画的に偏りなく取り扱う必要があることを意味し

ています。更に言えば，示された言語活動例以外にも，身に付けさせたい力や教材の特長，児童生

徒の実態に応じた的確な言語活動を考えていくことも必要になります。

なお，「基礎的・基本的な知識・技能を活用（する）」とは，国語科においては言語活動を通して

言語能力を育む過程であり，この過程において，課題を解決するために必要な思考力・判断力・表

現力等を育んでいきます。「習得したことの活用を図る」については，「活用することで習得を図る」

場合も考えられることから，習得と活用は一連の流れの中にあり，一体のものとして捉えます。「習

得→活用」といった，一方向のみへ展開するものではないことに留意する必要があります。

(ｳ) 国語科における言語活動を支えるもの

「学習指導要領 平成 10年告示」国語〔言語事項〕の内容のうち，各領域の内容に関連の深いも

のについては，実際の言語活動において一層有機的に働くよう，内容(1)の指導事項として位置付け

られました。また，言語活動を通して国語の能力を確実に身に付けていくためには，文字力や語彙

力などの基礎的な言語に関する知識についても確実に理解を図っていくことが欠かせません。した

がって，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕については，全ての単元において目標を設

定し，指導及び評価を行っていくことが大切です。

なお，「学習指導要領 第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」において，「２(1)ア 特定の事項

をまとめて(知識をまとめて)指導したり，繰り返して指導したりすることが必要な場合については，

特にそれだけを取り上げて学習させるよう配慮すること」とあるように，児童生徒の実態や必要に

応じて，「国語の特質に関する事項」の単元を構想したり，特定の時間を確保して繰り返して指導し

たりします。

※ 引用における（ ）は中学校の内容を指します。特にないものは，小・中共通です。

各領域では，国語の能力を調和的に育て実生活で生きて働くように，それぞれの領域の特性を

生かしながら児童（生徒）主体の言語活動を活発にし，国語科の目標を確実かつ豊かに実現でき

るように内容を改善した。そのために，各領域の内容を(1)の指導事項に示すとともに，これまで

は内容の取扱いに示していた言語活動例を内容の(2)に位置付け，再構成している。これは，各学

年の内容の指導に当たって，内容(1)に示された指導事項を，内容(2)に示されている言語活動例

を通して指導することを一層重視したためである。 「学習指導要領解説国語編」p.６

基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究することのできる国語の能力を身に付ける

ことに資するよう，実生活の様々な場面における言語活動を具体的に内容に示す。

「学習指導要領解説国語編」p.３

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕は，我が国の言語文化を享受し継承・発展さ

せる態度を育てることや，国語が果たす役割や特質についてまとまった知識を身に付けるととも

に，実際の言語活動において有機的に働くような能力を育てることに重点を置いて構成している。

「学習指導要領解説国語編」 p.６
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ウ 「言語活動」の設定の仕方について

単元を構想する上で，言語活動の設定の手順や単元における位置付け，留意点について説明します。

(ｱ) 言語活動の設定における手順

(ｲ）国語科の言語活動の単元における位置付け

国語科の単元の指導過程を構想する際，言語活動は単元を貫くように位置付けます。

言語活動を相互の関連を図らずにばらばらに配置したり，単元の最後に付加的に位置付けたりす

るのではなく，言語活動を有機的に単元に位置付け，身に付けさせたい国語の能力を確実に育むこ

とが大切になります。

（ｳ）言語活動の設定に当たっての留意点

① 言語活動は，身に付けさせたい力（指導事項）を指導するために行う

言語活動そのものが学習の目的とならないように留意します。言語活動は身に付けさせたい力

を指導するための手立てであり，指導するに当たって効果的なものを設定します。

② 言語活動を行う際は，各領域の能力を関連させる

話す・聞く，書く，読むなど，様々な領域の言語能力を関連させるよう留意します。各領域の

既習の言語能力を活用しながら言語活動を行わせることで，目標とする領域の新たな言語能力を，

効果的に育成します。

③ 児童生徒自身が学習過程の見通し持ち，振り返りができるようにさせる

児童生徒が学習の見通しを立てたり、学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入

れるよう留意します。児童生徒自身が言語活動の目的や見通しを持ち，自らの言語活動を振り返

る場を単元に位置付けることにより，自ら学び課題を解決していく能力や，単元で目標とする言

語能力を育成します。

① 身に付けさせたい力を選択する

年間指導計画に基づき，児童生徒の言語能力の実態を加味しながら，児童生徒に身に付けさ

せたい力（指導事項・〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕）を選択します。

一つの単元においては，１領域を設定していくことを基本とします。また，指導事項を１～

２事項程度に絞り込み，更に各指導事項の内容を分割するなど，身に付けさせたい力の焦点化

を図ります。伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項についても同様に考えます。

② 言語活動例を選択する

年間指導計画に基づき，身に付けさせたい力を育成するのに適したものを，「言語活動例」か

ら選択します。

指導事項と同じ領域から選択することを基本としますが，場合によっては他領域や他学年か

ら取り上げることや，他のものを設定することも考えられます。その際は，①で位置付けた指

導事項を指導する上で，効果的な言語活動例を選択するとともに，年間の中で，確実に全ての

言語活動例が偏りなく扱われるよう配慮する必要があります。

③ 教材を選択し，分析する

選択した言語活動を行うのに適した教材を選定し，教材分析を行います。

身に付けさせたい力や言語活動に留意しながら教材を分析し，特長を明らかにするとともに，

必要に応じて一部分を用いたり,他の教材と組み合わせたりするなどの工夫をします。

④ 言語活動と身に付けさせたい力を具体化する

選択した言語活動例と身に付けさせたい力を，児童生徒の実態，教材の特長と照らし合わせ

ながら具体化します。その際に，実際に言語活動を行うために必要な言語能力を整理し，重点

的に身に付けさせたい力を具体化するとともに，単元において活用させたい言語能力を明確に

します。
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エ 単元目標・評価規準の設定の仕方について

「静岡県の授業づくり指針 国語科」では，単元目標を設定するに当たって，次のようなことを重視

しています。

(ｱ) 単元目標の構成

① 単元目標は３点セット

国語科では，単元目標を，以下の３点をセットで構成します。

①国語への関心・意欲・態度

②領域の指導事項

③伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

② 身に付けさせたい力の領域は１領域が基本

「②領域の指導事項」は，１領域で構成するのが基本です。

当然ながら，国語科の学習では，領域を問わず，話す・聞く，書く，読むという全ての活動が

行われます。しかし，目標及び評価の対象となる領域は，基本的に１領域です。

例えば，「読むこと」の領域の単元においては，文章を読む活動に加え，解釈したことを文章で

書いたり，話し合ったりする活動が行われます。この場合の，書いたり話し合ったりする活動は，

「読むこと」の能力を身に付けるための手立てということになります。

なお，教材や学習展開によって効果が期待できる場合には，複数の領域を単元目標に設定する

ことも考えられます。

③ 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕を，特別に取り上げて指導する場合

古典や言語に関する指導などにおいて，[伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項]を取り

上げて指導する場合は，以下のような構成となります。

①国語への関心・意欲・態度

③伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(ｲ) 単元目標の設定の仕方

単元目標を設定するに当たっては，言語活動の特長が表れるよう，以下のように設定します。

①国語への関心・意欲・態度

各学年の「領域の目標」を基にする。

身に付けさせたい言語能力と態度，言語活動についての関心・意欲・態度を記述する。

②領域の指導事項

選択した領域の「指導事項」（１～２事項）を基にする。

教材の特長・言語活動に即して記述する。

③伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕（１事項）を基にする。

(ｳ) 評価規準の設定の仕方

評価規準を設定するに当たっては，単元目標を基にして，以下のように設定します。

①国語への関心・意欲・態度 ･･･ 文末を「～しようとしている。」とする。

②領域の指導事項 ･･･ 文末を「～している。」とする。

③言語についての知識・理解・技能 ･･･文末を「～している。」とする。

単元目標③〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕は，「言語についての知識・

理解・技能」に改める。

※高等学校については，「言語についての知識・理解」とする。
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(5) 国語科における学習評価について

平成 22年 3月中央教育審議会教育課程部会において「児童生徒の学習評価の在り方について」の報

告がとりまとめられ，学習評価の考え方や，今後の方向性等について示されました。

学習評価は，学習指導要領に照らし合わせた評価規準を基に児童生徒の学習状況を評価し，その後

の指導に生かす「指導と評価の一体化」を図ることで，「確かな学力」及び「生きる力」の育成を目指

しています。以下，学習評価の考え方をはじめ，国語科における評価の在り方について説明します。

ア 新学習指導要領における学習評価の基本的な考え方について

上記の報告を受け，「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」では，「学習評

価の改善に係る３つの基本的な考え方」を，次のように説明しています。

イ 各教科における評価の観点について

学習評価の

観点
内容・留意点

関心・意欲・

態度

各教科が対象としている学習内容に関心を持ち，自ら課題に取り組もうとする

意欲や態度を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するものである。

授業の姿勢や態度一般としての「関心・意欲・態度」ではなく，各教科等の学

習に即した学習状況を評価するものであることに留意する。

思考・判断・

表現

それぞれの教科の知識・技能を活用して課題を解決すること等のために必要な

思考力・判断力・表現力等を児童生徒が身に付けているかどうかを評価するもの

である。

「表現」については，基礎的・基本的な知識を活用しつつ，各教科の内容に即

して考えたり，判断したりしたことを，児童生徒の説明・論述・討論などの言語

活動等を通じて評価する。つまり，「表現」とは，これまでの「技能・表現」で評

価されていた「表現」ではなく，思考・判断した過程や結果を言語活動の中で児

童生徒が表出したものである。

技能
各教科において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかどうかを評価す

るものである。これまで「技能・表現」として評価されていた「表現」をも含む。

知識・理解
各教科において習得すべき知識や重要な概念等を児童生徒が理解しているかど

うか, 評価するものである。

参考：「評価規準の作成のための参考資料」国立教育政策研究所 平成 22年 11月

○ 目標に準拠した評価による観点別学習状況の評価や評定の着実な実施

) ○ 学力の重要な要素を示した新しい学習指導要領等の趣旨の反映

○ 学校や設置者の創意工夫を生かす現場主義を重視した学習評価の推進

新学習指導要領の下での学習評価については，児童生徒の「生きる力」の育成をめざし，児童生

徒一人一人の資質や能力をより確かにはぐくむようにするため，目標に照らしてその実現状況をみ

る評価を着実に実施し，児童生徒一人一人の進歩の状況や教科の目標の実現状況を的確に把握し，

学習指導の改善に生かすことが重要であるとともに，学習指導要領に示す内容が確実に身に付いた

かどうかの評価を行うことが重要である。

また，今回の観点別学習状況の評価の改善は，特に，「学力の重要な要素を示した新学習指導要

領等の趣旨の反映」と関連している。学校教育法の一部改正を受けて改訂された新学習指導要領の

総則に示された学力の３つの要素を踏まえて，評価の観点に関する考え方が整理された結果，これ

までの観点の構成と比べると，「思考・判断」が「思考・判断・表現」となり，「技能・表現」が

「技能」として設定されることとなった。

さらに，各学校や設置者の創意工夫を一層生かしていくことが求められており，各学校では，組

織的な取組を推進し，学習評価の妥当性，信頼性等を高めることが重要である。

「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」国立教育政策研究所ｐ.３
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ウ 新学習指導要領の趣旨を生かした国語科の評価について

国語の観点 評価の観点 評価内容と留意点(※) 評価方法例

国語への関

心・意欲・態

度

関心・意欲・態度

単元の学習内容に関心を持ち，自ら課題に取

り組もうとする意欲や態度を評価する。

・言語活動等への取組の関心・意欲・態度

・学習に関した読書及び読書によって見方や考

え方を広げようとする姿勢・態度 等

※全ての単元に位置付ける。

○観察

・発言・発表

・姿勢や態度

○記述したもの

・ワークシート

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

思考・判断・表現

基礎的・基本的な

知識・技能

単元で重点的に指導する領域に対応した観

点を設定し，言語活動を通しての各指導事項の

実現状況を評価する。

・各領域に即して思考・判断したことを，言語

活動を通して評価する

※国語の場合，「話す・聞く能力」「書く能力」

「読む能力」を，学習指導要領の内容のまと

まりに合わせ，基礎的・基本的な知識・技能

と「思考・判断・表現」とを合わせて評価す

る観点として位置付けている。

※基本的に１単元１領域。

○記述したもの

・ワークシート

・作品

・原稿

○観察

・発言・発表

○ペーパーテスト

言語についての

知識・理解・

技能

基礎的・基本的な

知識・技能

単元における〔伝統的な言語文化と国語の特

質に関する事項〕に示された各指導事項の実現

状況を評価する。

※各領域の指導を通して指導することから，全

ての単元に位置付ける。

○記述したもの

・ワークシート

○ペーパーテスト

○観察

・発言

※評価規準作成の際は，「評価規準の作成のための参考資料」（国立教育政策研究所）の設定例を参考にするとよい。

エ 評価規準・評価方法の設定における留意点

(ｱ) 単元目標と評価規準は一体のものと捉える

指導と評価の一体化を図るためにも，評価規準を単元目標とのずれがないように位置付けます。

単元で指導する内容（身に付けさせたい力）を明確にし，指導したことを評価し，次の指導につな

げる展開を組むことにより，単元で身に付けさせたい力を一貫性のあるものにします。

(ｲ) 児童生徒の実態や教材等を踏まえて評価規準を具体化する

学習指導要領に照らし合わせながら，既に身に付いていて活用できる力，課題と見られる力など，

前単元までの学習評価を踏まえた上で具体化します。また，教材の特長を踏まえた上で設定します。

(ｳ) 単元に適した評価方法を具体的に設定する

その単元で身に付けさせたい力を明確にし，適正な評価方法を設定します。また，評価場面にお

いて，児童生徒のどのような表れを評価するのか，具体的な評価方法を考えます。

オ 評価に当たっての留意点

(ｱ) 学習過程や学習結果における評価を，継続的・総合的に行う

評価は学習結果だけでなく，学習過程においても行うことが重要です。学習過程で評価したこと

を以後の指導に生かすことが，単元目標の確実な実現につながります。

(ｲ) 教師の学習評価の力量を高める

学習評価の妥当性や信頼性を高めるためにも，教師間で，評価資料や児童生徒の学習の様子等の

解釈の仕方を協議するなどして,学習評価の力量を向上させることが求められます。

(ｳ) 児童生徒が行う自己評価や他者評価の留意点

児童生徒が自己評価を行うことは，自分自身が身に付けた言語能力を自覚することであり，次の

学習での活用や，国語を学ぶ意義の理解にもつながります。留意したいのは，児童生徒の行う評価

は教師の評価とは別であり，あくまでも学習活動の一環であることを理解しておく必要があります。
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(6) 国語科の授業づくりのポイント

ア 年間指導計画を立てる（年度当初に行う）

身に付けさせたい言語能力を年度の中で確実に指導するために，時期，領域の指導事項，〔伝統的な言

語文化と国語の特質に関する事項〕，言語活動例，教材を一覧できる年間指導計画を立てます。系統性に

配慮しながら，全ての指導事項と言語活動例を，年間でバランスよく配置します。

・各単元では，扱う領域や重点的に扱う指導事項を絞り込み，身に付けさせたい力を焦点化します。単元

によっては，一つの指導事項を分割し，更に絞り込みます。

・［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］を，領域の指導事項と関連させ，全ての単元に位置付

けます。

・身に付けさせたい力に適した言語活動例を選択します。その際，目標と同じ領域から選択することを基

本としますが，適したものがなければ，他領域や他学年から取り上げたり，他のものを設定したりする

こともできます。
・身に付けさせたい力の系統性を考え，意図的に教材を配列します。

【小学校４年生「書くこと」における年間指導計画 例】

指導事項 言語活動例 教材名

月 時

数 ア イ ウ エ オ カ

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項

ア イ ウ エ オ 他

５ 11 ◎ ｲ(ｴ) ○ 学級新聞を作ろう

７ 10 ◎ ○ ｲ(ｸ) ○ 見学したことを報告しよう

９ ９ ◎ ○ ｲ(ｷ) ○ 物語の作り方をくふうしよう

※指導事項，言語活動例の項目については，学習指導要領，または，(5)学習内容の系統(p.20～29)を参照すること。

イ 児童生徒の実態を把握する

指導事項に照らし合わせて，児童生徒が身に付けてきた言語能力の実態を把握します。

（例）○時間的な順序，事柄の順序にしたがって，文章を書く。

◆段落相互の関係を意識しながら，目的に応じて中心となる内容の事例を挙げて説明する。

※○は身に付けてきた力，◆は課題が見られる力を表しています。

ウ 指導事項（身に付けさせたい力），言語活動例，教材を再確認する

児童生徒の実態を踏まえて指導事項（身に付けさせたい力）を確認し，次にそれを身に付けるのに適し

た言語活動例と教材を再確認します。変更する場合は，年間指導計画と照らし合わせながら，年間で全て

の指導事項や言語活動例を扱えるよう留意します。

エ 選択した教材について特長を明確にする

身に付けさせたい力や言語活動に留意しながら選択した教材を分析し，特長を明らかにするとともに，

必要に応じて一部分を用いたり，他の教材と組み合わせたりします。

（例）中心となる内容を明確にし，段落相互を関係付けながら書く力を付ける上で適している。

オ 単元目標を設定する

※「静岡県の授業づくり指針 国語」では，「単元」を「単元目標」の実現を図る授業展開のまとまりと

して捉えています。（参照：「３ 小学校・中学校における学習（授業計画例）」）

例【単元目標】
①関心を持った出来事が伝わるように，構成等を工夫しながら新聞記事を書こうとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉
②書こうとすることの中心を明確にし，事実が的確に伝わるよう理由や事例を挙げながら書く。

〈「書くこと」ウ〉
③句読点を適切に打ち，また，段落の始めについては行を改めて書く。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｴ)〉
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(ｱ) 言語活動と身に付けさせたい力を具体化する

言語活動例を，身に付けさせたい力，児童生徒の実態，教材の特長と照らし合わせながら具体化しま

す。また，実際に言語活動を行うために必要な言語能力を整理し，重点的に身に付けさせたい力を具体

化するとともに，単元において活用させたい言語能力を明確にします。

(ｲ) 単元目標を設定する

国語科の単元目標は，年間指導計画を基に①「国語への関心・意欲・態度」②「領域の指導事項」

③「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の３点をセットにして構成します。

①「国語への関心・意欲・態度」

「領域の目標」を基にして，言語活動を入れながら，全ての単元において設定します。

②「領域の指導事項」

基本的に１単元に1領域で設定し，選択した指導事項を，教材・言語活動に合わせて具体化します。

③「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕を基にして，全ての単元において設定します。

(ｳ) 評価規準を設定する

単元目標に即して，評価規準を設定します。

カ 単元展開を構想する ※例えば，次のように単元展開を構想する

（ｱ）単元を貫く言語活動を位置付ける

言語活動を通して言語能力を身に付けるよう，言語活動を指導
過程に有機的に位置付けます。その際，言語活動を目標としない
ように留意します。

（ｲ）学習活動を構想する

・見通しを持つ

身に付けていく力，学習展開，単元を貫く課題等，学習の目的
や方向性を持たせます。

・理解する

身に付けさせたい力や言語活動の特性などを具体的に理解させ
ます。また，言語表現や表現の工夫などを的確に理解させます。

・思考・判断する

理解したことを基に, 課題解決の中で思考・判断させます。

・表現・表出する

考えたことを，身に付させたい力に照らし合わせながら表現・表出させます。

・交流する

考えや根拠，思考過程などを互いに説明させることで，個の考えを深めさせます。

・自らの言語活動を振り返る

他者評価などを関連させながら，自らの言語活動や課題解決の過程を振り返らせます。目標の到達度
を客観的に評価させ，身に付けてきた力や課題に気付かせます。

キ 評価する

(ｱ) 児童生徒の目標の実現状況を評価する

・目標と評価規準を一体のものとして捉え，観点に即して，評価します。

・学習結果としての表現物を評価するとともに，学習過程での評価を有機的に組み込んでいきます。

・学習過程における評価を，次の指導に生かしていきます。

(ｲ) 教師の指導の在り方を評価する

a 単元目標と言語活動との関わりを評価する

・個々の言語能力に高まりが見られたか，設定した単元目標の適性を評価します。

・設定した言語活動は言語能力を育む上で効果的であったか，言語活動の適性を評価します。

b 評価規準の適性を評価する。

・規準に即して児童生徒が身に付けた言語能力を評価できたか，評価規準の適性を評価します。

単元の構想・学習活動(例)

交流する

評価

言

語

活

動

単
元
を
貫
く
課
題

理解する

↓

思考・判断する

↓

表現・表出する

評価
助言

身に付けさせたい力

見通しを持つ

評価
助言

評価
助言

言語活動の振り返り

- 15-



２ 目標及び学習内容の系統

(1) 系統の見方

小学校，中学校及び高等学校（「国語総合」）の目標及び学習内容の系統を，それぞれの項

目について表で示しました。

・目標

・「Ａ話すこと･聞くこと」

・「Ｂ書くこと」

・「Ｃ読むこと」

・〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

表中には，学習指導要領解説を参考にして指導事項のつながりを示す線を補っています。

(2) 領域別配当時数

学習指導要領には，各領域及び毛筆（小学校）書写（中学校）について配当時数が示され

ています。この配当時数を目安に，年間を通して各領域及び〔伝統的な言語文化と国語の特

質に関する事項〕をバランス良く指導していくことで，学習指導要領に示された学習内容を

確実に身に付けさせることにつながります。

学習指導要領に示された配当時数

〔単位時間〕

※（ ）は，学習指導要領に示されてはいないが，各学年の合計時数を基に算出した。

校種 小学校 中学校

学年
第１

学年

第２

学年

第３

学年

第４

学年

第５

学年

第６

学年
第１学年 第２学年 第３学年

Ａ話すこと・

聞くこと
35 35 30 30 25 25 15～25 15～25 10～20

Ｂ書くこと 100 100 85 85 55 55 30～40 30～40 20～30

Ｃ読むこと (55～75) (55～75) (45～65)

硬筆
(171) (180) (130) (130) (65) (65)

書

写 毛筆 － － 30 30 30 30
20 20 10

合計 306 315 245 245 175 175 140 140 105
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(3) 学年別漢字配当表 学年別漢字配当表

小学校学習指導要領第２章第１節国語別表

第 一右雨円王音下火花貝学気九休玉金空月犬見五口校左三山子四糸字耳七車手

１ 十出女小上森人水正生青夕石赤千川先早草足村大男竹中虫町天田土二日入年

学 白八百文木本名目立力林六（80字）

年

第 引羽雲園遠何科夏家歌画回会海絵外角楽活間丸岩顔汽記帰弓牛魚京強教近兄

２ 形計元言原戸古午後語工公広交光考行高黄合谷国黒今才細作算止市矢姉思紙

学 寺自時室社弱首秋週春書少場色食心新親図数西声星晴切雪船線前組走多太体

年 台地池知茶昼長鳥朝直通弟店点電刀冬当東答頭同道読内南肉馬売買麦半番父

風分聞米歩母方北毎妹万明鳴毛門夜野友用曜来里理話（160字）

第 悪安暗医委意育員院飲運泳駅央横屋温化荷界開階寒感漢館岸起期客究急級宮

３ 球去橋業曲局銀区苦具君係軽血決研県庫湖向幸港号根祭皿仕死使始指歯詩次

学 事持式実写者主守取酒受州拾終習集住重宿所暑助昭消商章勝乗植申身神真深

年 進世整昔全相送想息速族他打対待代第題炭短談着注柱丁帳調追定庭笛鉄転都

度投豆島湯登等動童農波配倍箱畑発反坂板皮悲美鼻筆氷表秒病品負部服福物

平返勉放味命面問役薬由油有遊予羊洋葉陽様落流旅両緑礼列練路和（200字）

第 愛案以衣位囲胃印英栄塩億加果貨課芽改械害街各覚完官管関観願希季紀喜旗

４ 器機議求泣救給挙漁共協鏡競極訓軍郡径型景芸欠結建健験固功好候航康告差

学 菜最材昨札刷殺察参産散残士氏史司試児治辞失借種周祝順初松笑唱焼象照賞

年 臣信成省清静席積折節説浅戦選然争倉巣束側続卒孫帯隊達単置仲貯兆腸低底

停的典伝徒努灯堂働特得毒熱念敗梅博飯飛費必票標不夫付府副粉兵別辺変便

包法望牧末満未脈民無約勇要養浴利陸良料量輪類令冷例歴連老労録（200字）

第 圧移因永営衛易益液演応往桜恩可仮価河過賀快解格確額刊幹慣眼基寄規技義

５ 逆久旧居許境均禁句群経潔件券険検限現減故個護効厚耕鉱構興講混査再災妻

学 採際在財罪雑酸賛支志枝師資飼示似識質舎謝授修述術準序招承証条状常情織

年 職制性政勢精製税責績接設舌絶銭祖素総造像増則測属率損退貸態団断築張提

程適敵統銅導徳独任燃能破犯判版比肥非備俵評貧布婦富武復複仏編弁保墓報

豊防貿暴務夢迷綿輸余預容略留領（185字）

第 異遺域宇映延沿我灰拡革閣割株干巻看簡危机揮貴疑吸供胸郷勤筋系敬警劇激

６ 穴絹権憲源厳己呼誤后孝皇紅降鋼刻穀骨困砂座済裁策冊蚕至私姿視詞誌磁射

学 捨尺若樹収宗就衆従縦縮熟純処署諸除将傷障城蒸針仁垂推寸盛聖誠宣専泉洗

年 染善奏窓創装層操蔵臓存尊宅担探誕段暖値宙忠著庁頂潮賃痛展討党糖届難乳

認納脳派拝背肺俳班晩否批秘腹奮並陛閉片補暮宝訪亡忘棒枚幕密盟模訳郵優

幼欲翌乱卵覧裏律臨朗論（181字）

【計 1006 字】
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(4) 目標の系統

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校第１学年

○教科国語の目標

○Ａ「話すこと・聞くこと」の目標

○Ｂ「書くこと」の目標

○Ｃ「読むこと」の目標

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え
合う力を高めるとともに，思考力や想像力及び言語感覚を
養い，国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育て
る。

相手に応じ，身
近なことなどにつ
いて，事柄の順
序を考えながら
話す能力，大事
な事を落とさない
ように聞く能力，
話題に沿って話
し合う能力を身に
付けさせるととも
に，進んで話した
り聞いたりしよう
とする態度を育
てる。

相手や目的に
応じ，調べたこと
などについて，筋
道を立てて話す
能力，話の中心
に気を付けて聞く
能力，進行に
沿って話し合う能
力を身に付けさ
せるとともに，工
夫をしながら話し
たり聞いたりしよ
うとする態度を育
てる。

目的や意図に応
じ，考えたことや
伝えたいことなど
について，的確に
話す能力，相手の
意図をつかみな
がら聞く能力，計
画的に話し合う能
力を身に付けさせ
るとともに，適切
に話したり，聞い
たりしようとする態
度を育てる。

目的や場面に
応じ，日常生活に
かかわることなど
について構成を
工夫して話す能
力，話し手の意図
を考えながら聞く
能力，話題や方
向をとらえて話し
合う能力を身に
付けさせるととも
に，話したり聞い
たりして考えをま
とめようとする態
度を育てる。

経験したことや
想像したことなど
について，順序を
整理し，簡単な構
成を考えて文や
文章を書く能力を
身に付けさせると
ともに，進んで書
こうとする態度を
育てる。

相手や目的に
応じ，調べたこと
などが伝わるよう
に，段落相互の
関係などに注意
して文章を書く能
力を身に付けさ
せるとともに，工
夫をしながら書こ
うとする態度を育
てる。

目的や意図に
応じ，考えたこと
などを文章全体
の構成の効果を
考えて文章に書く
能力を身に付けさ
せるとともに，適
切に書こうとする
態度を育てる。

目的や意図に
応じ，日常生活に
かかわることなど
について，構成を
考えて的確に書く
能力を身に付けさ
せるとともに，進
んで文章を書い
て考えをまとめよ
うとする態度を育
てる。

書かれている事
柄の順序や場面
の様子などに気
付いたり，想像を
広げたりしながら
読む能力を身に
付けさせるととも
に，楽しんで読書
しようとする態度
を育てる。

目的に応じ，内
容の中心をとらえ
たり段落相互の
関係を考えたりし
ながら読む能力
を身に付けさせる
とともに，幅広く
読書しようとする
態度を育てる。

目的に応じ，内
容や要旨をとらえ
ながら読む能力
を身に付けさせる
とともに，読書を
通して考えを広げ
たり深めたりしよ
うとする態度を育
てる。

目的や意図に
応じ，様々な本や
文章などを読み，
内容や要旨を的
確にとらえる能力
を身に付けさせる
とともに，読書を
通してものの見方
や考え方を広げ
ようとする態度を
育てる。
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中学校第２学年 中学校第３学年 高校 必履修科目 高校 各科目

目的や場面に
応じ，社会生活に
かかわることなど
について立場や
考えの違いを踏
まえて話す能力，
考えを比べなが
ら聞く能力，相手
の立場を尊重し
て話し合う能力を
身に付けさせると
ともに，話したり
聞いたりして考え
を広げようとする
態度を育てる。

目的や場面に
応じ，社会生活
にかかわること
などについて相
手や場に応じて
話す能力，表現
の工夫を評価し
て聞く能力，課題
の解決に向けて
話し合う能力を
身に付けさせる
とともに，話した
り聞いたりして考
えを深めようとす
る態度を育てる。

国語を適切に表現し正確に理解する
能力を育成し，伝え合う力を高めるとと
もに，思考力や想像力を養い言語感覚
を豊かにし，国語に対する認識を深め国
語を尊重する態度を育てる。

目的や意図に
応じ，社会生活に
かかわることなど
について，構成を
工夫して分かりや
すく書く能力を身
に付けさせるとと
もに，文章を書い
て考えを広げよう
とする態度を育て
る。

目的や意図に
応じ，社会生活に
かかわることなど
について，論理
の展開を工夫し
て書く能力を身に
付けさせるととも
に，文章を書いて
考えを深めようと
する態度を育て
る。

目的や意図に
応じ，文章の内
容や表現の仕方
に注意して読む
能力，広い範囲
から情報を集め
効果的に活用す
る能力を身に付
けさせるととも
に，読書を生活
に役立てようとす
る態度を育てる。

目的や意図に
応じ，文章の展
開や表現の仕方
などを評価しなが
ら読む能力を身
に付けさせるとと
もに，読書を通し
て自己を向上さ
せようとする態度
を育てる。

【国語総合】
国語を適切

に表現し的確
に理解する能
力を育成し,伝
え合う力を高
めるとともに,
思考力や想像
力を伸ばし,心
情を豊かにし,
言語感覚を磨
き,言語文化に
対する関心を
深め,国語を尊
重してその向
上を図る態度
を育てる。

【国語表現】
国語で適切かつ効果的

に表現する能力を育成し,
伝え合う力を高めるととも
に,思考力や想像力を伸ば
し,言語感覚を磨き,進んで
表現することによって国語
の向上や社会生活の充実
を図る態度を育てる。

【現代文Ａ】
近代以降の様々な文章

を読むことによって,我が
国の言語文化に対する理
解を深め,生涯にわたって
読書に親しみ,国語の向上
や社会生活の充実を図る
態度を育てる。

【古典Ａ】
古典としての古文と漢

文，古典に関する文章を
読むことによって，我が国
の伝統と文化に対する理
解を深め，生涯にわたって
古典に親しむ態度を育て
る。

【古典Ｂ】
古典としての古文と漢文

を読む能力を養うととも
に，ものの見方，感じ方，
考え方を広くし，古典につ
いての理解や関心を深め
ることによって人生を豊か
にする態度を育てる。

国語を適切に表現し的確に理解する能力を
育成し,伝え合う力を高めるとともに,思考力や
想像力を伸ばし,心情を豊かにし,言語感覚を
磨き,言語文化に対する関心を深め,国語を尊
重してその向上を図る態度を育てる。

【現代文Ｂ】
近代以降の様々な文章

を的確に理解し,適切に表
現する能力を高めるととも
に,ものの見方,感じ方を深
め,進んで読書することに
よって,国語の向上を図り
人生を豊かにする態度を
育てる。
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(5) 学習内容の系統

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年

【話題設定や取材】

【話すこと】

【聞くこと】

【話し合うこと】

ア 身近なことや経験し
たことなどから話題を決
め，必要な事柄を思い出
すこと。

ア 関心のあることなどか
ら話題を決め，必要な事
柄について調べ，要点をメ
モすること。

ア 考えたことや伝えた
いことなどから話題を
決め，収集した知識や
情報を関係付けるこ
と。

イ 相手に応じて，話す
事柄を順序立て，丁寧
な言葉と普通の言葉と
の違いに気を付けて話
すこと。

ウ 相手を見たり言葉の
抑揚や強弱，間の取り
方などに注意したりして
話すこと。

イ 相手や目的に応じ
て，理由や事例などを挙
げながら筋道を立て，丁
寧な言葉を用いるなど適
切な言葉遣いで話すこ
と。

ウ 相手を見たり言葉の
抑揚や強弱，間の取り方
などに注意したりして話
すこと。

イ 目的や意図に応じ
て，事柄が明確に伝わ
るように話の構成を工
夫しながら，場に応じた
適切な言葉遣いで話す
こと。

ウ 共通語と方言との
違いを理解し，また，必
要に応じて共通語で話
すこと。

エ 大事なことを落とさな
いようにしながら，興味を
もって聞くこと。

エ 話の中心に気を付
けて聞き，質問したり感
想を述べたりすること。

エ 話し手の意図をとら
えながら聞き，自分の
意見と比べるなどして
考えをまとめること。

オ 互いの話を集中して
聞き，話題に沿って話し
合うこと。

オ 互いの考えの共通
点や相違点を考え，司
会や提案などの役割を
果たしながら，進行に
沿って話し合うこと。

オ 互いの立場や意図
をはっきりさせながら，
計画的に話し合うこと。

ア 事物の説明や経験の報告
をしたり，それらを聞いて感想を
述べたりすること。
イ 尋ねたり応答したり，グルー
プで話し合って考えを一つにま
とめたりすること。
ウ 場面に合わせてあいさつを
したり，必要なことについて身近
な人と連絡をし合ったりするこ
と。
エ 知らせたいことなどについて
身近な人に紹介したり，それを
聞いたりすること。

ア 出来事の説明や調査の報告
をしたり，それらを聞いて意見を
述べたりすること。
イ 学級全体で話し合って考えを
まとめたり，意見を述べ合ったり
すること。
ウ 図表や絵，写真などから読
み取ったことを基に話したり，聞
いたりすること。

ア 資料を提示しながら説明や
報告をしたり，それらを聞いて助
言や提案をしたりすること。
イ 調べたことやまとめたことに
ついて，討論などをすること。
ウ 事物や人物を推薦したり，そ
れを聞いたりすること。

言語活動例
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中学校第１学年 中学校第２学年 中学校第３学年 国語総合

【話題設定・
取材・構成】

【交流・評価】

ア 日常生活の中か
ら話題を決め，話し
たり，話し合ったりす
るための材料を人と
の交流を通して集め
整理すること。

ア 社会生活の中
から話題を集め，
話したり話し合った
りするための材料
を多様な方法で決
め整理すること。

ア 社会生活の
中から話題を決
め，自分の経験
や知識を整理し
て考えをまとめ，
語句や文を効果
的に使い，資料
などを活用して説
得力のある話を
すること。

イ 場の状況や
相手の様子に応
じて話すととも
に，敬語を適切に
使うこと。

ア 話題について
様々な角度から検討
して自分の考えを持
ち,根拠を明確にする
など論理の構成や展
開を工夫して意見を
述べること。

イ 全体と部分，事
実と意見との関係に
注意して話を構成
し，相手の反応を踏
まえながら話すこ
と。

ウ 話す速度や音
量，言葉の調子や
間の取り方，相手に
分かりやすい語句
の選択，相手や場
に応じた言葉遣いな
どについての知識を
生かして話すこと。

イ 異なる立場や
考えを想定して自
分の考えをまと
め，話の中心的な
部分と付加的な部
分などに注意し，
論理的な構成や展
開を考えて話すこ
と。

ウ 目的や状況に
応じて，資料や機
器などを効果的に
活用して話すこと。

エ 必要に応じて
質問しながら聞き
取り，自分の考えと
の共通点や相違点
を整理すること。

エ 話の論理的な
構成や展開などに
注意して聞き，自分
の考えと比較する
こと。

ウ 聞き取った内
容や表現の仕方
を評価して，自分
のものの見方や
考え方を深めた
り，表現に生かし
たりすること。

オ 話合いの話題
や方向をとらえて
的確に話したり，相
手の発言を注意し
て聞いたりして，自
分の考えをまとめ
ること。

オ 相手の立場や
考えを尊重し，目
的に沿って話し合
い，互いの発言を
検討して自分の考
えを広げること。

エ 話合いが効
果的に展開する
ように進行の仕
方を工夫し，課題
の解決に向けて
互いの考えを生
かし合うこと。

エ 話したり聞いたり
話し合ったりしたこと
の内容や表現の仕
方について自己評価
や相互評価を行い，
自分の話し方や言葉
遣いに役立てるとと
もに，ものの見方，感
じ方，考え方を豊か
にすること。

ア 日常生活の中の話
題について報告や紹介
をしたり，それらを聞い
て質問や助言をしたりす
ること。
イ 日常生活の中の話
題について対話や討論
などを行うこと。

ア 調べて分かったこと
や考えたことなどに基づ
いて説明や発表をした
り，それらを聞いて意見
を述べたりすること。
イ 社会生活の中の話
題について，司会や提
案者などを立てて討論を
行うこと。

ア 時間や場の条件に
合わせてスピーチをした
り，それを聞いて自分の
表現の参考にしたりする
こと。
イ 社会生活の中の話
題について，相手を説
得するために意見を述
べ合うこと。

ア 状況に応じた話題を
選んでスピーチしたり，
資料に基づいて説明し
たりすること。
イ 調査したことなどを
まとめて，報告や発表を
したり，内容や表現の仕
方を吟味しながらそれら
を聞いたりすること。
ウ 反論を想定して発言
したり，疑問点を質問し
たりしながら，課題に応
じた話し合いや討論など
を行うこと。

Ａ 話すこと・聞くこと

イ 目的や場に応じ
て，効果的に話した
り的確に聞き取った
りすること。

ウ 課題を解決した
り考えを深めたりす
るために，相手の立
場や考え方を尊重
し，表現の仕方や進
行の仕方などを工夫
して話し合うこと。
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小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年

【課題設定や取材】

【構成】

【記述】

【推敲】

【交流】

ア 経験したことや想像
したことなどから書くこと
を決め，書こうとする題
材に必要な事柄を集め
ること。

ア 関心のあることなど
から書くことを決め，相
手や目的に応じて，書く
上で必要な事柄を調べ
ること。

ア 考えたことなどから
書くことを決め，目的や
意図に応じて，書く事柄
を収集し，全体を見通し
て事柄を整理すること。

イ 自分の考えが明確
になるように，事柄の順
序に沿って簡単な構成
を考えること。

イ 文章全体における段
落の役割を理解し，自
分の考えが明確になる
ように，段落相互の関係
などに注意して文章を構
成すること。

イ 自分の考えを明確に
表現するため，文章全
体の構成の効果を考え
ること。

ウ 語と語や文と文との
続き方に注意しながら，
つながりのある文や文
章を書くこと。

ウ 書こうとする事の中
心を明確にし，目的や必
要に応じて理由や事例
を挙げて書くこと。

エ 文章の敬体と常体と
の違いに注意しながら
書くこと。

ウ 事実と感想，意見な
どとを区別するとともに，
目的や意図に応じて簡
単に書いたり詳しく書い
たりすること。

エ 引用したり，図表や
グラフなどを用いたりし
て，自分の考えが伝わ
るように書くこと。

エ 文章を読み返す習
慣をつけるとともに，間
違いなどに気付き，正す
こと。

オ 文章の間違いを正し
たり,よりよい表現に書き
直したりすること。

オ 表現の効果などに
ついて確かめたり工夫し
たりすること。

オ 書いたものを読み合
い，よいところを見付け
て感想を伝え合うこと。

カ 書いたものを発表し
合い，書き手の考えの
明確さなどについて意
見を述べ合うこと。

カ 書いたものを発表し
合い，表現の仕方に着
目して助言し合うこと。

言語活動例

ア 想像したことなどを文章に書
くこと。
イ 経験したことを報告する文章
や観察したことを記録する文章
などを書くこと。
ウ 身近な事物を簡単に説明す
る文章などを書くこと。
エ 紹介したいことをメモにまと
めたり，文章に書いたりするこ
と。
オ 伝えたいことを簡単な手紙に
書くこと。

ア 身近なこと，想像したことな
どを基に，詩をつくったり，物語
を書いたりすること。
イ 疑問に思ったことを調べて，
報告する文章を書いたり，学級
新聞などに表したりすること。
ウ 収集した資料を効果的に使
い，説明する文章などを書くこ
と。
エ 目的に合わせて依頼状，案
内状，礼状などの手紙を書くこ
と。

ア 経験したこと，想像したこと
などを基に，詩や短歌，俳句を
つくったり，物語や随筆などを書
いたりすること。
イ 自分の課題について調べ，
意見を記述した文章や活動を報
告した文章などを書いたり編集
したりすること。
ウ 事物のよさを多くの人に伝
えるための文章を書くこと。
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中学校第１学年 中学校第２学年 中学校第３学年 国語総合

【構成・記述】

【推敲・交流・評価】

【題材選定・
取材・表現の工夫】

Ｂ 書くこと

ア 日常生活の中
から課題を決め，
材料を集めながら
自分の考えをまと
めること。

ア 社会生活の中
から課題を決め，
多様な方法で材料
を集めながら自分
の考えをまとめるこ
と。

イ 集めた材料を
分類するなどして
整理するとともに，
段落の役割を考え
て文章を構成する
こと。

イ 自分の立場及
び伝えたい事実や
事柄を明確にし
て，文章の構成を
工夫すること。

ウ 伝えたい事実
や事柄について，
自分の考えや気持
ちを根拠を明確に
して書くこと。

ウ 事実や事柄，
意見や心情が相手
に効果的に伝わる
ように，説明や具
体例を加えたり，
描写を工夫したりし
て書くこと。

エ 書いた文章を
読み返し，表記や
語句の用法，叙述
の仕方などを確か
めて，読みやすく分
かりやすい文章に
すること。

エ 書いた文章を
読み返し，語句や
文の使い方，段落
相互の関係などに
注意して，読みや
すく分かりやすい
文章にすること。

オ 書いた文章を
互いに読み合い，
題材のとらえ方や
材料の用い方，根
拠の明確さなどに
ついて意見を述べ
たり，自分の表現
の参考にしたりする
こと。

オ 書いた文章を
互いに読み合い，
文章の構成や材料
の活用の仕方など
について，意見を
述べたり助言をし
たりして，自分の考
えを広げること。

ア 関心のある芸術的
な作品などについて，
鑑賞したことを文章に
書くこと。
イ 図表などを用いた
説明や記録の文章を
書くこと。
ウ 行事等の案内や報
告をする文章を書くこ
と。

ア 表現の仕方を工夫
して，詩歌をつくったり
物語などを書いたりす
ること。
イ 多様な考えができる
事柄について，立場を
決めて意見を述べる文
章を書くこと。
ウ 社会生活に必要な
手紙を書くこと。

ア 社会生活の中
から課題を決め，取
材を繰り返しながら
自分の考えを深め
るとともに，文章の
形態を選択して適
切な構成を工夫す
ること。

イ 論理の展開を
工夫し，資料を適
切に引用するなど
して，説得力のある
文章を書くこと。

ウ 書いた文章を
読み返し，文章全
体を整えること。

エ 書いた文章を
互いに読み合い，
論理の展開の仕方
や表現の仕方など
について評価して
自分の表現に役立
てるとともに，もの
の見方や考え方を
深めること。

ア 関心のある事柄につ
いて批評する文章を書く
こと。
イ 目的に応じて様々な
文章などを集め，工夫し
て編集すること。

ア 相手や目的に応
じて題材を選び，文
章の形態や文体，
語句などを工夫して
書くこと。

イ 論理の構成や
展開を工夫し，論拠
に基づいて自分の
考えを文章にまとめ
ること。

ウ 対象を的確に説
明したり描写したり
するなど，適切な表
現の仕方を考えて
書くこと。

エ 優れた表現に接
してその条件を考え
たり，書いた文章に
ついて自己評価や
相互評価を行ったり
して，自分の表現に
役立てるとともに，も
のの見方，感じ方，
考え方を豊かにする
こと。

ア 情景や心情の描写
を取り入れて，詩歌をつ
くったり随筆などを書い
たりすること。
イ 出典を明示して文章
や図表などを引用し，説
明や意見などを書くこ
と。
ウ 相手や目的に応じ
た語句を用い，手紙や
通知などを書くこと。
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小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年

【音読】

【効果的な読み方】

【説明的な文章の解釈】

【文学的な文章の解釈】

【自分の考えの形成及び交流】

【目的に応じた読書】

ア 語のまとまりや言葉
の響きなどに気を付け
て音読すること。

ア 内容の中心や場面
の様子がよく分かるよう
に音読すること。

ア 自分の思いや考えが
伝わるように音読や朗読
をすること。

イ 時間的な順序や事
柄の順序などを考えな
がら内容の大体を読む
こと。

イ 目的に応じて，中心
となる語や文をとらえて
段落相互の関係や事実
と意見との関係を考え，
文章を読むこと。

ウ 目的に応じて，文章の
内容を的確に押さえて要
旨をとらえたり，事実と感
想，意見などとの関係を
押さえ，自分の考えを明
確にしながら読んだりする
こと。

ウ 場面の様子につい
て，登場人物の行動を
中心に想像を広げなが
ら読むこと。

ウ 場面の移り変わりに
注意しながら，登場人物
の性格や気持ちの変化,
情景などについて，叙述
を基に想像して読むこ
と。 エ 登場人物の相互関係

や心情，場面についての
描写をとらえ，優れた叙述
について自分の考えをま
とめること。

エ 文章の中の大事な
言葉や文を書き抜くこ
と。

エ 目的や必要に応じ
て，文章の要点や細か
い点に注意しながら読
み，文章などを引用した
り要約したりすること。

オ 本や文章を読んで考
えたことを発表し合い，自
分の考えを広げたり深め
たりすること。

カ 楽しんだり知識を得
たりするために，本や文
章を選んで読むこと。

カ 目的に応じて，いろ
いろな本や文章を選ん
で読むこと。

カ 目的に応じて，複数の
本や文章などを選んで比
べて読むこと。

イ 目的に応じて，本や文
章を比べて読むなど効果
的な読み方を工夫するこ
と。

ア 本や文章を楽しんだり，想
像を広げたりしながら読むこ
と。
イ 物語の読み聞かせを聞いた
り，物語を演じたりすること。
ウ 事物の仕組みなどについて
説明した本や文章を読むこと。
エ 物語や，科学的なことにつ
いて書いた本や文章を読ん
で，感想を書くこと。
オ 読んだ本について，好きな
ところを紹介すること。

ア 物語や詩を読み，感想を
述べ合うこと。
イ 記録や報告の文章，図鑑や
事典などを読んで利用するこ
と。
ウ 記録や報告の文章を読ん
でまとめたものを読み合うこ
と。
エ 紹介したい本を取り上げ
て説明すること。
オ 必要な情報を得るため
に，読んだ内容に関連した他
の本や文章などを読むこと。

ア 伝記を読み，自分の生き方
について考えること。
イ 自分の課題を解決するため
に，意見を述べた文章や解説
の文章などを利用すること。
ウ 編集の仕方や記事の書き
方に注意して新聞を読むこと。
エ 本を読んで推薦の文章を書
くこと。

言語活動例

オ 文章を読んで考えた
ことを発表し合い,一人
一人の感じ方について
違いのあることに気付く
こと。

オ 文章の内容と自分
の経験とを結び付けて,
自分の思いや考えをま
とめ,発表し合うこと。
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中学校第１学年 中学校第２学年 中学校第３学年 国語総合

【語句の意味の理解】 【表現に即した理解】

【文章の解釈】

【自分の考えの形成】 【考えの形成・読書・
情報活用】

【読書と情報活用】

Ｃ 読むこと

ア 文脈の中におけ
る語句の意味を的
確にとらえ，理解す
ること。

ア 抽象的な概念
を表す語句や，心
情を表す語句など
に注意して読むこ
と。

ア 文脈の中にお
ける語句の効果的
な使い方など，表
現上の工夫に注意
して読むこと。

ア 文章の内容や形
態に応じた表現の特
色に注意して読むこ
と。

イ 文章の中心的
な部分と付加的な
部分，事実と意見
などとを読み分け，
目的や必要に応じ
て要約したり要旨を
とらえたりすること。

ウ 場面の展開や
登場人物などの描
写に注意して読み，
内容の理解に役立
てること。

イ 文章全体と部
分との関係，例示
や描写の効果，登
場人物の言動の意
味などを考え，内
容の理解に役立て
ること。

イ 文章の論理の
展開の仕方，場面
や登場人物の設定
の仕方をとらえ，内
容の理解に役立て
ること。

イ 文章の内容を叙
述に即して的確に読
み取ったり，必要に
応じて要約や詳述を
したりすること。

ウ 文章に描かれた
人物，情景，心情な
どを表現に即して読
み味わうこと。

エ 文章の構成や
展開，表現の特徴
について，自分の
考えをもつこと。

ウ 文章の構成や
展開，表現の仕方
について，根拠を
明確にして自分の
考えをまとめるこ
と。

ウ 文章を読み比
べるなどして，構
成や展開，表現の
仕方について評価
すること。 エ 文章の構成や

展開を確かめ，内
容や表現の仕方に
ついて評価したり，
書き手の意図をとら
えたりすること。

オ 幅広く本や文章
を読み，情報を得て
用いたり，ものの見
方，感じ方，考え方
を豊かにしたりする
こと。

カ 本や文章などか
ら必要な情報を集
めるための方法を
身に付け，目的に
応じて必要な情報
を読み取ること。

オ 多様な方法で
選んだ本や文章な
どから適切な情報
を得て，自分の考
えをまとめること。

オ 目的に応じて
本や文章などを読
み，知識を広げた
り，自分の考えを
深めたりすること。

ア 様々な種類の文章
を音読したり朗読したり
すること。
イ 文章と図表などとの
関連を考えながら，説明
や記録の文章を読むこ
と。
ウ 課題に沿って本を読
み，必要に応じて引用し
て紹介すること。

ア 詩歌や物語などを
読み，内容や表現の仕
方について感想を交流
すること。
イ 説明や評論などの
文章を読み，内容や表
現の仕方について自分
の考えを述べること。
ウ 新聞やインターネッ
ト，学校図書館等の施
設などを活用して得た
情報を比較すること。

ア 物語や小説など
を読んで批評するこ
と。
イ 論説や報道など
に盛り込まれた情報
を比較して読むこと。
ウ 自分の読書生活
を振り返り，本の選
び方や読み方につ
いて考えること。

ア 文章を読んで脚本に
したり，古典を現代の物
語に書き換えたりするこ
と。
イ 文字，音声，画像など
のメディアによって表現さ
れた情報を，課題に応じ
て読み取り，取捨選択し
てまとめること。
ウ 現代の社会生活で必
要とされている実用的な
文章を読んで内容を理解
し，自分の考えを持って
話し合うこと。
エ 様々な文章を読み比
べ，内容や表現の仕方に
ついて，感想を述べたり
批評する文章を書いたり
すること。

オ 文章に表れて
いるものの見方や
考え方をとらえ，自
分のものの見方や
考え方を広くするこ
と。

エ 文章に書かれ
ているものの見方
や考え方につい
て，知識や体験と
関連付けて自分の
考えをもつこと。

エ 文章を読んで
人間，社会，自然
などについて考
え，自分の意見を
もつこと。
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〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

（小）第1学年及び第2学年 （小）第3学年及び第4学年 （小）第5学年及び第6学年

（１）「A話すこと・聞くこと」，「B書くこと」及び「C読むこと」の指導を通して，次の事項について指導する。

(ｱ) 昔話や神話・伝承などの本
や文章の読み聞かせを聞いた
り，発表し合ったりすること。

(ｱ) 易しい文語調の短歌や俳
句について，情景を思い浮かべ
たり，リズムを感じ取りながら音
読や暗唱をしたりすること。
(ｲ) 長い間使われてきたことわ
ざや慣用句，故事成語などの意
味を知り，使うこと。

(ｱ) 親しみやすい古文や漢文，
近代以降の文語調の文章につ
いて，内容の大体を知り，音読
すること。
(ｲ) 古典について解説した文章
を読み，昔の人のものの見方や
感じ方を知ること。

ア

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

イ

言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
事
項

(ｱ) 言葉には，事物の内容を表
す働きや，経験したことを伝える
働きがあることに気付くこと。
(ｲ) 音節と文字の関係や，アク
セントによる後の意味の違いな
どに気付くこと。
(ｳ) 言葉には，意味による語句
のまとまりがあることに気付くこ
と。
(ｴ) 長音，拗音，促音，撥音な
どの表記ができ，助詞の「は」，
「へ」及び「を」を文の中で正しく
使うこと。
(ｵ) 句読点の打ち方や，かぎ
（「」）の使い方を理解して文章の
中で使うこと。
(ｶ) 文の中における主語と述語
との関係に注意すること。
(ｷ) 敬体で書かれた文章に慣
れること。

(ｱ) 言葉には，考えたことや
思ったことを表す働きがあること
に気付くこと。
(ｲ) 漢字と仮名を用いた表記な
どに関心をもつこと。
(ｳ) 送り仮名に注意して書き，
また，活用についての意識をも
つこと。
(ｴ) 句読点を適切に打ち，ま
た，段落の始め，会話の部分な
どの必要な箇所は行を改めて
書くこと。
(ｵ) 表現したり理解したりする
ために必要な語句を増し，また，
語句には性質や役割の上で種
別があることを理解すること。
(ｶ) 表現したり理解したりするた
めに必要な文字や語句につい
て，辞書を利用して調べる方法
を理解し，調べる習慣を付ける
こと。
(ｷ) 修飾と被修飾との関係な
ど，文の構成について初歩的な
理解をもつこと。
(ｸ) 指示語や接続語が文と文と
の意味のつながりに果たす役割
を理解し．使うこと。

(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違
いに気付くこと。
(ｲ) 時間の経過による言葉の変
化や世代による言葉の違いに
気づくこと。
(ｳ) 送り仮名や仮名遣いに注
意して正しく書くこと。
(ｴ) 語句の構成，変化などにつ
いての理解を深め，また，語句
の由来などに関心を持つこと。
(ｵ) 文章の中での語句と語句と
の関係を理解すること。
(ｶ) 語感，言葉の使い方に対す
る感覚などについて関心を持つ
こと。
(ｷ) 文や文章にはいろいろな構
成があることについて理解する
こと。
(ｸ) 日常よく使われる敬語の使
い方に慣れること。
(ｹ) 比喩や反復などの表現の
工夫に気付くこと。
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（中）第1学年 （中）第2学年 （中）第3学年 国語総合

(ｱ) 文語のきまりや訓
読の仕方を知り，古文
や漢文を音読して，古
典特有のリズムを味わ
いながら，古典の世界
に触れること。
(ｲ) 古典には様々な種
類の作品があることを
知ること。

(ｱ) 音声の働きや仕組
みについて関心をも
ち，理解を深めること。
(ｲ) 語句の辞書的な意
味と文脈上の意味との
関係に注意し，語感を
磨くこと。
(ｳ) 事象や行為などを
表す多様な語句につい
て理解を深めるととも
に，話や文章の中の語
彙について関心をもつ
こと。
(ｴ) 単語の種別につい
て理解し，指示語や接
続詞及びこれらと同じ
ような働きをもつ語句な
どに注意すること。
(ｵ) 比喩や反復などの
表現の技法について理
解すること。

（１）「A話すこと・聞くこと」，「B書くこと」及び「C読むこと」の指導を通して，次の事項について指導する。

(ｱ) 作品の特徴を生か
して朗読するなどして，
古典の世界を楽しむこ
と。
(ｲ) 古典の表れたもの
の見方や考え方に触
れ，登場人物や作者の
思いなどを想像するこ
と。

(ｱ) 歴史的背景などに
注意して古典を読み，
その世界に親しむこと。
(ｲ) 古典の一節を引用
するなどして，古典に
関する簡単な文章を書
くこと。

(ｱ) 言語文化の特質
や我が国の文化と外国
の文化との関係につい
て気付き，伝統的な言
語文化への興味・関心
を広げること。
(ｲ) 文語のきまり，訓
読のきまりなどを理解
すること。

(ｱ) 話し言葉と書き言
葉の違い，共通語と方
言の果たす役割，敬語
の働きなどについて理
解すること。
(ｲ) 抽象的な概念を表
す語句，類義語と対義
語，同音異義語や多義
的な意味を表す語句な
どについて理解し，語
感を磨き語彙を豊かに
すること。
(ｳ) 文の中の文の成
分の順序や照応，文の
構成などについて考え
ること。
(ｴ) 単語の活用につい
て理解し，助詞や助動
詞などの働きに注意す
ること。
(ｵ) 相手や目的に応じ
て，話や文章の形態や
展開に違いがあること
を理解すること。

(ｱ) 時間の経過による
言葉の変化や世代によ
る言葉の違いを理解す
るとともに、敬語を社会
生活の中で適切に使う
こと。
(ｲ) 慣用句・四字熟語
などに関する知識を広
げ，和語・漢語・外来語
などの使い分けに注意
し，語感を磨き語彙を
豊かにすること。

(ｱ) 国語における言葉
の成り立ち，表現の特
色及び言語の役割など
を理解すること。
(ｲ) 文や文章の組立
て，語句の意味，用法
及び表記の仕方などを
理解し，語彙を豊かに
すること。

ア

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

イ

言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
事
項
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〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

（小）第1学年及び第2学年 （小）第3学年及び第4学年 （小）第5学年及び第6学年

ウ

文
字
に
関
す
る
事
項

（
書
写

）

（1）「A話すこと・聞くこと」，「B書くこと」及び「C読むこと」の指導を通して，次の事項について指導する。

(ｱ) 平仮名及び片仮名を読み，
書くこと。また，片仮名で書く語
の種類を知り，文や文章の中で
使うこと。
(ｲ) 第1学年においては，別表
の学年別漢字配当表（以下「学
年別漢字配当表」という。）の第
１学年に配当されている漢字を
読み，漸次書き，文や文章の中
で使うこと。
(ｳ) 第２学年においては，学年
別漢字配当表の第２学年までに
配当されている漢字を読むこと。
また，第１学年に配当されている
漢字を書き，文や文章の中で使
うとともに，第２学年に配当され
ている漢字を漸次書き，文や文
章の中で使うこと。

(ｱ) 第３学年においては，日常
使われている簡単な単語につい
て，ローマ字で表記されたものを
読み，また，ローマ字で書くこと。
(ｲ) 第３学年及び第４学年の各
学年においては，学年別漢字配
当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読むこと。また，当
該学年の前の学年までに配当さ
れている漢字を書き，文や文章
の中で使うとともに，当該学年に
配当されている漢字を漸次書
き，文や文章の中で使うこと。
(ｳ) 漢字のへん，つくりなどの構
成についての知識を持つこと。

(ｱ) 第５学年及び第６学年の各
学年においては，学年別漢字配
当表の当該学年までに配当され
ている漢字を読むこと。また，当
該学年の前の学年までに配当さ
れている漢字を書き，文や文章
の中で使うとともに，当該学年に
配当されている漢字を漸次書
き，文や文章の中で使うこと。
(ｲ) 仮名及び漢字の由来，特質
などについて理解すること。

（2）書写に関する次の事項について指導する

ア 姿勢や筆記具の持ち方を正
しくし，文字の形に注意しなが
ら，丁寧に書くこと。
イ 点画の長短や方向，接し方
や交わり方などに注意して，筆
順に従って文字を正しく書くこ
と。

ア 文字の組立て方を理解し，
形を整えて書くこと。
イ 漢字や仮名の大きさ，配列
に注意して書くこと。
ウ 点画の種類を理解するととも
に，毛筆を使用して筆圧などに
注意して書くこと。

ア 用紙全体との関係に注意
し，文字の大きさや配列などを
決めるとともに，書く速さを意識
して書くこと。
イ 目的に応じて使用する筆記
具を選び，その特徴を生かして
書くこと。
ウ 毛筆を使用して，穂先の動
きと点画のつながりを意識して
書くこと。
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（中）第1学年 （中）第2学年 （中）第3学年 国語総合

ウ

漢
字
に
関
す
る
事
項

（
書
写

）

(ｱ) 小学校学習指導要
領第２章第１節国語の
学年別漢字配当表（以
下「学年別漢字配当
表」という。）に示されて
いる漢字に加え，その
他の常用漢字のうち
300字程度から400字程
度までの漢字を読むこ
と。
(ｲ) 学年別漢字配当表
の漢字のうち900字程
度の漢字を書き，文や
文章の中で使うこと。

（１）「A話すこと・聞くこと」，「B書くこと」及び「C読むこと」の指導を通して，次の事項について指導する。

(ｱ)第１学年までに学習
した常用漢字に加え，
その他の常用漢字のう
ち350字程度から450字
程度までの漢字を読む
こと。
（ｲ） 学年別漢字配当
表に示されている漢字
を書き，文や文章の中
で使うこと。

(ｱ) 第２学年までに学
習した常用漢字に加
え，その他の常用漢字
の大体を読むこと。
(ｲ) 学年別漢字配当表
に示されている漢字に
ついて，文や文章の中
で使い慣れること。

(ｱ) 常用漢字の読みに
慣れ，主な常用漢字が
書けるようになること。

（2）書写に関する次の事項について指導する

ア 字形を整え，文字
の大きさ，配列などにつ
いて理解して，楷書で
書くこと。
イ 漢字の行書の基礎
的な書き方を理解して
書くこと。

ア 漢字の行書とそれ
に調和した仮名の書き
方を理解して，読みや
すく速く書くこと。
イ 目的や必要に応じ
て，楷書又は行書を選
んで書くこと。

ア 身の回りの多様な
文字に関心をもち，効
果的に文字を書くこと。
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Ａ Ｂ Ｃ ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ 他 (ｱ) (ｲ) (ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) (ｶ) (ｷ) (ｸ) (ｱ) (ｲ) (ｳ) ア イ ウ

4 話すこと・聞くこと１ 3 ◎ ○ ○

6 話すこと・聞くこと２ 8 ◎ ◎ ○ ○ ○

9 話すこと・聞くこと３ 8 ○ ◎ ○ ○ ○

12 話すこと・聞くこと４ 4 ◎ ○ ○ ○

2 話すこと・聞くこと５ 7 ◎ ◎ ○ ○ ○

30

5 書くこと（手紙文） 9 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

6 書くこと １ 12 ◎ ○ ○ ○ ○

7 読書紹介1「書くこと」 8 ◎ ○ ○ ○ ○

9 書くこと ２ 12 ◎ ◎ ○ ○ ○

10 書くこと（詩を書く） 9 ◎ ○ ○ ○ ○

11 書くこと ３ 11 ○ ◎ ○ ○ ○

1 読書紹介２「書くこと」 6 ◎ ○ ○

2 書くこと（礼状） 8 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

3 書くこと５ 10 ◎ ◎ ○ ○ ○

85

ア 年間指導計画を立てる意味
年間指導計画を立てることにより，年間の授業時数内で全ての指導事項，言語活動例を扱う見通しを持つことができ，また，偏ることなく，バラン

ス良く指導していくことができます。
ここでは，小学校４年生を例にして，年間指導計画例を示しています。

イ 年間指導計画例の説明
(ｱ）教材等に関すること

・教材名に当たるところは，例として使用している教科書の教材名です。
・教材の配列は例です。学校の年間指導計画を基に配列していきます。
・言語活動例にある「他」は，学習指導要領に示された以外の言語活動を示しています。

(ｲ）時数に関すること
・学習指導要領に示された小学校４年生の標準時数245時間で示しています。他学年の配当時数は，16ページを参考にしてください。
・数字は，その教材にかける時数です。
・「ウ文字(ｲ)」の漢字指導の時数は，単元別時数の中に含まれています。
・教材名にある「文法」「漢字のへん，つくり」「ローマ字」は，それぞれ「イ言葉の特徴やきまりに関する事項」「ウ文字に関する事項」を特

に取り上げて指導することを示しています。
・「書写に関する事項」は年間35時間（週１回の指導）とし，硬筆５時間，毛筆30時間としています。

単元別時数

「書くこと」合計時数

「話すこと・聞くこと」合計時数

指導事項 言語活動例

(6) 年間指導計画例

ウ文字 書写
月

イ言葉の特徴やきまり
ア伝統的な
言語文化教材名

年間指導計画例１（領域別）－小学校４年生を例にして－
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4 声に出して読もう 3 ◎ ○ ○

4 物語文 １ 8 ◎ ○ ○ ○

5 説明文 １ 8 ◎ ○ ○ ○

7 読書1「読むこと」 5 ◎ ○ ○

7 韻文 （詩）１ 5 ◎ ○ ○ ○

10 説明文 ２ 7 ◎ ○ ○ ○

11 韻文 ２ 6 ◎ ○ ○

12 物語文 ２ 8 ◎ ○ ○ ○ ○

1 読書２「読むこと」 6 ◎ ○ ○

1 説明文３ 8 ○ ◎ ○ ○ ○

2 韻文 ３ 3 ◎ ○ ○

2 伝統的な言語文化２ 6 ○ ◎ ○ ○

3 物語文３ 8 ◎ ○ ○ ○

81

5 文法１ ○ 2

6 漢字のへん，つくり１ ○ 2

9 伝統的な言語文化１ ○ 3

10 漢字のへん，つくり２ ○ 2

10 文法２ ○ 2

11 ローマ字 ○ 1

12 文法３ ○ 2

3 2 2 2 1 4

硬筆の合計時数

毛筆の合計時数

※

※

5

30

（例） イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読むこと。
○目的に応じて，中心となる語や文をとらえて文章を読む → 説明文１
○目的に応じて，段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読む → 説明文２

指導・評価の重点を明確にするため，その単元で指導・評価するものには○を，そのうち特に重点的に指導・評価するものには◎を付けています。

年間指導計画を立てる際，一つの指導事項を分割して複数の単元に配分する場合があります。その場合，年間の中で，全ての指導事項の内容を落と
すことなく配分しているか，配慮することが大切になります。

「読むこと」合計時数

「伝統文化と国語の特質」合計時数

年間
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年間指導計画例２（月別）－小学校４年生を例にして－

Ａ Ｂ Ｃ ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ 他 (ｱ) (ｲ) (ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) (ｶ) (ｷ) (ｸ) (ｱ) (ｲ) (ｳ) ア イ ウ

4 声に出して読もう 3 ◎ ○ ○

物語文 １ 8 ◎ ○ ○ ○

話すこと・聞くこと１ 3 ◎ ○ ○

5 説明文 １ 8 ◎ ○ ○ ○

書くこと（手紙文） 9 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

文法１ ○ 2

6 話すこと・聞くこと２ 8 ◎ ◎ ○ ○ ○

漢字のへん，つくり１ ○ 2

書くこと １ 12 ◎ ○ ○ ○ ○

7 読むこと(物語・説明文） 5 ◎ ○ ○ ○

書くこと(読書感想文） 8 ◎ ○ ○ ○

韻文 （詩）１ 5 ◎ ○ ○ ○

9 伝統的な言語文化１ ○ 3

書くこと ２ 12 ◎ ◎ ○ ○ ○

話すこと・聞くこと３ 8 ○ ◎ ○ ○ ○

10 書くこと（詩を書く） 9 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

漢字のへん，つくり２ ○ 2

文法２ ○ 2

説明文 ２ 7 ◎ ○ ○ ○

11 ローマ字 1

韻文 ２ 6 ◎ ○ ○

書くこと３ 11 ○ ◎ ○ ○ ○

12 話すこと・聞くこと４ 4 ◎ ○ ○ ○

物語文 ２ 8 ◎ ○ ○ ○ ○

文法３ 2

教材名
単元別時数 指導事項 言語活動例

ア伝統的な
言語文化 ウ書写ウ文字イ言葉の特徴やきまり

月
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1 読書「読むこと」 6 ◎ ○ ○

読書紹介「書くこと」 6 ○ ◎ ○ ○

説明文３ 8 ○ ◎ ○ ○ ○

2 書くこと（礼状） 8 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

韻文 ３ 3 ◎ ○ ○

話すこと・聞くこと３ 7 ◎ ◎ ○ ○ ○

3 伝統的な言語文化２ 6 ○ ◎ ○ ○

書くこと５ 10 ○ ◎ ○ ○ ○

物語文３ 8 ○ ◎ ○ ○

硬筆

毛筆

合計時数 30 85 81 3 0 0 0 0 0 0 2 2 2 1 0 4 5

※

245年間合計時数

30

点線で囲んでいる二つの単元は，同一の教材で，二つの単元を連ねて指導しています。ここでは，「読むこと」において文学作品を解釈する
学習を行った後，「書くこと」において前単元で解釈した内容を基にしながら読書感想文を書く学習につなげています。その際，それぞれの
単元での領域・身に付させたい力を明確に区別し，学習活動を構想することが大切になります。p.74～77参照。

年
間

5

30
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指導事項の指導に適した言

語活動例を選択する。

前半には言語活動を，後

半の「～」以降には身に付け

させたい力を記している。

３ 小学校・中学校・高等学校における学習

(1) 指導計画例の見方

Ｂ書くこと 〔小学校中学年〕

【目標】

相手や目的に応じ，調べたことなどが伝わるように，段落相互の関係などに注意して文章を書く能力を身に付けさせる

とともに，工夫をしながら書こうとする態度を育てる。

【指導事項】

ウ 書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと。

【言語活動例】

イ 疑問に思ったことを調べて，報告する文章を書いたり，学級新聞などに表したりすること。

【「書くこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○時間的な順序，事柄の順序にしたがって文章を書く。

○書こうとする事柄の中心を決め，文章の内容の焦点を絞って

◆ひとまとまりの内容ごとに段落を構成するとともに･･･。

【身に付けさせたい力】

①相手や目的に応じ･･･〈国語への関心・意欲・態度〉

②書こうとすることの･･･〈｢書くこと」(ｳ) 〉

③句読点を適切に打･･･

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｴ)〉

【言語活動例】疑問に思ったことを調べて，･･･表すこと。〈イ〉

【単元名】学級新聞を作ろう～中心を明確にして書く～

【教材名・教材の特長】「学級新聞を作ろう」（教育出版 4 年上）

・新聞記事としての特徴を理解し，文章の構成や使う語句･･･。

・取り上げる記事の内容を選択したり見出しを工夫したり･･･。

・中心となる内容を明確にし，段落相互を関係付けながら書く上で 適している。

【言語活動】

学校生活において関心を持った出来事を，学級新聞に表す。〈イ〉

【単元目標】

①関心を持った出来事･･･書こうとする。〈国語への関心・意欲・態度〉

②書こうとする内容の中心を明確にし，･･･書く。 〈｢書くこと」イ〉

③句読点を適切に打ち，･･･書く。〈伝統的な言語文化と国語の特質

※【身に付けさせたい力】【単元目標】【Ｃと評価した児童生徒･･･】の①②③は連動している。

※単元目標の文末表現は，上記ゴシック体のように表記する。

当該領域の目標

指導事項を１～２項目選択する。場合によっては，指導事項の中を更に分割することも

ある。つまり，選択する際，指導事項にある全ての能力を扱う必要はなく，一部のみを扱う

ことも考えられる。その場合，年間の中で全ての指導事項を扱うよう留意する。

身に付けさせたい力に即した児童生徒の言語能

力の実態を明確にする。既習事項のうち，○身に

付けてきた力と，◆課題が見られる力を記入する。

①〈国語への関心・意欲・態度〉

②〈領域の指導事項〉③〈伝統的な

言語文化と国語の特質に関する事

項〉の３点セットで設定。

〈関心・意欲・態度〉←【目標等】

〈指導事項〉←【領域の指導事項】

〈伝統的な･･･〉←【伝統的な…】

教材の持つ特長を【身

に付けさせたい力】に照ら

し合わせて記載する。

身に付けさせたい力や教材に合わせて，言語

活動例を具体化する。

身に付させたい力，教

材の特長，言語活動を

踏まえて，具体化する。

単元目標と評価規準を設定す

る。ここには単元目標のみを示す。

ゴシック体は，本単元で選択した内容
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【授業の具体例】 資料等の利用を図る学習活動

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②伝えたい内容に合わせて収集した情報等を･･･〈ウ〉

③主語や並列する語の後に読点を打つなど･･･〈イ(ｴ)〉

①家族が知りたいこと，･･･〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

②書こうとする内容の中心

を明確にし，事実が伝わるよ

う理由や事例を挙げながら

書いている。

〈｢書く能力」ウ〉

③句読点を適切に打ち，ま

た，段落の始めについては行

を改めて書いている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｴ)〉

①関心を持った出来事が伝

わるように，構成等を工夫を

しながら新聞記事を書こう

としている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

構想メモ

原稿

評価カード

学校生活での様々な出来事を振り返り，家庭や

地域に伝える新聞を書くことを理解する

「記事の書き方」と効果を，モデル新聞から見出す

グループで新聞づくりの計画を立て，記事を書く

見通しを持つ

構成を考え，吟味する

記事の下書きをする

下書きを推敲
こう

する

新聞を仕上げる

視点に沿って説明し合い，作品を評価し合う

第 １ 時 に つ い て

は，目標はあるが，

評価を行わない場合

もある。

・導入の工夫を図り，教材への興味・関心を

持たせる。

・身に付けさせたい力を理解させ，学習の目

的や見通しを持たせる。

・言語活動の見通しを持たせる。

学習過程において，言語活動を通して目標

に設定した言語能力を育むことができるよう，

意図的な展開を組む。

自らの言語活動を振り返り，以後の学習等

につなげる。

【評価規準】に照らし合わせ，Ｃと評価し

た児童生徒への手立てを記す。

「学習内容の系統」を参考にし，つまずい

ている箇所を確認し，手立てを講じる。

どの時間にどの目

標項目を指導し，評

価をするか，見通しを

持った評価計画を立

てる。

・考えたことを，表現・表出する活動を設定

する。

・考えたことを交流する場や機会を設定する。

【授業の具体例】の評価規準の順に，

「手立ての例」を示している。

全員の

児童生徒

の学習の

様子を評

価するた

めの評価

方法。

「資料等の利用を図る学習活動」，「読書活動の充

実」及び「他教科との連携」は，「発展的な学習の内容」

を指している。※ｐ．６（３）を参照

- 35-



(2) 「Ａ話すこと・聞くこと」

Ａ話すこと・聞くこと 〔小学校低学年〕

【目標】

相手に応じ，身近なことなどについて，事柄の順序を考えながら話す能力，大事なことを落とさないように

聞く能力，話題に沿って話し合う能力を身に付けさせるとともに，進んで話したり聞いたりしようとする態度

を育てる。

【指導事項】

ア 身近なことや経験したことなどから話題を決め，必要な事柄を思い出すこと。

イ 相手に応じて，話す事柄を順序立て，丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて話すこと。

ウ 姿勢や口形，声の大きさや速さなどに注意して，はっきりした発音で話すこと。

エ 大事なことを落とさないようにしながら，興味をもって聞くこと。

オ 互いの話を集中して聞き，話題に沿って話し合うこと。

【言語活動例】

ア 事物の説明や経験の報告をしたり，それらを聞いて感想を述べたりすること。

イ 尋ねたり応答したり，グループで話し合って考えを一つにまとめたりすること。

ウ 場面に合わせてあいさつをしたり，必要なことについて身近な人と連絡をし合ったりすること。

エ 知らせたいことなどについて身近な人に紹介したり，それを聞いたりすること。

【「話すこと・聞くこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○与えられた中から話題を選ぶ。

○事柄を順序に沿って聞き取る。

◆経験したことの中から自分で話題を決め，その時の様子や気持ちなどを思い出す。

◆大事なことを落とさないように相手の話を聞き取る。

【身に付けさせたい力】

①身近なことなどについて，大事なことを落とさないように聞く能力を身に付けさせるとともに，進んで話し

たり聞いたりしようとする態度を育てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②身近なことや経験したことなどから話題を決め，必要な事柄を思い出すこと。〈「話すこと・聞くこと」ア〉

③大事なことを落とさないようにしながら，興味をもって聞くこと。 〈「話すこと・聞くこと」エ〉

④言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉

【言語活動例】事物の説明や経験の報告をしたり，それらを聞いて感想を述べたりすること。〈ア〉

【単元名】おてつだいを紹介しよう～経験したことを想起する・大事なことを落とさないように聞く～

【教材名・教材の特長】「おてつだいを して いるよ」（学校図書 ２年上）

・身近なことや経験したことを話題とするため興味・関心が高まりやすい。

・「おてつだい」していることをどのように伝えたらよいのか，例が示されていて分かりやすく，必要な事柄

を想起する手掛かりともなる。

・１｢準備をしよう｣，２｢紹介をしよう｣，３｢感想を伝えよう｣の構成になっていて，既習内容を活用しながら

聞く力を身に付けることができる。

【言語活動】

手伝いをしたことについて友達に紹介したり，それを聞いたりする。〈ア〉

【単元目標】

①「おてつだい」の様子や伝えたい気持ちを話したり，その話を聞いたりしようとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②「おてつだい」の内容を決定し，その時の様子や気持ちを思い出す。 〈「話すこと・聞くこと」ア〉

③相手の話に関心を持ち，相手が伝えたい話の大事なことを落とさないようにしながら聞き，感想を述べる。

〈「話すこと・聞くこと」エ〉

④言葉には，経験したことを伝える働きがあることに気付く。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②手伝いの内容を，例文を参考に様子と気持ちとに分けながら思い出すよう助言する。〈ア〉

④「この言葉を使うと様子が分かるね。」など，言葉の働きを意識させる声掛けをする。〈イ(ｱ)〉

③「○○のおてつだいをした○○さんへ」だけでも書くよう助言する。〈エ〉

①原稿をしっかり書かせることで発表への自信を持てるようにする。また，お手伝いの「内容」と「気持ち」の二つに

分けて聞き，メモをすることを助言する。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

②手伝いをした時の様子や気持

ちを思い出している。

〈「話す・聞く能力」ア〉

④言葉には，経験したことを伝え

る働きがあることに気付いてい

る。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｱ)〉

②「おてつだい」の内容を決定し，

その時の様子や気持ちを思い出

している。

〈「話す・聞く能力」ア〉

③相手の話に関心を持ち，相手が

伝えたい話の大事なことを落と

さないようにしながら聞き，感想

を述べている。

〈「話す・聞く能力」エ〉

①「おてつだい」の様子や伝えた

い気持ちを話したり，その話を聞

いたりしようとしている。

〈国語への関心･意欲･態度〉

ワークシート

交流場面

発表原稿

発表練習

発表

発表原稿

聞き取りカード

振り返りカード

学習のめあて「自分のおてつだい」を紹介することと，最後に，友達に感想

を伝えることを知る

・どんな手伝いをしたのか,その時どんな気持ちになったのか，教師と友達

との質問を交えたやりとりを見る中で,「必要な事柄の思い出し方」を理

解する。

・聞いている児童は，板書を参考に質問のやりとりをできる範囲でメモをす

る。

ワークシート（教科書Ｐ.43)を利用して,「おてつだいしたこと」と「どの

ような気もち」を書き込み，紹介し合う

・３人以上の友達と交流をする。

・質問し合うことで,「必要な事項」（お手伝いの様子やその時の気持ち）を

思い出す。

手伝いの内容を決定し，その時の様子や気持ちなどを思い出しながら話す順

序の構成をし，ペアで発表練習をする

・モデル作文（教科書Ｐ.44,45）を読んで，言葉には経験したことを伝える

働きがあることに気付き,使われている言葉の工夫などを見付け出す。

・順序を表す言葉や，五感を通して感じたことなど,例文の工夫点や効果的

な面を自分の作文にも取り入れる。

・手伝いの内容や流れ，その時の様子や気持ち，会話などを具体的に思い出

し,付箋を利用して分けて書いておき, 組み立てていく。

・原稿を書き，ペアで発表練習をする。

・「声の大きさ」「くぎるところ」「話すはやさ」「はっきりしたはつ音」など,

声のものさしの確認をする。

友達の紹介を聞き，感想を伝える

・発表前に聞き取りカードを配り，書き込む内容を確認することで，話し手，

聞き手の視点を持つ。

・練習後，グループ内発表をする。

グループ内でペアを替えながら複数回行う。

・聞き手は，カードを使って，「おてつだいのないよう」など，必要なこと

を聞き取る。本人も自己評価として記入する。

・カードを使ってグループの中で聞き取った内容を確認し合う。

話題設定の仕方や話の聞き方について振り返る

○
○
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Ａ話すこと・聞くこと〔小学校中学年〕

【目標】

相手や目的に応じ，調べたことなどについて，筋道を立てて話す能力，話の中心に気を付けて聞く能力，進

行に沿って話し合う能力を身に付けさせるとともに，工夫をしながら話したり聞いたりしようとする態度を育

てる。

【指導事項】

ア 関心のあることなどから話題を決め，必要な事柄について調べ，要点をメモすること。

イ 相手や目的に応じて，理由や事例などを挙げながら筋道を立て，丁寧な言葉を用いるなど適切な言葉遣い

で話すこと。

ウ 相手を見たり，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに注意したりして話すこと。

エ 話の中心に気を付けて聞き，質問をしたり感想を述べたりすること。

オ 互いの考えの共通点や相違点を考え，司会や提案などの役割を果たしながら，進行に沿って話し合うこと。

【言語活動例】

ア 出来事の説明や調査の報告をしたり，それらを聞いて意見を述べたりすること。

イ 学級全体で話し合って考えをまとめたり，意見を述べ合ったりすること。

ウ 図表や絵，写真などから読み取ったことを基に話したり，聞いたりすること

【「話すこと・聞くこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○話す速さ，声の大きさなど，聞き手を意識しながら話す。

○必要な事柄について調べ，要点をメモする。

◆話を組み立てたり，筋道を立てて話したりする。

◆話の中心を聞き取ったり，聞いた内容から自分の思いや考えを広げたりする。

【身に付けさせたい力】

①調べたことについて，筋道を立てて話す能力，話の中心に気を付けて聞く能力を身に付けさせるとともに，

工夫をしながら話したり聞いたりしようとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②理由や事例などを挙げながら筋道を立てて話すこと。 〈「話すこと・聞くこと」イ〉

③話の中心に気を付けて聞き，質問をしたり感想を述べたりすること。 〈「話すこと・聞くこと」エ〉

④表現したり理解したりするために必要な語句を増すこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

【言語活動例】出来事の説明や調査の報告をしたり，それらを聞いて意見を述べたりすること。〈ア〉

【単元名】ポスターセッションで発表しよう～理由や事例などを挙げながら話す・話の中心に気を付けて聞く～

【教材名・教材の特長】「ポスターセッションで発表しよう」（教育出版 ４年下）

・ポスターセッションを実際に取り入れることで，「相手に分かりやすく話す」「友達の発表に対して質問や

感想などを考えながら聞く」など，「話すこと・聞くこと」の意識を高めることができる。

・社会科見学後のまとめ，発表に活用できる。

【言語活動】

社会見学「消防署」のポスターセッションをしたり，それらを聞いて意見を述べたりする。〈ア〉

【単元目標】

①調べたことを分かりやすく筋道を立てて話そうとしたり，発表者の伝えようとしていることを聞き取ろうと

したりする。 〈国語への関心・意欲・態度〉
②ポスターを活用し，調べたことを，理由や事例を挙げながら相手に分かりやすく話す。

〈「話すこと・聞くこと」イ〉

③話の中心に気を付けて友達の発表を聞き，質問をしたり感想を述べたりする。

〈「話すこと・聞くこと」エ〉

④表現するために必要な語句を増やす。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉
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【授業の具体例】 他教科との連携

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②自分の意見を持てるよう，グループの人の考えを参考にしながら，自分でも付箋に書いたものを利用して組立

てを考えたり，図や表の説明の位置は適切かなどを考えたりするよう助言する。〈イ〉

④難しい言葉や用語は，辞書を活用して自分の言葉に直すよう助言する。〈イ(ｵ)〉

③話の内容で分かったことや分からなかったこと，また話し方の感想を伝えてもよいことを助言する。〈エ〉

①自分たちのグループに伝えたいことがあるように，他のグループにも伝えたいことがあることを教え，発表だ

けでなく，聞く方にも関心を高めるよう投げ掛ける。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

②ポスターを活用し，調べた

ことを，理由や事例を挙げな

がら相手に分かりやすく話

している。

〈「話す・聞く能力」イ〉

④表現するために必要な語

句を増やしている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｵ)〉

③話の中心に気を付けて友

達の発表を聞き，質問をした

り感想を述べたりしている。

〈「話す・聞く能力」エ〉

①調べたことを分かりやす

く筋道を立てて話そうとし

たり,発表者の伝えようとし

ていることを聞き取ろうと

したりしようとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

構想メモ

発表原稿

ポスター

発表練習

発表

ワークシート

振り返りカード

ポスターセッションについて学び，学習の見通しを持つ

・ビデオを活用し，ポスターセッションとはどういうものかを知る。ま

た，どんな時に使えるのか，今後の活用場面なども考える。

・伝えたいことの中心に合わせて「理由や事例」を入れたり,図や表を

使いながら説明したりすることの効果を理解する。

・ポスターセッションの進め方を確認する。

・「ポスターセッションを通して消防署の全体を知ることができる」こ

とを確認する。

調べたことをグループで発表原稿・ポスターにまとめる

集めた材料を整理する

・社会科で調べたことやインタビューしてきた内容などをグループで

付箋に書き出す。（社会科との連携）

・書き出した付箋を整理し，発表する分担を決める。

ワークシートを活用しながら構想メモを作る

・事例や理由を入れながら，付箋の整理をする。

・ポスターにする際，伝えたい内容に合わせて図表やグラフを示す位

置を決める。

・伝えたいことの中心を捉えて見出しを考える。

構想メモを交流する

・構想メモをグループ内で交流し，事例や理由が適切か，伝えたい内

容と見出しが合っているかアドバイスし合う。

構想メモを活用してポスターを作る

構想メモを活用して発表原稿を作る

・教師が事前に作成した「消防署用語集」から言葉を選択する。

グループ内で発表練習をする

・「発表のとき」「発表を聞くとき」の大事な点を確認する。

・ポスターにある資料を使って説明する。

・話の中心に即した質問を予想し合い，本番に備えて「問答集」を作

る。

ポスターセッションを行う

・聞き手は,話し手が伝えたいことの理由や事例を意識して聞き,ワーク

シートに聞き取ったことをメモし，意見感想などを記入する。また，

声の大きさ，話す速度などをＡＢＣで評価する。

・聞き手は,発表グループに対して感想を述べたり質問したりする。

・質問されたグループは，それに答える。

ポスターセッションについて振り返る

・伝えたい中心に気を付けて，理由や事例を意識しながら話したり聞い

たりできたか。
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Ａ話すこと・聞くこと〔小学校高学年〕

【目標】

目的や意図に応じ，考えたことや伝えたいことなどについて，的確に話す能力，相手の意図をつかみな

がら聞く能力，計画的に話し合う能力を身に付けさせるとともに，適切に話したり聞いたりしようとする

態度を育てる。

【指導事項】

ア 考えたことや伝えたいことなどから話題を集め，収集した知識や情報を関係付けること。

イ 目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じた適切な言葉違

いで話すこと。

ウ 共通語と方言との違いを理解し，また，必要に応じて共通語で話すこと。

エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。

オ 互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。

【言語活動例】

ア 資料を提示しながら説明や報告をしたり，それらを聞いて助言や提案をしたりすること。

イ 調べたことやまとめたことについて，討論などをすること。

ウ 事物や人物を推薦したり，それを聞いたりすること。

【「話すこと・聞くこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○資料を用いて理由や事例を挙げながら話す。

○話の中心を捉えてメモし，話題に沿って質問をしたり感想を述べたりする。

◆目的や相手に応じて構成や内容を工夫しながら話したり，話し手の意図を理解しながら聞いたりする。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，考えたことや伝えたいことなどについて，的確に話す能力，相手の意図をつかみな

がら聞く能力を身に付けさせるとともに，適切に話したり聞いたりしようとする態度を育てる。

〈国語への関心･意欲･態度〉

②目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じた適切な言葉違い

で話すこと。 〈「話すこと・聞くこと」イ〉

③話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。

〈「話すこと・聞くこと」エ〉

④文章にはいろいろな構成があることについて理解すること。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ (ｷ)〉

【言語活動例】事物を推薦したり，それを聞いたりすること。〈ウ〉

【単元名】すいせんのスピーチをしよう～話の構成を工夫して話したり，意図を捉えながら聞いたりする～

【教材名・教材の特長】「すいせんのスピーチをしよう」（教育出版５年上）

・聞き手を意識しながら内容や構成を工夫し，話す能力を身に付ける上で適している。

・「友達の本の推薦を聞く」活動によって，聞くことへの興味・関心を持たせることができる。

・日常生活の様々な事柄を推薦する場面において，身に付けた能力を生かすことができる。

【言語活動】

読んで面白かった本を推薦したり，友達の推薦する本の説明を聞いたりする。〈ウ〉

【単元目標】

①友達に自分の好きな本を推薦したり，友達の推薦の意図を理解しながら説明を聞いたりしようとする。

〈国語への関心･意欲･態度〉

②聞き手を意識し，本の特徴や推薦する理由などが明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，適切な

言葉遣いで話す。 〈「話すこと・聞くこと」イ〉

③推薦の意図を捉えながら聞き，構成や内容について自分の意見や感想をまとめる。

〈｢話すこと・聞くこと｣ エ〉

④文章にはいろいろな構成があることについて理解する。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ (ｷ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②順序を入れ替えた二つの構成メモを比較させ，効果的な構成を選択させる。〈イ〉

④本の紹介文と推薦文とを比較させ，目的によって構成や言葉遣い等が変わることを理解させる。〈イ(ｷ)〉

③評価の視点を示した評価カードに，◎△などの記号を付けさせた上で，意見を書かせる。〈エ〉

①本を一緒に読んだり読んでもらったりした経験を振り返らせる。読んだ本の中の面白かった場面などを対

話によって思い出させ，推薦する意欲を持たせる。〈国語への関心･意欲･態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

②聞き手を意識し，本の特

徴や推薦する理由などが明

確に伝わるように話の構成

を工夫しながら，適切な言

葉遣いで話している。

〈「話す・聞く能力」イ〉

④文章にはいろいろな構成

があることについて理解し

ている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｷ)〉

③推薦の意図を捉えながら

聞き，構成や内容について

自分の意見や感想をまとめ

ている。

〈「話す・聞く能力」エ〉

①友達に自分の好きな本を

推薦したり，友達の推薦の

意図を理解しながら説明を

聞いたりしようとしてい

る。〈国語への関心･意欲･態度〉

構成メモ

スピーチ原稿

ワークシート

評価カード

振り返りカード

本の推薦について興味を持ち，学習の見通しを持つ

・司書教諭による本の推薦を，原稿と見比べながら聞き，

本を推薦することに興味を持つ。

・複数の本の推薦（モデル原稿）を基に，推薦の意味，

話の構成，言葉遣いなど，推薦の特徴を理解する。ま

た，あらすじ，主題，印象的な表現，作品の魅力など

が推薦理由となることを理解する。

・聞き手や推薦する本によって，話の構成や内容，言葉

遣いに違いがあることを理解する。

・学習のめあて「『読んでみたい！』と思わせるような本

の推薦をしよう」を持つ。

推薦する本を決定し，推薦理由を明確にする

・学級の友達の読書傾向について調べ，聞き手の本に対

する興味・関心を意識する。

・「読書カード」から1年間の読書生活を振り返り，推薦

したい本を選択する。作品の魅力等，選んだ理由を再

考する。

・推薦する本の特徴を理解し，様々な視点から推薦理由

を付箋に書く。

推薦理由の構成を考える

・効果的な内容や順序を考え，付箋を並び替える。

・構成メモを基に，内容や構成について交流する。

・構成を修正し，確定する。

話し方の工夫を考え，原稿を書く

・スピーチの始め方，終わり方の工夫を理解する。

・推薦するに当たって効果的な言葉遣いを理解し，教師

が示した「効果的な言葉リスト」から適した言葉を選

択する。

・原稿を推敲
こう

し，修正する。

本の推薦を聞くポイントを理解する

・話の内容や構成，言葉遣いについての推薦者の意図を

捉え，意見をまとめた上で伝えることを理解する。

グループで本を推薦し合い，評価し合う

・話の意図を理解し，「評価カード」に評価・意見を書く。

①話の工夫について

内容や構成，言葉遣いを視点にして評価する。

②話し方の工夫について

声の強弱や抑揚等の効果について評価する。

自分の話を振り返り，効果的な推薦の仕方をまとめる

読書活動の充実
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Ａ話すこと・聞くこと〔中学校第１学年〕

【目標】

目的や場面に応じ，日常生活にかかわることなどについて構成を工夫して話す能力，話し手の意図を考

えながら聞く能力，話題や方向をとらえて話し合う能力を身に付けさせるとともに，話したり聞いたりし

て考えをまとめようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 日常生活の中から話題を決め，話したり話し合ったりするための材料を人との交流を通して集め整理

すること。

イ 全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら話すこと。

ウ 話す速度や音量，言葉の調子や間の取り方，相手に分かりやすい語句の選択，相手や場に応じた言葉

遣いなどについての知識を生かして話すこと。

エ 必要に応じて質問しながら聞き取り，自分の考えとの共通点や相違点を整理すること。

オ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり，相手の発言を注意して聞いたりして，自分の考えを

まとめること。

【言語活動例】

ア 日常生活の中の話題について報告や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をしたりすること。

イ 日常生活の中の話題について対話や討論などを行うこと。

【「話すこと・聞くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○声の大きさや速さ，間の取り方に注意して話す。

◆相手の反応を踏まえながら話したり，話し手の意図を考えながら聞き，自分の考えと比べたりする。

【身に付けさせたい力】

①目的や場面に応じ，日常生活にかかわることなどについて構成を工夫して話す能力，話し手の意図を考

えながら聞く能力を身に付けさせるとともに，話したり聞いたりして考えをまとめようとする態度を育

てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら話すこと。

〈｢話すこと・聞くこと｣イ〉

③必要に応じて質問しながら聞き，自分の考えとの共通点や相違点を整理すること。〈「話すこと・聞くこと」エ〉

④音声の働きや仕組みについて関心をもち，理解を深めること。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉

【言語活動例】日常生活の中の話題について討論を行うこと。〈イ〉

【単元名】ディベートをしよう～話合いの方法を学び，話し合って考えを深める～

【教材名・教材の特長】「討論ゲームをしよう」〈ディベート〉（三省堂 １年）

・小学校で経験した「討論会」の学習を生かすことができる。

・少人数によるディベートのため，全員が話す立場，聞く立場，コーディネートする立場を経験すること

ができる。

・日常生活に密着したテーマを選ぶことで実感を伴ったディベートにすることができる。また，話し合っ

て得た考えを今後の生活に生かすことができる。

【言語活動】

学校生活上困っていることについてディベートを行う。〈イ〉

【単元目標】

①学校生活上困っていることについて話し合い，今後の生活に生かせるように考えをまとめようとする。

〈国語への関心･意欲･態度〉

②論点や根拠を明確にして，相手の反応を踏まえながら話す。 〈「話すこと・聞くこと」イ〉

③自分の立場と異なる相手の論点を的確に聞き取り，反論につなげる。 〈「話すこと・聞くこと」エ〉

④音声の働きや仕組みに注意し，ディベートの場面に適した音量や抑揚などで話す。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②思い付いたことを付箋に書き出させ，選択したり並び換えたりして効果的な主張になるように話す順序を考えさせる。〈イ〉

③モデルディベートについて，聞き取った内容を尋ねる。聞き取りが不足する場合は，具体的な内容を提示する。〈エ〉

④自分の述べる意見についてキーワードを決めさせ，そこを強調して話してみるよう助言する。〈イ(ｱ)〉

①討論を通して新たに考えたことを尋ねる。また，誰の話し方・聞き方がよかったか尋ねる。〈国語への関心･意欲･態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

②論点や根拠を明確にして，

相手の反応を踏まえながら

話している。

〈｢話す・聞く能力｣イ〉

③自分の立場と異なる相手

の論点を的確に聞き取り，反

論につなげている。

〈｢話す・聞く能力｣エ〉

④音声の働きや仕組みに注

意し，ディベートの場面に適

した音量や抑揚などで話し

ている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｱ)〉

①学校生活上困っているこ

とについて話し合い，今後の

生活に生かせるように考え

をまとめようとしている。

〈国語への関心･意欲･態度〉

ワークシート

評価シート

(聞き取りメモ)

評価シート

(聞き取りメモ)

振り返り用紙

ディベートの見通しを持つ

・小学校で学習した討論会を思い出し，資料を参考にディベートの流れ，

「話すとき」「聞くとき」「司会（フロア）のとき」にそれぞれ注意す

ること，自分とは異なる考え方に触れて意見を深めたことを確認す

る。

・事前アンケート「学校生活で困っていること」からディベートのテー

マを学級全体で三つ選ぶ。

・３人１グループを作る。３グループが１集団となり，役割を交代しな

がらディベートを行うことを知る。

・テーマについて，賛成・反対の立場を割り振る。自分の感情や価値観

にとらわれず客観的な見方をすること，議論の仕方・説得の仕方を学

習する場であること，ディベートを通して多面的なものの見方や考え

方を身に付けることを確認する。

ディベートの準備をする

・主張は論点を整理し順序よく話すこと，誰もが納得できるような根拠

を示すこと，接続語を効果的に用いるとよいことなどを確認する。

・一つめのテーマについて各自立論を考えた後，グループで紹介し合う。

グループとしての意見をまとめ，「最初の主張」にする。

・相手の主張を予想し，それに対してどのような反論ができそうか，最

後にどのようなことを主張するか考え，グループとしての意見をまと

める。

・「最初の主張」「反論」「最後の主張」を役割分担する。

・グループで話し合ったことを基に，説得力のある話の構成と話し方に

なるよう各自考える。その後，聞き合い助言し合う。

・二つめのテーマについても同様に準備する。

モデルディベートで評価の視点を理解する

・「話すとき」「聞くとき」「司会（フロア）のとき」に注意すること（視

点）と，議論の仕方を学ぶというディベートの目的を確認する。

・代表の集団がディベートをする。それ以外の集団は，視点に沿って，

話の構成や話し方に説得力はあるか，相手の論点を的確に聞き取り反

論につなげているか，メモを取りながら評価シートに記入する。

・モデルのよかったところや改善案について話し合い，自分たちのディ

ベートに生かせる点は取り入れる。

ディベートを行う

・集団ごとディベートを行う。最後に司会グループが判定をし，視点に

沿って論評を述べる。ディベートを行ったグループは自己評価する。

・他のテーマについても同様に行う。

ディベートのまとめをする

・三つのテーマについて立場を離れて自由に意見を述べ合う。

・それぞれ相手の意見を踏まえて話すことについて，どんな点に気を付

けるとよかったか話し合う。

・テーマ及び話合い方について，ディベートを通して自分の考えが変容

したことに注意して振り返りを書く。

ディベートの流れ

１ 最初の主張

２ 相談

３ 反論

４ 相談

５ 最後の主張

６ 判定

- 43-



Ａ話すこと・聞くこと〔中学校第２学年〕

【目標】

目的や場面に応じ，社会生活にかかわることなどについて立場や考えの違いを踏まえて話す能力，考えを比

べながら聞く能力，相手の立場を尊重して話し合う能力を身に付けさせるとともに，話したり聞いたりして考

えを広げようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 社会生活の中から話題を決め，話したり話し合ったりするための材料を多様な方法で集め整理すること。

イ 異なる立場や考えを想定して自分の考えをまとめ，話の中心的な部分と付加的な部分などに注意し，論理

的な構成や展開を考えて話すこと。

ウ 目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。

エ 話の論理的な構成や展開などに注意し，自分の考えと比較すること。

オ 相手の立場や考えを尊重し，目的に沿って話し合い，互いの発言を検討して自分の考えを広げること。

【言語活動例】

ア 調べて分かったことや考えたことなどに基づいて説明や発表をしたり，それらを聞いて意見を述べたりす

ること。

イ 社会生活の中の話題について，司会や提案者などを立てて討論を行うこと。

【「話すこと・聞くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○話合いの話題を捉えて的確に話す。

○相手の発言を注意して聞いて，自分の考えをまとめる。

◆相手の立場や考えを尊重する。

◆互いの発言を検討して自分の考えを広げる。

【身に付けさせたい力】

①相手の立場を尊重して話し合う能力を身に付けさせるとともに，話したり聞いたりして考えを広げようとす

る態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②相手の立場や考えを尊重し，目的に沿って話し合い，互いの発言を検討して自分の考えを広げること。

〈「話すこと・聞くこと」オ〉

③相手や目的に応じて，話や文章の形態や展開に違いがあることを理解すること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

【言語活動例】社会生活の中の話題について，司会や提案者などを立てて討論を行うこと。〈イ〉

【単元名】パネルディスカッションをしよう～目的に沿って話し合い，自分の考えを広げる～

【教材名・教材の特長】「パネルディスカッションをしよう」（三省堂 光村図書 ２年）

・相手の立場や考えを尊重し，目的に沿って話し合うことができる。

・自分と異なる考え方に触れる機会となる。

【言語活動】

テーマについてパネルディスカッションをする。〈イ〉

【単元目標】

①相手の立場や考えを尊重してパネルディスカッションをしようとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉
②相手の考えを尊重し，テーマに沿ったパネルディスカッションをし，互いの発言を検討して自分の考えを広
げる。 〈「話すこと・聞くこと」オ〉

③異なる立場や考えの人に自分の意見が理解され，納得してもらえるよう述べ方や構成を工夫する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（右記の評価規準の順）】

③自分の言いたいことを付箋に書かせ,言いやすい順番に並べるよう助言する。〈イ(ｵ)〉

②自分とは違う立場のグループの考えを聞き取るよう助言する。〈オ〉

①考え方には、様々なものがあることを教える。〈国語への関心・意欲・態度〉
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【授業の具体例】 資料等の利用を図る学習活動

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

③異なる立場や考えの人に

自分の意見が理解され，納得

してもらえるよう述べ方や

構成を工夫している。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｵ)〉

②相手の考えを尊重し，テー

マに沿ったパネルディスカ

ッションをし，互いの発言を

検討して自分の考えを広げ

ている。

〈「話す・聞く能力」オ〉

①相手の立場や考えを尊重

してパネルディスカッショ

ンをしようとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

発表原稿

発表

評価シート

振り返りカード

パネルディスカッションついて学び，学習の見通しを持つ

・ビデオを活用し，パネルディスカッションとはどういうもの

かを知る。また，どんな時に使えるのか，今後の活用場面な

ども考える。

・教科書でパネルディスカッションの進め方を確認する。司会

や提案者などの役割については，小学校での既習内容である

ことから，復習として確認する。

・パネルディスカッションをする目的や行う際の留意点等を確

認する。

①相手の立場や考えを尊重する。

②同じ立場や違う立場の考えを聞いて，自分の考えを広めた

り，考え直したりする。

・テーマと立場の例を参考に,自分たちのクラスで挑戦してみた

いテーマと考えられる四つの立場(ａ～ｄ)を想定し決定する。

例・海外の中学生に日本を紹介するとしたら，何を取り上げるのがよい

か。（ａ豊かな自然・ｂ進んだ技術・ｃ伝統的な文化・ｄ名所）

・スポーツをする目的とは何か。

(ａ心身を鍛える･ｂ相手に勝つ･ｃ楽しむ・ｄ自分の世界を広げる)

・最も優れた飲料容器は何か。(ａ缶・ｂ瓶・ｃ水筒・ｄペットボトル)

・地球温暖化の抑制のために最も力を入れるべきことは何か。

(ａ全車エコカー化･ｂ環境税の導入･ｃサマータイム導入･ｄゴミの定量制限)

・命を大切にする気持ちを育てるためには，どんな体験学習をするの

がよいか。(a生物飼育･ｂ映画鑑賞･ｃ保育園訪問･ｄ救命救助講習)

資料を集める

・四つの立場が２グループずつになるように分ける。

例：32人学級の場合 ４人×８グループ(４立場×２グループ)

・決定した自分たちのグループの立場を支えてくれるような資

料や情報を，新聞や書籍，雑誌，インターネットなどから集

める。（個人学習→グループ集約→発表役割分担）

発表内容を組み立てる

・自分の意見を分かりやすく，短くまとめて示す。

簡潔に示せるようポスターなどにキーワードや必要な情報

（グラフや表など）を書く。発表の際，活用する。

・根拠として提示する情報は，どこから入手したのか（情報源）

を示し，自分の意見を支える内容であることを明らかにする。

・異なる立場や考えの人に自分の意見が理解され,納得してもら

えるよう,述べ方や構成を工夫する。

役割を確認する

・パネリスト（発表者）の内容を確認し順番を決める。

同じ立場のグループ同士で,パネリストの発表内容や異なる

立場や考えの人とどのように討論するか,相談する。

同じ立場のグループ同士で発表練習する。質問などの対策も考

えておく。

・コーディネーター（司会者）を選ぶ。

・コーディネーター，パネリスト以外は,フロア（聴衆）として

討論に参加する。

パネルディスカッションを行う

・２箇所で２回行い，全員がパネリスト，聴衆役を経験できる

ようにする。

・話合いの目的や留意点を確認する。

・教科書にある「パネルディスカッションの流れ」に沿って,話

合いを進める。

・パネリストの主張や根拠を自分の考えと比べながら検討し,自

分の考えを広げ深めることを確認する。

・評価用シートを活用し,メモを取っていくことを確認する。

パネルディスカッションについて振り返る

・項目① 相手の立場や考えを尊重しながらパネルディスカッシ

ョンをすることができたか。 ［Ａ Ｂ Ｃ Ｄ］

・項目② 同じ立場や違う立場の考えを聞いて，自分の考えの広

がった点や変わった点などについて記入する。

パネルディスカッションの流れ

１ はじめの言葉(コーディネーター)

２ パネリストの発表

３ パネリストの相互の質問・意見交換

４ フロアからの質問・意見

５ パネリストからのまとめ

６ 終わりの言葉(コーディネーター)
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Ａ話すこと・聞くこと〔中学校第３学年〕

【目標】

【指導事項】

【言語活動例】

【「話すこと・聞くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○相手の立場や考えを尊重し，互いの発言を検討して生かそうとする。

◆話合いの進行の仕方を工夫し，互いの意見のよさと課題を区別しながら効果的な話合いを行う。

【身に付けさせたい力】

①目的や場面に応じ，社会生活にかかわることなどについて，課題解決に向けて話し合う能力を身に付け

させるとともに，話したり聞いたりして考えを深めようとする態度を育てる。〈国語への関心･意欲･態度〉

②話合いが効果的に展開するように進行の仕方を工夫し，課題の解決に向けて互いの考えを生かし合うこ

と。 〈「話すこと・聞くこと」エ〉

③敬語を適切に使うこと。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉

【言語活動例】社会生活の中の話題について，相手を説得するために意見を述べ合うこと。〈イ〉

【単元名】課題解決に向けて話し合おう～説得力のある意見を述べ合う～

【教材名・教材の特長】「意見を生かして話し合うにはー説得力のある意見を述べ合うー」(教育出版 ３年）

・話題設定において，「総合的な学習の時間」等との関連を図ることができる。

・説得する上で考えの根拠を明確にし，論理的な話の構成を考える上で適している。

・建設的な話合いをするために，司会や参加者の役割を考える上で適している。

【言語活動】

自分たちにできるボランティアについて，相手を説得するために意見を述べ合う。〈イ〉

【単元目標】

①学級で取り組むボランティア活動について，聞き手を説得するために意見を述べ合い，考えを深めよう

とする。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②話合いが効果的に展開するように進行の仕方を工夫し，課題の解決に向けて互いの意見を生かし合う。

〈「話すこと・聞くこと」エ〉

③敬語などの丁寧な言い方を理解し，場面に応じて使う。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ (ｱ)〉

目的や場面に応じ，社会生活にかかわることなどについて相手や場に応じて話す能力，表現の工夫を

評価して聞く能力，課題解決に向けて話し合う能力を身に付けさせるとともに，話したり聞いたりして

考えを深めようとする態度を育てる。

ア 社会生活の中から話題を決め，自分の経験や知識を整理して考えをまとめ，語句や文を効果的に使

い，資料などを活用して説得力のある話をすること。

イ 場の状況や相手の様子に応じて話すとともに，敬語を適切に使うこと。

ウ 聞き取った内容や表現の仕方を評価して，自分のものの見方や考え方を深めたり，表現に生かした

りすること。

エ 話合いが効果的に展開するように進行の仕方を工夫し，課題の解決に向けて互いの考えを生かし合

うこと。

ア 時間や場の条件に合わせてスピーチしたり，それを聞いて自分の表現の参考にしたりすること。

イ 社会生活の中の話題について，相手を説得するために意見を述べ合うこと。
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【Ｃと評価した生徒への手立ての例(上記の評価規準の順)】

②話合いの手順や仕方を示し，それに従って話合いを進行させる。〈エ〉

③互いの意見を理解したり尊重したりする上で，敬語を用いることの効果について考えさせる。〈イ(ｱ)〉

①それぞれの提案内容のよさと課題を区別し，生かす方法を考えさせる。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

②話合いが効果的に展開

するように進行の仕方を

工夫し，課題の解決に向け

て互いの意見を生かし合

っている。

〈「話す・聞く能力」エ〉

③敬語などの丁寧な言い

方を理解し，場面に応じて

使っている。

〈言語についての知識・理解・技能イ (ｱ)〉

①学級で取り組むボラン

ティア活動について、聞き

手を説得するために意見

を述べ合い、考えを深めよ

うとしている。

〈国語への関心･意欲･態度〉

ワークシート

聞き取りメモ

評価シート

振り返りカード

話題を設定し，話し合うことへの見通しを持つ

・「総合的な学習の時間」での福祉学習を想起させ，自分たちにできる

ことについて話し合う。（総合的な学習の時間との連携）

・話題を決定し，話合いの目的を明確にする。

「今，私たちにできるボランティア」について，グループごとに取組

を提案し，それを基にクラスで提案する内容を決めていくことを理

解する。

・教科書にある「『対話』とは何か（多田孝志）」を読み，話し合うこ

との意味や姿勢について理解する。

・モデルとなる話合いの様子を表した映像と文章を基に，「提案する」

ことの意味や特徴，効果的な司会の進行の仕方や互いの意見を生か

す話合いの仕方，結論の出し方，言葉遣い（敬語）について考える。

提案内容を吟味し，話の順序や予想される質問等について考え

るなど，提案に向けての準備をグループごとに行う

・司会を中心に提案内容を吟味し，決定する。

例：市内の飲食店に，作成した点字メニューを置いてもらう。

・提案理由として，「問題となっている事実」や「自分たちの提案内容

の効果」等を明確にする。

・提案するに当たっては，必要に応じて取材活動を行い，効果的な資

料を作成する。

・幾つかの質問や反対意見を想定し，回答を考える。

・話の順序を決め，役割分担をする。

話合いをする（１回目）

・司会等の進行の仕方，話合いの目的，話合いの仕方や方向性，言葉

遣い（敬語）について効果的な方法や適切な在り方等を確認する。

・各グループが「進行」「提案」「話合い出席者」「フロア（話合いの仕

方を評価）」の役を担当し，役割を交代しながら，繰り返して話合い

を進める。※５グループの場合は５回

・質疑応答の中で，よいところを指摘し合ったり，意見の修正をした

りするなどして，提案内容に生かすようにする。

話合いを評価する

・各グループの提案ごとに，フロアの評価を参考に，話合いの仕方に

ついて視点に即した評価を行う。

・評価を次に生かし，話合いの仕方を向上させる。

話合いをする（２回目）

・出された提案の中から，最も効果的な内容を一つ決定し，学年に提

案する。

自らの言語活動を振り返る

・提案の仕方，話合いの仕方について振り返り，効果的な話合いの仕

方についてまとめる。

【授業の具体例】
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Ａ話すこと・聞くこと〔高等学校 国語総合〕

【目標（国語総合）】

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を伸

ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る

態度を育てる。

【指導事項】

ア 話題について様々な角度から検討して自分の考えをもち，根拠を明確にするなど論理の構成や展開を

工夫して意見を述べること。

イ 目的や場に応じて，効果的に話したり的確に聞き取ったりすること。

ウ 課題を解決したり考えを深めたりするために，相手の立場や考えを尊重し，表現の仕方や進行の仕方

などを工夫して話し合うこと。

エ 話したり聞いたり話し合ったりしたことの内容や表現の仕方について自己評価や相互評価を行い，自

分の話し方や言葉遣いに役立てるとともに，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。

【言語活動例】

ア 状況に応じた話題を選んでスピーチしたり，資料に基づいて説明したりすること。

イ 調査したことなどをまとめて報告や発表をしたり，内容や表現の仕方を吟味しながらそれらを聞いた

りすること。

ウ 反論を想定して発言したり疑問点を質問したりしながら，課題に応じた話合いや討論などを行うこと。

【「話すこと・聞くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○話題に対する自分の考えをまとめ，分かりやすく伝える。

○資料などを活用して説得力のある話をする。

◆論理の構成や展開を工夫して意見を述べる。

※すでに「読むこと」の単元において「水の東西」を学習しており，その際「比較文化」というテーマで

並行読書を行っている。

【身に付けさせたい力】

①国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，言語感覚を磨く態度

を育てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②話題について様々な角度から検討して自分の考えをもち，根拠を明確にするなど論理の構成や展開を工

夫して自分の意見を述べること。 〈「話すこと・聞くこと」ア〉

③文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを理解し，語彙を豊かにすること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉

【言語活動例】状況に応じた話題を選んでスピーチをしたり，資料に基づいて説明したりすること。〈ア〉

【単元名】「東西文化比較」のスピーチをしよう～論理の構成や展開を工夫して自分の意見を述べる～

【教材名・教材の特長】（ ｢水の東西｣ 山崎正和 ）

・「水の東西」において既習の構成や表現方法を参考にすることができる。

・並行読書等を通して得た知識や情報を活用することができる。

【言語活動】

「水の東西」を参考に，東洋と西洋の文化を対比させる事物を選び，資料に基づいて文化の特徴を説明

する。〈ア〉

【単元目標】

①資料に基づいて東洋と西洋の文化の特徴を説明することを通して，表現の効果について適切に判断する

能力を向上しようとする。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②与えられたテーマについて，様々な角度から検討して自分の考えを持ち，根拠を明確にするなど論理の

展開や構成を工夫して意見を述べる。 〈「話すこと・聞くこと」ア〉

③文や文章の組立て，語句の意味，用法や表記の仕方を理解し，スピーチ原稿の作成に生かす。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉
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【授業の具体例】 資料等の利用を図る学習活動

【Ｃと評価した生徒への手立ての例(上記の評価規準の順)】

②「水の東西」のノートを振り返り，事例や特徴の対比を確認させる。〈ア〉

③書いた文章を声に出して読み合い，聞いた時に意味が通りにくい箇所や分かりにくい表現がないか確認さ

せる。プレゼンテーションソフトやポスター等を用いる場合は，表記にも着目させる。〈イ(ｲ)〉

①スピーチに不安があるグループには，時間と場を設定し再度リハーサルを行わせる。〈国語への関心･意欲･態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

②与えられたテーマについ

て，様々な角度から検討し

て自分の考えを持ち，根拠

を明確にするなど論理の展

開や構成を工夫して意見を

述べている。

〈「話す・聞く能力」ア〉

③文や文章の組立て，語句

の意味，用法や表記の仕方

を理解し，スピーチ原稿の

作成に生かしている。

〈言語についての知識・理解イ(イ)〉

①資料に基づいて東洋と西

洋の文化の特徴を説明する

ことを通して，表現の効果

について適切に判断する能

力を向上しようとしてい

る。

〈国語への関心･意欲･態度〉

構 成 メ モ

ｽﾋﾟｰﾁ原稿

スピーチ

評価カード

振り返りカード

「水の東西」を参考に「東西文化比較」のスピーチをする

という目標を知り，材料を集める

・発表グループ（４人程度）を構成する。

・「水の東西」で学習した文化比較を参考に，水に代わる

事物を各グループで一つ選び，西洋文化と東洋(日本)

文化を比較したスピーチを行うことを知る。

・中学校で行ったポスターセッションやスピーチを振り返

り，効果的な表現方法を確認する。

・グループで話し合い，対象とする事物，そこから考えら

れる東西の文化について検討する。その際，各自が並行

読書してきた作品の内容を出し合い，検討の材料とす

る。また，事例を伝えるのに適切な表現方法を考える。

スピーチ原稿を作成する

・スピーチ原稿を作成する際に参考にするという視点で

「水の東西」の構成や表現方法を確認する。

・具体例を提示していたこと ・対比の特徴を簡潔に示していたこと

・論拠を明確に挙げていたこと・写真が効果的に使われていたこと 等

・確認した構成や表現方法から用いたい内容を選び，各自

でグループのテーマに沿って構成メモを作成する。

・構成メモにスピーチする内容を書き加えていく。その際，

第１時に確認した効果的な表現方法を参考にする。また，

「伝える」ということに視点を置き，文の組立てや語句の

用法を吟味する。

・各自が作成した構成メモを持ち寄り，「効果的に伝える」

という視点で話し合い，グループの構成メモを作る。

・構成メモを基にグループでスピーチ原稿を書く。その際，

各自の分担を決め，全員が原稿を書くよう留意する。必

要に応じてＩＣＴ機器(プレゼンテーションソフト等)を

活用してもよい。

・各自が書いた原稿を合わせる。文末やつなぎの言葉を整

えて，グループのスピーチ原稿にする。

スピーチの練習をする

・グループごとにスピーチの練習をする。

・２グループでペアを作り，互いのスピーチを聞き合い，

疑問点について質問し合う。

・質問に答えるという視点でスピーチ原稿の修正を行う。

１グループごとにスピーチを行う

・聞き手は評価カードに評価を記載する。

・納得できる事例であったか ・分かりやすい構成であったか

・論拠は明確であったか ・適切な表現方法であったか 等

・他のグループのスピーチを聞いた後，自分たちのスピー

チについて振り返り，内容をカードに記載する。
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(3) 「Ｂ書くこと」

Ｂ書くこと〔小学校低学年〕

【目標】

経験したことや想像したことなどについて，順序を整理し，簡単な構成を考えて文や文章を書く能力を身に付

けさせるとともに，進んで書こうとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 経験したことや想像したことなどから書くことを決め，書こうとする題材に必要な事柄を集めること。

イ 自分の考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成を考えること。

ウ 語と語や文と文との続き方に注意しながら，つながりのある文や文章を書くこと。

エ 文章を読み返す習慣を付けるとともに，間違いなどに気付き，正すこと。

オ 書いたものを読み合い，よいところを見付けて感想を伝え合うこと。

【言語活動例】

ア 想像したことなどを文章に書くこと。

イ 経験したことを報告する文章や観察したことを記録する文章などを書くこと。

ウ 身近な事物を簡単に説明する文章などを書くこと。

エ 紹介したいことをメモにまとめたり，文章に書いたりすること。

オ 伝えたいことを簡単な手紙に書くこと。

【「書くこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○自分の経験したことや身の回りの出来事から，したことや見たことを文章に書く。

○日頃から「思ったこと」「驚いたこと」等の作文の材料になりそうなことをメモに書いて集めている。

◆一つの題材に沿って状況が読み手によく伝わるように書く。

【身に付けさせたい力】

①経験したことについて，順序を整理し，簡単な構成を考えて文や文章を書く能力を身に付けさせるとともに，

進んで書こうとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②文と文との続き方に注意しながら，つながりのある文章を書くこと。 〈｢書くこと｣ウ〉

③長音，拗
よう

音，促音，撥
はつ

音などの表記ができ，助詞の「は」，「へ」及び「を」を文の中で正しく使うこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｴ)〉

【言語活動例】経験したことを報告する文章を書くこと。<イ>

【単元名】「一年生の思い出アルバム」を作ろう～文と文とのつながりに気を付けて書く～

【教材名・教材の特長】「いい こと いっぱい，一年生」 （光村図書 １年下）

・もうすぐ１年生が終わる時期であり，書く材料は比較的多くあるため，書きたいことを選びやすい。

・「うれしかったこと」「できるようになったこと」「新しく知ったこと」などを観点にすることによって，

書くために必要な事柄を思い出すことができる。

【言語活動】

入学後に経験したことの中から心に残った出来事について，経験した事柄や感じたことなどを詳しく思い出

して，人に伝える文章を書く。〈イ〉

【単元目標】

①入学からこれまでの中で，うれしかったことや驚いたことについて，進んで報告する文章を書こうとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②自分の思い出が読み手に伝わるように，出来事とそれについて思ったこととのつながりを考えて文章を書く。

〈｢書くこと｣ウ〉

③長音，拗
よう

音，促音，撥
はつ

音などを正しく表記するとともに，助詞の「は」，「へ」，「を」を文の中で正しく

使う。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｴ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②取材カードの並び順どおりに一度書いてから付け足しができそうなことを考えさせ，付箋に書いて該当する箇

所に貼らせる。〈ウ〉

③表記の誤りを指摘し，教科書などを参考にしながら正しい表記を理解させる。〈イ(ｴ)〉

①取材カード，組立表などを活用して思い出アルバムができたことを自覚させ，褒める。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

②自分の思い出が読み手に

伝わるように，出来事とそ

れについて思ったこととの

つながりを考えて文章を書

いている。

〈｢書く能力｣ウ〉

③長音，拗
よう

音，促音，撥
はつ

音

などを正しく表記するとと

もに，助詞の「は」，「へ」，

「を」を文の中で正しく使

っている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｴ)〉

①入学からこれまでの中

で，うれしかったことや驚

いたことについて，進んで

報告する文章を書こうとし

ている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

下書き原稿

書き直した

下書き原稿

清書原稿

下書き原稿

等

教材文を読み，１年生の思い出のアルバムを作ることに興味

を持つ

・これまでに学習してきたノートや作品等を用意し，思い

出を発表し合う。

・日頃集めておいた作文の材料メモを利用する。

経験したことの中から伝えたいことを選び，思い出アルバム

に入れたい事柄を題材カードに書く

・１年生になって経験したことの中で強く心に残ったこと

について家の人に伝えることを知る。

選んだ題材について，見たこと，したこと，話したこと，

そのとき感じたことなどを思い出して取材カードに書く

・取材カードは一文で書く。

・必要に応じて周りの人にも取材する。

文と文とのつながりについて考える

・モデル作文について,各段落に「したこと」「他の人から言

われたこと」「そのとき思ったこと」「出来事全体を通じ

て思ったこと」が書かれていることを読み取り，モデル作

文の組立てを理解する。

組立表を作る

・取材カードから作文に書きたいものを選ぶ。

・選んだ取材カードを書く順に並び替え，組立表に貼る。

下書きを書く

・組立表に沿って書く。

・取材カードに一文で書かれていることに言葉を付け加えて

よりよく状況が伝わるように書く。

清書をする

・下書きを読み直し，より分かりやすく伝えられるように書

き加えたり，正しい表記に直したりする。

書き直した下書きを基に，清書する

清書した作品を読み合い，感想を話し合う

・感想カードに書いて，互いに交換する。

・家の人にも読んでもらい，感想を書いてもらう。
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Ｂ書くこと〔小学校中学年〕

【目標】

相手や目的に応じ，調べたことなどが伝わるように，段落相互の関係などに注意して文章を書く能力を

身に付けさせるとともに，工夫をしながら書こうとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 関心のあることなどから書くことを決め，相手や目的に応じて，書く上で必要な事柄を調べること。

イ 文章全体における段落の役割を理解し，自分の考えが明確になるように，段落相互の関係などに注意

して文章を構成すること。

ウ 書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと。

エ 文章の敬体と常体との違いに注意しながら書くこと。

オ 文章の間違いを正したり,よりよい表現に書き直したりすること。

カ 書いたものを発表し合い，書き手の考えの明確さなどについて意見を述べ合うこと。

【言語活動例】

ア 身近なこと，想像したことなどを基に，詩をつくったり，物語を書いたりすること。

イ 疑問に思ったことを調べて，報告する文章を書いたり，学級新聞などに表したりすること。

ウ 収集した資料を効果的に使い，説明する文章などを書くこと。

エ 目的に合わせて依頼状，案内状，礼状などの手紙を書くこと。

【「書くこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○時間的な順序，事柄の順序に従って，文章を書く。

○書こうとする事柄の中心を明確にして，文章を書く。

◆段落相互の関係を意識しながら，目的に応じて中心となる内容の具体的な事例を挙げて説明する。

【身に付けさせたい力】

①相手や目的に応じ，調べたことなどが伝わるように，文章を書く能力を身に付けさせるとともに，工夫を

しながら書こうとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと。

〈｢書くこと」ウ〉

③句読点を適切に打ち，また，段落の始めなどの必要な箇所は行を改めて書くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｴ)〉

【言語活動例】疑問に思ったことを調べて，学級新聞などに表したりすること。〈イ〉

【単元名】学級新聞を作ろう～中心を明確にし，理由や事例を挙げて書く～

【教材名・教材の特長】「学級新聞を作ろう」（教育出版 ４年上）

・目的に応じて，構成や使う語句，言葉の使い方などを工夫しながら書く上で適している。

・伝えたい内容に応じて，取り上げる内容を選択したり見出しを工夫したりする上で適している。

・中心となる内容を明確にし，段落相互を関係付けながら書く上で適している。

【言語活動】

学校生活において関心を持った出来事を，学級新聞に表す。〈イ〉

【単元目標】

①関心を持った出来事が伝わるように，構成等を工夫しながら新聞記事を書こうとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②書こうとすることの中心を明確にし，事実が的確に伝わるよう理由や事例を挙げながら書く。

〈｢書くこと」ウ〉

③句読点を適切に打ち，また，段落の始めについては行を改めて書く。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｴ)〉

- 52-



【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②伝えたい内容に合わせて収集した情報等を三つ程度に絞らせ，順序を考えさせる。〈ウ〉

③主語や並列する語の後に読点を打つなど，低学年での既習事項を思い出させる。〈イ(ｴ)〉

①家族が知りたいことと自分が伝えたいことを考えさせる。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

②書こうとすることの中心

を明確にし，事実が的確に伝

わるよう理由や事例を挙げ

ながら書いている。

〈｢書く能力」ウ〉

③句読点を適切に打ち，ま

た，段落の始めについては

行を改めて書いている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｴ)〉

①関心を持った出来事が伝

わるように，構成等を工夫

しながら新聞記事を書こう

としている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

取材メモ

構想メモ

下書き原稿

清書原稿

評価カード

各グループで新聞を作ることの見通しを持つ

・家族に知らせることを目的に，全校遠足，社会科見

学，交通安全教室など，学校生活で伝えたい出来事

を思い出す。

・モデル新聞を基に，事実を客観的な立場で知らせる

新聞の役割や，構成の特徴を理解する。

・記事の内容，分担（トップ記事や編集後記等），各

記事や写真・図を載せる場所，字数などを決定する。

取材活動を行い，取材メモを書く

・材料が不足している場合には，必要に応じてイン

タビューやアンケート調査などを行う。

例：班の人に特に思い出に残った出来事や理由な

ど，詳しい様子を聞く。（遠足記事）

記事の構想メモを作成し，交流する

・記事内容の中心を明確にし，出来事の概要，具体的

な内容，理由などを，付箋を使って分けて書き，組

み立てる。

・構想メモを互いに見合い，内容や順序について吟味

する。

構成メモを基に，記事の下書きを書く

・「いつ，どこで，誰が，何を，どのように，どうし

た」を，落とさずに書く。

・一文が長くならないよう，文脈に応じて句読点を打

ったり，内容や長さに応じて段落を分けたりする。

・中心となる内容に合わせて写真・図を選んだり見出

しを付けたりする。

下書きを推敲
こう

し，交流する

・記事内容の中心が明確であるか，また，具体的な

事例や出来事の理由等の必要な事柄を落とさずに

表せたか，記事を見せ合い吟味する。

記事を配置し，新聞を仕上げる

・新聞の名前やデザインを工夫したり，記事を枠で

囲んだりするなどして，見やすくする。

視点に沿って説明し合い，記事について評価し合う

・記事づくりで工夫，意識したことを説明し合う。

・評価カードに自他班の感想を書く。

・事例や理由等の必要な事柄が，書かれているか。

・伝えたいことの中心が明確であったか。
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Ｂ書くこと〔小学校高学年〕

【目標】

目的や意図に応じ，考えたことなどを文章全体の構成の効果を考えて文章に書く能力を身に付けさせるとと

もに，適切に書こうとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 考えたことなどから書くことを決め，目的や意図に応じて，書く事柄を収集し，全体を見通して事柄を整

理すること。

イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするこ

と。

エ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと。

オ 表現の効果などについて確かめたり工夫したりすること。

カ 書いたものを発表し合い，表現の仕方に着目して助言し合うこと。

【言語活動例】

ア 経験したこと，想像したことなどを基に，詩や短歌，俳句をつくったり，物語や随筆などを書いたりする

こと。

イ 自分の課題について調べ，意見を記述した文章や活動を報告した文章などを書いたり編集したりするこ

と。

ウ 事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書くこと。

【「書くこと」における児童の実態】 ○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○説明文の学習を通して，段落構成の工夫が分かりやすさにつながることを理解する。

○図・表・グラフ等を取り入れて文章を書く。

◆課題を設定したり，自分の目的に応じて必要な材料を取捨選択したりする。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，考えたことなどを文章全体の構成の効果を考えて文章に書く能力を身に付けさせるとと

もに，適切に書こうとする態度を育てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②目的や意図に応じて，書く事柄を収集し，全体を見通して事柄を整理すること。 〈｢書くこと｣ア〉

③文や文章にはいろいろな構成があることについて理解すること。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｷ)〉

【言語活動例】自分の課題について調べ，意見を記述した文章を書くこと。〈イ〉

【単元名】レポートを書こう ～書きたい事柄に合わせて材料を選ぶ～

【教材名・教材の特長】「分かったことを報告しよう」（学校図書 ５年上）

・調べたことを読み手に分かりやすく伝えるためには，引用や図表・グラフ等を使うことも必要である。既習

教材「表やグラフを使って伝えよう」の学習を活用することができる。

・レポートの書き方を学ぶことによって，他教科等に生かすことができる。

【言語活動】

設定した課題について調べ，分かったことについて図表等を取り入れてレポートにまとめる。〈イ〉

【単元目標】

①設定した課題について調べたことや考えたことが伝わるように，文章全体の構成を考えてレポートを書こう

とする。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②設定したレポートの課題について，集めた材料を整理したり構成を踏まえて更に必要な材料が何かを考え追

加の取材をしたりする。 〈「書くこと」ア〉

③調べたことや考えたことが伝わるように構成を工夫する。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｷ)〉
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【授業の具体例】 他教科との連携

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②取材カードに書いた内容がレポートの課題に適しているか，１枚ずつ確かめさせる。〈ア〉

③複数の文章構成を示し，どの構成が分かりやすいか判断させる。文章を書く段階では，接続語を使って一文を

短く書かせる。〈イ(ｷ)〉

①材料や構成のよいところを認め，モデル文を参考に書き出してみるよう助言する。〈国語への関心･意欲･態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

②設定したレポートの課題に

ついて，集めた材料を整理し

たり構成を踏まえて更に必要

な材料が何かを考え追加の取

材をしたりしている。

〈｢書く能力｣ア〉

③調べたことや考えたことが

伝わるように構成を工夫して

いる。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｷ)〉

①設定した課題について調べ

たことや考えたことが伝わる

ように，文章全体の構成を考

えてレポートを書こうとして

いる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

取材カード

構成表

下書き原稿

推敲
こう

した

下書き原稿

清書原稿

レポートを書くことの見通しを持つ

・社会科「食料生産」の学習を振り返り，レポートでどのよ

うなことを伝えたいのかグループで話し合う。

（社会科との連携）

・教科書のモデル文等を基に，レポートには「調べようと思

ったわけ」「調べたこと」「調べて分かったこと」を書くこ

とや，使うとよい表現について知る。

・図表を使うと分かりやすく，読み手を引き付けられること

を，既習の教材やモデル文で確認する。

・伝えたい内容を伝えるために適切な材料が使われているか，

図表が適切な箇所に配置されているか，モデル文を分析す

る。

レポートの課題を決定する

・社会科の教科書や資料集の図表を基に，疑問に思ったこと

や考えたことを付箋に書き出す。

・グループで付箋を紹介し合う。

・最も関心の高いものを自分のレポートの課題に設定する。

・課題に選んだ理由をワークシートに書く。

・書いたレポートは，学級の友達と伝え合うことを知る。

・どのような方法で取材をするのか見通しを持つ。

レポートに必要な材料を収集する

・必要な材料を集め，取材カードに書く。

・集まった取材カードを取捨選択・整理する。

・不足している情報を学校図書館の本やインターネット等を

使って調べたり取材したりして集め，取材カードに書く。

構成表を作る

・第１時のレポートの書き方を思い出す。

・説明文の学習で身に付けた段落構成を生かし，取材カード

を書こうと思う順に並び替える。

・どこに図・表・グラフを入れると自分の考えがよく伝わる

か考える。

・不足する情報について追加取材をする。

構成表を基にレポートの下書きを書く

・接続語を効果的に使う。

下書きを推敲
こう

する

・下書き原稿を読み合い，伝えたい内容に適した材料を選ん

で書いているか評価し合う。また，文章構成や論の進め方，

表現のよさなどに気付いたり，情報源を知ったりする。

レポートを清書し，読み合う

・レポートを清書する。

・レポートを読み合い，伝えたい内容に適した材料を選んで

いるかなどの観点に沿って，互いのよさを交流カードに書

く。
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Ｂ書くこと 〔中学校第１学年〕

【目標】

目的や意図に応じ，日常生活にかかわることなどについて，構成を考えて的確に書く能力を

身に付けさせるとともに，進んで文章を書いて考えをまとめようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 日常生活の中から課題を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめること。

イ 集めた材料を分類するなどして整理するとともに，段落の役割を考えて文章を構成するこ

と。

ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。

エ 書いた文章を読み返し，表記や語句の用法，叙述の仕方などを確かめて，読みやすく分か

りやすい文章にすること。

オ 書いた文章を互いに読み合い，題材のとらえ方や材料の用い方，根拠の明確さなどについ

て意見を述べたり，自分の表現の参考にしたりすること。

【言語活動例】

ア 関心のある芸術的な作品などについて，鑑賞したことを文章に書くこと。

イ 図表などを用いた説明や記録の文章を書くこと。

ウ 行事等の案内や報告をする文章を書くこと。

【「書くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○日常生活の中から課題を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめる。

◆伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書く。

※書いたものを基に友達と交流して，根拠の材料の用い方，根拠の明確さについて互いに意見

を述べる活動を経験している。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，的確に書く能力を身に付け，考えをまとめようとする態度を育てる。

〈国語への関心･意欲･態度〉

②伝えたい事柄について，根拠を明確にして書くこと。 〈「書くこと」ウ〉

③書いた文章を互いに読み合い，根拠の明確さなどについて意見を述べたり，自分の表現の参

考にしたりすること。 〈「書くこと」オ〉

④事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の語彙
い

につ

いて関心をもつこと。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｳ)〉

【言語活動例】関心のある芸術的な作品などについて，鑑賞したことを文章に書くこと。〈ア〉

【単元名】鑑賞したことを文章に書こう～伝えたい事柄を根拠を明確にして書く～

【教材名・教材の特長】「根拠を明確にして書くには」（教育出版 １年）

・絵画作品を例に，例文が提示され，鑑賞文を書く上で注意すべき要点をまとめてあるので，

根拠を明確にして書くことの大切さを理解することができる。

・「根拠を明確にして書く」こととそのための表現が具体的に例示されている。

【言語活動】

美術作品について鑑賞したことを文章に書く。〈ア〉

【単元目標】

①美術鑑賞で感じたことを的確に文章にまとめようとする。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②伝えたい事柄について，根拠を明確にして書く。 〈「書くこと」ウ〉

③書いた文章を互いに読み合い，意見を述べ合って自分の表現の参考にする。〈「書くこと」オ〉

④事象などを表す多様な語句について理解を深め，文章の中で使う。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｳ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②自分が感じたことを率直に表現させ，それは作品の何によるものかを考えさせる。〈ウ〉

④表現したい語彙を探すための辞書の使い方について，例を挙げながら説明する。〈イ(ｳ)〉

③友達の下書きを読んで共感できるところに注目して，感想を述べるよう助言する。〈オ〉

①感じたことの根拠になるのは作品のどの部分か，説明する表現を考えさせる。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

②伝えたい事柄につい

て，根拠を明確にして書

いている。

〈｢書く能力」ウ〉

④事象などを表す多様

な語句について理解を

深め，文章の中で使って

いる。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｳ)〉

③書いた文章を互いに

読み合い，意見を述べ合

って自分の表現の参考

にしている。

〈｢書く能力」オ〉

①美術鑑賞で感じた印

象を的確に文章にまと

めようとしている。

〈国語への関心･意欲･態度〉

ワークシート

下書き用紙

清書用紙

美術作品について鑑賞したことを文章に書くとい

う見通しを持つ

・東大寺金剛力士像，俵屋宗達「風神雷神図」を

見て，興味を持った一方を選び，感じたことや

心に強く残ったことをメモする。

・教科書の例文「牛乳を注ぐ女」（フェルメール作）

を読み，下の３点について確認する。

選んだ美術作品について，自分の印象が何に着目

したものかを確認し，感じたことを記述する

・美術品の写真を載せたワークシートを使い，根

拠となる部分に矢印を引きながら印象を記す。

・記したものから，特に文章にしたいものを選ぶ。

・印象に残ったことが，鑑賞に関する用語の何に

着目したものかワークシートに書き加える。

根拠を明確にして，400 字程度の下書きを書く

・印象に残ったことを，着目した点とその根拠を

組み合わせて，順序を考えながら書いていく。

・感じたことを表現する語彙を探すために辞書や

類語辞典，類語集などを参考にする。

下書きをグループで読み合い助言し合う

・印象に残ったこととその根拠となる記述につい

て説明をする。

・使用した用語や表現という点について助言し合

う。

グループでの助言を参考にして推敲
こう

し，清書する

清書を読み合って，互いの感想から自分の文章に

ついて振り返る

・感想を述べ合い，それをもとにして自分の文章

について振り返ったことを清書用紙の左隅の枠

に記入する。

・絵画作品を見て，強く印象に残ったことを文章の中心にする。

・自分が強く心に残ったことは，鑑賞に関する用語（形・色彩・

材料・光・動き・奥行き等）の，何に注目して得られたもの

かを明らかにする。

・感じたことの根拠を，つなぐ言葉や文末表現（「それは～から

です。」「なぜなら～からです。」等）を効果的に用いて書く。

※第 1 時は美術担当の教師と T.T.で行うことも考えられる。
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Ｂ書くこと 〔中学校第２学年〕

【目標】

目的や意図に応じ，社会生活にかかわることなどについて，構成を工夫してわかりやすく書

く能力を身に付けさせるとともに，文章を書いて考えを広げようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 社会生活の中から課題を決め，多様な方法で材料を集めながら自分の考えをまとめること。

イ 自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして，文書の構成を工夫すること。

ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，描写

を工夫したりして書くこと。

エ 書いた文章を読み返し，語句や文の使い方，段落相互の関係などに注意して，読みやすく

分かりやすい文章にすること。

オ 書いた文章を互いに読み合い，文章の構成や材料の活用の仕方などについて意見を述べた

り助言したりして，自分の考え方を広げること。

【言語活動例】

ア 表現の仕方を工夫して，詩歌を作ったり物語などを書いたりすること。

イ 多様な考え方ができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。

ウ 社会生活に必要な手紙を書くこと。

【「書くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○書くために集めた材料を分類することができる。

○身近な日常生活の中から課題を決めることができる。

◆多様な方法で書くための材料を集めながら自分の考えをまとめる。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，社会生活にかかわることなどについて，文章を書いて考えを広げようと

する態度を育てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②社会生活の中から課題を決め，多様な方法で材料を集めながら自分の考えをまとめること。

〈「書くこと」ア〉

③相手や目的に応じて，話や文章の形態や展開に違いがあることを理解すること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

【言語活動例】多様な考え方ができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。

〈イ〉

【単元名】レポートを書こう～多様な方法で材料を集め自分の考えをまとめる～

【教材名・教材の特長】「資料を収集して自分の考えを書くには」（教育出版 ２年）

・「書くこと」の学習過程のうち，資料を収集し自分の考えをまとめることが中心になってい

るので，指導事項を絞った指導をするのに適している。

・社会生活の中で課題を見付け，具体的な取材の方法とレポートの基本的な形式を知ることが

できる。

【言語活動】

国語に関する世論調査をきっかけにして，関心ある事項のレポートを書く。〈イ〉

【単元目標】

①国語に関することについて，レポートを書いて考えを広げようとする。〈国語への関心･意欲･態度〉

②国語に関する調査から自分の課題を決め，材料を集めて自分の考えをまとめる。

〈「書くこと」ア〉

③目的に応じて，文章の形態や展開に違いがあることを理解する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

- 58-



【授業の具体例】 資料等の利用を図る学習活動

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②普段の生活の中で気になる言葉や言い回しを考えさせる。〈ア〉

③レポートと他の文章とは文体に違いがあることを確認させる。〈イ(ｵ)〉

①各項目の分量は少なくても，レポートの形式で書くようにする。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

②国語に関する調査か

ら自分の課題を決め，材

料を集めて自分の考え

をまとめている。

〈「書く能力」ア〉

③目的に応じて，文章の

形態や展開に違いがあ

ることを理解している。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｵ)〉

①国語に関することに

ついて，レポートを書い

て考えを広げようとし

ている。

〈国語への関心･意欲･態度〉

ワークシート

下書き用紙

清書レポート

感想用紙

文化庁「国語に関する世論調査」を見て，関心のあ

る事項についてレポートを書くという見通しを持

つ

・レポートの形式とレポートに適した文体を知り，

自分の考えを形式に従ってまとめていくことを

知る。

・レポートの形式や書き方を学習する。

「国語に関する世論調査の結果」の中から関心のあ

る事項を見付け，それに関して必要な資料を集める

・世論調査の結果の記述内容やグラフ等から読み取

れることを確認する。

・「国語に関する世論調査の結果」を読んで感じた

ことをグループで共有し，自分が一番関心のある

事項を見付ける。

・調査結果から関心のある事項をワークシートに書

き出す。

・関心のある事項について自分の意見をまとめるた

めに，身の回りの人のインタビューへの回答，新

聞，書籍などを資料として集める。

関心のある事項に対して自分の主張や意見，今後の

課題などを文章にする

・集めた資料を参考に自分の主張又は意見を文章に

まとめる。

国語について関心のある事項のレポートを書く

・レポートの項目に従ってＡ４用紙２枚程度で下書

きする。

・推敲
こう

後，清書する。

グループでレポートを読み，感想を交流する

・３人から４人のグループで回し読みをしてＡ５判

程度の大きさの紙に感想を記入して本人に渡す。

全員のレポートを一まとめにして「国語に関するレ

ポート集」にする

１ 題名・日付・報告者

２ 課題と取り上げた理由

３ 調査の方法

４ 調べた内容

５ まとめ（意見・今後の課題など）

６ 参考資料（出典を明示する）
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Ｂ書くこと 〔中学校第３学年〕

【目標】

目的や意図に応じ，社会生活にかかわることなどについて，論理の展開を工夫して書く能力

を身に付けさせるとともに，文章を書いて考えを深めようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 社会生活の中から課題を決め，取材を繰り返しながら自分の考えを深めるとともに，文章

の形態を選択して適切な構成を工夫すること。

イ 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用するなどして，説得力のある文章を書くこと。

ウ 書いた文章を読み返し，文章全体を整えること。

エ 書いた文章を互いに読み合い，論理の展開の仕方や表現の仕方などについて評価して自分

の表現に役立てるとともに，ものの見方や考え方を深めること。

【言語活動例】

ア 関心のある事柄について批評する文章を書くこと。

イ 目的に応じて様々な文章などを集め，工夫して編集すること。

【「書くこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○書いた文章を互いに読み合い，文章の構成について助言したりして自分の考えを広げる。

◆事実や事柄，意見や心情が相手に伝わるように，具体例を加えるなどの工夫をして書く。

◆具体的事実を一般化し，自分の意見の妥当性へと結び付けて書く。

※本単元の前に「読むこと」の単元として「論語」を学習しており，孔子の言葉を実生活との

関係の中で理解している。学びて時にこれを習ふー「論語」から（光村図書３年）

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，文章を書いて考えを深めようとする態度を育てる。

〈国語への関心･意欲･態度〉

②論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書くこと。

〈「書くこと」イ〉

③古典の一節を引用するなどして，古典に関する簡単な文章を書くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｲ)〉

【言語活動例】目的に合わせてメッセージを書く。〈その他〉

【単元名】下級生にメッセージを書こう～展開や引用内容を工夫して説得力のある文章を書く～

【教材名・教材の特長】（｢論語｣光村図書 ３年）

・「読むこと」の授業において，全部で四節の孔子の言葉を学んでいるが，そのどれもが中学生

が自分自身の生活において実感できるものである。

・古代中国の思想と現代の考え方に相違がないことを知ることができる。

【言語活動】

「論語」の一節を引用して下級生へのメッセージを書く。〈その他〉

【単元目標】

①中学校生活を振り返り，下級生に伝えたい内容をメッセージとして書こうとする。

〈国語への関心･意欲･態度〉

②下級生に向けて書くメッセージの中に，「論語」の一節を引用して，論理の展開を工夫し，説

得力のある文章を書く。 〈「書くこと」イ〉

③「論語」の一節を引用して，下級生へのメッセージを 400 字程度で書く。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｲ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例(上記の評価規準の順)】

②三つの項目を「引用する言葉，具体例，メッセージ」の順に並べ文章にするよう助言する。〈イ〉

③400 字書くことが難しい生徒には，伝えたいことを箇条書きで並べても良いことを伝える。

〈ア(ｲ)〉

①評価する際には，原稿を推敲
こう

した時の「伝えたいことの根拠として具体例が適切か」という視

点で読むことを伝える。 〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

②下級生に向けて書く

メッセージの中に，「論

語」の一節を引用して，

論理の展開を工夫し，説

得力のある文章を書い

ている。

〈「書く能力」イ〉

③「論語」の一節を引用

して，下級生へのメッセ

ージを 400 字程度で書

いている。

〈言語についての知識・理解・技能ア(ｲ)〉

①中学校生活を振り返

り，下級生に伝えたい内

容をメッセージとして

書こうとしている。

〈国語への関心･意欲･態度〉

ワークシート

ﾒｯｾｰｼﾞ原稿

文集

感 想 カ ー ド

振り返りカード

既習の「論語」の内容を振り返り，それらの言葉を

引用して下級生にメッセージを書く見通しを持つ

・・「論語」の言葉について振り返り，それぞれの言

葉の意味を確認する。

・それぞれの言葉について，自分たちの生活の中で

同じように感じた経験はないか話し合い，それは

どのような時だったのか発表し合う。

・卒業を前に「論語」の言葉を使って，下級生に

400 字程度のメッセージを書くという課題を持

つ。

･自分が引用したいと思う一節をワークシートに

書き，その一節と関連のあるエピソードや体験を

クラスで出た意見を参考に複数書き出す。

メッセージ原稿を書く

・前時に書き出したエピソードや体験の中から，「論

語」の言葉の具体例として，最も合っていると思

うものを一つ選ぶ。

・言葉と具体例から，下級生に伝えたいことを一文

で書く。

・「選んだ言葉，具体例，伝えたいこと」の三つの

項目をワークシートに整理し，ペアで交流する。

その際，「伝えたいことの根拠として具体例が適

切か」という視点で推敲
こう

し合い，適切な事例を考

える。

・伝わりやすい構成を考え，400 字程度の文にまと

める。その際引用部分が分かるよう「 」で示す

等の工夫をする。

メッセージを読み合い，評価する

・４人程度のグループで交流し，評価カードを書い

て，互いに交換する。

・自分の作品を読み直し，振り返りカードを書く。

・印刷したものを下級生に配布する。
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Ｂ書くこと〔高等学校 国語総合〕

【目標（国語総合）】

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を伸ばし，

心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る態度を育て

る。

【指導事項】

ア 相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを工夫して書くこと。

イ 論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。

ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方を考えて書くこと。

エ 優れた表現に接してその条件を考えたり，書いた文章について自己評価や相互評価を行ったりして，自分

の表現に役立てるとともに，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにすること。

【言語活動例】

ア 情景や心情の描写を取り入れて，詩歌をつくったり随筆などを書いたりすること。

イ 出典を明示して文章や図表などを引用し，説明や意見などを書くこと。

ウ 相手や目的に応じた語句を用い，手紙や通知などを書くこと。

【「書くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○対象を的確に説明したり描写したりするなど，表現の仕方を考えて書く。

◆書いた文章について自己評価や相互評価を行って自分の表現に役立てる。

【身に付けさせたい力】

①国語を適切に表現し，伝え合う力を高め，言語感覚を磨き，国語の向上を図る態度を育てる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを工夫して書くこと。 〈「書くこと」ア〉

③対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方を考えて書くこと。 〈「書くこと」ウ〉

④文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを理解し，語彙を豊かにする。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉

【言語活動例】出典を明示して文章や図表などを引用し，説明や意見などを書くこと。〈イ〉

【単元名】人物を紹介する～適切な表現の仕方を考えて書く～

【教材名・教材の特長】「表現の扉４ 体験を聞く」（筑摩書房「精選 国語総合 現代文編 改訂版」）

・人物を紹介するという表現活動について，インタビュー，形式を選択して文章にすること，インタビュー後

の礼状など，話を聞くための一連の流れを知ることができる。

・インタビューで聞き取った話をまとめるための具体的な手立てと，多様な形式が紹介されている。

【言語活動】

インタビューを基にして身近な社会人の紹介記事を書く。〈イ〉

【単元目標】

①人物の紹介をするための適切な表現を考えて，伝える力を高めようとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②人物を紹介するための文章の形態や文体，語句などを工夫して書く。 〈「書くこと」ア〉

③人物を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方を考えて書く。 〈「書くこと」ウ〉

④文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを理解し，語彙を豊かにする。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

④文中の語の位置を変えたり省略するだけで表現効果が変わることを確認する。〈イ(ｲ)〉

③読みたくなるような文体を決めるために，第一時の記事例を振り返るよう助言する。〈ア〉

②話し手の言葉を引用して表記するなど，効果的な表現方法を助言する。〈ウ〉

①興味深く感じたことを中心に書くよう助言する。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

④文や文章の組立て，語句

の意味，用法及び表記の仕

方などを理解し，語彙を豊

かにしている。

〈言語についての知識・理解イ(ｲ)〉

②人物を紹介するための文

章の形態や文体，語句など

を工夫して書いている。

〈「書く能力」ア〉

③人物を的確に説明したり

描写したりするなど，適切

な表現の仕方を考えて書い

ている。〈「書く能力」ウ〉

①人物の紹介をするための

適切な表現を考えて，伝え

る力を高めようとしてい

る。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

ワークシート

下書き

人物紹介の記事

評価用紙

身近な社会人の紹介文を書くために，新聞や雑誌の人物紹介

記事を読む

・様々な形式で書かれた新聞や雑誌の人物紹介のコラムや記

事を読み，紹介記事の書き方として気付いたことをワーク

シートにまとめる。（人物を紹介するための効果的な表現に

ついて，見出し・小見出しなどの表現について，写真など

も含めた全体のレイアウトなど）

・紹介記事の形式を知る。

①話し手の言葉だけでまとめる形式

②聞き手と話し手の問い・答えでまとめる形式

③聞き手の報告を地の文として，その中に話し手の言葉を

引用して入れていく形式

自分が話を聞きたいと思う人を決め，その動機と質問したい

項目をワークシートにまとめる

仕事や趣味で魅力ある生き方をしている社会人に仕事や生

き方に関する体験談を聞く

※長期休暇などを利用してインタビュー取材を行う

・インタビューの際の注意点を事前に確認しておく。

・許可を得て，録音・写真撮影をする。

主題をまとめる

・「なぜこの人の話を聞きたいのか」という自分の動機を思

い出しながら取材メモを読み返す。

・取材メモから印象深い言葉や感銘を受けたエピソードなど

を拾い出し，主題を考えてワークシートにまとめる。

自分の伝えたい内容について形式を選択して編集する

・主題を軸に，メモや感想から文章にするものを取捨選択す

る。

記事として文章化する

・効果的な見出しや小見出しを考える。

・印象に残ったことを適切な表現の仕方で的確に説明する。

・記事の形式で下書し，推敲
こう

してから清書して仕上げる。

相互評価・自己評価を行う

・班ごとで友達の紹介記事を読んで感じたことと表現の仕方

について感じたことを，互いの評価用紙に書き，それを基

に自己評価を行う。
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(4) 「Ｃ読むこと」

Ｃ読むこと〔小学校低学年〕

【目標】

書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付いたり，想像を広げたりしながら読む能力を身に付けさせ

るとともに，楽しんで読書しようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。

イ 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。

ウ 場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。

エ 文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。

オ 文章の内容と自分の経験とを結び付けて，自分の思いや考えをまとめ，発表し合うこと。

カ 楽しんだり知識を得たりするために，本や文章を選んで読むこと。

【言語活動例】

ア 本や文章を楽しんだり，想像を広げたりしながら読むこと。

イ 物語の読み聞かせを聞いたり，物語を演じたりすること。

ウ 事物の仕組みなどについて説明した本や文章を読むこと。

エ 物語や，科学的なことについて書いた本や文章を読んで，感想を書くこと。

オ 読んだ本について，好きなところを紹介すること。

【「読むこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○短い文章の中から「問い」と「答え」を見付ける。

◆順序や言葉のつながりを考えながら読む。

【身に付けさせたい力】

①書かれている事柄の順序や様子などに気付いたり，想像を広げたりしながら読む能力を身に付けさせるとと

もに，楽しんで読書しようとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②時間的な順序を考えながら内容の大体を読むこと。 〈「読むこと」イ〉

③文の中における主語と述語との関係に注意すること。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｶ)〉

【言語活動例】事物の仕組みなどについて説明した本や文章を読むこと。〈ウ〉

【単元名】すくすく絵巻物を作ろう～時間の順序に気を付けて読む～

【教材名・教材の特長】「まめ」（学校図書 １年下）

・豆の生育について，時間の順序を示す言葉を用いて書かれている。

・本文を補足する写真が掲載されているので，順序や書かれている内容を確かめながら読むことができる。

・生活科等で得た自分の経験や知識と結び付けて，興味を持って読むことができる。

【言語活動】

植物の生育の様子が書かれた本や文章を読み，絵巻物に作り換える。〈ウ〉

【単元目標】

①自分の経験や知識と時間的な順序に沿った記述の内容を比べたり結び付けたりしながら植物に関する本を読

み，楽しんで絵巻物を作ろうとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②時間の順序を示す言葉に注意して豆の生育の様子を捉える。 〈「読むこと」イ〉

③豆の生育の様子について，主語と述語を対応させて読む。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｶ)〉
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【授業の具体例】 読書活動の充実

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②生育の順序を理解するために，写真と文章を照らし合わせるよう助言する。〈イ〉

③豆の生育の様子について，「○○が△△する。」の文型に当てはめて考えるよう助言する。〈イ(ｶ)〉

①興味を持っている植物を聞き出し，本を紹介したり一緒に探したりする。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

②時間の順序を示す言葉に

注意して豆の生育の様子を

捉えている。

〈「読む能力」イ〉

③豆の生育の様子につい

て，主語と述語を対応させ

て読んでいる。

〈言語についての知識・理解・技能イ（カ）〉

①自分の経験や知識と時間

的な順序に沿った記述の内

容を比べたり結び付けたり

しながら植物に関する本を

読み，楽しんで絵巻物を作

ろうとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

ワークシート

読書記録

作った絵巻物

感想用紙

植物が種から育つ様子について書かれた絵本や図鑑につい

て紹介を聞き，興味を持つ

・豆について知っていることを出し合う。

・「まめ」の範読を聞く。

学習のめあて「○○の絵巻物を作ろう」を知り，絵巻物作り

に興味を持つ

・教師が作った絵巻物を見て，絵巻物が時間の順序に気を付

けて作られていることを知る。

・野菜や果物，花などの本を，生育の順序を表す言葉に気を

付けて並行読書することを知る。（学校図書館や地域との

連携）

「まめ」を読む

・教師の後に続いて読んだり，ペアやグループなど形態を変

えて読んだり，様々な読み方で音読する。

・初めて知ったことや驚いたことに線を引き，話し合う。

・話合いを通して，更に話し合ってみたいことを共通の学習

課題として設定する。

③～⑪段落を読み，豆の生育順序を考える

・１段落ごと書かれている短冊用紙（③～⑪段落の９枚）を，

順序を表す言葉や段落のつながりを考えて並べ替える。

８枚の写真を豆の生育順序に並べ替え，ミニ絵巻物を作る

・８枚の写真を豆の生育過程に合わせて並べ，なぜその順序

になるのか考える。

・写真と関係のある段落を対応させる。

・「何が，どうしたのか」に気を付けて視写する。

・文中に表現されていないが，写真から気付いたことや分か

ったことを書き足し，交流する。

「○○の絵巻物」を作る

・読書記録を基に並行読書してきた図鑑や本を見直し，絵巻

物の題材を決める。

・題材ごとグループを作り，生育の順序を表す言葉に付箋を

貼りながら図鑑や本を読む。

・付箋を貼った言葉を使って絵巻物を作る。

「絵巻物発表会」を行う

・発表を聞いた感想を伝え合う。
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Ｃ読むこと〔小学校低学年〕

【目標】

書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付いたり，想像を広げたりしながら読む能力を身に付け

させるとともに，楽しんで読書しようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。

イ 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。

ウ 場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。

エ 文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。

オ 文章の内容と自分の経験とを結び付けて，自分の思いや考えをまとめ，発表し合うこと。

カ 楽しんだり知識を得たりするために，本や文章を選んで読むこと。

【言語活動例】

ア 本や文章を楽しんだり，想像を広げたりしながら読むこと。

イ 物語の読み聞かせを聞いたり，物語を演じたりすること。

ウ 事物の仕組みなどについて説明した本や文章を読むこと。

エ 物語や，科学的なことについて書いた本や文章を読んで，感想を書くこと。

オ 読んだ本について，好きなところを紹介すること。

【「読むこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○詩や物語の音読に関心が高く，生き生きと読んでいる。

◆場面の様子について想像を広げて読む。

【身に付けさせたい力】

①場面の様子などに気付いたり，想像を広げたりしながら読む能力を身に付けさせるとともに，楽しんで

読書しようとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。 〈「読むこと」ウ〉

③かぎ（「 」）の使い方を理解して文章の中で使うこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

【言語活動例】物語を演じること。〈イ〉

【単元名】お気に入りの場面のペープサート劇をしよう～人物の行動や場面について想像を広げて読む～

【教材名・教材の特長】「お手紙」

（光村図書２年下・学校図書２年下・東京書籍２年上・三省堂２年・教育出版１年下）

・会話文が多く，がまくん，かえるくんの様子を想像するときに手掛かりとなる。

・シリーズ作品が豊富で，シリーズ読書を通して場面の様子をより豊かに想像することができる。

【言語活動】

お気に入りの場面について想像を広げ，ペープサートで演じる。〈イ〉

【単元目標】

①シリーズの物語について大好きな作品，お気に入りの場面を見付け，想像を広げながらペープサートで

演じようとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②お気に入りの場面について，登場人物の行動や会話に着目し,想像を広げて読む。 〈「読むこと」ウ〉

③会話文にはかぎ（「 」）が使われていることを理解して，お気に入りの場面を視写する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉
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【授業の具体例】 読書活動の充実

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②一緒に音読をしながら，好きな登場人物の行動や会話文に線を引くよう助言する。また，好きな理由を考

えさせる。〈ウ〉

③一文ごと音読してから視写させ，地の文と会話文を比べ，会話文はかぎ（「 」）でくくられていることに

気付かせる。〈イ(ｵ)〉

①「お手紙」で気に入った登場人物について尋ね，その登場人物の行動や会話を手掛かりに他の作品でもお

気に入りの箇所を見付けさせる。セリフを一つ増やしてみるよう励ます。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

②お気に入りの場面につ

いて,登場人物の行動や会

話に着目し,想像を広げて

読んでいる。

〈「読む能力」ウ〉

③会話文にはかぎ（「 」）

が使われていることを理

解して，お気に入りの場面

を視写している。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｵ)〉

①シリーズの物語につい

て大好きな作品，お気に入

りの場面を見付け，想像を

広げながらペープサート

で演じようとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

読書記録

ワークシート

感想用紙

「ふたりはともだち」所収の作品の読み聞かせを聞き，が

まくん，かえるくんシリーズの物語に興味を持つ

・面白いところ，好きなところを述べ合う。

学習のめあて「大好きなお話をペープサート劇にしよう」

を知る

・教師が作ったペープサート劇を見て，ペープサート劇が

自分の想像した登場人物の動きやセリフを付け足して

物語を語っていくものであることを理解する。

・「登場人物・場面設定・事件」等のペープサート劇に必

要な要素を確認する。

・がまくん，かえるくんシリーズについて，大好きな物語

やお気に入りの場面を見付けながら並行読書すること

を知る。（学校図書館や地域との連携）

「お手紙」のお気に入りの場面を見付けながら読む

・役割読みなどをしながら繰り返し音読し，挿絵も参考に

して登場人物の様子や物語の展開をつかむ。

・お気に入りの場面を見付け，登場人物，場面設定，事件

等を捉える。

・なぜそこがお気に入りの場面なのか，場面の様子，登場

人物の行動や会話，シリーズの他の作品との関わり，挿

絵などを基に話し合う。

・お気に入りの場面の中で最も好きな部分を，かぎ（「 」）

の使い方に注意しながら視写する。

お気に入りの場面をペープサートで演じる

・視写した部分を中心にしたペープサート劇をグループで

見せ合い，どのような言葉で場面の様子や登場人物の会

話を表現しているか，なぜそのような動きやセリフにし

たのか交流する。

大好きな物語のお気に入りの場面をペープサートで演じ

る

・並行読書してきた物語から大好きな作品を選び，好きな

理由を明らかにしてお気に入りの場面を決める。

・お気に入りの場面を中心に物語を繰り返し読み，場面の

様子や登場人物のセリフなど想像したことをワークシ

ートにまとめる。

「ペープサート劇発表会」を行う

・発表を聞いた感想を伝え合う。
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Ｃ読むこと〔小学校中学年〕

【目標】

【指導事項】

【言語活動例】

【「読むこと」における児童の実態】 ○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○「始め，中，終わり」の文章構成や「問いと答え」の構成を意識しながら読む。

○文章の大体の意味を，小見出し等で表したり，要約したりしながら読む。

◆接続語の役割を意識し，事実と意見との関係を考えながら読む。

【身に付けさせたい力】

①目的に応じ，段落相互の関係を考えながら読む能力を身に付けさせるとともに，幅広く読書しようとする態

度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②目的に応じて，段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読むこと。 〈「読むこと」イ〉

③接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割を理解すること。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｸ)〉

【言語活動例】記録や報告の文章を読んで，利用する。〈イ〉

【単元名】説明するために読もう～構成や，事実と意見の関係を考えながら読む～

【教材名・教材の特長】「むささびのひみつ」「あめんぼはにん者か」（学校図書 ４年上）

・問題を解決していく論理の展開に共通点があり，比較しながら読むことで，文章構成や表現の工夫など，「文

章の書き方の工夫」を理解することができる。

・文章全体が「始め・中・終わり」で構成され，「始め・中」が問題解決部分，「終わり」が筆者の意見という

ように，意見に説得力を持たせるための構成を理解できる。

・接続語や文末表現が，内容を整理しながら読む上で，効果的に使われている。

【言語活動】

意見文を読み，構成等を参考にしながら自分の意見を説明する。〈イ〉

【単元目標】

①二つの意見文の文章構成を参考にしながら，自分の意見を説明しようとする。〈国語への関心・意欲・態度〉

②効果的な意見の伝え方を理解するために，段落相互の関係や，事実と筆者の意見との関係を考えながら読む。

〈「読むこと」イ〉

③接続語が，文や段落相互の意味のつながりに果たす役割を理解する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｸ)〉

ア 物語や詩を読み，感想を述べ合うこと。

イ 記録や報告の文章，図鑑や事典などを読んで利用すること。

ウ 記録や報告の文章を読んでまとめたものを読み合うこと。

エ 紹介したい本を取り上げて説明すること。

オ 必要な情報を得るために，読んだ内容に関連した他の本や文章などを読むこと。

ア 内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読すること。
イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を考え，文章を読むこ
と。

ウ 場面の移り変わりに注意しながら，登場人物の性格や気持ちの変化，情景などについて，叙述を基に想像
して読むこと。

エ 目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意しながら読み，文章などを引用したり要約したりする
こと。

オ 文章を読んで考えたことを発表し合い，一人一人の感じ方について違いのあることに気付くこと。
カ 目的に応じて，いろいろな本や文章を選んで読むこと。

目的に応じ，内容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら読む能力を身に付けさせるととも

に，幅広く読書しようとする態度を育てる。
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【授業の具体例】 他教科との連携

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②文章中の写真と中心となる語句等を示しながら，段落同士の関係に気付かせる。〈イ〉

③接続語の意味や役割を，簡単な例文を用いて理解させる。〈イ(ｸ)〉

①意見として伝えたいことを付箋に書き出させ，ワークシート上で整理させる。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

②効果的な意見の伝え

方を理解するために，

段落相互の関係や，事

実と筆者の意見との関

係を考えながら読んで

いる。

〈「読む能力」イ〉

③接続語が，文や段落

相互の意味のつながり

に果たす役割を理解し

ている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｸ)〉

①二つの意見文の文章

構成を参考にしなが

ら，自分の意見を説明

しようとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート１

ワークシート２

構想メモ

フリップ

原稿

振り返りカード

学習のめあてを理解し，フリップを使って説明する見通しを持つ

・総合的な学習の時間で持った自分の意見を思い出す。

・教師の演示から，「実験」「実験結果」等のまとまりをフリップに整

理し，自分の意見を効果的に伝えることを理解する。

Ａ「むささびのひみつ」を読み，効果的な文章構成について理解する

・接続語に着目しながら，全体を「始め・中・終わり」，「中」を意味

段落に分け，文章の構成を理解する。

・意味段落ごとに内容の中心をまとめ，小見出しを付け，整理する。

【各意味段落を整理するワークシート】

・事実（中①）と筆者の意見（終わり）をつなぐために，つなぐ段落

（中②）の役割を理解する。

・写真や図が効果的に使われていることを理解する。

Ａでの読み方を使って，Ｂ「あめんぼは忍者か」の効果的な文章構成

について理解する

・Ａと比べながら，文章の構成の仕方についての共通点を見付ける。

・二つの教材文の構成の仕方のよさについて，話し合う。

二つの教材文の書き方に即して文章を構成し，５枚のフリップを使っ

て自分の意見を説明する

・教材文の内容や構成に即して，総合的な学習での内容を付箋に書

いていく。付箋を整理しながら，構成メモを作る。

・構成メモを基にして，接続語を使いながら，説明原稿を作成する。

・説明原稿に照らし合わせて，フリップに図や言葉を書き入れる。

・互いに説明し合いながら，構成の仕方と接続後の使い方について確

認する。

※総合的な学習の時間等において説明する。（総合的な学習の時間との連

携）

フリップを使って説明したことについて振り返る

・効果的に意見を伝える文章構成や接続語の効果について，話し合う。

終わり 中② 中① 始め

筆者の意見 実験と意見を

つなぐ説明

実験結果 実験方法 課題提示
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Ｃ読むこと〔小学校高学年〕

【目標】

目的に応じ，内容や要旨をとらえながら読む能力を身に付けさせるとともに，読書を通して考えを広げ

たり深めたりしようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 自分の思いや考えが伝わるように音読や朗読をすること。

イ 目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。

ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などの関係を押さ

え，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。

エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分の考えをまとめる

こと。

オ 本や文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりすること。

カ 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで比べて読むこと。

【言語活動例】

ア 伝記を読み，自分の生き方について考えること。

イ 自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用すること。

ウ 編集の仕方や記事の書き方に注意して新聞を読むこと。

エ 本を読んで推薦の文章を書くこと。

【「読むこと」における児童の実態】 ○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○自分の思いなどが伝わるように音読や朗読をする。

◆登場人物の関係や心情，場面についての描写に着目して読む。

◆自分の読みの立場を明らかにしたり，自分の考えをまとめたり広げたりする。

【身に付けさせたい力】

①目的に応じ，内容をとらえながら読む能力を身に付けさせるとともに，読書を通して考えを広げたり深

めたりしようとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえる。 〈｢読むこと｣エ〉

③比喩
ゆ

や反復などの表現の工夫に気付くこと。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｹ)〉

【言語活動例】自分の生き方について考えること。〈ア〉

【単元名】自分の生き方について考えたことをまとめよう～心情・場面についての描写を捉える～

【教材名・教材の特長】「海の命」（光村図書 ６年）

・登場人物の関係や心情が捉えやすく,特に主人公の心情の変化を叙述を基に読み取ることに適している｡

・登場人物の考え方を通して自分の生き方を見つめることに適している。

【言語活動】

「海の命」を読んで，自分の生き方について考えたことをまとめる。〈ア〉

【単元目標】

①主人公太一の生き方を捉えながら読むことで，自分の生き方について考えようとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②主人公太一を中心に登場人物の心情や場面についての描写を捉える。 〈｢読むこと｣エ〉

③比喩表現の工夫に気付く。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｹ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②太一の言動部分に線を引かせ，人物関係図に書き込ませる。〈エ〉

③比喩表現が表す様子を想像させる。〈イ(ｹ)〉

①太一の生き方や考え方について意見を持った箇所について，自分ならどうするか表現させる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

②主人公太一を中心に登場

人物の心情や場面について

の描写を捉えている。

〈｢読む能力｣エ〉

③比喩表現の工夫に気付い

ている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｹ)〉

①主人公太一の生き方を捉

えながら読むことで，自分の

生き方について考えようと

している。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

ワークシート

振り返りカード

これまで読んだ物語の中で自分の経験と関連させて

考えを持った学習を思い出す

学習のめあて「太一の心情を読み取りながら，自分自

身の生き方について考えてみよう」を知ることで見通

しを持つ

・最後に太一と自分とを比べてみて思ったことや考え

たことをワークシートに書いて，学級の冊子にする

ことを告げる。

・「海の命」を読む。

・比喩が多用されていることに気付く。

・主人公太一の言動で気になったところに線を引いた

り，ワークシートにメモをしたりしておく。

人物像や登場人物の相互関係を読み取り，太一の成長

を捉える

・登場人物の言葉・様子・行動や場面の様子を表す叙

述に着目する。

・比喩表現の工夫に気付き，意味・内容を理解する。

・おとうと与吉じいさの生き方の違いを理解する。

・おとうの姿や死，与吉じいさとの出会いと別れを通

して，太一はどう変わったのか，太一の生き方やも

のの見方，考え方についてまとめる。

主人公太一の生き方から，自分の生き方を見つめ，考

える

・最初に線を引いたり，メモをしたりした中から，最

も印象に残った箇所を書き出す。

・選んだ箇所について，分かったことや感じたこと，

考えたことを書き加える。

・太一の生き方と今の自分とを比較して，感じたこと

をまとめる。

冊子（学級全員のワークシートを印刷したもの）を読

み，交流する

・感想を述べたり，質問をしたりして自分の考えを深

める。
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Ｃ読むこと 〔中学校第１学年〕

【目標】

目的や意図に応じ，様々な本や文章をなどを読み，内容や要旨を的確にとらえる能力を身に

付けさせるとともに，読書を通してものの見方や考え方を広げようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 文脈の中における語句の意味を的確にとらえ，理解すること。

イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け,目的や必要に応じて要

約したり要旨をとらえたりすること。

ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み,内容の理解に役立てること。

エ 文章の構成や展開,表現の特徴について,自分の考えをもつこと。

オ 文章に表れているものの見方や考え方をとらえ,自分のものの見方や考え方を広くするこ

と。

カ 本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け,目的に応じて必要な情報を

読み取ること。

【言語活動例】

ア 様々な種類の文章を音読したり朗読したりすること。

イ 文章と図表などとの関連を考えながら,説明や記録の文章を読むこと。

ウ 課題に沿って本を読み,必要に応じて引用して紹介すること。

【「読むこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○文章中の事実と意見などとを読み分ける。

◆文章に書かれているものの見方や考え方をとらえたり，自分と照らし合わせたりする。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，様々な本や文章などを読み，ものの見方や考え方を広げようとする態度

を育てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②文章に表れているものの見方や考え方をとらえ,自分のものの見方や考え方を広くすること。

〈「読むこと」オ〉

③語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意し,語感を磨くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉

【言語活動例】課題に沿って本を読み,必要に応じて引用して紹介すること。〈ウ〉

【単元名】職人の心に響く言葉や参考となる生き方をブックカード風に紹介しよう

～自分のものの見方や考え方を広める～

【教材名・教材の特長】「ものづくりに生きる」（学校図書 １年）

・仕事が違う二人の職人の生き方や考え方に触れることができる。

・キャリア教育の視点としての読み物として適切である。

【言語活動】

様々な本や資料から自分の心に響く職人の言葉や参考となる考え方を見付け,ブックカード

風に書く。〈ウ〉

【単元目標】

①自分の生き方に参考になる職人のものの見方や考え方を見付け,ブックカード風に書こうと

する。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②文章に書かれている職人としてのものの見方や考え方を捉え，自分のものの見方や考え方を

広げる。 〈「読むこと」オ〉

③「ピシッと」「ユニーク」など語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉
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【授業の具体例】 読書活動の充実

【Ｃと評価した生徒への手立ての例(上記の評価規準の順)】

③「私はピシッと面を一本とられた思いだった。」について,一緒に辞書を引き「ピシッと」の意

味を確認し，本文ではどのような意味になるのか説明をする。〈イ(ｲ)〉

②職人について読みやすく書かれた文章を取り上げ，読み聞かせをし，「いいな」と感じたところ

などを挙げてみようと助言する。〈オ〉

①「いいな」と感じたところなどを，かぎ(｢ ｣)を使いながら取り上げてみようと助言する。ま

た,ブックカードの参考資料を見せることで,カードの書き方をイメージさせる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

③「ピシッと」「ユニー

ク」など語句の辞書的な

意味と文脈上の意味と

の関係に注意している。

〈言語についての知識・理解・技能イ(イ)〉

②文章に書かれている

職人としてのものの見

方や考え方を捉え,自分

のものの見方や考え方

を広げている。

〈「読む能力」オ〉

②文章に書かれている

職人としてのものの見

方や考え方を捉え,自分

のものの見方や考え方

を広げている。

〈「読む能力」オ〉

①自分の生き方に参考

になる職人のものの見

方や考え方を見付け,ブ

ックカード風に書こう

としている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

（ブックカード）

ブックカード

職人の心に響く言葉や参考となる生き方をブックカ

ード風に紹介することへの見通しを持つ

・ルポルタージュであることを理解し，二人の職人

としての生き方について読むことを確認する。

・職人について書かれた本や雑誌などを紹介し,並

行読書をしていくことを確認する。

（並行読書用の本や雑誌については，学校図書館の

ものだけでなく，公立図書館と連携し，学校貸し

出しの本等を利用しながら準備をしておく。）

・興味を持った職人のものの見方や考え方を皆にブ

ックカードで紹介することを知る。

・ブックカードの特徴等を資料を参考に理解する。

小林英夫さんと鈴木良二さんのどちらかを選び,心

に響く生き方を紹介する

・二人のうち一人の職人のものの見方や考え方を紹

介することを知り,「ものづくりに生きる」を通読

する。

・捉えにくい語などを確認する。

・選んだ職人についてワークシートに書かれたブッ

クカードの枠にブックカードの参考資料を活用

し，紹介文を書く。

・引用部分は，かぎ(｢ ｣)でくくることを理解する。

・グループで見せ合い,仕事に対する考え方や職人

としての生き方における共通点や仕事内容の相違

点，疑問点などを見付け,ワークシートにメモをし

ておく。

自分が興味・関心を抱いた職人について，仕事に対

する考え方や職人としての生き方などを盛り込み,

ブックカード風に紹介をする

・並行読書してきた本や雑誌などから興味・関心を

抱いた職人についてブックカード風に紹介する。

その際，リード文やキャッチコピーを入れること

や引用は，かぎ(｢ ｣)でくくることを確認する。

・グループで交流をする。

・読んだカードの裏に一言感想を書く。

・カードの裏の自己評価欄に様々な職人の生き方を

通して,自分のものの見方や考え方がどのように

広がったかなどを記入する。
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Ｃ読むこと〔中学校第１学年〕 ※後頁（「読書感想文を書こう」）の単元に引き続く

【目標】

【指導事項】

【言語活動例】※(中)第２学年を使用

【「読むこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○登場人物の言動や情景などの描写を捉えながら，心情を想像する。

◆登場人物の言動等が意味することについて，自分の考えをまとめる。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，文章を読み，内容を的確にとらえる能力を身に付けさせるとともに，読書を通して

ものの見方や考え方を広げようとする態度を育てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。 〈「読むこと」ウ〉

③比喩
ゆ

などの表現の技法について理解すること。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

【言語活動例】物語を読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。〈中学２年 ア〉

【単元名】考えたことを交流しよう～登場人物の描写や場面の展開に注意して読む～

【教材名・教材の特長】「少年の日の思い出」（光村図書・学校図書・教育出版・三省堂 1年）

・登場人物の言動，語り手の言葉，情景描写などの様々な描写から，登場人物の心情やものの見方を想像

することができる。

・前半と後半の場面を関連させて読むことで，登場人物の心情や場面の様子を想像することができる。

・登場人物の言動について，読み手が様々な疑問を持つことができる。

【言語活動】

物語を読み，内容や表現の仕方について考えたことを交流する。〈中学２年 ア〉

【単元目標】

①作品を読み，疑問に思ったり考えたりしたことを交流しようとする。〈国語への関心･意欲･態度〉

②登場人物の言動や場面の展開に注意しながら，人物の心情やものの見方を想像する。〈「読むこと」ウ〉

③比喩
ゆ

などの表現技法や情景描写が表す意味や効果について理解する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

目的や意図に応じ，様々な本や文章などを読み，内容や要旨を的確にとらえる能力を身に付けさせる

とともに，読書を通してものの見方や考え方を広げようとする態度を育てる。

ア 文脈の中における語句の意味を的確にとらえ，理解すること。

イ 文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見などとを読み分け，目的や必要に応じて要約した

り要旨をとらえたりすること。

ウ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること。

エ 文章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考えをもつこと。

オ 文章に表れているものの見方や考え方をとらえ，自分のものの見方や考え方を広くすること。

カ 本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け，目的に応じて必要な情報を読みとる

こと。

ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。

イ 説明や評論などの文章を読み，内容や表現の仕方について自分の考えを述べること。

ウ 新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較すること。
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②例をいくつか示したり友達と対話をさせたりすることで，自分と共通する疑問を選ばせる〈ウ〉

③これまでに学習した教材と比較させながら，表現の工夫や効果について想起させる。〈イ(ｵ)〉

①書いた文章を読んだり，見せたりすることで交流させる。〈国語への関心･意欲･態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

②登場人物の言動や場面

の展開に注意しながら，

人物の心情やものの見方

を想像している。

〈｢読む能力｣ウ〉

③比喩
ゆ

などの表現技法や

情景描写などの表す意味

や効果について理解して

いる。

〈言語についてへの知識・理解・技能イ(ｵ)〉

①作品を読み，疑問に思

ったり考えたりしたこと

を交流しようとしてい

る。

〈国語への関心･意欲･態度〉

ノート

考えカード

ワークシート

振り返りカード

「少年の日の思い出」を読んで考えたことを交流する見通し

を持つ

・これまでに読んだ作品についての感想を話したり，教師が

読んだ作品について考えたことを聞いたりして，学習のめ

あて「疑問に思ったり考えたりしたことを交流しよう」を

理解する。

・これまでの文学作品の読み方を振り返り，場面の展開や登

場人物の言動，比喩
ゆ

等の表現技法や情景描写等を視点にし

ながら本作品を読んでいくことを理解する。

・「少年の日の思い出」を音読する。

「『ぼく（客）』について疑問に思ったことや考えたことを見

付けよう」という課題を持ちながら作品を読む

・前後半の場面展開，語り手や登場人物，表現技法，情景描

写等について，全体で確認する。

・各自が，第1時で確認した視点に着目しながら「ぼく（客）」

の言動について疑問に思ったことや考えたことを書く。

・理由を付けながら各自の疑問を出し合い，作品の内容理解

につながるものを明確にしていく。

・全体での話合いを基に，自分が解決していく疑問と，疑問

を解決するために重点的に読む箇所を決定する。

自分の疑問に即して作品全体を繰り返し読み，考えたことを

「考えカード」（Ａ５用紙の半分程度）にまとめる

・重点的に読んだ箇所について考えたことを，本文の表現を

引用しながら「考えカード」に書いていく。

・同じ疑問を持つ生徒同士や，別の疑問を持つ者同士でグル

ープを組み，考えたことを交流する。

・グループで話題になったことの中から，共通に話し合える

内容について，全体の場で考えを深める。

・話合いを基に，各自が「考えカード」の修正や補足をする。

交流する

・交流に向けて，ワークシートに「考えカード」を並べなが

ら，自分の考えを整理する。

・疑問について考えたことを，グループや全体の場で紹介し

合う。

自分の読みについて振り返る

・視点に基づいた読み方であったか，確認する。
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0

Ｂ書くこと〔中学校第１学年〕 ※前頁（「考えたことを交流しよう」）の単元を引き継ぐ

【目標】

【指導事項】

【言語活動例】

【「書くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○自分の考えが明確になるように，段落相互の関係を考えながら文章を構成する。

◆集めた材料を取捨選択するなどして整理し，段落の役割を考えながら文章を構成する。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，的確に書く能力を身に付けさせるとともに，進んで文章を書いて考えをまとめよう

とする態度を育てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②集めた材料を分類するなどして整理するとともに，段落の役割を考えて文章を構成すること。

〈「書くこと」イ〉

③指示語や接続詞及びこれらと同じような働きをもつ語句などに注意すること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｴ)〉

【言語活動例】関心のある作品について，鑑賞したことを文章に書くこと。〈ア〉

【単元名】読書感想文を書こう～考えを整理し，段落の役割を考えて構成する～

【教材名・教材の特長】「少年の日の思い出」（光村図書・学校図書・教育出版・三省堂 1年）

・「読むこと」の学習で持った感想を材料にして，「書くこと」の学習を続けて行うことができる。

【言語活動】

作品から考えたことを基に，読書感想文を書く。〈ア〉

【単元目標】

①作品を読み，疑問に感じたり考えたりしたことを基に，読書感想文を書こうとする。

〈国語への関心･意欲･態度〉

②考えたことを分類するなどして整理するとともに，段落の役割を考えて文章を構成する。

〈「書くこと」イ〉

③指示語や接続詞及びこれらと同じような働きを持つ語句などを使う。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｴ)〉

目的や意図に応じ，日常生活にかかわることなどについて，構成を考えて的確に書く能力を身に付け

させるとともに，進んで文章を書いて考えをまとめようとする態度を育てる。〈「書くこと」〉

ア 日常生活の中から課題を決め，材料を集めながら自分の考えをまとめること。

イ 集めた材料を分類するなどして整理するとともに，段落の役割を考えて文章を構成すること。

ウ 伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。

エ 書いた文章を読み返し，表記や語句の用法，叙述の仕方などを確かめて，読みやすく分かりやすい

文章にすること。

オ 書いた文章を互いに読み合い，題材のとらえ方や材料の用い方，根拠の明確さなどについて意見を

述べたり，自分の表現の参考にしたりすること。

ア 関心のある芸術的な作品などについて，鑑賞したことを文章に書くこと。

イ 図表などを用いた説明や記録の文章を書くこと。

ウ 行事等の案内や報告をする文章を書くこと。
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1

【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②中心となる考えを決めさせ，考えを説明する理由を三つ程度に絞らせる。〈イ〉

③それぞれの接続詞の役割が書かれている一覧を示し，適したものを選択させる。〈イ(ｴ)〉

①教師が作成したモデル文書を見せ，参考にさせながら書かせる。〈国語への関心･意欲･態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

②考えたことを分類する

などして整理するととも

に，段落の役割を考えて文

章を構成している。

〈「書く能力」イ〉

③指示語や接続詞及びこ

れらと同じような働きを

持つ語句などを使ってい

る。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｴ)〉

①作品を読み，疑問に感じ

たり考えたりしたことを

基に，読書感想文を書こう

としている。

〈国語への関心･意欲･態度〉

構成ワークシート

読書感想文

付箋

振り返りカード

自分の好きな本の読書感想文を書くことへの見通しを持つ

・「少年の日の思い出」の読書感想文を書き，その書き方や手

順を参考にしながら好きな本の読書感想文を書くことを理

解する。

・これまで読んだ本の中から，読書感想文を書くものを選ぶ。

「少年の日の思い出」の読書感想文を書く

・ワークシートを読み返し，自分のものの見方や経験からの

感想を「感想カード」に書く。

・関連性のある内容ごとにまとまりを作り，段落を構成する。

※効果的な段落の順序を考え，構成ワークシート（「始め・

中・終わり」）上で「考えカード」「感想カード」を並び

替える。

・不足している内容があれば書き加え，補足する。

・構成ワークシートを基に交流し，構成の仕方について助言

し合う。

・600～800字程度の文章にまとめる。

※段落相互の関係等を意識し，「語句リスト」を参考にして，

効果的な指示語や接続詞等を選んで使う。

・書いた文章を推敲
こう

し，清書する。

「少年の日の思い出」の読書感想文の書き方や手順を基に，

自分が選んだ本の読書感想文を書く

・その本を選んだ理由を確認し，考えたことや感想を「考え

カード」「感想カード」に書く。

・構成ワークシート上でカードを整理し，選んだ本の読書感

想文を書く。

・書いた文章を推敲
こう

し，清書する。

・読書感想文を互いに読み合い，構成や接続詞等の使い方に

ついての意見を付箋に書き，評価し合う。

読書感想文の書き方について振り返る

・段落構成の仕方，接続詞等の使い方を視点にして，成果と

課題を明確にする。

構成の例

「 始め 」自分の疑問と，その結論や解釈

「 中 」結論に導くための理由や解釈

「終わり」自分のものの見方や経験からの感想

※必要に応じて，作品の表現を引用する
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Ｃ読むこと 〔中学校第２学年〕

【目標】

目的や意図に応じ，文章の内容や表現の仕方に注意して読む能力，広い範囲から情報を集め効果的に活

用する能力を身に付けさせるとともに，読書を生活に役立てようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 抽象的な概念を表す語句や心情を表す語句などに注意して読むこと。

イ 文章全体と部分との関係，例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内容の理解に役立

てること。

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめること。

エ 文章に表れているものの見方や考え方について，知識や体験と関連付けて自分の考えをもつこと。

オ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て，自分の考えをまとめること。

【言語活動例】

ア 詩歌や物語などを読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。

イ 説明や評論などの文章を読み，内容や表現について自分の考えを述べること。

ウ 新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較すること。

【「読むこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○場面の展開に即して登場人物の心情を読む。

○「話すこと・聞くこと」の学習において討論を経験している。

◆表現の仕方や登場人物の言動を物語全体と関連付けて読む。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，文章の内容や表現の仕方に注意して読む能力を身に付けさせるとともに，読書を生

活に役立てようとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめること。〈｢読むこと｣ウ〉

③抽象的な概念を表す語句などについて理解し，語感を磨き語彙
い

を豊かにすること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉

【言語活動例】物語を読み，内容や表現の仕方について感想を交流すること。〈ア〉

【単元名】「走れメロス」で討論をしよう～表現の仕方や登場人物の言動に着目して自分の考えを持つ～

【教材名・教材の特長】「走れメロス」（光村図書・学校図書・教育出版・三省堂・東京書籍 ２年）

・物語の展開が分かりやすい。また，王とメロスのように人物像が対比的にしかも極端に描かれているた

め，生徒はその言動に賛否を述べやすい。

・漢語や比喩表現など特徴的な表現が多く用いられており，登場人物の言動について自分の考えを持つと

きの手掛かりとすることができる。

【言語活動】

表現の仕方や登場人物の言動などについて関心を持ったことをテーマに討論をする。〈ア〉

【単元目標】

①物語について自分の考えを持ち，討論を通して考えを深めようとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②物語の展開を踏まえた上で，登場人物の言動の意味や表現の仕方について，根拠となる部分を挙げて自

分の考えを持つ。 〈｢読むこと｣ウ〉

③漢語や比喩表現などの多様な語句に注意して読む。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

③繰り返し出てくる言葉を挙げさせ，それらの中から一番印象に残ったものについて文脈上の意味や印象に

残った理由を明らかにする。〈イ(ｲ)〉

②描写や登場人物の言動を具体的に示し，どう感じたか考えを述べさせる。また，他の場面に同じように感

じられる表現はないか一緒に探す。そして，それらが設定した仮のテーマにつながるかどうか考えさせる。

〈ウ〉

①話合いや討論を通して自分の考えが変わったことについて書かせる。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

③漢語や比喩表現など

の多様な語句に注意し

て読んでいる。

〈言語についての知識・理解・技能イ（ｲ）〉

②物語の展開を踏まえ

た上で，登場人物の言

動の意味や表現の仕方

について，根拠となる

部分を挙げて自分の考

えを持っている。

〈｢読む能力｣ウ〉

①物語について自分の

考えを持ち，討論を通

して考えを深めようと

している。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

(学習の流れ

が分かるよう

なもの)

学習のめあて「『走れメロス』で討論をしよう」を知り，学習の

見通しを持つ

・「少年の日の思い出」「トロッコ」など，前学年も含めこれま

でに学習した物語の読み方を振り返り，表現の仕方と登場人

物の言動の両面に注意して読んでいくことを確かめる。

・「走れメロス」の範読を聞き，物語の展開を踏まえた上で，表

現の仕方や最も興味を抱いた登場人物の言動など印象に残っ

たところを挙げる。それらを基に，感想や疑問，話し合って

みたいことなどを書き，共有する。

・場所やメロスの心情に着目して，全体を六つの場面（町・王

城・故郷の村・山の中・山から町・刑場）に分け，主な出来

事や時間の流れをワークシートにまとめる。

・王城までの場面で，メロスと王の人物像の違いを捉える。

話合いのテーマを設定する

・「信実」「希望」「信頼」「正義」「悪心」「孤独」などキーワー

ドを取り上げ，そのように考えた理由と併せて共有する。

・同じキーワードを選んだ人とグループを組む。「信実の物語」

のように，キーワードを基に物語を言い表すテーマを仮に設

定し，その根拠となる表現を探していくことを理解する。

テーマについてグループで意見を交流し合う

・根拠となる表現に線を引き，関係する段落を線で結ぶなどし

ながら，仮に設定したテーマは妥当かどうか立場をはっきり

させて自分の考えをまとめる。

・根拠となる表現を示し，設定したテーマが妥当であるかメモ

を取りながらグループで話し合う。

※必要に応じて話合いの中途段階を学級全体で共有する。

・話合いを通して，グループとしてテーマを修正・再考する。

学級全体で討論する

・各グループの話合いの過程を学級全体に報告する。

・報告を聞き，自分のグループと共通する点や違う考えを持っ

た点などについて討論する。

・話合いや討論を基にして，テーマを各自修正・再考するとと

もに考えをまとめる。

（ワークシートを掲示したり印刷して冊子にまとめたりし，授

業後にも交流できるようにする。）
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Ｃ読むこと 〔中学校第３学年〕

【目標】

目的や意図に応じ，文章の展開や表現の仕方などを評価しながら読む能力を身に付けさせるとともに，

読書を通して自己を向上させようとする態度を育てる。

【指導事項】

ア 文脈の中における語句の効果的な使い方など，表現上の工夫に注意して読むこと。

イ 文章の論理の展開の仕方，場面や登場人物の設定の仕方をとらえ，内容の理解に役立てること。

ウ 文章を読み比べるなどして，構成や展開，表現の仕方について評価すること。

エ 文章を読んで人間，社会，自然などについて考え，自分の意見をもつこと。

オ 目的に応じて本や文章などを読み，知識を広げたり，自分の考えを深めたりすること。

【言語活動例】

ア 物語や小説などを読んで批評すること。

イ 論説や報道などに盛り込まれた情報を比較して読むこと。

ウ 自分の読書生活を振り返り，本の選び方や読み方について考えること。

【「読むこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめる。

◆文章に表れているものの見方や考え方について知識や体験と関連付けて自分の考えを持つ。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じて読む能力を身に付けさせるとともに，読書を通して自己を向上させようとする態度

を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②文章を読んで人間，社会，自然などについて考え，自分の意見をもつこと。 〈「読むこと」エ〉

③四字熟語・漢語に関する知識を広げ，語感を磨き語彙を豊かにすること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ）〉

【言語活動例】論説などに盛り込まれた情報を比較して読むこと。〈イ〉

【単元名】論説の内容を比較しよう～自然について考え，自分の意見を持つ～

【教材名・教材の特長】「武蔵野の風景」（学校図書 ３年）

・自然に対する固定観念を破ることから人間と自然の関係の本質に迫ろうとする優れた文章である。

・随想と評論の中間に位置する文体で，四字熟語や漢語が多用される本格的な評論文への移行期の教材と

して好適である。

【言語活動】

既習の説明文と内容を比較し，自分の自然に対する考えを深める。〈イ〉

【単元目標】

①目的や意図に応じて読む能力を身に付け，読書を通して自己を向上させようとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②文章を読んで人間，社会，自然などについて考え，自分の意見を持つ。 〈「読むこと」エ〉

③四字熟語や漢語の意味に注意して読む。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

③机間指導で，辞書の活用について個別にアドバイスする。〈ｲ(ｲ)〉

②キーセンテンスとそれを補強する材料について，傍線を引く，四角で囲む，結び付ける等の視覚的な板書，

指示により，内容の理解に導く。〈エ〉

①二つの文章の共通点と違いをキーワードで示し，読み深めを促す。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

③四字熟語や漢語の意味に

注意して読んでいる。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｲ)〉

②文章を読んで人間，社会，

自然などについて考え，自

分の意見を持っている。

〈「読む能力」エ〉

①目的や意図に応じて読む

能力を身に付け，読書を通

して自己を向上させようと

している。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ノート

ワークシート

ワークシート

「武蔵野の風景」を通読し，既習の説明文と内容を比較する

ことについての見通しを持つ

・１年次に学習した「変わる動物園」を再読し，内容を想起

する。

・「武蔵野の風景」を音読し，「変わる動物園」との違いにつ

いて感想を述べ合う。

・筆者の意見を理解しながら，自分の考えを深めることがで

きるという可能性に気付く。

・自分にとっての難意語を拾い出し，辞書で意味・用法を調

べる。

・全体を五つの意味段落に分ける。

筆者の原風景である武蔵野の自然について理解する

・「大変な驚き」の内容を読み取り，発表し合う。

・「水稲ができないということに終わらない」に示されたもう

一つの問題を読み取り，発表し合う。

原生的な自然，二次的な自然，自然破壊の違いを読み取る

・「新しい問題提起」の内容を読み取り，発表し合う。

・「原生的な自然」と「二次的な自然(改良された自然)」の違

いを読み取り，発表し合う。

・「二次的な自然」と「自然破壊」の違いについて読み取り，

発表し合う。

河川改修の歴史と改修主体について考える

・「それは単に改修主体が変わったことに終わらなかった」の

内容を読み深め，明治以前と以後の河川改修について，共

通点と相違点をまとめ，発表し合う。

・「労働の系，労働の形に合わせた川」の意味を読み取り，発

表し合う。

武蔵野の二次的な自然環境について理解する

・「自然の循環と農民の暮らしや労働の循環との調和」の内容

を読み取り，発表し合う。

二次的な自然の成立条件について理解する

・「この二つの要素」の内容を読み取り，発表し合う。

筆者の考えを踏まえて，自然に対する自分の考えをまとめる

既習の説明文と内容を比較し，内容の共通点と違いについて

考え，自分の自然観を深める

・４人程度のグループを作り，「新しい動物園」と「武蔵野の

風景」における自然の捉え方の共通点と違いについて話し

合う。

・話合いから気付いたことなどをワークシートに書き加える。

・ワークシートを冊子にして回覧し，内容を全体で共有する。
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Ｃ読むこと〔高等学校 国語総合〕

【目標（国語総合）】

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力を伸

ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る

態度を育てる。

【指導事項】

ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。

イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や叙述をしたりすること。

ウ 文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わうこと。

エ 文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図をとらえたりする

こと。

オ 幅広く本や文章を読み，情報を得て用いたり，ものの見方，感じ方，考え方を豊かにしたりすること。

【言語活動例】

ア 文章を読んで脚本にしたり，古典を現代の物語に書き換えたりすること。

イ 文字，音声，画像などのメディアによって表現された情報を，課題に応じて読み取り，取捨選択して

まとめること。

ウ 現代の社会生活で必要とされている実用的な文章を読んで内容を理解し，自分の考えを持って話し合

うこと。

エ 様々な文章を読み比べ，内容や表現の仕方について，感想を述べたり批評したりする文章を書いたり

すること。

【「読むこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読む。

◆文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わう。

【身に付けさせたい力】

①国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，思考力や想像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感

覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。

〈国語への関心･意欲･態度〉

②文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わうこと。 〈「読むこと」ウ〉

③国語における表現の特色及び言語の役割などを理解すること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉

【言語活動例】内容や表現の仕方について，感想を述べたり批評したりする文章を書いたりすること。〈エ〉

【単元名】物語の結末を批評しよう～表現に即して読み味わう～

【教材名・教材の特長】「羅生門」芥川龍之介

・小説「羅生門」は，国語総合教科書のほとんどに採録されている。

・起承転結の構成が明確で，極限状況下で揺れ動く主人公の心理が巧みに描写されている。

【言語活動】

「下人の行方は，だれも知らない」とされた結末部分について，表現上の効果を批評し，「下人」の行く

末について，自分なりの考えを文章で表現する。〈エ〉

【単元目標】

①文学的な文章を的確に読み深め，思考力や想像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文

化に対する関心を深めようとする。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②「羅生門」に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わう。 〈「読むこと」ウ〉

③「羅生門」における表現の特色や効果を理解する。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例(上記の評価規準の順)】

②ノートの内容と本文を照らしながら振り返り，人物，心情，情景等を再確認させる。〈ウ〉

③ノートの内容と本文を照らしながら振り返り，表現の特色や効果を再確認させる。〈イ(ｱ)〉

①書き出せない生徒には，箇条書きのメモ作成から始めるよう指示する。〈国語への関心･意欲･態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

②「羅生門」に描かれた人

物，情景，心情などを表現

に即して読み味わってい

る。〈「読む能力」ウ〉

③「羅生門」における表現

の特色や効果を理解して

いる。

〈言語についての知識・理解イ(ｱ)〉

①文学的な文章を的確に

読み深め，思考力や想像力

を伸ばし，心情を豊かに

し，言語感覚を磨き，言語

文化に対する関心を深め

ようとしている。

〈国語への関心･意欲･態度〉

ノート

ワークシート

作品全体のイメージを把握し，初発の感想を述べ合い，読み

深めの方向を見通す

・国語便覧等を参照しながら，教師の説明を聞き，芥川龍之

介と小説「羅生門」について，文学史的背景を知る。

・ＣＤ等により優れた朗読を鑑賞した後，グループによる音

読，ペアによる音読を繰り返し，作品全体のイメージを把

握する。

・グループを作り，結末に留意して初発の感想，疑問点等を

話し合う。

フィクションを読む前提としての作品設定を読み取る

・作品を，内容により４段落に分ける。

・作品の背景(時代背景，社会情勢，都と人心の状況)を叙述

に即して読み取り，発表し合い，ノートに記録する。

・場面の状況(場所，時刻，羅生門の実態，下人の境遇)を叙

述に即して読み取り，発表し合い，ノートに記録する。

下人・老婆の心情の変化，論理の展開を読み取る

・老婆の行為を目撃した下人の心理の動き（恐怖と好奇心→

激しい憎悪→悪に対する反感・悪を憎む心）を，叙述に即

して読み取り，発表し合い，ノートに記録する。

・老婆と対峙
じ

し，圧倒した下人の心理の動き(憎悪→得意と満

足)を叙述に即して読み取り，発表し合い，ノートに記録す

る。

・老婆の論理の展開(極限状況における悪の正当化・価値の相

対化)について，叙述に即して読み取り，発表し合い，ノ

ートに記録する。

・老婆の論理に対する下人の評価について，「ある勇気」の内

容を推量しながら，叙述に即して読み取り，発表し合い，

ノートに記録する。

・引剥
ひ は ぎ

を実行するに至る下人の決断について，叙述に即して

読み取り，発表し合い，ノートに記録する。

結末の表現について批評する

・初出時は，結末が「下人は、既に、雨を冒して、京都の町

へ強盗を働きに急ぎつゝあつた」であったことを教師から

聞き，書き換えの効果について，下人の行く末を想像しな

がらワークシートにまとめる。

・各自が作成したワークシートは，冊子にして回覧する旨，

説明する。
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(5) 伝統的な言語文化に関する事項

中央教育審議会答申（平成20年１月17日）での国語科における「改善の基本方針」の中で，「我が国

の言語文化を享受し継承・発展させる態度を育てること」が示されている。

小学校では「言語文化としての古典に親しむ態度を育成する指導については，易しい古文や漢詩・漢文

について音読や暗唱を重視する」こと，中学校では「言語の歴史や，作品の時代的・文化的背景とも関連

付けながら，古典に一層親しむ態度を育成することを重視する」ことに留意する必要があるなど，具体的

な改善事項が挙げられている。

ア 語句解説及び留意点（学習指導要領解説国語編より）

小学校低学年

(ｱ) 昔話や神話・伝承などの本や文章の読み聞かせを聞いたり，発表し合ったりすること。

昔話 「むかしむかし，あるところに」などの言葉で語り始められる空想的な物語であり，特定また

は不特定の人物について描かれている。

神話・伝承 一般的には特定の人や場所，自然，出来事などと結び付けられ，伝説的に語られている

物語。古事記，日本書紀，風土記などに描かれたものや，地域に伝わる伝説などが教材として考えら

れる。

※児童の発達の段階や初めて古典を学習することを考慮し，易しく書き換えたものを取り上げることが

必要である。

小学校中学年

(ｱ) 易しい文語調の短歌や俳句について，情景を思い浮かべたり，リズムを感じ取りながら音読や暗唱を

したりすること。

易しい 意味内容が容易に理解できるということ。

文語調 日常の話し言葉とは異なった特色をもつ言語体系で書かれた文章の調子のこと。

文語調の短歌や俳句 歴史的仮名遣いや古典の語句などが用いられている。

※教材としては，親しみやすい作者の句を選んだり，代表的な歌集などから内容の理解しやすい歌を選

んだりすることになる。各地域に縁
ゆかり

のある歌人や俳人，地域の景色を詠んだ歌や句を教材にするこ

とも考えられる。

(ｲ) 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。

ことわざ 生活経験などにおいてありがちなことを述べたり，教訓を述べたりするもの。「住めば都」，

「犬も歩けば棒に当たる」，「急がば回れ」，「石の上にも三年」等。

慣用句 「道草を食う」，「油を売る」などのように，二つ以上の語が結び付いて元の意味とは違った

特定の意味を表すもの。

故事成語 「推敲
こう

」，「矛盾
むじゅん

」，「五十歩百歩」などのように中国の故事に由来する熟語。

※言語生活を豊かにするために，これらの言葉の意味を知り，実際の言語生活で用いるようにさせるこ

とが大切である。

小学校高学年

(ｱ) 親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語調の文章について，内容の大体を知り，音読すること。

親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語調の文章 児童が，言葉のリズムを実感しながら読めるも

の，音読することによって内容を知ることができるような親しみやすい範囲のもの。

※教材に合わせて暗唱や群読を取り入れるなど読み方を工夫することが必要である。

※古文や漢文は，読んで楽しいものであること，自分を豊かにするものであることを実感させる。

(ｲ) 古典について解説した文章を読み，昔の人のものの見方や感じ方を知ること。

※昔の人々の生活や文化など，古典の背景をできる限り易しく理解させ，昔の人のものの見方や感じ方

に関心をもたせたり，現代人のものの見方や感じ方と比べたりして，古典への興味・関心を深めるよ
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うにすることが重要である。

※言語文化への興味・関心を深めるために，能，狂言，人形浄
じょう

瑠璃
る り

，歌舞伎
か ぶ き

，落語などを鑑賞するこ

とも考えられる。

中学校第１学年

(ｱ) 文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味わいながら，古典

の世界に触れること。

文語のきまり 歴史的仮名遣いなど現代の口語と異なる古文特有のきまり。

訓読の仕方 返り点，送り仮名など漢文の訓読に必要な基礎的な事項。

※生徒の興味・関心を大切にしながら，教材に即して指導したり，必要があれば取り立てて指導したり

する。

※古典の文章を繰り返し音読して，その独特のリズムに気付かせることが重要である。

(ｲ) 古典には様々な種類の作品があることを知ること。

様々な種類 和歌，俳諧
かい

，物語，随筆，漢文，漢詩など。また，能，狂言，歌
か

舞
ぶ

伎
き

，古典落語などの

古典芸能。

※小学校から親しんできた様々な古典と結び付けることで，古典の世界についての新たな興味・関心を

喚起することが大切である。

中学校第２学年

(ｱ) 作品の特徴を生かして朗読するなどして，古典の世界を楽しむこと。

※朗読するに当たっては，現代語訳や語注などを手掛かりにして作品の内容を理解するとともに，そこ

に描かれている情景や登場人物の心情などを想像しながら読むように留意する。

(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ，登場人物や作者の思いなどを想像すること。

※長い年月を隔ててもなお現代と共通するものもあれば，現代とは大きく異なるものもある。

※例えば，古典の易しい現代語訳や古典について解説した文章を用いたり，関連する本や文章等を紹介

したり，音声や映像メディアを活用したりするなど指導上の様々な工夫が考えられる。

中学校第３学年

(ｱ) 歴史的背景などに注意して古典を読み，その世界に親しむこと。

※作品の理解に役立つ事柄を精選して取り上げる。

※作品の歴史的背景などを扱うのは，教材として取り上げた古典への興味・関心を高めたり，内容の理

解を助けたりするためであることに留意する。

(ｲ) 古典の一節を引用するなどして，古典に関する簡単な文章を書くこと。

古典の一節を引用するなどした古典に関する簡単な文章 例えば，古典の一節を引用した感想文や手

紙，作品を紹介する文章など。

※書く活動を通して，生徒が自分の考えを述べる文脈の中に古典の世界を取り入れるようにすることが

重要である。

イ 「指導計画の作成と内容の取扱い」について（学習指導要領解説国語編より）

小学校

伝統的な言語文化に関する指導については，特にそれだけを取り上げて学習させるよう配慮すること。

中学校

古典に関する教材については，古典の原文に加え，古典の現代語訳，古典について解説した文章を取り

上げること。

ウ 指導計画例

小学校

「伝統的な言語文化に関する事項」は，「各領域の指導を通して行う」ことを基本とするが，「伝統的
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な言語文化に低学年から触れ，生涯にわたって親しむ態度の育成を重視している」（学習指導要領解説国

語編 p.24）ことを踏まえ，効果的に関心・意欲・態度を育てることに焦点を当て，ここでは「伝統的な

言語文化に関する事項」を取り立てて指導する例を示した。

中学校

これまで古典の指導は，「指導計画の作成と内容の取扱い」の中で「Ｃ読むこと」に関する指導として

示されていた。今回の学習指導要領では，「伝統的な言語文化に関する指導事項」で示されたことにより，

「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」でも古典を扱うことが可能になった。そこで，中学校「Ｂ書く

こと」の指導計画例（p.60～61）において，古典教材を扱った例を示した。

伝統的な言語文化に関する事項〔小学校中学年〕

【〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○詩を読むことを楽しんだり，季節の行事に関わる言葉集めを楽しんだりしている。

◆語彙を広げる。

【身に付けさせたい力】

①易しい文語調に親しみ，声に出して読もうとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②長い間使われてきたことわざの意味を知ること。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｲ)〉

【単元名】「オリジナルいろはかるた」を作ろう～ことわざを知る～

【教材名】〈開発教材〉

【単元目標】

①リズムを感じ取りながら，いろはかるたを声に出して読もうとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②ことわざなどを基に，オリジナルのいろはかるたを作る。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｲ)〉

【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②ことわざの本や国語辞典などから気に入った言葉を選ばせ，教師と共に１枚作る。〈ア(ｲ)〉

①音読することが苦手な児童には，範読後に復唱させたり手拍子に合わせて読ませたりすることで，音読への

抵抗を減らす。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

②ことわざなどを基に，オ

リジナルのいろはかるたを

作っている。

〈言語についての知識・理解・技能ア(ｲ)〉

①リズムを感じ取りなが

ら，いろはかるたを声に出

して読もうとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

作成した

かるた

音読の様子

ことわざについて知る

・「猿も木から落ちる」「急がば回れ」などの例から，昔から

伝わる知恵や教えを短い言葉で表したものをことわざとい

うことを知る。

いろはかるたに親しむ

・いろはかるたがことわざを集めて作られたかるただと知る。

・私たちの学級だけのいろはかるたを作成することを知る。

・一人ずつ数枚分担を決め，読み札と取り札を作る。

・ことわざの本などから，分担した文字で始まることわざを

抜き書きする。

・取り札にはことわざの内容を表す絵を描く。

いろはかるたを使って遊び，ことわざに親しむ

・前時に作成したいろはかるたを既存のいろはかるたと適宜

混ぜ，かるた取りをする。

・全員が読み手を経験し，いろはかるたのリズムに慣れる。

・いろはかるたを並べ，「いろはにほへと」を読む。暗唱でき

そうなら挑戦してみる。
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伝統的な言語文化に関する事項〔小学校高学年〕

【〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○歴史的仮名遣いに気を付けて簡単な文語調の文章などを読もうとする。

◆言葉の響きやリズムをつかんで音読する。

【身に付けさせたい力】

①文語の調子を楽しみ，言葉の響きやリズムをつかんで声に出して読もうとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②親しみやすい古文について，内容の大体を知り，音読すること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｱ)〉

【単元名】竹取物語を音読しよう～親しみやすい古文を音読する～

【教材名】「竹取物語」〈開発教材〉（資料p.128～129）

【単元目標】

①「竹取物語」を声に出して読み，古文の響きやリズムを味わおうとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②作品を読んだ感想を交流する。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｱ)〉

【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②イメージできない児童には，口語訳を示しながら登場人物がどこでどのようなことをしているかを尋ね，イ

メージさせる。〈ア(ｱ)〉

①教師と一緒に読ませたり，一文ずつ交代で読ませたりして，読み慣れさせる。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

②作品を読んだ感想を交流

している。

〈言語についての知識・理解・技能ア(ア)〉

①「竹取物語」を声に出し

て読み，古文の響きやリズ

ムを味わおうとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ノート

音読の様子

「竹取物語」について知る

・教師の解説を聞き，「竹取物語」の概要を理解する。

・静岡県のどの場所について書かれた文章かを静岡県の地

図を使って確認する。

・「竹取物語」を声に出して読む。

・個人読み，グループ読み等，読み方を工夫する。

「竹取物語」の本文をノートに視写する

・「竹取物語」の冒頭または終末のどちらかを選択する。

・分からない言葉については，教師に質問したり挑戦でき

そうなら古語辞典を使って調べたりする。

・イメージした情景を簡単な絵で表現する。

・絵を見せながら，文章の内容や言葉のリズム，響きなど

について感想を交流する。

「竹取物語」を音読する

・繰り返し音読し，古典のリズムに慣れる。
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(6) 言葉の特徴やきまりに関する事項

従来〔言語事項〕で示されていた内容の大部分は〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の「イ

言葉の特徴やきまりに関する事項」に引き継がれている。

今回の改訂では，「イ 言葉の特徴やきまりに関する事項」の中に，言葉が果たす多様な働きや特徴を理

解させるために「言葉の働きや特徴に関する事項」（小学校），「言葉の働きや特徴，言葉遣いに関する

事項」（中学校）が新設された。

ア 語句解説及び留意点（学習指導要領解説国語編より）

○「言葉の働きや特徴に関する事項」（小学校）

小学校低学年

(ｱ) 言葉には，事物の内容を表す働きや，経験したことを伝える働きがあることに気付くこと。

※事物の内容や自分が経験したことを表現したり伝達したりする働きが，日常的に使用している言葉に

あることに自ら気付くような指導を行うことが大切である。

(ｲ) 音節と文字との関係や，アクセントによる語の意味の違いなどに気付くこと。

アクセントによる語の意味の違い 「橋」と「箸
はし

」，「雨」と「飴
あめ

」など，同音の語でもアクセントに

よって意味が異なる場合があること。

※平仮名や片仮名は，拗
よう

音の表記などを除けば，一文字が一音節（拍）に対応する文字である。漢字は

そのような表音文字ではなく，個々の文字が音と意味とを備えている。この段階では，平仮名，片仮

名，漢字のそれぞれの文字体系の特徴に気付かせるように指導することが重要である。

(ｳ) 言葉には，意味による語句のまとまりがあることに気付くこと。

意味による語句のまとまり ある語句を中心として，同義語や類義語，対義語など，その語句と様々

な意味関係にある語句が集まって構成している集合のこと。例えば，果物の名前を表す語句，気持ち

を表す語句などは，相互に関係のある語句として一つのまとまりを構成している。

※使用する語句の量や範囲を広げながら，語句相互の意味関係を理解するようにして，同義語，上位・

下位語，同音異義語，多義語などの学習に発展させる指導が求められる。

小学校中学年

(ｱ) 言葉には，考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くこと。

※人間は，意味を持った言葉を組み合わせることによって，考えを深めたり高めたりすることができる。

また，思ったことや考えたことを，物語や詩歌，説明や報告などの文章にまとめ，他の人に伝えるこ

とができるのも，言葉の働きによるものである。感想や意見を伝えたり共有したりするためには，適

切な言葉によって表すことが大切であることにも気付かせる。

(ｲ) 漢字と仮名を用いた表記などに関心をもつこと。

※漢字と仮名とでは，音節との関係や書き表す語の種類など，文字としての性質や役割が異なっている。

そのような性質や役割の異なる漢字や仮名を交ぜて書く「漢字仮名交じり文」という日本語の表記の

仕方に関心をもつように指導し，交ぜて書くことの利点に気付いたり，句読点を含め読みやすい表記

を考えながら書いたりする言語感覚の基礎を養う。

小学校高学年

(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違いに気付くこと。

※音声は，発せられた途端に消えていくので，話し言葉は 遡
さかのぼ

って内容を確認することができない。こ

のことによって，複雑な構文や誤解されやすい同音異義語を避けるなど，様々な表現上の特質が生ま

れる。聞き手や場面の状況の影響を強く受けながら表現及び理解が進められるという特質もある。

※書き言葉は，読み手が文や文章を繰り返し確認することができる。使用される語彙や，文や文章の構

造なども話し言葉と違いがある。また，「器官」と「機関」，「機械」と「機会」など，意味の違いを漢

字の使い分けで表すことができる。こうした両者の違いについて気付かせることは，それぞれの特質
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に配慮した使い分けを身に付けるための基礎を養うことになる。

(ｲ) 時代の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付くこと。

世代による言葉の違い 年配者と，年少者や若者には，それぞれの世代に特有の言葉遣いがあること

を指す。

※時間の経過による言葉の変化の指導においては，古典に見られる過去の言葉は，現代の言葉と連続し

たものであること，したがって現代の言葉に置き換えなくてもそのまま理解できる部分が少なからず

あることにも自然に気付かせるように配慮することが大切である。

○「言葉の働きや特徴，言葉遣いに関する事項」（中学校）

中学校第１学年

(ｱ) 音声の働きや仕組みについて関心をもち，理解を深めること。

※アクセント，イントネーション，プロミネンス（文中のある語を強調して発音すること）などの音声

的特質が実際の多様な声を作り出し，話すことや聞くことの活動に影響していることを理解させ，生

徒自身が日常の活動を振り返る契機にすることが重要である。

中学校第２学年

(ｱ) 話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについて理解すること。

※共通語は地域を越えて通じる言葉であり，方言はある地域に限って使用される言葉である。共通語を

適切に使うことは，人々が相互の理解を進めるために不可欠な能力である。一方，方言は，生まれ育

った地域の風土や文化とともに歴史的・社会的な伝統に裏付けられた言語である。その表現の豊かさ

と魅力など，方言が担っている役割を十分理解させ，方言を尊重する気持ちをもたせるようにしなが

ら，共通語と方言とを時と場合などに応じて使い分けられるように指導することが大切である。

※敬語については，個別的・体験的な知識を整理して体系付けるとともに，人間関係の形成や維持にお

ける敬語のもつ働きを十分に理解させる。指導に当たっては，基本となる尊敬語，謙譲語，丁寧語に

ついて理解させる。

中学校第３学年

(ｱ) 時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いを理解するとともに，敬語を社会生活の中で適

切に使うこと。

※言葉は，時間の経過により語形や語意などが変化していくという側面をもっている。ここでは，言葉

のもつこのような性質に気付かせることで，自分たちが使っている言葉に対する興味・関心を喚起す

るとともに，理解や認識を深めるようにすることが大切である。

※言葉はそれを使用する世代によっても，語形や語意が異なったり使用する語彙
い

などに差異があったり

する場合がある。（例えば，若者又は年配者など，特定の年代に限って使われる言葉の存在，一人の人

間でも，年代が変わることによる使用する言葉の変化，最初は限られた範囲で使用されていた言葉が，

広く一般に用いられるようになる等）このような点に着目して指導することを通して，言葉が生活と

密接に関連していることを実感させるとともに，実生活に生きる言葉の力を身に付けることの大切さ

に気付かせる。

○表記に関する事項（小学校）

小学校低学年

(ｴ) 長音，拗
よう

音，促音，撥
はつ

音などの表記ができ，助詞の「は」，「へ」，及び「を」を文の中で正しく使

うこと。

長音 「おかあさん」のように「のばす音」のこと。

拗
よう

音 「きゃ」，「きゅ」のように「ねじれる音」のこと。

促音 「らっぱ」のように「つまる音」のこと。
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撥
はつ

音 「ん」の字に当たる「はねる音」のこと。

※発音に関する指導と関連させるとともに，各領域における学習の積み重ねの中で，次第にその規則性

に気付き，身に付けていくことができるようにする。

※助詞の「は」，「へ」及び「を」については，視写や聴写の指導などを繰り返し行うことによって，文

の中で使えるようにすることが必要である。

(ｵ) 句読点の打ち方や，かぎ（「 」）の使い方を理解して文章の中で使うこと。

※句点については，入門期から，文を書く際には，文末に必ず句点を打つように指導し，文意識を育て

ていくようにする。読点については，文頭の接続詞などの後，主語の後，従属節の後，並列する語の

後など必要な箇所に打つことを理解させる。

※かぎ（「 」）については，会話文におけるかぎ（「 」）の使い方を中心にし，その他の箇所でもかぎ

（「 」）が使われていることに目を向けさせていく。

小学校中学年

(ｳ) 送り仮名に注意して書き，また，活用についての意識をもつこと。

※例えば，「泳いだ」の「泳」という漢字を学習する際には，「泳がない」，「泳ぎます」，「泳ぐ」のよう

に活用させながら，送り仮名についても学習できるようにする。また，一つ一つの具体的な語の送り

仮名の指導をするだけでなく，その学習を通して，活用語尾を送るという送り仮名の原則的な付け方

についても理解を促して，活用についての意識をもつようにする。

(ｴ) 句読点を適切に打ち，また，段落の始め，会話の部分などの必要な箇所は行を改めて書くこと。

※読点は，低学年で取り上げたことに加え，文を読みやすくまた分かりやすくするために，文脈に合わ

せて適切に打つことができるように指導する。

※「段落の始め」で改行することは，「Ｂ書くこと」(1)の「イ 文章全体における段落の役割を理解し，

自分の考えが明確になるように，段落相互の関係などに注意して文章を構成すること。」と併せて指導

するようにする。

※会話の部分などを改行して書くことが習慣となるように指導することも大切である。

小学校高学年

(ｳ) 送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと。

※送り仮名については，(ｴ)の「語句の構成」などの学習と関連付けて指導すると効果的である。

※仮名遣いについては，例えば，「鼻血（はなぢ）」と「地面（じめん）」，「みずうみ（湖）」と「みかづ

き（三日月）」などの区別を付けて，正しく表記できるようにする。

○語句に関する事項（小学校）

小学校中学年

(ｵ) 表現したり理解したりするために必要な語句を増し，また，語句には性質や役割の上で類別があるこ

とを理解すること。

表現したり理解したりするために必要な語句を増す 語句の量を増やし使える範囲を広げていくこと。

語句には性質や役割の上で類別があることを理解する 語句の文法的な働きを，文法そのものとして

ではなく，語句の使い方として類別できることを理解するということ。

性質の上での類別 物の名前を表す語句や，動きを表す語句，様子を表す語句のように類別すること。

役割の上での類別 文の主語になる語句，述語になる語句，修飾する語句のように類別すること。

※学年別漢字配当表に示された漢字は，それぞれの学年の児童の発達の段階と関連をもたせて配当して

いるので，当該学年に配当されている漢字と関連付けながら語句の指導をすることが大切である。

(ｶ) 表現したり理解したりするために必要な文字や語句について，辞書を利用して調べる方法を理解し，

調べる習慣を付けること。

※国語辞典や漢字辞典などの使い方を理解するとともに，必要なときにはいつでも辞書が手元にあり使

えるような言語環境をつくっておくことが重要である。
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小学校高学年

(ｴ) 語句の構成，変化などについての理解を深め，また，語句の由来などに関心をもつこと。

※語句の構成については，お米の「お」のような接頭語，お父さんの「さん」のような接尾語のほかに，

複合語，略語，慣用語なども含んでいる。語句の変化については，例えば，「花＋畑」で「ハナバタケ」

というような音の変化，「帰る＋道」で「帰り道」というような語形の変化，また「物」と「物物しい」

のような意味の変化などがある。このような語句の構成や変化を，意味とのかかわりを大切にしなが

ら理解することにより，語句の使用が一層豊かになるよう指導することが大切である。

※語句の由来に関しては，ウの「(ｲ)仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。」に関する

事項とも関連させて，語源を調べたり，和語，漢語，外来語などの区別について関心をもったりでき

るようにすることが効果的である。

(ｵ) 文章の中での語句と語句との関係を理解すること。

※実際の文章は，類義語や対義語，上位語・下位語，派生語など，語句と語句との関係に基づきながら

記述されており，そのような語句相互の関係を理解することによって内容の把握を的確にすることを

理解させる。また，説明的な文章，文学的な文章には，それぞれの文章を特徴付ける結び付きの強い

語句同士が相互に関連し合っていることも理解させるようにする。

(ｶ) 語感，言葉の使い方に対する感覚などについて関心をもつこと。

※語感には，言葉の正しさや美しさだけではなく，文や文章を含めて，実際にその言葉が使われる際に，

適切であるかどうかを感じ取る感覚も含んでいる。多くの文章を繰り返して読んだり，優れた表現を

抜き出したりする活動を取り入れるとともに，日常生活の中での話すこと・聞くこと，書くことの場

面で，語感や言葉の使い方を意識するようにさせることが大切である。

○語句・語彙
い

に関する事項（中学校）

中学校第１学年

(ｲ) 語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意し，語感を磨くこと。

※辞書的な意味を踏まえ，思考力や想像力を働かせて文脈において具体的かつ個別的にとらえる。また，

語句が文章の中で果たしている役割を考えることも大切である。

※多くの本などを読んで新しく出合った言葉を取り立て，辞書にある様々な意味から文脈上の意味を考

えることを習慣化させることが大切である。例えば，語句の意味について調べたことを記録させたり，

その語句を使った短文を作らせたりすることなどが有効である。

(ｳ) 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに，話や文章の中の語彙
い

について関心

をもつこと。

※日常使用している語句は，多様なレベルで語彙
い

を形成する。使用範囲の側面から考えると，まず事象

や行為など，具体的で比較的身近な事柄を表す語句が多く存在していることに気付く。さらに，それ

らが，実際の言語活動において，話や文章の中でどのように関連付けて使用されているか，自分が理

解したり表現したりするときにどのように活用すればよいかについて考えさせていくことが重要であ

る。

中学校第２学年

(ｲ) 抽象的な概念を表す語句，類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて理解

し，語感を磨き語彙
い

を豊かにすること。

抽象的な概念を表す語句 「事象や行為などを表す多様な語句」よりも，一般的で抽象性の高い語句。

類義語 別の語でありながら，その表す意味が似ていたり，ほとんど同一であったりする語。

対義語 意味の上で互いに反対の関係にある語。

同音異義語 音が同一であって意味の異なる語。

多義的な意味を表す語句 一つの語句が多くの意味をもつもの。

※このような語句について理解させ，話や文章の中で適切に使用させることが，語彙
い

を豊かにし語感を
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磨かせることになる。

中学校第３学年

(ｲ) 慣用句・四字熟語などに関する知識を広げ，和語・漢語・外来語などの使い分けに注意し，語感を磨

き語彙
い

を豊かにすること。

和語 古くから日本で使われてきた語。

漢語 漢字の音を使った語。

外来語 中国語以外の外国語から日本語に入ってきた語。

※語彙
い

が豊かになるにつれて，語句と語句との意味の違いが微妙なところまでつかめるようになる。こ

うして語感が磨かれると，一つ一つの語句について，他の語句に置き換えたり置き換えられなかった

りすることに気付くようになる。そのことを，書くときや話すときに役立てられるようにしていくこ

とが大切である。

○文及び文章の構成に関する事項（小学校）

小学校低学年

(ｶ) 文の中における主語と述語との関係に注意すること。

主語と述語との関係 主語と述語との照応関係。

※文の意味を明確に伝えるためには，主語と述語とが照応することが大切であるということについて，

文章を読んだり表現したりするとき強く意識できるように指導をすることが必要である。

小学校中学年

(ｷ) 修飾と被修飾との関係など，文の構成について初歩的な理解をもつこと。

※主語と述語に加え，修飾と被修飾との関係をはっきりさせるとともに，「だれが」，「いつ」，「どこで」，

「なにを」，「どのように」，「なぜ」などという文の構成について，初歩的な理解ができるようにする。

(ｸ) 指示語や接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割を理解し，使うこと。

※指示語や接続語は，文や文章の構成にかかわる語で，文章の論理的な関係を構築する上で大切な役割

を果たしている。読みの指導の中では，文相互の関係とともに段落相互の関係を端的に示す手掛かり

となるものとして指導する。また，文章を書く様々な機会をとらえて，文脈に沿って指示語や接続語

の役割を理解し，使うことの指導を工夫するようにすることが大切である。

小学校高学年

(ｷ) 文や文章にはいろいろな構成があることについて理解すること。

※構造からみて，単文・重文・複文に分けたり，性質や機能からみて，平叙文，呼びかけや疑問，応答

を表す文，命令や承諾を表す文，推定や伝聞を表す文，感動や感嘆を表す文に分けたりすることなど

が考えられる。

※文章の構成が目的に応じて決定されており，それらに合わせた構成を理解するようにする。

○単語，文及び文章に関する事項（中学校）

中学校第１学年

(ｴ) 単語の類別について理解し，指示語や接続詞及びこれらと同じような働きをもつ語句などに注意する

こと。

単語の類別について理解する 単語がその性質から自立語と付属語とに大別されること，更に幾つか

の品詞に分類されることなどについて理解すること。

指示語 物事を指し示す働きをもつ語で，いわゆる「こ・そ・あ・ど言葉」と言われるもの。代名詞，

連体詞，副詞，形容動詞などの品詞にわたる。
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接続詞 前後の文節や文などをつなぐ働きをもつ語で，いわゆる「つなぎ言葉」と言われるもの。

指示語と同じような働きをもつ語句 代名詞や連体詞などを伴って全体として指示語の機能をもつ語

句のこと。また，「以上（は）」，「右（の）」などの名詞。

接続語と同じような働きをもつ語句 一部の副詞や名詞，連語など。

※指導に当たっては，実際の話や文章の中でとらえさせることが重要である。

中学校第２学年

(ｳ) 文の中の文の成分の順序や照応，文の構成などについて考えること。

文の成分の順序 文を組み立てている主語，述語，修飾語，接続語，独立語などの並ぶ順序，語順の

こと。

照応 主語と述語の照応や修飾語と被修飾語の照応などのこと。

文の構成などについて考えること 語順や語の照応によって表現がどのように変わってくるかを，

様々な文型について考えさせること。

(ｴ) 単語の活用について理解し，助詞や助動詞などの働きに注意すること。

※単語の類別と関連付けながら，自立語で活用があり単独で述語になる単語，自立語で活用がなく主語

になる単語，自立語で活用がなく主語になれない単語，付属語で活用がある単語，付属語で活用がな

い単語などについて理解させる。

※助詞や助動詞を使うことによって，言語生活の上で互いの伝え合いたい微妙なニュアンスを，相手に

よりよく伝えることができることに気付かせる。また，日常の言語活動を具体的に取り上げ，助詞や

助動詞が文脈の中でどのような働きをしているかに注意させ，話すこと・聞くこと，書くこと及び読

むことに役立たせるようにすることも大切である。

(ｵ) 相手や目的に応じて，話や文章の形態や展開に違いがあることを理解すること。

相手や目的に応じて，話や文章の形態や展開に違いがある 話や文章は，誰に向けて，どのような目

的で話すのか，書くのかということに応じて，それにふさわしい形態や展開があるということ。

※話や文章の形態としては，例えば，事実や事柄を伝える説明や記録，手紙などの通信，感想や意見な

どが挙げられる。

○言葉遣いに関する事項（小学校）

小学校低学年

(ｷ) 敬体で書かれた文章に慣れること。

敬体 文末が「です」，「ます」又は「でした」，「ました」などのようになる文体。

常体 文末が「である」，「であった」などのようになる文体。

※入学して初めて出合う教科書の敬体の文章に読み慣れるようにすることが必要である。最初は，文末

の表現に注意させて読み慣れるようにし，漸次自分でも使い慣れるようにしていく。次第に常体の文

章も出てくるので，敬体と常体との違いについての初歩的な理解ができるように指導することも必要

である。

小学校高学年

(ｸ) 日常よく使われる敬語の使い方に慣れること。

※相手と自分との関係を意識させながら，尊敬語や謙譲語をはじめ，丁寧な言い方などについて理解す

ることが大切である。

※敬語の役割や必要性を自覚してくる時期であるので，相手や場面に応じて適切に敬語を使うことに慣

れるよう，児童の日常の言語生活につながる指導方法を工夫することが大切である。
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○表現の工夫に関する事項（小学校）

小学校高学年

(ｹ) 比喩
ゆ

や反復などの表現の工夫に気付くこと。

※具体的な表現の工夫には，比喩
ゆ

や反復をはじめとして様々なものが考えられる。擬声語・擬態語，語

句の反復，誇張などは低学年の児童が読んだり書いたりする文章中にも頻繁に見られる。学年が進行

するにつれて直喩
ゆ

，隠喩
ゆ

などの比喩
ゆ

やユーモア，また，省略，倒置，対句など構成上の工夫も多くな

る。そこで，多様な文章に表れる様々な表現の工夫に気付いたり，自分の表現に活用したりするよう

に指導することが大切である。

○表現の技法に関する事項（中学校）

中学校第１学年

(ｵ) 比喩
ゆ

や反復などの表現の技法について理解すること。

※比喩
ゆ

や反復に加えて，省略，倒置，対句などが挙げられる。「比喩
ゆ

」や「反復」などの名称と結び付け

て表現の技法の意味や用法を改めてまとめて指導する。

イ 指導計画例

「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」に「特定の事項をまとめて指導したり，繰り返して指導したり

することが必要な場合については，特にそれだけを取り上げて学習させるよう配慮すること。」とある。

ここでは，新設された「言葉の働きや特徴に関する事項」を扱う例として小学校低学年の例を示した。

また，「言葉の働きや特徴，言葉遣いに関する事項」を扱う例として中学校第２学年の例を示した。

言葉の働きや特徴に関する事項 〔小学校低学年〕

【〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に関する児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○日頃から詩や物語に親しんでおり，知らない言葉に出合うと意味を知ろうとしている。

◆言葉には意味によるまとまりがあることに気付く。

【身に付けさせたい力】

①言葉の意味を考えて，同じ仲間の言葉を集める。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②言葉には，意味による語句のまとまりがあることに気付くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｳ)〉

【単元名】「○○のことば図かん」を作ろう～仲間の言葉を集める～

【教材名】〈開発教材〉

【単元目標】

①言葉集めや言葉の分類に興味を持ち，「なかまのことば図かん」を作ろうとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②言葉には，意味による語句のまとまりがあることに気付く。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｳ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②言葉カードの中から好きなものを一つ選ばせ，教師が仲間の言葉を提示する。同様に仲間の言葉を挙げさせ

た後，それらに共通することは何かを考えさせる。〈イ(ｳ)〉

①日頃の生活から関心のある事柄を教師が示唆し，それに関連する言葉を考えさせる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

②言葉には，意味による語句

のまとまりがあることに気付

いている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｳ)〉

①言葉集めや言葉の分類に興

味を持ち，「なかまのことば

図かん」を作ろうとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

ワークシート

ことば図鑑

振り返りカード

言葉を仲間分けすることに興味を持つ

・「えんぴつ」「りんご」「ねこ」「バス」「お母さん」「お

はよう」「楽しい」など，身近なものの名前や日常的に

使われる言葉が書かれたカード（30 語程度）を分類す

る。

・分類に沿って，カードになかった言葉を考えてワーク

シートに付け足す。

・分類に見出しを付け，意味の広い言葉，狭い言葉（上

位語・下位語）があることを知る。

「『気もち』のことば図かん」をみんなで作る

・五味太郎著「言葉図鑑」等の紹介を聞き，「ことば図か

ん」のイメージを持つ。

・気持ちを表す言葉にはどんなものがあるか話し合う。

・「うれしい」「かなしい」などの気持ちを表す言葉をど

んなときに使うか，具体的な場面を話し合う。

・図鑑に書く言葉を分担し，用紙１枚（Ａ５サイズ程度）

に気持ちを表す言葉を使った一文と，それに合った簡

単な挿絵をかく。

・用紙を重ねて冊子にする。

「○○のことば図かん」を作る

・第１時で使ったカードを参考にしながら「ことば図か

ん」のテーマを決め，テーマに関連する言葉を選んだ

り新たに見付けたりしてワークシートに書き出す。

・同じテーマを選んだ友達と，ワークシートを示しなが

ら言葉を紹介し合う。

・「ことば図かん」に載せる言葉を決め，ワークシートに

印を付ける。

・「ことば図かん」の題名としてテーマを表紙に書く。用

紙１枚（Ａ５サイズ程度）に，一つの言葉（その言葉

を使った主述の整った一文）と簡単な挿絵をかく。

・言葉と挿絵をかいた用紙を重ねて冊子にする。

・様々なテーマの「ことば図かん」を読み合い，分かっ

たことを伝え合う。

(/_;)

「
じ
ょ
う
ず
だ
ね
。」

と
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と
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：

：

「
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ち
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な
し
い
。
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言葉の働きや特徴に関する事項 〔中学校第２学年〕

【〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に関する生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○世代や年齢，地方や地域による言葉の違いや，話し言葉と書き言葉の違いを理解している。

◆時と場に応じて言葉を使い分ける意味を理解して言葉を使う。

【身に付けさせたい力】

①共通語と方言についてそれぞれの特徴を理解する。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②共通語と方言の果たす役割について理解すること。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉

【単元名】地域の昔話から方言を見付けよう～共通語と方言の役割について考える～

【教材名】〈開発教材〉

【単元目標】

①共通語と方言についてそれぞれの特徴を理解し，書き換えようとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②共通語と方言の果たしている役割について理解する。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉

【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②方言で書かれた部分を共通語に書き換えたものを提示し，感じ方がどのように異なるか考えさせる。〈イ(ｱ)〉

①方言の使われたものと共通語に書き換えたもののどちらが好きか選ばせ，その理由を考えさせる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

②共通語と方言が果たしている

役割について理解している。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｱ)〉

①共通語と方言についてそれぞ

れの特徴を理解し，書き換えよ

うとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

書き換えた昔話

振り返り用紙

方言の使われている昔話を聞き，方言に興味を持つ

・地域に残る昔話の読み聞かせ（又はＣＤ）を聞き，受

けた感じを話し合う。

・昔話の中から方言をいくつか取り出し，言葉の意味を

確かめる。また，方言が使われている意味を考える。

方言の使われている昔話を共通語に書き換える

・地域に残る昔話をグループで一つ選んで数行ずつ分担

し，他の地域の人が読んでも分かるように共通語に書

き換える。

・方言で書かれたものと共通語に書き換えたものを読み

比べる。他のグループが担当した昔話も交換して読

む。

・読み比べたことを基に，方言でないと伝わりにくいも

の，共通語だからこそ伝わるものなど，それぞれの特

性について話し合う。

・共通語と方言との違いについて考えたことをまとめ

る。
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(7) 文字（小学校）・漢字（中学校）に関する事項

漢字の指導については、日常生活（中学校では社会生活）や他教科等の学習における使用や、読書活

動の充実に資することを重視して改善を図っている。

ローマ字の指導については、情報機器の活用や他の学習活動等との関連を考慮し、従前の第４学年か

ら第３学年に移行している。

ア 語句解説及び留意点（学習指導要領解説国語編より）

小学校低学年

(ｱ) 平仮名及び片仮名を読み，書くこと。また，片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中で使うこ

と。

片仮名で書く語の種類を知り，文や文章の中で使うこと 擬声語や擬態語，外国の地名や人名，外

来語など片仮名で書く語がどのような種類の語であるかを知り，実際に文や文章の中で片仮名を使

うこと。

(ｲ) 第１学年においては，別表の学年別漢字配当表（以下「学年別漢字配当表」という。）の第１学年

に配当されている漢字を読み，漸次書き，文や文章の中で使うこと。

漸次書き，文や文章の中で使うこと 学習した漢字を習得できるように少しずつ練習を重ねるとと

もに，実際の文や文章で使うようにすること。

※第１学年の配当漢字には，象形文字や指事文字が多く含まれているので，漢字の字形と具体的な事

物（実物や絵など）とを結び付けるなどの指導を工夫し，漢字が表意文字であることを意識しなが

ら，漢字に対する興味や関心を高められるようにする。

※漢字単独の読みだけではなく，文や文章の中で漢字を読むことも大切にして，文脈の中での意味と

結び付けていくようにする。

(ｳ) 第２学年においては，学年別漢字配当表の第２学年までに配当されている漢字を読むこと。また，

第１学年に配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，第２学年に配当されている漢

字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。

小学校中学年

(ｱ) 第３学年においては，日常使われている簡単な単語について，ローマ字で表記されたものを読み，

また，ローマ字で書くこと。

日常使われている簡単な単語 地名や人名などの固有名詞を含めた，児童が日常目にする簡単な単

語のこと。

(ｲ) 第３学年及び第４学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと

ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。

※「(ｳ)漢字のへん，つくりなどの構成について知識をもつこと。」と関係付けながら，漢字の読み書

きに関する指導を進める。

※漢字辞典の使い方に慣れてきたら，自分で新出漢字の読みや意味などを調べる活動も取り入れるよ

うにする。

※中学年は，漢字による熟語などの語句が増加する時期でもある。文や文章を書く際には，漢字のも

つ意味を考えながら正しく使ったり，当該学年の前の学年までに学習した漢字を意識して使ったり

する習慣を付けるように指導することが大切である。

(ｳ) 漢字のへん，つくりなどの構成についての知識をもつこと。

小学校高学年

(ｱ) 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き，文や文章の中で使うと

ともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や文章の中で使うこと。

※高学年は，漢字による熟語などの語句の使用が増加する時期でもある。文や文章を書く際には，漢
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字のもつ意味を考えながら正しく使ったり，「収める」，「納める」，「治める」などの同音異義語に

注意して使ったりする習慣を付けるように指導する。

(ｲ) 仮名及び漢字の由来，特質などについて理解すること。

※仮名や漢字がどのように形成され，継承されてきたのかなどについて基本的な知識をもつこと，ま

た，表音文字としての平仮名や片仮名，表意文字としての漢字の特質を理解すること，文章が漢字

仮名交じりで表記されていることや，漢字には原則として音と訓の読み方があることなどをまとま

った知識として整理することなどである。

中学校第１学年

(ｱ) 小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表（以下「学年別漢字配当表」という。）

に示されている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400 字程度までの漢字を読むこ

と。

※漢字を読む能力としては，漢字一字一字の音訓を理解し，語句として，話や文章の中において文脈

に即して意味や用法を理解しながら読むことができるようにすることが求められる。そのため，教

科書を読むことや読書を通して，漢字の読みの習熟と応用を図ることが大切である。

※字形と音訓，意味と用法，語の成り立ち，熟語の構成などについて必要に応じて指導し，例えば，

漢字の構成要素である「へん」や「つくり」などに注目して，読みを類推することができるように

指導することが大切である。

※書くこと，読むことの中だけではなく，話すこと・聞くことの指導においても，例えば，同音の語

句の意味に誤って理解されそうなときには，漢字を例示することでこれを避けるといったような活

動を取り入れるなど，機会あるごとに漢字を意識させるように配慮することが大切である。

(ｲ) 学年別漢字配当表の漢字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うこと。

※字体，字形，音訓，意味や用法などの知識を得させ，文脈に即して漢字を書くように常に注意しな

がら学習させることが大切である。

※文章の中ばかりではなく，話すこと・聞くことの学習の中や，他教科の学習や日常の会話の中でも

漢字の書きについて意識させるようにする。

※漢字を書く力を養うためには，実際に書く活動を通して，漢字を正しく用いる態度と習慣とを養う。

そのためには，必要に応じて辞書を引くことを習慣付けることが有効である。

※漢字を書く指導では，書写との関連を図ることが大切である。

中学校第２学年

(ｱ) 第１学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字のうち 350字程度から 450字程度ま

での漢字を読むこと。

(ｲ) 学年別漢字配当表に示されている漢字を書き,文や文章の中で使うこと。

中学校第３学年

(ｱ) 第２学年までに学習した常用漢字に加え，その他の常用漢字の大体を読むこと。

(ｲ) 学年別漢字配当表に示されている漢字について，文や文章の中で使い慣れること。

※学年別漢字配当表に示している1,006字の漢字は，他教科の学習や社会生活において使用すること

の多い漢字であり，第３学年が終了するまでに，多様な語句の形で使ったり，様々な文脈の中で使

ったりすることができるよう指導する。

イ 「指導計画の作成と内容の取扱い」について（小学校学習指導要領解説国語編からの抜粋）

(ｱ) 学年ごとに配当されている漢字は，児童の学習負担に配慮しつつ，必要に応じて，当該学年以前の

学年又は当該学年以降の学年において指導することもできる。

※第２学年の漢字の指導の際，「昔話」や「自転車」のように，「話・自」は第２学年，「昔・転」は第

３学年の配当漢字であり（「車」は第１学年），配当学年が異なる漢字で構成されている熟語が出て

くる場合がある。そのとき，第２学年であっても，必要に応じて「昔話」，「自転車」などのように

漢字の熟語として提示してよい。その際，(ｲ)の事項と関連して，児童の学習負担が過重にならない
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よう配慮が必要であり，後の学年の配当漢字である「昔・転」については，振り仮名を付けて「昔
むかし

話」「自転
てん

車」のように提示することになる。

(ｲ) 当該学年より後の学年に配当されている漢字及びそれ以外の漢字については，振り仮名を付けるな

ど，児童の学習負担に配慮しつつ提示することができる。

ウ 指導計画例

「第３ 指導計画の作成と内容の取扱い」に「特定の事項をまとめて指導したり，繰り返して指導した

りすることが必要な場合については，特にそれだけを取り上げて学習させるよう配慮すること。」とあ

る。ここでは，実際指導する場面の多い，「文字に関する事項」のみを扱う例として小学校中学年と中

学校第１学年の２例を示した。

文字に関する事項 〔小学校中学年〕

【〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に関する児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○提示された漢字は積極的に使おうとする。

○部首について，いくつかの種類があることを理解している。

◆漢字に興味を持ち，文章の中で適切に漢字を使う。

◆部首に意味があることを知らないで漢字を使っている。

【身に付けさせたい力】

①部首に興味・関心を抱き，部首や漢字の成り立ちの物語を作ろうとする。〈国語への関心・意欲・態度〉

②漢字のへん，つくりなどの構成についての理解をすること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ウ(ｳ)〉

【単元名】部首や漢字の成り立ちの物語を作ろう～漢字の構成について理解する～

【教材名】〈開発教材〉

【単元目標】

①選んだ部首や漢字の成り立ちの物語を作ろうとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②漢字のへん，つくりなどの構成について理解をする。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ウ(ｳ)〉

【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②分かりやすい漢字で一緒に漢字辞典を引き，成り立ちが書いてあるところを確認する。〈ウ(ｳ)〉

①「辞書に書いてあることそのままでもよいから書き出そう」と声掛けをする。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

②漢字のへん，つくりなどの構成

について理解している。

〈言語についての知識・理解・技能ウ(ｳ)〉

①選んだ部首や漢字の成り立ちを

物語にしようとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ﾜｰｸｼｰﾄ

ﾜｰｸｼｰﾄ

部首や漢字の成り立ちに興味を持つ

・漢字の成り立ちについて説明した文章を読む。

・漢字辞典で成り立ちを確認する。

・他の部首や漢字の成り立ちを漢字辞典などを使って

調べる。

漢字の成り立ちを物語にする

・見本を参考にしながら，自分の選んだ部首や漢字の

成り立ちを前時に調べた内容を基に物語にする。

・グループで交流し，自分が調べたもの以外の漢字の

成り立ちを知る。
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文字に関する事項 〔中学校第１学年〕

【〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に関する生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○国語の授業では，分からない漢字などは国語辞典を使って調べる。

◆小学校で学習してきた漢字を，各教科でのノートや班日誌等，日常生活で使う。

【身に付けさせたい力】

①できるだけ多くの漢字を使って文章を書けるよう，普段使わない漢字への興味・関心を高める。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②学年別漢字配当表に示されている漢字について，文や文章の中で使い慣れること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ウ(ｲ)〉

【単元名】お気に入りの物語の写本を作ろう～文や文章の中で漢字を使い慣れる～

【教材名】〈開発教材〉

【単元目標】

①漢字への興味・関心を高め，できるだけ多くの漢字を使って物語を表記しようとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②学年別漢字配当表を活用し，既習の物語文をできるだけ多くの漢字を使って表記する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ウ(ｲ)〉

【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②漢字に直す部分を見付けられない生徒には，一つの段落を使って見付け方を示す。〈ウ(ｲ)〉

①印を付けた部分から，数や段落などどこを直すか選択させて漢字に直させる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

文字・漢字に関する事項の参考例として，HP「あすなろ学習室」（国語の部屋「文字の部屋」）がある。

これを授業や家庭学習等で活用していくことも，児童に漢字に興味を持たせるのに有効である。

内容は，次のとおりである。

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

②学年別漢字配当表を活用

し，既習の物語文をできるだ

け多くの漢字を使って表記し

ている。

〈言語についての知識・理解・技能ウ(イ)〉

①漢字への興味・関心を高め，

できるだけ多くの漢字を使っ

て物語を表記しようとしてい

る。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

写本

平仮名を漢字に書き直すことに興味を持つ

・「うらにわにはにわにわにはにわにわとりがいる。」

（裏庭に埴輪
は に わ

，庭には二羽鶏がいる。）などの早口言葉

を，どこで区切って読むか考える。

・漢字を使って書き直した早口言葉を読む。

書き直す物語を選ぶ

・既習の小学校低・中学年の物語から，写本を作りたいも

のを選ぶ。

・漢字に直せそうな部分に印を付ける。

・友達とワークシートを交換し，更に漢字に直せるところ

がないか助言し合う。

漢字を使って写本を作る

・辞書や教科書掲載の常用漢字表を使い，確かめながら漢

字を使って物語を表記する。

・どれくらい漢字が使われているか写本を読み合い，感想

を伝え合う。
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小学校低学年 かんじでかいてみよう おなじぶぶんのあるかんじ

まちがえやすいひらがな まちがえやすいカタカナ かきじゅん

小学校中学年 へんとつくり かんむりとあし かまえ たれ にょう 書き順

ローマ字のたつ人になろう 漢和辞典（じてん）を引いてみよう

読みが同じで意味がちがうことば 漢字名人になろう とくべつな読み方

小学校高学年 漢字の成り立ちを知ろう これでバッチリ仮名づかい

これでキミも漢字博士 特別な読み方 日本語の文字 漢和辞典を使おう 書き順

中学校第１学年 漢字の基礎知識 漢字の部首 漢和辞典に親しもう 漢字の練習

中学校第２，３学年 特別な読み方 同音異字と同訓異字 漢字の練習

(8) 書写に関する事項

小学校では，文字を書く基礎となる「姿勢」，「筆記具の持ち方」，「点画や一文字の書き方」，「筆順」

などの事項から，「文字の集まり（文字群）の書き方」に関する事項へ，さらに，「目的に応じた書き方」

に関する事項へと系統的に指導し，日常生活や学習活動に生かすことのできる書写の能力を育成するこ

とが重要である。

中学校では，小学校の指導を踏まえ，文字を書くことに関する知識・技能の育成が，国語科をはじめ

とする各教科等の学習場面や社会生活における，話す，聞く，書く，読むといった言語活動に役立つよ

うにすることが大切である。また，我が国の伝統的な文字文化やこれからの社会に役立つ様々な文字文

化に関する認識及びそれらに親しむ態度の育成も大切である。

ア 語句解説及び留意点（学習指導要領解説国語編より）

小学校低学年

ア 姿勢や筆記具の持ち方を正しくし，文字の形に注意しながら，丁寧に書くこと。

姿勢 文字を書くときの構えのこと。

※正しい姿勢になるには，背筋を伸ばした状態で体を安定させたり，書く位置と目の距離を適度に取

ったり，筆記具を持ったときに筆先が見えるようにすることが重要である。

筆記具 低学年では，鉛筆やフェルトペン

持ち方を正しく 人差し指と親指と中指の位置，手首の状態や鉛筆の軸の角度などを適切にするこ

と。

文字の形 主として文字の概形のこと。概形とは，「○，□，◇，△」などの形に類型化される文字

のおおよその形のこと。

丁寧に書く 始筆から送筆，さらに終筆（とめ，はね，はらい）までを確実に書き，その積み重ね

で文字の形を整えていくこと。

イ 点画の長短や方向，接し方や交わり方などに注意して，筆順に従って文字を正しく書くこと。

点画 文字を構成する「横画，縦画，左払い，右払い，折れ，曲がり，そり，点」などのこと。

長短や方向，接し方や交わり方 文字を構成する点画の形状や点画相互の位置関係のこと。

長短や方向 点画の形状のこと。

※例えば，「三」の場合，仮に一画目が他の二画に比べて長すぎたり，その方向が横方向ではなくて縦

方向を向いていたりすると，その文字は「三」という文字としては認識されにくいし，正しく整っ

ているとは言えない。

接し方や交わり方 点画相互の位置関係のこと。

筆順 書き進む際の合理的な順序が習慣化したもののこと。

※学校教育で指導する筆順は，｢上から下へ｣,｢左から右へ｣,「横から縦へ」といった原則として一般

に通用している常識的なもの。
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小学校中学年

ア 文字の組立て方を理解し，形を整えて書くこと。

文字の組立て方 点画の組立て方から部首や部分相互の組立て方までを指す。

※中学年では部首と他の部分の組立て方，すなわち左と右，上と下，内と外などの関係において一つ

の文字が組立てられるという仕組みを理解することを重視する。

形を整えて書く 低学年で指導した全体の概形を意識するとともに，一つの文字の構成要素となる

部分相互が等間隔であること，左右対称であること，同一方向であることなどを考えて書くこと。

イ 漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書くこと。

漢字や仮名の大きさ 漢字と漢字，漢字と仮名，仮名と仮名との相互のつり合いから生じる相対的

な大きさのこと。

※画数の多い文字ほど大きく書き，画数の少ない文字ほど小さく書くと，並べたときに読みやすい文

字列になる。

配列に注意する 行の中心や行と行との間，文字と文字との間がそろっているかなど文字列及び複

数の文字列に注意するということ。

※読みやすい文や文章を書くには，一文字一文字を整えることに加え，文字の集まりという面から整

えることが重要。字数を多く書くことや，毛筆に慣れるということから小筆の活用にも配慮する。

ウ 点画の種類を理解するとともに，毛筆を使用して筆圧などに注意して書くこと。

筆圧 筆記具から用紙に加わる力のこと。

※点画には，左右の払いのように筆圧を変化させて書くものや，横画のようにほぼ等しい筆圧で書く

ものもある。

小学校高学年

ア 用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決めるとともに，書く速さを意識して書く

こと。

用紙 原稿用紙や便箋
せん

などの書式に対応した用紙，半紙，画用紙や模造紙などの白紙に始まり，そ

れらに準ずる布や金属，ガラスなどといった用材全般のこと。

文字の大きさ 高学年では，主に用紙全体との関係から判断される文字の大きさのこと。

※例えば，用紙全体からはみださずに書く，逆に余白をつくり過ぎずに書く，また，用紙の中で見出

しの文字を目立たたせる，地の文章の文字は控えめに見せるといったようなことである。

配列 高学年では，用紙全体との関係から考えられる文字の位置，字間，行間などの効果的な在り

方に重点を置いている。

書く速さを意識する 書く場面の状況によって速さが決まってくることを意識すること。速く書く

ことが求められるだけでなく，ゆっくりと丁寧に書くことが求められる場面もある。

イ 目的に応じて使用する筆記具を選び，その特徴を生かして書くこと。

目的 生活や学習活動において文字を書く様々な場面における目的のこと。

筆記具 鉛筆，フェルトペン，毛筆，ボールペン，筆ペンなどから選択する。

特徴 筆記具全体の形状，書く部分の材質や形状，色など。

ウ 毛筆を使用して，穂先の動きと点画のつながりを意識して書くこと。

※点画の中での穂先の動きだけでなく，点画から点画へ，更には，文字から文字へと移動していく過

程に重点を置く。したがって，「穂先の動き」と「点画のつながり」とは一体化した事項と言える。

中学校第１学年

ア 字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して，楷
かい

書で書くこと。

字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解する 書こうとする文字の字形を整えること，

紙面全体に対してそれぞれの文字の大きさや書くべき位置を考えて調和的に割り当てること，文字

と文字との間の空け方や行の中心の取り方に注意すること，行と行の間の空け方に注意することな

ど。

イ 漢字の行書の基礎的な書き方を理解して書くこと。
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漢字の行書の基礎的な書き方 直線的な点画で構成されている漢字を，点や画の形が丸みを帯びる

場合があること，点や画の方向及び止めや払いの形が変わる場合があること，点や画が連続したり

省略されたりする場合があること，筆順が変わる場合があることなどといった行書の特徴を伝統的

な文字文化として理解して書くこと。

※字形の整え方，運筆の際の筆圧のかけ方，点画のつながりなどを身に付けさせるために，毛筆の活

用に配慮する必要がある。

中学校第２学年

ア 漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解して，読みやすく速く書くこと。

読みやすく 読み手への伝達を意識すること。

※「読みやすく速く書くこと」は，漢字の行書とそれらに調和した仮名の書き方に慣れさせ，国語科

をはじめとする各教科等の学習場面や社会生活における話す，聞く，書く，読むといった言語活動

に役立たせるための重要な指導である。

イ 目的や必要に応じて，楷
かい

書又は行書を選んで書くこと。

目的や必要に応じて 国語科をはじめとする各教科等の学習や社会生活における文字を書く目的や

必要に応じて，その書体や筆記具を選択しつつ効果的な文字の書き方を工夫すること。

※メモやノート，届け出の書類，願書，会議録，ポスターや掲示物，はがきや封書といった様々な書

式に合わせて，適切な字形や書体，筆記具で書く。

楷
かい

書又は行書を選んで書くこと 学習や生活における様々な場面において，楷
かい

書で書いた方がよい

場合と行書で書いた方がよい場合とがあることを踏まえ，習得した書体に関する知識や技能を目的

や必要に応じて主体的に選択し，書くこと。

中学校第３学年

ア 身の回りの多様な文字に関心をもち，効果的に文字を書くこと。

身の回りの多様な文字に関心をもつ 手書き文字だけでなく，活字やイラスト文字などの社会生活

で使用されている多様な書体や字形の文字や，それらの文字の使われ方などに関心をもつこと。

効果的に文字を書く 文字の伝達性や表現性などを考えながら目的や必要に応じて書くこと。

※身の回りの多様な文字に関心をもちながら，字形を正しく整える能力，配列などを整える能力，速

く書く能力，楷
かい

書や行書を使い分ける能力，筆記具の選択について工夫する能力など，小学校から

これまでに身に付けてきた書写の能力を総合的に発揮させるように指導する。

イ 「指導計画の作成と内容の取扱い」について（学習指導要領解説国語編より）

小学校

硬筆を使用する書写の指導は各学年で行い，毛筆を使用する書写の指導は第３学年以上の各学年で行

うこと。また，毛筆を使用する書写の指導は硬筆による書写の能力の基礎を養うよう指導し，文字を正

しく整えて書くことができるようにするとともに，各学年年間30単位時間程度を配当すること。

中学校

ア 文字を正しく整えて速く書くことができるようにするとともに，書写の能力を学習や生活に役立て

る態度を育てるよう配慮すること。

イ 硬筆及び毛筆を使用する書写の指導は各学年で行い，毛筆を使用する書写の指導は硬筆による書写

の能力の基礎を養うようにすること。

ウ 書写の指導に配当する授業時数は，第１学年及び第２学年では年間 20 単位時間程度，第３学年で

は年間10単位時間程度とすること。

ウ 指導計画例

「日常生活や学習活動に生かす」ことに関連させた「書写に関する事項」の指導計画例として，小学

校高学年と中学校第３学年の２例を示した。
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書写に関する事項〔小学校高学年〕

【〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に関する児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○半紙に合わせた字の大きさで作品となる字を書いたり，小筆で名前を書いたりする。

○毛筆の穂先の動きと点画のつながりを意識して書く。

◆半紙以外の用紙において，用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決める。

◆日常生活の中で毛筆に触れる。

【身に付けさせたい力】

①言葉に合った文字の大きさや配列を考えて書こうとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②用紙全体との関係に注意し，文字の大きさや配列などを決めるとともに，書く速さを意識して書くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 書写ア〉

【単元名】俳句を書こう～文字の大きさや配列を考えて書く～

【教材名】〈開発教材〉

【単元目標】

①俳句の言葉に合った文字の大きさや配置，配列を考え，字形を整えて書こうとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②短冊用紙との関係に注意し，文字の大きさや配置，配列を考え，字形を整えて自作の俳句を短冊用紙に

書く。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 書写ア〉

【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②整った字が書けない児童には，短冊用紙（練習用紙）に，文字を書く位置に鉛筆で印を付けて書くよう

に指示する。〈書写ア〉

①自分が考えたように文字の大きさや配列を決められるよさを伝える。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２ ②短冊用紙との関係に注意

し，文字の大きさや配置，

配列を考え，字形を整えて

自作の俳句を短冊用紙に書

いている。

〈言語についての知識・理解・技能 書写ア〉

①俳句の言葉に合った文字

の大きさや配置，配列を考

え，字形を整えて書こうと

している。

〈国語への関心・意欲・態度〉

短冊用紙に書

かれた文字

ワークシート

前時の単元「短歌と俳句」で自作した俳句を，小筆

で短冊用紙に書いて，校内に掲示するという学習の

見通しを持つ

・自作の俳句を半紙に毛筆で試書し，字形の確認を

する。

・短冊大の用紙で，文字の大きさ，配置，配列を考

える。(硬筆で書いて検討してもよい。)

・次時に向けて字形，文字の大きさ，配置，配列を

意識した自己課題を明確にし，ワークシートに書

き込む。

短冊用紙に清書をする

・前時に設定した課題に気を付けながら書く。

・自己課題を基に自己評価する。

・余裕がある場合は，色鉛筆などで絵を添える。

短冊用紙を友達と交換し，「○○さんの短冊 いいと

ころカード」を書き交流する

「(

）さ
ん
の
短
冊

い
い
と
こ
ろ
カ
ー
ド
」

・俳
句
に
つい
て

・
小
筆
の
文
字
に
つい
て

（
字
形
・
中
心
・
大
き
さ
・
配

置
・配
列
な
ど
）（

）よ
り
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書写に関する事項〔中学校第３学年〕

【〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に関する生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○楷書，行書の手本に忠実に書く。

◆日常生活の中で毛筆を使い，目的や場面に合った効果的な文字を書く。

【身に付けさせたい力】

①書く目的や必要に応じて効果的に書こうとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②身の回りの多様な文字に関心をもち，効果的に文字を書くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 書写ア〉

【単元名】「日めくりカレンダー」を作ろう～効果的な文字や配列で書く～

【教材名】〈開発教材〉

【単元目標】

①自分の選んだ言葉にふさわしい書体や配列などを考えて書こうとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②文字の伝達性や表現性などを考えて，自分の選んだ言葉を効果的な書体や配列で書く。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 書写ア〉

【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②選んだ文字を実際の画用紙を用いて一緒に配列し，鉛筆で下書きを済ませておく。〈書写ア〉

①便覧のことわざ，故事成語，四字熟語などが載っているページを見せて，言葉を選んでみようと投げ掛け，

まずは言葉選びへの興味・関心を高めさせる。〈国語への関心・意欲・態度〉

評価規準 評価方法 学習活動

国

語

１

書

写

１

②文字の伝達性や表現性な

どを考えて，自分の選んだ

言葉を効果的な書体や配列

で書いている。

〈言語についての知識・理解・技能 書写ア〉

①自分の選んだ言葉にふさ

わしい書体や配列などを考

えて書こうとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

カレンダー

（画用紙）

振り返りカード

国語の時間を利用し，卒業までの「日めくりカレン

ダー」を作成していく活動の見通しを持つ

・見本を提示し，書き込む項目を確認する。 (例)

言葉を選ぶ。（国語便覧などを

活用する。意味調べを含む。）

・書体や配列を考える。（自分が

選んだ言葉を大きく画用紙の上

段に書く。）

・太筆，小筆のよさを考え，文

字により効果的に選択する。

・下段は，使用したい筆記具で

仕上げる。毛筆で仕上げたい

場合は書写の時間に書く。

試書で字形の確認をした後，半紙で練習をし，画用

紙に書く

・行書で書く場合は，「行書の特徴」について教科書等

で確認をする。

・教室（前後の黒板や廊下など）に作品を掲示し，友達

の作品を鑑賞する。

・鑑賞カードを使用し，自分の割当ての日の前後３～４

人の作品に対し，書体や配列等の評価やコメントを記

入する。

・カードを渡しながら交流し，もらったカードは画用紙

の裏に貼る。

・自己評価を振り返りカードに記入する。

（・カードを貼り終えたら回収し，学級の日めくりカレ

ンダーを完成させる。）

克
己
復
礼

氏
名
○
○

３月４日(金)公立入試の日

卒業まであと 14日

言葉の意味：私欲に打ち勝ち，礼儀に～

みんなへのメッセージ：試験頑張れ！
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４ 資料等の利用を図る学習活動

(1) 学習指導要領で求められている能力

中教審答申では，「実生活で生きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を

身に付けること」ことが求められている。その改善の具体的な内容として，小学校では「課

題に応じて必要な文章や資料等を取り上げ，基礎的・基本的な知識・技能を活用し，相互に

思考を深めたりまとめたりしながら解決していく能力の育成を重視する」，中学校では「小学

校で習得した能力の定着を図りながら、中学校段階にふさわしい文章や資料等を取り上げ，

自ら課題を設定し，基礎的・基本的な知識・技能を活用し，他者と相互に思考を深めたりま

とめたりしながら解決していく能力の育成を重視する」としている。

これを受け，学習指導要領国語科では、文章（連続型テキスト）に加え，図表やグラフ，

写真などの資料（非連続型テキスト）を利用する能力の育成が示された。それらは，各領域

の指導事項や言語活動例において，具体的に示されている。

ア「指導事項」に示されている言語能力

イ「言語活動例」に示されている資料等を利用する学習

例えば，高学年「話すこと・聞くこと」の言語活動例には

(2)全国学力・学習状況調査に見られる資料を利用する能力

◇「話すこと・聞くこと」

・目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。 (中学校第２学年ウ）

・社会生活の中から話題を決め，自分の経験や知識を整理して考えをまとめ，語句や文を効果

的に使い，資料などを活用して説得力のある話をすること。 （中学校第３学年ア）

◇「書くこと」

・引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと。

（小学校第５学年及び第６学年エ）

・論理の展開を工夫し，資料を適切に引用するなどして，説得力のある文章を書くこと。

（中学校第３学年イ）

◇「読むこと」

・本や文章などから必要な情報を集めるための方法を身に付け，目的に応じて必要な情報を読

み取ること。 （中学校第１学年カ）

・多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て，自分の考えをまとめること。

（中学校第２学年オ）

◇「話すこと・聞くこと」

・図表や絵，写真などから読み取ったことを基に話したり，聞いたりすること。

（小学校第３学年及び第４学年ウ）

・資料を提示しながら説明や報告をしたり，それらを聞いて助言や提案をしたりすること。

（小学校第５学年及び第６学年ア）

◇「書くこと」

・収集した資料を効果的に使い，説明する文章などを書くこと。（小学校第３学年及び第４学年ウ）

・図表などを用いた説明や記録の文章を書くこと。 （中学校第１学年イ）

◇「読むこと」

・文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文章を読むこと。（中学校第 1 学年イ）

・新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較すること。

（中学２年ウ）

・論説や報道などに盛り込まれた情報を比較して読むこと。 （中学３年イ）
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(2) 全国学力・学習状況調査における資料等の利用を図る能力

ア 全国学力・学習状況調査で求められている能力

平成19年度から始まった全国学力・学習状況調査において，「資料等の利用を図る」設問

が，毎年出題されている。例えば，目的や条件に合わせて図表・グラフ，写真などを文章

と関連させながら読み取り，理解したことを文章に書き表したり，資料を使って説明した

りするものである。

こうした設問が毎年出題されていることから，文章だけでなく，資料を読んで考えたこ

とを条件に合わせて表現・表出したり，資料を使って自分の考えを話したり書いたりする

能力が重視されていることが分かる。

また，調査結果から，「図表・グラフ等と関連させながら文章を読んだり書いたりする」，

「示された条件に従って，自分の言葉に置き換えて文章を書く」ことに課題がある傾向が

見られた。したがって，今後，各領域の学習において，意識的に指導を行っていくことが

求められる。

イ 設問例

(ｱ) 平成21年度小学校「活用に関する問題」図を使って説明する（話す・聞く）

(ｲ) 平成22年度中学校「活用に関する問題」資料を作成して発表する（書く）

設
問
の
設
定
は
、
ボ
ー
ド
を
使
い
な
が

ら
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
作
戦
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

解
答
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
作
戦
図
中

の
凡
例
（
→
等
の
記
号
）
に
着
目
し
な
が

ら
、
作
戦
図
と
文
章
と
を
関
連
さ
せ
て
読

み
、
文
脈
に
合
わ
せ
て
適
切
な
文
を
書
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
ノ
ー
ト
】

【
提
示
す
る
資
料
】
４
の
□
に
は
，
ど
の
よ
う
な
説
明
を
書
く
の

が
適
切
で
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
書
き

な
さ
い
。

条
件
１

【
ノ
ー
ト
】
の
中
に
あ
る
言
葉
を
使
っ
て
書
く
こ
と
。

条
件
２

「
黒
鉛
」
と
い
う
言
葉
に
続
く
よ
う
に
，
十
五
字
以
内

で
書
く
こ
と
。

【
提
示
す
る
資
料
】

設
問
の
設
定
は
、
【
提
示
す
る
資
料
】
を
示
し

な
が
ら
、
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

解
答
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

①
【
資
料
】
の
構
成
や
内
容
、
表
現
の
仕
方
の

特
徴
、
図
と
文
と
の
関
係
等
を
捉
え
る
。

②
文
章
（
【
ノ
ー
ト
】
）
か
ら
必
要
な
情
報
、
言

葉
を
拾
い
出
す
。

□
の
中
に
、
図
に
適
し
た
内
容
を
、
表
現
の
仕

方
に
注
意
し
な
が
ら
書
き
入
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
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(ｳ) 平成22年度小学校「活用に関する問題」情報を関係付けて読む（読む）

(3) 資料等を利用する能力を高める言語活動の例

各領域の指導において，次のような言語活動が考えられる。

◇「話すこと・聞くこと」

・図表，写真等を使って，話の効果的な順序を考えながら説明する。

・話す目的に応じて収集した情報を話の中心や付加的な部分を整理しながらフリップ

にまとめ，プレゼンテーションをする。

◇「書くこと」

・図解や写真，グラフなどの資料を効果的に使った説明文や新聞記事を書く。

・必要な事柄を収集し，キャッチコピーなどを入れた宣伝ポスターを書く。

◇「読むこと」

・新聞記事を読み，ニュース原稿にして音読する。

・挿絵，感想，印象的な言葉などを入れて，ポップで本の紹介文や推薦文を書く。

(4) 資料等を利用した指導計画例

Ａ話すこと・聞くこと の領域に関連させた指導〔小学校第６学年〕

【「話すこと・聞くこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○伝えたいことの中心を意識し，理由や事例などの段落を構成しながら話す。

◆目的や意図に応じて，話の内容や構成を工夫する。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，伝えたいことについて，的確に話す能力を身に付けさせるとともに，

適切に話す態度を育てる。 〈国語への関心･意欲･態度〉

②目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら話すこと。

〈「話すこと・聞くこと」イ〉

③言葉の使い方に対する感覚について関心をもつこと。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｶ)〉

【言語活動例】資料を提示しながら説明や報告をすること。〈ア〉

【単元名】修学旅行の思い出を報告しよう～話の構成を工夫しながら話す～

設
問
の
設
定
は
、「
条
件
に
合
っ
た
時
計
を
買
う
」
と
い
う

目
的
で
、【
決
め
た
こ
と
】
と
必
要
な
情
報
を
関
係
付
け
て
読

む
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

解
答
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
二
つ
の
条
件
に
合
っ
た
時
計

を
選
び
、
資
料
に
あ
る
情
報
を
、
字
数
な
ど
の
設
問
の
条
件

に
合
わ
せ
て
説
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

目
的
に
応
じ
て
資
料
を
読
み
、
条
件
に
応
じ
た
表
現
の
仕

方
で
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

- 108-



【教材名】〈開発教材〉

【言語活動】資料を提示しながら報告すること。〈ア〉

【単元目標】

①相手や目的に応じた写真を提示したり言葉を使ったりしながら，修学旅行の思い出につい

て，的確に話そうとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②相手や目的に応じて写真を選んだり並び替えたりするなど，写真を効果的に活用して話す。

〈「話すこと・聞くこと」イ〉

③言葉の使い方に対して関心を持つ。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｶ)〉

【授業の具体例】

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順)】
②相手や目的に応じて写真を選ばせ，順番を考えさせた上で，話を構成させる。〈イ〉
③「始め」と「終わり」の言葉の使い方リストを示し，話す相手に応じて選択させる。〈イ(ｶ)〉
①保護者や下級生に，聞きたいことをインタビューさせる。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

②相手や目的に応じ

て写真を選んだり並

び替えたりするなど，

写真を効果的に活用

して話している。

〈「話す・聞く能力」イ〉

③言葉の使い方に対し

て関心を持っている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｶ）〉

①相手や目的に応じた

写真を提示したり言葉

を使ったりしながら，

修学旅行の思い出につ

いて，的確に話そうと

している。

〈国語への関心・意欲・態度〉

構成メモ

原稿

発表

振り返りカード

修学旅行の思い出を報告することに見通しを持つ

・修学旅行で撮った様々な場面の写真を 15 枚程度用意し，

思い出について話し合う。

・報告する相手と目的を，カードから選択する。

・相手に応じて伝えたい内容に違いがあること，それによ

り構成や言葉の使い方にも違いが出ることを知る。

相手と目的に応じた写真を基に，話を構成する

・報告したい内容を付箋に書き出し，「始め，中，終わり」

の構成に即して，相手や目的に合わせて並べる。

・選んだ内容に合わせて，効果的な写真を選ぶ。

交流や練習を通して，原稿を吟味する

・写真の選び方や並べ方，報告の際の言葉の使い方など，

２回の報告を比較し，違いとその意図を説明する。

・相手に応じた言葉や使い方を選びながら，原稿を書く。

・話す練習を行い，必要に応じて修正する。

相手と目的を変えて，２回の報告を行う

自らの報告を振り返り，効果的な報告の仕方をまとめる

・相手に応じた話の内容や構成，言葉の使い方ができた

か，評価し合う。

【相手カード】

・保護者

・来年以降，修学旅行へ行く

下級生

・同学年の他グループの友達

【目的カード】

・見学先や見所を伝える

・旅行中のハプニングやエ

ピソードを伝える

・修学旅行先で学んだこと

や発見したことを伝える

１回目【保護者】

修学旅行先で学んだことや発

見したことを伝える

２回目【下級生】

見学先や見所を伝える

写真Ｄ

写真Ｇ

写真Ｂ

写真Ｄ写真Ａ 写真Ｋ

写真Ｃ
写真Ａ

写真Ｂ

写真Ｆ

写真Ｇ
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Ｂ書くこと の領域に関連させた指導〔中学校第２学年〕

【「書くこと」における生徒の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○伝えたい事柄について，自分の考えを根拠を明確にして書く。

◆説明や具体例を加えるなど，分かりやすさを意識しながら効果的に書く。

【身に付けさせたい力】

①目的や意図に応じ，社会生活にかかわることなどについて，構成を工夫して分かりやすく書く能力を身

に付けさせるとともに，文章を書いて考えを広げようとする態度を育てる。〈国語への関心･意欲･態度〉

②社会生活の中から課題を決め，多様な方法で材料を集めながら自分の考えをまとめること。〈「書くこと」ア〉

③文の中の文の成分の順序や照応，文の構成などについて考えること。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｳ)〉

【言語活動例】多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。〈イ〉

【単元名】意見文を書き投稿しよう～事実や意見が効果的に伝わるように書く～

【教材名・教材の特長】開発教材

・新聞には様々な社会生活に関する事柄が記載されているため，話題の設定において参考になる。

・意見文を新聞へ投稿することにより，読み手を意識しながら文章を書くことができる。

【言語活動】自分の立場を明確にして，意見を述べる文章を書く。〈イ〉

【単元目標】

①社会生活に関する意見文を，資料を基にしながら効果的に書こうとする。〈国語への関心･意欲･態度〉

②社会生活の中から課題を決め，多様な方法で材料を集めながら自分の考えをまとめる。〈「書くこと」ア〉

③文の中の文の成分の順序や照応，文の構成などについて考える。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｳ)〉

【授業の具体例】

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

②社会生活の中から課題

を決め，多様な方法で材料

を集めながら自分の考え

をまとめている。

〈「書く能力」ア〉

③文の中の文の成分の順

序や照応，文の構成などに

ついて考えている。

〈言語についての知識・理解・技能イ(ｳ)〉

①社会生活に関する意見

文を，資料を基にしながら

効果的に書こうとしてい

る。

〈国語への関心･意欲･態度〉

構成メモ

原稿

振り返りカード

意見文を書き，新聞へ投稿することの見通しを持つ

・教師から提示された社会生活に関わる中・高生の投書を読む。主

語・述語の照応等の文の中の語句の構成や文の構成に着目しなが

ら，意見文の特徴を理解する。

・学習課題「興味を持った記事についての意見文（600字程度）を

書き，新聞に投稿する」を理解する。

・自分が集めてきた人間，社会，文化，自然などの社会生活に関す

る新聞記事から強く感じたことや気になったことについて紹介

し合い，自分が論じたい事柄を決定する。

効果的な資料を探し，文章の構成を考える

・付箋（青）に，自分の意見と考えた理由を書く。

・新聞記事から自分の意見の基になる事実を，付箋（赤）に抜き出

す。情報が不足する場合は，関連記事や本，インターネット等か

ら資料を探す。

・付箋を整理して，自分の意見と事実をまとめる。

交流する

・意見と事実の関係に着目しながら，選択した資料の適性につい

て助言し合う。

・友達からの助言を基に，必要に応じて資料を補足したり選択し

直したりして，内容を修正する。

600字程度の文章を書く

・主語・述語，修飾語と被修飾語等の照応に注意しながら，下書き

を書き，推敲
こう

する。

・下書きを読み合い，助言し合う。

・文章を練り直し，清書したものを新聞に投稿する。

意見と事実との関係，文の中の語句の順序や文の構成に視点を置き

ながら，学習活動を振り返る
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(5) 学校図書館の利用

学習指導要領解説には「第４章 指導計画の作成と内容の取扱い」の中で，次のように記されてい

る。

学校図書館については，「Ｃ読むこと」における読書指導だけの利用ではなく，「Ａ話すこと・

聞くこと」や「Ｂ書くこと」の指導の中でも，必要な図書館資料を得るために，意図的・計画的

に利用する必要がある。また，国語科においてはもちろん，他の教科においても，児童一人一人

が自分の疑問や課題を解決するために，学校図書館が学習・情報センターとして有効に機能する

ことを求めている。このような観点から各領域等において，学校図書館の利用計画を立て，情報

収集のための活用を意図的，計画的に行うことが大切である。また，国語科における読書の指導

を，他の教科における読書の指導や学校図書館における読書の指導と緊密に関連付け，成果を上

げていく工夫も大切である。

なお，情報収集や情報発信の手段としてコンピュータや情報通信ネットワークを活用する機会

を設けること，インターネットや電子辞書等の活用，コンピュータによる発表資料の作成とプロ

ジェクターによる提示等も考えられる。

「小学校学習指導要領解説国語編」p.102

国語科の学習指導においては，目標を実現するために学習に関係する資料を調べる際などに，

学習・情報センター，読書センターとしての機能を備えた学校図書館などを計画的に利用し，そ

の機能の活用を図るようにすることが大切である。

「Ａ話すこと・聞くこと」においては，例えば，説明や発表などを行うためには，資料を準備

することが欠かせないし，また，広く話題を求めるためには多くの資料に目を通す必要がある。

「Ｂ書くこと」においては，例えば，報告をまとめる場合には，関係する資料などから必要な材

料を求めることが必要となる。「Ｃ読むこと」においても，例えば，教科書に掲げる教材に関連

して学習を深化し拡充する場合には，自発的，自主的に資料を探すことも必要となる。したがっ

て，様々な資料を有する学校図書館などの施設を計画的に利用するよう指導することが大切であ

る。

生徒は，学校図書館などを活用して学習することを通して，資料の集め方，調べ方，まとめ方，

報告や発表の仕方などの学び方や考え方を身に付けるとともに，自らの力で論理的に考え判断す

る力，自分の思いや考えを的確に表現する力，今まで気付かなかったことや分からなかったこと

について新たに関係があることなどを発見し解決する力などを身に付けることができる。

また，情報収集や情報発信の手段としてコンピュータや情報通信ネットワークを活用する機会

を設けること，インターネットや電子辞書等の活用，コンピュータによる発表資料の作成とプロ

ジェクターによる提示等も考えられる。今回の改訂では，次の指導事項や言語活動において，情

報機器の活用を具体的に示している。

第２学年 「Ａ話すこと・聞くこと」（1）

ウ 目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。

第２学年 「Ｃ読むこと」（2）

ウ 新聞やインターネット，学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比較するこ

と。

これら以外でも，「Ａ話すこと・聞くこと」における話題設定や取材に関する指導，「Ｂ書くこ

と」における課題設定や取材に関する指導，「Ｃ読むこと」における読書と情報活用に関する指

導などでは，情報機器の活用が考えられる。

「中学校学習指導要領解説国語編」p.81～82

小学校，中学校とも「Ａ話すこと・聞くこと」，「Ｂ書くこと」，「Ｃ読むこと」及び〔伝統的な言

語文化と国語の特質に関する事項〕について，相互に密接に関連付けて指導することと，その際に

学校図書館などを計画的に活用し，その機能の活用を図ることが説明されている。
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(6) 学校図書館を利用した指導計画例

Ｃ読むこと の領域に関連させた指導〔小学校第２学年〕

科学的な読み物に関心を持たせるために，司書教諭によるブックトークを単元の初めに行うことと，

領域の指導をする際に必要な図書資料を図書館で収集し，活用していく例。

【「読むこと」における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○説明文教材の内容の大体を事柄の順序に気を付けながら読む。

○生き物について書いてある本に興味を持っている。

◆知識を得るために本を選んで読む。

【身に付けさせたい力】

①書かれている事柄の順序に気付いて読むとともに，楽しんで読書しようとする態度を育てる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②楽しんだり知識を得たりするために，本や文章を選んで読むこと。 〈「読むこと」カ〉

③言葉には，事物の内容を表す働きがあることに気付くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉

【言語活動例】読んだ本について，好きなところを紹介すること。〈オ〉

【単元名】読んだ本を紹介しよう～本を選んで読む～

【教材名・教材の特長】「本をさがして読む 図書館へ行こう」（教育出版 ２年上）

・初めて学校図書館に行く児童が図書館の使い方を知る様子について書かれている。

・本を分類に従って調べる方法が書かれている。

【言語活動】生き物について書いてある本を読んで，カードを作って紹介する。〈オ〉

【単元目標】

①伝えたいことを整理して，友達に本を紹介しようとする。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②自分の調べたい生き物に関する知識を得るために，本を選んで読む。 〈「読むこと」カ〉

③言葉には，事物の内容を表す働きがあることに気付く。〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｱ)〉

【授業の具体例】

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

朝

２

３

４

②自分の調べたい生き物に関

する知識を得るために，本を選

んで読んでいる。

〈「読む能力」カ〉

付箋

前単元の学習を振り返り，生き物について更に知り

たい気持ちを高める

・好きな生き物について知っていることを出し合

う。

・知らないことについてどのように調べるか話し合

う。

・教科書を読んで，学校図書館の利用の仕方につい

てイメージを持つ。

学校図書館の見学をする

学習のめあて「生き物について書いてある本を紹介

しよう」を知る

・学校図書館で「生き物の知恵」をテーマにした司

書教諭のブックトークを聞く。

・読み物や図鑑など本の特徴を知る。

・本の探し方について知る。

調べたい生き物を絞り，本を選ぶ

・選んだ本を読み，分かったことや面白かったこと

を付箋に書く。

・選んだ本が学校図書館のどの棚にあったのか確認

する。
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Ａ話すこと・聞くこと の領域に関連させた指導〔小学校第４学年〕

学校図書館を学習・情報センターとして活用し，児童が自分の疑問や課題を解決する方法を学ぶ授

業例。図書の分類による検索方法などを他の教科の指導にも生かすことができる。学校図書館の利用

計画を立て，情報収集のための活用を意図的，計画的に行うことが大切である。

【｢話すこと・聞くこと｣における児童の実態】○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○身近なことから話題を決める。

○話し手の考えの筋道をたどって聞く。

◆相手に応じて適切な言葉遣いで話す。

※「読書『とんぼの楽園づくり』」を事前に読んで，生物と環境について興味を持っている。

【身に付けさせたい力】

①相手や目的に応じ，調べたことなどについて，筋道を立てて話す能力を身に付けさせるとともに，

工夫しながら話そうとする態度を育てる。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②関心のあることなどから話題を決め，必要な事柄について調べ，要点をメモすること。

〈｢話すこと・聞くこと｣ア〉

③言葉の抑揚や強弱，間の取り方に注意して話すこと。 〈｢話すこと・聞くこと｣ウ〉

④表現したり理解したりするために必要な語句を増やすこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

【言語活動例】図表や絵，写真などから読み取ったことを基に話したり，聞いたりすること。 〈ウ〉

【単元名】図鑑を読んでクイズを作ろう～関心のあることから話題を決める～

【教材名・教材の特長】〈開発教材〉

【言語活動】

図書館の本や図鑑などから読み取ったことを基にクイズを作り，話す。〈ウ〉

【単元目標】

①図書館の本や図鑑などから読み取ったことを基にクイズを作り，話そうとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②話題を決め，必要な事柄について調べ，要点をメモする。 〈｢話すこと・聞くこと｣ア〉

③言葉の抑揚や強弱，間の取り方に注意して話す。 〈｢話すこと・聞くこと｣ウ〉

④表現したり理解したりするために必要な語句を増やす〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｵ)〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

５

６

７

８

③言葉には，事物の内容を表す

働きがあることに気付いてい

る。

〈言語についての知識・理解・技能ｲ(ｱ)〉

①伝えたいことを整理して，友

達に本を紹介しようとしてい

る。

〈国語への関心・意欲・態度〉

付箋

紹介カード

付箋に書き出したことを紹介し合う

・同じ生き物を選んだ者同士でグループを作り，

読んだ本と付箋の内容について友達と紹介し合

う。

・グループで一つの生き物を決め，その生き物独

特の知恵を感じる行動や習性を本から読み取

る。

グループで一つの紹介カード「生き物のちえカー

ド」を作り，グループ間で交流する

・付箋をどのように整理すると本の紹介にふさわ

しいのか考える。

・交流の中で友達が興味を持つような紹介になっ

ているか，評価し合う。

・生き物の知恵について書いてある本を，「生き物

のちえカード」と共に展示する。備え付けの「読

んだよカード」で常時感想を伝え合う。
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【授業の具体例】

課題解決のために資料を収集する時や収集した資料を基に報告にまとめる時には，どのような資

料が必要であるか，手にした本の中に必要な資料があるかどうか考え，判断する力が求められる。

国語の授業において，このような学習の機会を増やし，司書教諭等と連携しながら学校図書館を積

極的に活用していきたい。また，地域にある公共図書館の団体貸し出しの制度を利用して，児童に

同じ本が行きわたるようにすることも考えられる。

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

８

②話題を決め，必要な事柄につ

いて調べ，要点をメモしている。

〈「話す・聞く能力」ア〉

④表現したり理解したりするた

めに必要な語句を増やしてい

る。

〈言語についての知識・理解・技能ｲ(ｵ)〉

③言葉の抑揚や強弱，間の取り

方に注意して話している。

〈｢話す・聞く能力｣ウ〉

①図書館の本や図鑑などから読

み取ったことを基にクイズを作

り，話そうとしている。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

クイズ用紙

発表

評価シート

振り返りカード

図書館で本を選ぶ方法を確認する

・学校図書館に行き，テーマやジャンルから

の検索，目次や索引を利用した検索方法を

知る。（日本十進分類法など）

学習のめあて「生き物と自然環境をテーマに

クイズを作り，1 年生にクイズを出そう」を

知る

・教師が作ったクイズに答え，クイズについ

てイメージを持つ。

・図書館の本から選んで，クイズの題材を決

める。

・調べた本から要点をメモする時は，大事な

ところを抜き出すことを知る。

クイズに出す生き物と自然環境の関わりがわ

かる題材を選び，要点をメモする

・自分の決めた題材について本で調べ，要点

をメモする。

クイズの表現を考える

・メモを基にそれぞれクイズを作る。

・調べたことが答えとなるように問いの表現

を工夫する。

・同じ生き物を選んだ児童でグループを作

る。

クイズ発表会のリハーサルをする

・グループの中でリハーサルをし，言葉の抑

揚や強弱，間の取り方を考え，評価シート

を利用してアドバイスし合う。

・１年生にとって難しい言葉や分かりにくい

表現がないか，聞き手の立場で改善点を考

え，繰り返し練習する。

１年生に向けてクイズ発表会をする

・グループごとに発表会を行い，１年生もグ

ループに分かれて参加する。

・言葉の抑揚や強弱，間の取り方に注意して

話す。

・参考にした学校図書館の本を用意してお

き，実物を見せて紹介する。

クイズを作った時の図書館の本の使い方を振

り返る

・クイズを作るのに適切な本を選択できてい

たか確認する。
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５ 読書活動の充実

(1) 日常の読書活動につなげる指導

言語に関する能力を育むに当たっては，読書活動の充実が不可欠である。小学校国語科におい

ては，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」及び「読むこと」の各領域の指導の中で必要な図書資

料を得るなど，目的を明確にして学校図書館を計画的に利用し，読書活動を進めることが大切で

ある。また，読書は知的な活動や，人間形成や情操を養う上で重要であり，多様な指導を展開し

ていく必要がある。

各学年の「読むこと」には，物語や詩，伝記，説明，記録，解説などの多様な本や文章を読ん

で感想を述べたり，考えを表現したりする言語活動例を示している。このような言語活動を通し

て，本の題名や種類などに着目したり，索引を利用して検索をしたりすることにより，児童自ら

必要な本や資料を選ぶことができるように指導する必要がある。また，一冊の本だけでなく，同

じ主人公や作家の本やシリーズへと，児童の読書範囲が広がるよう工夫して指導する。

参考 「言語活動の充実を図る全体計画と授業の工夫」独立行政法人教員研修センター

一例として，「読むこと」第１・２学年ウ・オ・カを重点的に指導する単元を提示する。次のよ

うな導入・展開・発展の流れの中で，同じ主人公や作家のシリーズなどの並行読書をすることに

より，読書範囲が広がり日常の読書活動に結び付けていくこともできる。

導

入

・読み聞かせ（選書モデル）

・読書・学習経験を想起する。

・課題を設定する。

展

開

・ストーリー展開の面白さ，好きな場面や

人物の行動を見付けて読む。

・本や場面を選んだ理由を考える。

発

展
自分が選んだ本の好きなところを紹介する。

参考「新学習指導要領の趣旨を生かした国語科の授業づくり」文部科学省・国立政策研究所 水戸部修治

(2) 読書活動の現状

子どもの頃からの読書習慣を確立するために，静岡県では平成 16 年 1 月に「静岡県子ども読書

推進計画」を策定し，平成 20 年２月に計画の見直しを図って「後期計画(平成 20～22 年度)」を

策定した。平成 22 年度は，後期計画の最終年に当たることから，これまでの計画の現状と課題を

踏まえて，平成 23 年３月，第二次計画を策定した。今後 10 年間取り組んでいく施策の方向の中

で，次のような努力目標が示されているので抜粋する。

推進計画全体の達成指標 数値（H25） 実績

本を読むことが好きだと答えた児

童・生徒の割合
80％

小学校 73.6％

中学校 72.6％

高校生 60.7％

（平成 21 年度）

シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
並
行
読
書

子ども自身の課題

意識を膨らませる導

入学習

読む能力の基盤と

しての選書の機会と

読書量を確保

この言語活動の遂

行には「本を選ぶ力」

「好きなところを意

識して読む力」「スト

ーリー全体を楽しむ

力」等が必要になる
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目標項目 数値（H25） 実績

朝読書，読み聞かせ等全校で取り組む

読書活動を実施している学校数の割合

（特別支援学校は，児童生徒の実態に応

じて，朝読書，読み聞かせ等の読書活動

に取り組む学部数）

小学校 100％

中学校 100％

高等学校 90％

特別支援 100％

小学校 100％

中学校 100％

高等学校 78.2％

特別支援 100％

（平成 21 年度）

１か月の目標読書冊数

小学生８冊以上

中学生４冊以上

高校生２冊以上

小学校 6.1 冊

中学校 3.2 冊

高校生 1.8 冊

（平成 21 年度）

(3) 読書活動の様々な取組

読書の指導については，目標を持って読書し，日常的に読書に親しむようにすることや図書館

の利用の仕方を理解することが求められている。下記に，代表的な読書活動の例を示した。★印

を付けた活動は国語科の授業で各領域と関連させてよく使われるものである。

実際に指導する場合の具体例は，それぞれの読書活動ごとに様々な文献に提示されているので

それらを利用するとよい。

ブックトーク★
あるテーマに沿って，様々な分野の数冊の本を順序よく紹介して

いく。

ストーリー・テリング
絵本や本の内容をそらんじて語っていくことで，聞く側のイメー

ジを膨らませ，想像力や聞く心を育てる。

パネルシアター

大きなパネル板（毛羽立ちのよい布）に，登場人物やお話の背景

の絵（パネル板に貼り付く素材で作る）を貼ったりはずしたりしな

がら，お話を語っていく。

ペープサート★
登場人物を描いた紙を表裏２枚貼り合わせたものに持ち手を付

け，動かして紙人形劇を行う。

お話バイキング

事前に読み聞かせをする本の題名，場所，読み手を児童生徒に知

らせておく。児童生徒は，聞きたい本の場所へ行って読み聞かせを

聞く。

親子読書
子供をひざや隣に座らせ，読み聞かせを行う。親子読書カードに

本の名前や感想を書き，積み重ねていく。

読書アニマシオン

ゲームを楽しむ感覚で，自然に本の世界に誘う。指導者が盛り立

て役に回り，児童生徒の興味を引きながら本の世界に誘う。例「ダ

ウトを探せ」「この人いたかな」

読書ジグソーパズル
本を読んだらパズルのピースをもらう。完成すると，ある本の表

紙絵などができる。

読書の木
読んだ本の題名や感想を葉(色紙等)に書き，掲示された木の幹に

貼り付けていく。学級の読書記録として増やしていく。

読書スタンプラリー
教師や家族の人が選んだ「お薦めの本リスト」の中から選んで読

む。1 冊読み終わったら，推薦した人にスタンプを押してもらう。

読書郵便★
本を読んで心に残った場面を，葉書に絵や文章でかき，郵便とし

て出す。

ブックカード★

ブックポスター★

読み手の興味を引き出すよう，書名，作者名，お気に入りの場面

の挿絵，あらすじ，見出し，推薦文などをポスターやカードに書き，

紹介をする。
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本の帯づくり★
あらすじ，推薦文，本文の一部分など，作品の魅力を伝える本の

帯を作成し，紹介する本に付ける。

紹介新聞づくり★
本を推薦する文章，作品に関するクイズ，人気の本の紹介，４コ

マ漫画で本の紹介などの記事をかき，編集する。

本づくり★
一つの作品を読んだ後，同じような文章で，内容を変えて自分で

お話づくりをする。後で，つくった話を紹介し合う。

朗読劇★ 物語等の作品を脚本に書き換え，役割を決め，朗読する。

読書会

一つの作品や一人の作家の作品などを話題にしながら，感想を発

表し合う。共感したり，感じ方の違いを互いに理解したりしながら，

本に対する興味を深める。

読書発表会

グループで様々な本を紹介していく。一人一人の紹介の内容がつ

ながりのあるものとなるよう，紹介の順番を決めた上で発表する。

グループ全員の紹介が終わったら，聞き手は感想を伝える。

○ 読書活動に関する授業の参考例

【読んだ本について好きなところを紹介する事例】 小学校第１学年

単元を３次で計画し，第１次，第２次までの学習を生かして，第３次に自分のお気に入りの本を

選び，本の小箱を作る。

本時の学習

１ お話を紹介するのに大切だと思うもの（主人公などの登場人物，登場人物が持っているもの

や大事なもの，登場人物が行く場所や住んでいるところ，繰り返し出てくるもの）などを見付

ける。

２ お話の一番好きなところとその理由を書いて小箱に入れる「おすすめカード」を作る。

※「おすすめカード」を作る際には，好きな場面を紹介するために，選んだ本や文章を繰り返し

読んでいく。

【神話・伝承などの読み聞かせを聞いたり発表し合ったりする事例】 小学校第２学年

神話や伝承を取り上げた文章や本の読み聞かせを聞き，話し合ったりクイズをし合う中で興味

を持ち，神話や伝承の本や文章を発表し合う。

本時の学習

１ 「いなばのしろうさぎ」の読み聞かせを聞く。（教師の読み聞かせ）

２ 読み聞かせ後の感想を交流し合う。

３ クイズをする。（登場人物やその人物の行動，場面の様子やあらすじなどに関わるクイズを出

す。）

４ 面白かったところ，興味を持ったところを発表し合い，本時のまとめをする。

【紹介したい本を取り上げて説明する事例】小学校第４学年

同じ年頃の主人公が登場する物語文を教材にして，読書新聞を作った後，第３次で自分の好き

な物語を説明する読書新聞を作る。

読書新聞作り

１ 読書新聞作りのための読みの視点を意識して並行読書をする。

２ 単元の導入部や第２次の冒頭において，新聞記事のモデルを基に，どのような割り付けで，

どのように書き進めればよいかを，児童がイメージできるようにする。

参考「言語活動の充実に関する指導事例【小学校版】～思考力，判断力，表現力の育成に向けて～

文部科学省初等中等教育局教育課程課 平成22年12月」
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６ 郷土ゆかりの文学

(1) 郷土ゆかりの文学を扱う目的

私たちの郷土静岡は，温暖な気候と美しい自然に恵まれた豊かな土地である。また，古く

から都と地方とを結ぶ交通の要所として多くの旅人が訪れた場所でもある。これらのことか

ら,静岡を舞台とした文学作品が数多く残されている。郷土にゆかりのある文学に触れること

で,児童生徒の郷土の文化や伝統に対する関心や理解を深めたい。

なお，小学校学習指導要領「伝統的な言語文化に関する事項」の

神話・伝承については，古事記，日本書紀，風土記などに描かれたものや，地域に伝わる伝

説などが教材として考えられる。（第１学年及び第２学年）

教材としては，親しみやすい作者の句を選んだり，代表的な歌集などから内容の理解しやす

い歌を選んだりすることになる。各地域に縁のある歌人や俳人，地域の景色を詠んだ歌や句を

教材にすることも考えられる。（第３学年及び第４学年）

などには，授業において郷土に関係のある文学を教材として扱うことが述べられている。

(2) 郷土ゆかりの文学を用いた指導計画例

Ｃ読むことの領域に関連させた指導〔小学校第４学年〕

【「読むこと」における児童の実態】 ○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読する。

○簡単な文語調の文章を音読する。

◆情景や心情を想像しながら読む。

【身に付けさせたい力】

①内容の中心をとらえて読もうとすること。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読すること。 〈「読むこと」ア〉

③易しい文語調の短歌について,情景を思い浮かべたり,リズムを感じ取りながら音読をしたり

すること。 〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｱ)〉

【言語活動例】文章を楽しんだり,想像を広げたりしながら読むこと。〈低学年ア〉

【単元名】音読発表会をしよう～場面の様子がよく分かるように音読する～

【教材名・教材の特長】「小夜の中山を詠んだ和歌」〈開発教材 資料 p.138～141〉

有名な歌枕である「小夜の中山」（掛川市）は昔から多くの人々の歌に詠まれてきた。その理

由（東海道の難所であったこと,夜泣き石の伝説等）を知り音読に生かすことで,郷土に対する

興味や関心を高めることができる。

※「古今和歌集」「新古今和歌集」「金塊和歌集」に計六首が掲載されているが,生徒の実態に応

じて,適切な歌を取り扱う。

【言語活動】情景や気持ちを想像しながら和歌を読む。〈低学年ア〉

※総合的な学習の時間において,「小夜の中山」について,地域の人へのインタビューや関連図

書から調べ学習を行い,交流を通して知識を共有する。

【単元目標】

①和歌に描かれた情景や気持ちを想像して音読している。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②総合的な学習の時間で学んだことを生かしながら,音読する。 〈「読むこと」ア〉

③情景や気持ちが感じられるよう,リズムよく音読する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｱ)〉

郷土にゆかりのある素材を用いて,文語調の短歌(和歌)を情景や心情を想像して読むことを

目標とした授業。総合的な学習の時間の調べ学習を通して,歌枕である地域の名所について知

り,和歌に詠まれた情景や心情を想像する手掛かりとする。これらの活動によって,地域に対す

る興味や関心を高めたい。
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【授業の具体例】 他教科との連携

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

②「小夜の中山」がどのような場所であったか,ポイントを絞って考えるよう助言する。〈ア〉

③句切れをどこにするか,強く（速く）読んだ方がよい部分や弱く（ゆっくり）読んだ方がよい部

分はないか，考えるよう助言する。〈ア(ｱ)〉

①評価カードが書けない場合は,発表者が工夫点として述べたことを再度伝える。

〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

７

８

②総合的な学習の時

間で学んだことを生

かしながら，音読し

ている。

〈「読む能力」ア〉

③情景や気持ちが感

じられるよう,リズ

ムよく音読してい

る。

〈言語についての知識・理解・技能ア(ｱ)〉

①和歌に描かれた情

景や気持ちを想像し

て音読しようとして

いる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ﾜｰｸｼｰﾄ

ﾜｰｸｼｰﾄ

観 察

評価ｶｰﾄﾞ

「小夜の中山」を題材にした和歌があることを知る
（総合的な学習の時間との連携）

・総合的な学習の時間で,地域の名所として調べた内容を出

し合う。

・小夜の中山を詠んだ和歌の範読を聞く。

学習のめあて「音読発表会をしよう」を知り,和歌の「音読」

で大切なことを考える

・声の大きさやリズムに気を付けること,情景や気持ちが分

かるように読むことを知る。

・意味によって切れる場所（句切れ）が違ったり,声の強弱

や緩急で気持ちを表現できたりすることを知る。

和歌を読み,自分の一首を決める

・全体で読んだ後,個人,ペアなど繰り返し音読する。

・おおよその意味を知り,発表会で音読したい一首を選ぶ。

選んだ和歌について情景や気持ちを考える

・選んだ和歌とその意味をワークシートに視写する。

・意味を参考に，和歌に詠まれている情景や気持ちを想像

し,ワークシートにまとめる。また,そのように考えた根拠

を「小夜の中山」について学んだことの中から挙げ,併せ

て記入する。

効果的な読み方について考える

・自分が考えた情景や気持ちを伝えるために,どのように読

めばよいのかを考え,ワークシートにまとめる。

・考えた読み方で,音読練習をする。

・ペアで読み合い,効果的に表現されている箇所や伝わりに

くい表現の箇所を指摘し合う。

音読発表会を行う

・ワークシートを用いて,自分の考える「情景や気持ち」「表

現での工夫点」について説明した後,音読をする。

・聞き手は,発表者のよかった点について評価カードに記入

する。
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Ｂ書くことの領域に関連させた指導〔小学校第６学年〕

【「書くこと」における児童の実態】 ○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○関心のあることから書くことを決め,必要な事柄を調べる。

○事実と感想,意見などを区別したり,理由や事例を挙げたりして書く。

◆調べた事柄から必要に応じて取捨選択したり,目的に応じた構成を考えたりする。

【身に付けさせたい力】

①考えたことなどを文章全体の構成の効果を考えて書こうとすること。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②考えたことなどから書くことを決め,目的や意図に応じて,全体を見通して事柄を整理するこ

と。 〈「書くこと」ア〉

③古典について解説した文章を読み，昔の人のものの見方や感じ方を知ること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｲ)〉

【言語活動例】経験したこと,想像したことなどを基に短歌を作ったり,物語を書いたりすること。

〈ア〉

【単元名】「私たちの伊勢物語」を作ろう～目的や意図に応じて書く～

【教材名・教材の特長】「伊勢物語『東下り』富士山の部分」〈開発教材 資料 p.129～130〉

「伊勢物語『東下り』」には,主人公が初めて訪れた地方の珍しい風景が,感動を持って描かれ

ている。ここでは,初めて富士山を見た主人公の驚きが「雪」と「大きさ」を中心に書かれてい

る。日頃,見慣れた風景を「創作」という視点で見直したとき,新しい郷土の魅力に気付くこと

ができる。

※本文の取り扱いは,児童の実態に応じて,「伊勢物語」の現代語訳のみを使用したり,古文と現

代語訳を併記したもの,又は,和歌のみ古文のまま示したりするなど,様々な方法が考えられ

る。

【言語活動】

地域の名所・旧跡について調べたことを基に,経験したことや想像したことを付け加え，伊勢

物語の表現方法を真似て,物語と短歌を創作する。〈ア〉

※総合的な学習の時間において,地域の名所や旧跡について,地域の人へのインタビューや関連

図書から調べ学習を行い,交流を通して知識を共有する。

【単元目標】

①伊勢物語の表現方法を参考に,構成の効果を考えて物語と短歌を書こうとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②総合的な学習の時間で学んだことから書くことを決め,初めてその場所を訪れた人の驚きや

感動を伝えるという視点で書く事柄を整理する。 〈「書くこと」ア〉

③伊勢物語を読み，昔の人のものの見方や感じ方を理解する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア(ｲ)〉

郷土にゆかりのある素材を参考に，物語と短歌を書くことを目標とした授業。取材の部分は

総合的な学習の時間で行い，国語では課題設定の部分を中心に扱うというように，総合的な学

習の時間との連携を踏まえている。地域の名所や旧跡について調べ，物語や短歌を書くことで,

地域に対する興味や関心を高めたい。
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【授業の具体例】 他教科との連携

【Ｃと評価した児童への手立ての例（上記の評価規準の順）】

③比喩
ゆ

の効果などに触れ，昔の人と現代の自分たちとに感じ方の違いはないことを伝える。

〈ア(ｲ)〉

②書きたい場所のことを知らない人に紹介するときに，一番伝えたいことは何か考えるよう助言

する。〈ア〉

①始めに一番伝えたいこと，次に短歌，伝えたいことの説明の順で書くと良いことを伝える。

〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

６

７

③伊勢物語を読み，

昔の人のものの見方

や感じ方を理解して

いる。

〈言語についての知識・理解・技能ア(ｲ)〉

②総合的な学習の時

間で学んだことから

書くことを決め,初

めてその場所を訪れ

た人の驚きや感動を

伝えるという視点で

書く事柄を整理して

いる。

〈「書く能力」ア〉

①伊勢物語の表現方

法を参考に,構成の

効果を考えて物語と

短歌を書こうとして

いる。

〈国語への関心・意欲・態度〉

ワークシート

ワークシート

作 品

感想ｶｰﾄﾞ

学習のめあて「私たちの伊勢物語を作ろう」を知り,伊勢物

語の特徴を考える

・「富士山」の部分を音読する。

・都(京都)の人が初めて静岡を訪れ，富士山を見た時の驚

きが描かれていることを知る。

・本文が物語と和歌（短歌）でできていることを知る。

・始めに「雪」,その後に山の「全体像」について書かれて

いることを知り，その効果について理解する。

地域の名所や旧跡について確認し,「初めて静岡を訪れた人

に紹介したい場所」という視点で，自分が書きたい場所を

決める（総合的な学習の時間との連携）

・総合的な学習の時間で調べたことを出し合う。

・複数の名所,旧跡の中から自分が書きたい場所を一つ決め

る。

学習の見通しを持ち,物語と短歌を書く

自分が決めた場所について,書きたい事柄を整理する

・総合的な学習の時間で学んだこと,その場所で自分が経

験したことや聞いた（読んだ）こと,想像したことを付箋

に書き出す。

・「初めてその場所を訪れた人が驚いたり,感動したりす

る」という視点で,付箋の中から書きたい事柄を選び出

す。

・「富士山」の書かれた順序と照らし合わせて,書く順序を

決め,付箋を整理する。

付箋を生かして物語文を書く

・「初めてその場所を訪れた人の驚きや感動を伝える」と

いう視点で書く。

書いた物語の中で,最も伝えたい部分を短歌で表現する

・五・七・五・七・七の三十一文字で書く。

短歌を効果的な位置に置き,物語文を清書する

・「富士山」の和歌（短歌）の位置を確認する。

「私たちの伊勢物語」を読み交流をする

・清書原稿を印刷し「私たちの伊勢物語」として製本,配

布する。

・グループの中でそれぞれが書いたものを読み合い,感想

カードを交換する。
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Ｂ書くことの領域に関連させた指導〔中学校第１学年〕

【「書くこと」における生徒の実態】 ○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○事実と感想，意見などとを区別して書く。

○他の文章を引用して自分の考えを書く。

◆自分の意見を根拠を明確にして書く。

【身に付けさせたい力】

①進んで文章を書いて考えをまとめようとすること。 〈国語への関心・意欲・態度〉

②伝えたい事実や事柄について，自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書くこと。

〈「書くこと」ウ〉

③語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意し，語感を磨くこと。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ

(ｲ)〉

【言語活動例】関心のある芸術的な作品などについて鑑賞したことを文章に書く。〈イ〉

【単元名】鑑賞文を書こう～根拠を明確にして書く～

【教材名・教材の特長】〈開発教材〉

静岡県には,土地の情景を詠み込んだ童謡や唱歌が数多く残されている。例えば，「みかんの

花咲く丘」「茶摘み」「汽車ポッポ」「背くらべ」「森の水車」など。生徒たちが幼い頃，歌った

り耳にしたりした歌を自分たちの郷土の歌という面から眺めたとき，新たな発見や感動がある

と思われる。生徒や地域の実態に応じて様々な歌を取り上げることで，静岡という土地を多面

的に眺めることができる。

なお，童謡を教材として取り上げるに当たり留意したいこととして，あくまでも歌詞に着目

することが挙げられる。授業において，生徒たちが知っている童謡を口ずさむことは十分考え

られるが，曲のイメージが純粋に歌詞を味わうことの妨げにならないよう注意したい。

【言語活動】

興味を持った童謡の歌詞について鑑賞文を書く。〈イ〉

【単元目標】

①鑑賞の視点を持って鑑賞文を書き,自分の考えをまとめようとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②自分の考えや気持ち,感じたことを根拠を明確にして鑑賞文に書く。 〈「書くこと」ウ〉

③歌詞の言葉を情景や気持ちと関連させながら理解する。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉

郷土ゆかりの素材を用いて鑑賞文を書くことを目標とした授業。中学校第１学年の言語活動

例に「鑑賞したことを文章に書く」が設定されているが，多くの生徒がこれまで国語の授業に

おいて鑑賞文を書いたことがないと思われる。ここでは，小学校から継続して学習してきた音

楽や図工(美術)の鑑賞の視点を文学作品の鑑賞に活用する。

身近な情景を歌った，童謡・唱歌の鑑賞を通して郷土に対する興味や関心を高めたい。
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【授業の具体例】 他教科との連携

【Ｃと評価した生徒への手立ての例（上記評価規準の順）】

③季節や場所，色や香りなどを想像させる言葉を探すよう助言する。〈イ(ｲ)〉

②「読み取った内容とそれに対する自分の感想」を一つのまとまりとして考え,そのまとまりをい

くつか書くよう助言する。〈ウ〉

①話し合いが進まないペアについては,ワークシートに戻り,選んだ視点がどこであったか,そこ

からどんなことを読み取ったかなどを話し合うよう伝える。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

４

５

③歌詞の言葉を情景

や気持ちと関連させ

ながら理解してい

る。

<言語についての知識・理解・技能イ(ｲ)>

②自分の考えや気持

ち,感じたことを根

拠を明確にして鑑賞

文に書いている。

〈「書く能力」ウ〉

①鑑賞の視点を持っ

て鑑賞文を書き,自

分の考えをまとめよ

うとしている。

<国語への関心・意欲・態度>

ﾜ ｰ ｸ ｼ ｰ ﾄ

下書き原稿

ﾜ ｰ ｸ ｼ ｰ ﾄ

清書原稿

童謡の歌詞について鑑賞文を書くという目標を知り,「鑑賞

文」とはどのようなものか考える(音楽との連携)

・音楽の時間に,音色やリズムなどの要素や，背景となる文

化・歴史などに視点を置いて，自分の感じたことや思っ

たことを鑑賞していたことを確認する。

・音楽の例を歌詞に置き換え，言葉やリズム，詠まれてい

る季節や情景，気持ち，歴史などを鑑賞の視点とし，自分

の考えを書くことを知る。

・例示された童謡の歌詞を皆で読み解き，解釈の仕方を理

解する。※例えば五感などに着目すると良い。

・教師が示したモデル鑑賞文から，視点の何点かを確認す

る。

・プリントに提示された童謡の歌詞を声に出して読む。

・自分が鑑賞文を書きたい歌詞一編を選ぶ。

選んだ歌詞を鑑賞する

・同じ歌詞を選んだ者でペアを作り，自分たちが選んだ歌詞

を音読する。

・歌詞で意味の分からない部分や言葉をペアで互いに指摘

したり，質問し合うことで確認し，辞書で調べたり話し合

ったりして，大体の意味を理解する。

・前時に確認した視点の中で,自分の選んだ歌詞に関連する

視点を取り上げ，特徴や読み取れることを書き出す。

・書き出した中から鑑賞文に書きたいものを選び，自分が

感じたこと，考えや気持ち，感想を書き加える。

鑑賞文の下書きを書く

・ワークシートに記入してある言葉の意味，視点から読み取

った内容や特徴が自分の考えや気持ちの根拠となること

を知る。

・ワークシートの内容を生かして 400 字程度で鑑賞文の下

書きをする。

鑑賞文を読み，交流をする

・同じ歌詞を選んだペアで下書き原稿を読み，自分と違う

視点や同じように捉えた視点について話し合い，気付いた

ことをワークシートにまとめる。

・話し合って気付いた内容を反映させて鑑賞文を清書する。

・各家庭で，自分の選んだ童謡と鑑賞文を紹介し，感想を聞

き，自分の振り返りとともにワークシートに記入する。
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Ｃ読むことの領域に関連させた指導〔中学校第３学年〕

【「読むこと」における生徒の実態】 ○身に付けてきた力 ◆課題が見られる力

○文章の構成や展開,表現の工夫について読み取る。

○読み取った構成や展開,表現の仕方に対して自分の考えを持つ。

◆文章を客観的,分析的に読み深める。

【身に付けさせたい力】

①文章の展開や表現の仕方などを評価しながら読もうとすること。〈国語への関心・意欲・態度〉

②文章を読み比べるなどして,構成や展開,表現の仕方について評価すること。

〈「読むこと」ウ〉

③慣用句・四字熟語などに関する知識を広げ,和語・漢語・外来語などの使い分けに注意し,

語感を磨き語彙を豊かにすること。

〈伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ

(ｲ)〉

【言語活動例】物語や小説などを読んで批評すること。〈ア〉

【単元名】私の一句を選ぼう～構成や表現の仕方について評価する～

【教材名・教材の特長】「俳句 正岡子規・河東碧梧桐・高浜虚子」〈開発教材 資料 P.143～144 〉

静岡県には,過去に多くの文人が訪れ各地に名歌,名句を残している。ここでは,西部地区,東

部地区で詠まれた五句を挙げる。自分たちの地域を詠んだ俳句を鑑賞することで,見慣れた景色

を違った視点で眺め,気付かなかった郷土の魅力を再認識することができる。

※資料に掲載したもの以外にも数多くの俳句が静岡の地で詠まれている。地域や生徒の実態に

応じて様々な作品を取り上げることが考えられる。

【言語活動】

俳句を読んで批評する。〈ア〉

※「『批評』とは,対象とする事物や作品などについて,そのもののよさや特性,価値などについ

て論じたり,評価したりすることである。」（学習指導要領解説国語編）とあるように,「批評」

は「批判」とは違うことに留意したい。批評する視点を定めて俳句と向き合い,そのよさを読

み取ることは,読み深めと同時に客観的な読みの第一歩となる。客観的な読みの視点を持つこ

とは,高等学校国語総合「読むこと」の指導事項エ「(略)評価したり,書き手の意図をとらえ

たりすること。」につながることはもちろん,実生活に生きて働く力となる。

【単元目標】

①俳句を構成や表現の仕方の面から批評し,評価しようとする。

〈国語への関心・意欲・態度〉

②俳句二句を読み比べ,構成や表現の仕方について評価する。

〈「読むこと」ウ〉

③言葉の使い分けや使い方に注意し,語感を磨き語彙を豊かにする。

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ｲ)〉
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【授業の具体例】

【Ｃと評価した生徒への手立ての例(上記の評価規準の順)】

③例えば,「平仮名の表記と漢字の表記では感じ方がどう違うか」のように，具体的な視点を伝え,

考えが深まるようにする。〈イ(ｲ)〉

②言葉の工夫なら言葉の工夫というように,同じ視点で読み比べてみるよう助言する。〈ウ〉

①句を選んだ理由が書けない生徒には,２時間目にワークシートに書き出した項目を箇条書きで

羅列するだけでもよいことを伝える。〈国語への関心・意欲・態度〉

時 評価規準 評価方法 学習活動

１

２

３

③言葉の使い分け

や使い方に注意し,

語感を磨き語彙を

豊かにしている。

<言語についての知識・理解・技能イ(ｲ)>

②俳句二句を読み比

べ,構成や表現の仕

方について評価して

いる。

〈「読む能力」ウ〉

①俳句を構成や表現

の仕方の面から批評

し，評価しようとし

ている。

<国語への関心・意欲・態度>

ﾜｰｸｼｰﾄ

ﾜｰｸｼｰﾄ

清書用紙

「私の一句を選ぼう」という目標を知り,俳句を選ぶ際の視

点（批評の視点）を考える

・範読に続いて音読した後,個人で繰り返し音読する。

・自分がよいと考える俳句を二句選ぶ。

・二句を選んだ理由を発表し合い,選んだ時の視点を確認す

る。

・グループで前述の視点を参考にしながら,批評する際に着

目したい俳句の構成や表現上の視点を考える。

・考えた結果を出し合い,切れ字やリズム,言葉の使い方の工

夫や面白さ,事物の捉え方の妙などが批評の対象となるこ

とを知る。

選んだ俳句二句について批評する

・選んだ俳句について,季語・季節を確認し,辞書を用いなが

らおおよその意味を確認する。

・前時で確認した批評の視点を用いて,それぞれの句につい

て批評をする。その際,なるべく多くの視点から多角的に

批評することを心掛け,気付いたことをワークシートに書

き出す。

二句を読み比べ,よいと考える俳句一句を選ぶ

・前時に書き出した内容とともに俳句を読み比べ,二句のう

ちよりよいと思う俳句一句を選ぶ。

・どのような点を評価して上記の一句を選んだのか,その理

由をワークシートに書き出す。

・グループ内で,自分が選んだ俳句とその理由を発表し,交流

する。

・清書用紙に選んだ句とその理由を丁寧に書く。その際に交

流した中で,新たに感じたよい点や他の人の意見で取り入

れたいものを書き加えてもよい。

・清書したものを教室内に掲示したり,印刷して配布したり

するなど，多くの考え方に触れるような場の工夫を図る。
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(3) 郷土ゆかりの文学に関する参考資料

【参考となる文献】

『フィールドワーク静岡の文学』 昭和 51 年 静岡県出版文化会

『静岡県の文学散歩 作家と名作の里めぐり』 昭和 52 年 岡田英雄 静岡新聞社

『三島文学散歩』 平成３年 中尾 勇 静岡新聞社

『万葉歌碑を歩く』 平成５年 高木桂蔵 静岡新聞社

『街が語った物語 文学で見る静岡』 平成６年 宮下拓三 静岡新聞社

『静岡県と作家たち』 平成８年 静岡近代文学研究会 静岡新聞社

『静岡県万葉の歌』 平成 10 年 高橋清隆 静岡新聞社

『文士たちの伊豆漂泊』 平成 10 年 鈴木邦彦 静岡新聞社

『しずおか詩歌の風景』 平成 11 年 杉山 学 静岡新聞社

『羽衣・竹取の説話』 平成 12 年 静岡総合研究機構 静岡新聞社

『東海道と文学』 平成 13 年 戸塚恵三 静岡新聞社

『静岡文学散歩』 平成 16 年 和久田雅之 羽衣出版

『新訂 静岡県文学読本』 平成 19 年 静岡県出版文化会

【県内の文学館等】

起雲閣（熱海ゆかりの文人についての展示） 熱海市(熱海市ＨＰ参照)

双柿舎（坪内逍遙旧居） 熱海市( 〃 )

凌寒荘(佐々木信綱旧居) 熱海市( 〃 )

彩苑(杉本苑子旧居) 熱海市( 〃 )

伊東市立木下杢太郎記念館 伊東市(伊東市観光協会ＨＰ参照)

漱石庵（旧菊屋旅館別館，修善寺虹の郷内） 伊豆市(伊豆市観光協会ＨＰ参照)

伊豆近代文学博物館（昭和の森内） 伊豆市( 〃 )

伊豆市立湯ヶ島小学校（井上靖資料室） 伊豆市(ＨＰ参照)

井上靖文学館（クレマチスの丘内） 駿東郡長泉町(クレマチスの丘ＨＰ参照)

大岡信ことば館 三島市(ＨＰ参照)

沼津市芹沢光治良文学館 沼津市(ＨＰ参照)

沼津市若山牧水記念館 沼津市(ＨＰ参照)

樗牛館（観富山龍華寺内） 静岡市(観富山龍華寺ＨＰ参照)

中勘助文学記念館（杓子庵） 静岡市(静岡市ＨＰ参照)

焼津小泉八雲記念館 焼津市(焼津市ＨＰ参照)

藤枝市文学館 藤枝市(ＨＰ参照)

吉行淳之介文学館 掛川市(ねむの木学園ＨＰ参照)

浜松文芸館分館 木下恵介記念館 浜松市(浜松市ＨＰ参照)

浜松市立賀茂真淵記念館 浜松市( 〃 )

万葉の森公園 浜松市(浜松公園緑地協会ＨＰ参照)

※ HP(ホームページ)等の情報は平成 23 年 10 月現在のものです。参照の際は最新版を確認し

て下さい。
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(4)

静
岡
県
の
子
ど
も
に
紹
介
し
た
い
作
品
の
例
（
郷
土
ゆ
か
り
の
文
学

資
料
）

【
資
料
に
つ
い
て
】

・
主
と
し
て
古
典
文
学
作
品
を
採
録
し
た
。
近
現
代
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
参
考
資
料
を
参
照
す
る
。

・
登
場
す
る
地
名
や
作
者
・
執
筆
場
所
が
静
岡
に
関
わ
る
作
品
・
又
は
作
品
の
一
部
分
を
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
並
べ

て
掲
載
し
た
。

・
四
角
囲
み
は
、
作
者
・
作
品
ご
と
の
概
要
を
記
し
た
。

・
☆
印
で
、
そ
の
作
品
に
関
連
の
あ
る
静
岡
県
の
地
域
（
伊
豆
・
東
部
・
中
部
・
西
部
）
を
記
し
た
。

・
作
品
中
の
仮
名
遣
い
・
漢
字
の
ル
ビ
は
出
典
の
ま
ま
だ
が
、
一
部
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

・
作
品
以
外
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
ル
ビ
は
特
に
難
解
な
読
み
や
特
殊
な
漢
字
に
施
し
た
。

【
資
料
作
品
一
覧
】

近
代
俳
句

近
代
短
歌

俳

諧

和

歌

紀

行

滑

稽

本

日

記

軍
記
物
語

物

語

史

書

ジ
ャ
ン
ル

六
百
句
時
代

他

碧
梧
桐
句
集

寒
山
落
木

歌
集
「
渓
谷
集
」

歌
集
「
海
阪
」

（
三
句
）

金
槐
和
歌
集
（
六
首
）

新
古
今
和
歌
集
（
九
首
）

古
今
和
歌
集
（
二
首
）

万
葉
集
（
十
四
首
）

野
ざ
ら
し
紀
行

東
海
道
中
膝
栗
毛

十
六
夜
日
記

曽
我
物
語

平
家
物
語

伊
勢
物
語

竹
取
物
語

古
事
記

作

品

高
浜
虚
子

河
東
碧
梧
桐

正
岡
子
規

若
山
牧
水

北
原
白
秋

松
尾
芭
蕉

源
実
朝

芭
蕉

十
返
舎
一
九

阿
仏
尼

作

者

東
部

東
部

西
部

東
部

中
・
西
部

中
・
西
部

伊
・
東
・
中
・
西
部

東
・
中
・
西
部

東
・
西
部

伊
・
東
・
中
・
西
部

中
・
西
部

中
部

西
部

伊
豆

東
部

中
部

東
部

中
部

地

区
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○
史
書

倭
建
命
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）
は
日
本
神
話
に
お
け
る
英
雄
で
あ
り
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
そ

の
名
が
見
ら
れ
る
。
次
に
挙
げ
た
の
は
、
静
岡
県
の
地
名
「
焼
津
」
「
草
薙
」
の
由
来
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
、
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
が
東
国
平
定
に
向
か
う
途
中
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
場
面
で
あ
る
。

か
れ
し
か
し
て
、
相さ

が

武む

の
国
に
到
り
ま
し
し
時
に
、
そ
の
国
の

造
み
や
つ
こ

、

詐
い
つ
は

り
て
白ま

を

し
し
く
、
「
こ
の
野
の
中
に

大
き
沼
あ
り
。
こ
の
沼
の
中
に
住
め
る
神
、
い
と
道
速

ち

は

や

振ぶ

る
神
ぞ
」
こ
こ
に
、
そ
の
神
を
看み

行
そ
こ
な

は
し
に
そ
の
野
に

入い

り
ま
し
き
。
し
か
し
て
、
そ
の
国
の
造
、
火
を
そ
の
野
に
著つ

け
き
。
か
れ
、
欺

あ
ざ
む

か
れ
ぬ
と
知
ら
し
て
、
姨
倭
比
売

を

ば

や

ま

と

ひ

め

の

命
み
こ
と

の
給
ひ
し

嚢
ふ
く
ろ

の
口
を
解と

開
き
て
見
給
へ
ば
、
火
打

ひ

う

ち

そ
の
裏う

ち

に
あ
り
。
こ
こ
に
、
先ま

づ
そ
の
御
刀

み
は
か
し

も
ち
て
草

を
苅か

り
撥は

ら

ひ
、
そ
の
火
打
も
ち
て
火
を
打
ち
出
で
て
、
向

む
か
ひ

火び

を
著
け
て
焼
き
退そ

け
て
、
還か

へ

り
出
で
て
み
な
そ
の
国

の
造
等ど

も

を
切
り

滅
ほ
ろ
ぼ

し
、
す
な
わ
ち
火
を
著
け
て
焼
き
た
ま
ひ
き
。
か
れ
、
今
に
、
焼
遣

や

き

つ

と
い
ふ
。

☆
中
部
地
区

＊
相さ

が

武む

の
国
…
現
在
の
神
奈
川
県
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
駿
河

す

る

が

の
国
と
あ
る
。

焼
遣
…
神
奈
川
県
厚
木
市
小
野
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
静
岡
県
焼
津
市
。

（
『
古
事
記
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

【
意
味
】

こ
う
し
て
、
相
武
の
国
に
お
つ
き
に
な
っ
た
時
、
そ
こ
の

国

造

く
に
の
み
や
つ
こ

が
、
嘘
を
つ
い
て
言
う
に
は
、
「
こ
の

野
の
中
に
大
き
な
沼
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
沼
に
住
ん
で
い
る
神
は
た
い
へ
ん
荒
々
し
い
神
で
す
。
」
と
。

そ
こ
で
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
そ
の
神
を
御
覧
に
な
り
に
、
そ
の
野
に
お
入
り
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
国
造

は
、(

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
焼
き
殺
そ
う
と)

そ
の
野
に
火
を
放
っ
た
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
だ
ま
さ
れ
た
と
お

知
り
に
な
っ
て
、
叔
母
の
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
が
く
だ
さ
っ
た
袋
の
口
を
あ
け
て
御
覧
に
な
る
と
、
火
打

ち
石
が
そ
の
中
に
入
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
ま
ず
、
持
っ
て
い
た
草
薙

く
さ
な
ぎ

剣
の
つ
る
ぎ

で
周
囲
の
草

を
な
ぎ
払
い
、
そ
の
火
打
ち
石
で
火
を
打
ち
出
し
て
、
向
い
火
を
つ
け
て
（
国
造
が
つ
け
た
）
火
を
退
け
て
、

生
還
し
、
国
造
た
ち
を
す
べ
て
切
り
殺
し
、
火
を
つ
け
て
焼
い
て
し
ま
い
な
さ
っ
た
。
そ
の
場
所
を
、
今
焼

遣
と
言
う
。

○
物
語
（
作
り
物
語
）

『
竹
取
物
語
』
は
日
本
最
古
の
物
語
で
あ
り
、
『
か
ぐ
や
姫
』
の
名
称
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

か
ぐ
や
姫
が
月
に
帰
っ
た
後
、
帝

み
か
ど

が
天
に
一
番
近
い
山
で
不
死
の
薬
を
焼
い
た
と
い
う
、
富
士
山
伝
説
の
元
と
な

る
場
面
を
挙
げ
る
。

中
将
、
人
々
引
き
具ぐ

し
て
帰
り
参
り
て
、
か
ぐ
や
姫
を
え
戦
い
止と

め
ず
な
り
ぬ
る
こ
と
、
細
々

こ
ま
ご
ま

と
奏そ

う

す
。
薬
の
壺つ

ぼ

に
御
文ふ

み

そ
へ
て
参
ら
す
。
拡ひ

ろ

げ
て
御
覧
じ
て
、
い
と
い
た
く
あ
は
れ
が
ら
せ
給
ひ
て
、
も
の
も
き
こ
し
め
さ
ず
、

御
遊
び
な
ど
も
な
か
り
け
り
。

大
臣
、
上
達
部

か

ん

だ

ち

め

を
召
し
て
、

「
い
づ
れ
の
山
か
天
に
近
き
。
」

と
問
は
せ
給
ふ
に
、
あ
る
人
奏そ

う

す
、

「
駿
河

す

る

が

の
国
に
あ
る
な
る
山
な
む
、
こ
の
都
も
近
く
、
天
も
近
く
侍
る
。
」

と
奏
す
。
こ
れ
を
聞
か
せ
給
ひ
て
、

逢あ

ふ
こ
と
も
な
み
だ
に
浮
か
ぶ
わ
が
身
に
は

死
な
ぬ
薬
も
な
に
に
か
は
せ
む
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か
の
奉
る
不
死
の
薬
、
御
文
、
壺
具
し
て
、
御
使
に
賜
は
す
。
御
使
に
は
、
調

つ
き
の

石い
は

笠か
さ

と
い
ふ
人
を
召
し
て
、
駿
河

の
国
に
あ
ん
な
る
山
の

頂
い
た
だ
き

に
持
て
着
く
べ
き
よ
し
、
仰
せ
給
ふ
。
嶺み

ね

に
て
す
べ
き
や
う
教
へ
さ
せ
給
ふ
。
そ
の

よ
し

承
う
け
た
ま
は

り
て
、

士
つ
は
も
の

ど
も
あ
ま
た
具
し
て
、
山
へ
登
り
け
る
よ
り
な
む
、
そ
の
山
を
「
富
士
の
山
」
と
は
名
づ

け
け
る
。

そ
の

煙
け
ぶ
り

、
い
ま
だ
雲
の
中
へ
立
ち
昇
る
と
ぞ
、
言
ひ
伝
へ
た
る
。

☆
東
部
地
区

（
『
竹
取
物
語
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

【
意
味
】

頭
と
う
の

中

将

ち
ゅ
う
じ
ょ
う

は
家
来
た
ち
を
引
き
連
れ
て
帰
り
、
か
ぐ
や
姫
を(

天
人
と
戦
っ
て)

引
き
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
と
細
か
に
帝
に
申
し
上
げ
る
。
そ
し
て
、(

か
ぐ
や
姫
か
ら
預
か
っ
た)

薬
の
壺
に
お

手
紙
を
添
え
て
差
し
上
げ
る
。
帝
は(
お
手
紙
を)

広
げ
て
御
覧
に
な
っ
て
、
た
い
そ
う
お
悲
し
み
に
な
り
、

食
事
も
さ
れ
ず
、
詩
歌
管
弦
の
お
遊
び
を
す
る
こ
と
な
ど
も
な
か
っ
た
。

帝
が
、
大
臣
や
上
達
目
を
お
呼
び
に
な
り
、

「
ど
こ
の
山
が
天
に
近
い
か
。
」

と
お
尋
ね
に
な
る
と
、
あ
る
者
が
申
し
上
げ
る
に

「
駿
河
の
国
に
あ
る
と
い
う
山
が
、
こ
の
都
に
も
近
く
、
天
に
も
近
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
。
こ
れ
を
お
聞

き
に
な
り
、

か
ぐ
や
姫
と
二
度
と
会
う
こ
と
も
な
い
の
で
、
涙
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
我
が
身
に
と
っ
て
、
死
な

な
い
薬
が
何
の
役
に
た
ち
ま
し
ょ
う
か
、
何
の
役
に
も
た
ち
ま
せ
ん

か
ぐ
や
姫
が
差
し
上
げ
た
不
死
の
薬
に
、
お
手
紙
と
壺
を
添
え
て
、
御
使
い
に
お
渡
し
な
さ
る
。
御
使

い
に
は
調
石
笠
と
い
う
人
を
お
呼
び
に
な
っ
て
、
駿
河
の
国
に
あ
る
と
い
う
、
山
の
頂
上
に
持
っ
て
行
く

よ
う
お
命
じ
な
さ
る
。
そ
し
て
、
山
頂
で
す
べ
き
こ
と(

不
死
の
薬
、
手
紙
、
壷
を
焼
く
こ
と)

を
お
教
え
な

さ
る
。
調
石
笠
が
こ
と
の
次
第
を
お
引
き
受
け
し
て
、
兵
士
た
ち
を
多
数
引
き
連
れ
て
山
に
登
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
山
を
「
富
士(

士
に
富
む)

の
山
」
と
名
付
け
た
そ
う
だ
。

そ
の
煙
は
、
今
で
も
雲
の
中
へ
立
ち
昇
っ
て
い
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

＊
富
士
山
の
名
前
の
由
来
に
は
、
不
死
の
薬
を
焼
い
た
山
「
富
士(

不
死)

の
山
」
と
い
う
説
も
あ
る
。

○
物
語
（
歌
物
語
）

『
伊
勢
物
語
』
は
在
原
業
平

あ
り
わ
ら
の
な
り
ひ
ら

が
主
人
公
と
さ
れ
る
歌
物
語
で
あ
る
。
和
歌
を
中
心
に
、
業
平
の

初

冠

う
い
こ
う
ぶ
り

（
男
子
の

成
人
式
）
か
ら
辞
世
を
詠
む
ま
で
の
一
代
記
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
挙
げ
た
の
は
、
自
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を

求
め
て
都
を
旅
立
ち
、
東
国
に
赴
く
業
平
の
静
岡
県
で
の
体
験
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
。

ゆ
き
ゆ
き
て
駿
河

す

る

が

の
国
に
い
た
り
ぬ
。
宇
津

う

つ

の
山
に
い
た
り
て
、
わ
が
入
ら
む
と
す
る
道
は
い
と
暗
う
細
き
に
、

つ
た
か
へ
で
は
茂
り
、
も
の
心
ぼ
そ
く
、
す
ず
ろ
な
る
め
を
見
る
こ
と
と
思
ふ
に
、
修
行
者

す

ぎ

や

う

ざ

あ
ひ
た
り
。

「
か
か
る
道
は
い
か
で
か
い
ま
す
る
。
」

と
い
ふ
を
見
れ
ば
、
見
し
人
な
り
け
り
。
京
に
、
そ
の
人
の
御
も
と
に
と
て
、
ふ
み
書
き
て
つ
く
。

駿
河
な
る
宇
津
の
山
辺
の
う
つ
つ
に
も

夢
に
も
人
に
逢
は
ぬ
な
り
け
り

富
士
の
山
を
見
れ
ば
、
五
月

さ

つ

き

の
つ
ご
も
り
に
、
雪
い
と
し
ろ
う
降
れ
り
。

時
し
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺ね

い
つ
と
て
か
鹿か

の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
降
る
ら
む
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そ
の
山
は
、
こ
こ
に
た
と
へ
ば
、
比
叡

ひ

え

の
山
を
二
十

は

た

ち

ば
か
り
重
ね
あ
げ
た
ら
む
ほ
ど
し
て
、
な
り
は
し
ほ
じ
り
の

や
う
に
な
む
あ
り
け
る
。

☆
中
部
地
区

（
『
伊
勢
物
語
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

【
意
味
】

旅
を
ど
ん
ど
ん
続
け
て
、
駿
河
の
国
に
つ
い
た
。
宇
津
の
山
に
つ
い
て
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
分
け
入
ろ
う

と
す
る
道
は
と
て
も
暗
く
細
い
上
に
、
つ
た
や
か
え
で
が
茂
り
、
何
と
な
く
心
細
く
て
、
思
い
が
け
な
く
つ

ら
い
目
に
あ
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
修
行
者
が
来
合
わ
せ
た
。

「
こ
の
よ
う
な
道
に
、
ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
」

と
言
う
の
を
見
る
と
、
知
っ
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。
都
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
あ
の
方
の
所
へ
と
言
っ
て
、
手
紙

を
書
い
て
託
す
。

駿
河
に
あ
る
宇
津
の
山
に
い
る
私
が
、
現
実
に
あ
な
た
に
お
会
い
で
き
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
で

も
お
会
い
で
き
な
い
の
は
、
あ
な
た
は
私
の
こ
と
を
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
な
い
の
で
す
ね

富
士
山
を
み
る
と
、
五
月
の
終
わ
り
な
の
に
、
雪
が
と
て
も
白
く
降
り
つ
も
っ
て
い
る

季
節
を
知
ら
な
い
山
は
富
士
山
で
あ
る
よ
。
今
を
い
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
が
降

り
積
も
っ
て
い
る
こ
と
よ

そ
の
山(

富
士
山)

は
こ
こ(

京
都)

に
た
と
え
る
と
、
比
叡
山
を
二
十
く
ら
い
重
ね
あ
げ
た
ほ
ど
の
高
さ
で
、

形
は
塩
尻
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

＊
塩
尻
…
塩
を
取
る
た
め
、
海
岸
に
砂
を
丸
く
高
く
積
み
上
げ
た
も
の
。

○
軍
記
物
語

『
平
家
物
語
』
は
平
家
一
門
の
栄
華
と
没
落
を
描
い
た
軍
記
物
語
で
あ
る
。
源
頼
朝
挙
兵
の
報
を
受
け
た
平
清

盛
は
軍
勢
を
東
国
に
派
遣
し
、
両
軍
は
富
士
川
を
挟
ん
で
対
陣
す
る
。
本
文
は
富
士
川
の
合
戦
の
場
面
で
あ
る
。

大
将
軍
権
亮
少
将
維

た
い
し
ょ
う
ぐ
ん
ご
ん
の
す
け
せ
う
し
や
う
こ
れ

盛も
り

、
東
国
の
案
内
者
と
て
、
長
井
の
斎
藤
別
当

べ
つ
た
う

実さ
ね

盛も
り

を
召
し
て
、
「
や
や
実
盛
、
な
ん
ぢ

程
の
強
弓
勢
兵

つ
よ
ゆ
み
せ
い
び
や
う

、
八
ケ
国
に
い
か
ほ
ど
あ
る
ぞ
」
と
問
ひ
給
へ
ば
、
斎
藤
別
当
あ
ざ
わ
ら
ッ
て
申
し
け
る
は
、「
さ

候
へ
ば
君
は
実
盛
を
大
矢

お

ほ

や

と
お
ぼ
し
め
し
候
か
。
わ
づ
か
に
十
三
束ぞ

く

こ
そ
仕
り
候
へ
。
実
盛
射
候
者
は
、
八
ケ
国

に
い
く
ら
も
候
。
大
矢
と
申
す
ぢ
や
う
の
者
の
、
十
五
束そ

く

に
お
と
ッ
て
ひ
く
は
候
は
ず
。
弓
の
つ
よ
さ
も
し
た
た

か
な
る
者
五
六
人
し
て
は
り
候
。
か
か
る
精
兵
ど
も
が
射
候
へ
ば
、
鎧

よ
ろ
ひ

の
二
三
両
を
も
か
さ
ね
て
た
や
す
う
射
と

ほ
し
候
な
り
。
大
名

だ
い
み
や
う

一
人に

ん

と
申
す
は
、
勢せ

い

の
す
く
な
い
ぢ
や
う
、
五
百
騎
に
お
と
る
と
は
候
は
ず
。
馬
に
乗
ッ
つ

れ
ば
、
お
つ
る
道
を
知
ら
ず
。
悪
所

あ
く
し
よ

を
は
す
れ
ど
も
、
馬
を
倒
さ
ず
。
い
く
さ
は
又
、
親
も
う
た
れ
よ
子
も
う
た

れ
よ
、
死
ぬ
れ
ば
乗
り
こ
え
た
た
か
ふ
候
。
西
国

さ
い
こ
く

の
い
く
さ
と
申
す
は
、
親
う
た
れ
ぬ
れ
ば
孝
養

け
う
や
う

し
、
忌い

み

あ
け
て

寄
せ
、
子
う
た
れ
ぬ
れ
ば
そ
の

思
お
も
ひ

歎
な
げ
き

に
寄
せ
候
は
ず
。
兵
粮
米
つ
き
ぬ
れ
ば
、
春
は
田
つ
く
り
、
秋
は
か
り
を

さ
め
て
寄
せ
、
夏
は
あ
つ
し
と
い
ひ
、
冬
は
さ
む
し
と
き
ら
ひ
候
。
東
国

と
う
ご
く

に
は
す
べ
て
其そ

の

儀
候
は
ず
。
甲
斐

か

い

、
信
濃

し

な

の

の
源
氏
共
、
案
内
知
ッ
て
候
。
富
士
の
す
そ
よ
り
、
搦
手
に
や
ま
は
り
候
ら
ん
。
か
う
申
せ
ば
君
を
臆
せ
さ
せ
参

ら
せ
ん
と
て
申
す
に
は
候
は
ず
。
い
く
さ
は
勢せ

い

に
は
よ
ら
ず
、
は
か
り
事
に
よ
る
と
こ
そ
申
し
つ
た
へ
て
候
へ
。

実
盛
今
度
の
い
く
さ
に
命
い
き
て
、
ふ
た
た
び
都
へ
参
る
べ
し
と
も
覚
え
候
は
ず
」
と
申
し
け
れ
ば
、
平
家
の

兵
つ
は
も
の

ど
も
こ
れ
を
き
い
て
、
み
な
ふ
る
ひ
わ
な
な
き
あ
へ
り
。
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さ
る
程
に
十
月

廿
に
じ
ゅ
う

三
日
に
も
な
り
ぬ
。
あ
す
は
源
平
富
士
河
に
て
矢
合

や
あ
は
せ

と
さ
だ
め
た
り
け
る
に
、
夜
に
入
ッ

て
平
家
の
方
よ
り
、
源
氏
の
陣
を
見
わ
た
せ
ば
、
伊
豆
、
駿
河
の
人
民

に
ん
み
ん

百

姓

ひ
ゃ
く
し
や
う

等ら

が
い
く
さ
に
お
そ
れ
て
、

或
あ
る
い

は

野
に
入
り
山
に
か
く
れ
、
或
は
舟
に
と
り
乗
ッ
て
、
海
河
に
う
か
び
、
い
と
な
み
の
火
の
見
え
け
る
を
、
平
家
の

兵
ど
も
、「
あ
な
お
び
た
だ
し
の
源
氏
の
陣
の
遠
火

と

ほ

び

の
お
ほ
さ
よ
。
げ
に
も
ま
こ
と
に
野
も
山
も
、
海
も
河
も
、
み

な
か
た
き
で
あ
り
け
り
。
い
か
が
せ
ん
」
と
ぞ
あ
わ
て
け
る
。

そ
の
夜
の
夜
半

や

は

ん

ば
か
り
、
富
士
の
沼
に
、
い
く
ら
も
む
れ
ゐ
た
り
け
る
水
鳥
ど
も
が
、
な
に
に
か
お
ど
ろ
き
た

り
け
ん
。
た
だ
一
度
に
ば
ッ
と
立
ち
け
る
羽
音
の
、
大
風

お
ほ
か
ぜ

い
か
づ
ち
な
ン
ど
の
様
に
き
こ
え
け
れ
ば
、
平
家
の
兵

ど
も
、「
す
は
や
源
氏
の
大
勢

お
ほ
ぜ
い

の
寄
す
る
は
。
斎
藤
別
当
が
申
し
つ
る
様
に
、
さ
だ
め
て
搦
手
も
ま
は
る
ら
ん
。
と

り
こ
め
ら
れ
て
は
か
な
ふ
ま
じ
。
こ
こ
を
ば
ひ
い
て
、
尾
張
河
洲
俣

を
は
り
が
は
す
の
ま
た

を
ふ
せ
げ
や
」
と
て
、
と
る
物
も
と
り
あ
へ

ず
、
我
さ
き
に
と
ぞ
落
ち
ゆ
き
け
る
。

☆
東
部
地
区

（
『
平
家
物
語
』
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
）

【
意
味
】

大
将
軍
権
亮
少
将
維

た
い
し
ょ
う
ぐ
ん
ご
ん
の
す
け
せ
う
し
や
う
こ
れ

盛も
り

は
、
東
国
を
よ
く
知
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
長
井
の
別
当
実さ

ね

盛も
り

を
呼
ん
で
、
「
や

あ
実
盛
、
お
前
く
ら
い
の
強
い
弓
を
射
る
者
は
、
八
か
国
の
中
に
ど
の
く
ら
い
い
る
か
」
と
お
尋
ね
に
な
る

と
、
斎
藤
別
当
が
あ
ざ
笑
っ
て
申
し
た
こ
と
に
は
、「
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
と
、
あ
な
た
は
実
盛
を
大
き
い
矢

を
使
う
者
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
私
は
た
っ
た
十
三
束
の
矢
を
使
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
実

盛
ほ
ど
に
射
る
こ
と
が
で
き
ま
す
者
は
、
関
東
八
か
国
に
い
く
ら
で
も
お
り
ま
す
。
大
弓
の
使
い
手
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
者
で
、
十
五
束
に
満
た
ぬ
矢
を
引
く
者
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
弓
の
強
さ
も
屈
強
の
者
が
五
、
六

人
が
か
り
で
張
る
ほ
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
強
弓
使
い
が
射
ま
す
時
は
、
鎧
を
二
、
三
領
も
重
ね
て
簡
単
に

射
通
し
ま
す
。
ま
た
、
大
名
一
人
と
言
い
ま
す
な
ら
、
軍
勢
が
少
な
い
と
し
て
も
、
五
百
騎
以
下
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
馬
に
乗
っ
た
な
ら
、
落
ち
る
こ
と
な
ど
な
い
。
道
の
悪
い
所
を
走
っ
て
も
、
馬
を
倒
し
た
り

し
な
い
。
合
戦
で
は
ま
た
、
親
が
討
た
れ
よ
う
が
子
が
討
た
れ
よ
う
が
、
誰
か
が
死
ね
ば
、
そ
の

屍
し
か
ば
ね

を
乗

り
越
え
、
乗
り
越
え
て
戦
う
の
で
す
。
西
国
の
合
戦
と
い
う
と
、
親
が
討
た
れ
て
し
ま
う
と
供
養
を
し
、
忌

中
の
期
間
が
過
ぎ
て
か
ら
押
し
寄
せ
、
子
が
討
た
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
悲
嘆
の
た
め
寄
せ
る
の
を
や
め
ま

す
。
兵
糧
米
が
な
く
な
る
と
、
春
に
田
を
作
っ
て
、
秋
に
収
穫
し
て
か
ら
寄
せ
、
夏
は
暑
い
と
い
い
、
冬
は

寒
い
と
い
っ
て
嫌
い
ま
す
。
東
国
で
は
全
く
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
甲
斐
、
信
濃
の
源
氏
共
が
、

土
地
の
事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
富
士
の
裾
か
ら
、
背
面
に
ま
わ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
申
し
ま

す
と
、
あ
な
た
を
お
び
え
さ
せ
申
し
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
う
思
っ
て
申
す
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
合
戦
は
軍
勢
で
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
は
か
り
ご
と
で
決
ま
る
と
言
い
伝
え
て
い
ま
す
。
実
盛
は

今
度
の
合
戦
で
生
き
延
び
て
、
も
う
一
度
都
へ
参
れ
よ
う
と
も
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
申
し
た
の
で
、
平

家
の
兵
た
ち
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
皆
ふ
る
え
て
お
の
の
き
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
十
月
二
十
三
日
と
な
っ
た
。
明
日
は
源
氏
と
平
氏
が
富
士
川
で
矢
合
わ
せ
を
す
る
と
決
め
て

い
た
の
だ
が
、
夜
に
な
っ
て
平
家
の
方
か
ら
、
源
氏
の
陣
を
見
わ
た
す
と
、
伊
豆
、
駿
河
の
人
民
百
姓
た
ち

が
、
合
戦
を
恐
れ
て
、
あ
る
者
は
野
へ
逃
げ
山
に
隠
れ
、
あ
る
者
は
船
に
乗
っ
て
、
海
・
川
に
浮
か
ん
で
、

煮
炊
き
す
る
火
が
見
え
た
の
を
、
平
家
の
兵
た
ち
は
、「
あ
あ
、
た
い
へ
ん
な
数
の
源
氏
の
陣
の
遠
火
の
多
さ

よ
。
な
る
ほ
ど
本
当
に
野
も
山
も
、
海
も
川
も
、
皆
敵
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
こ
と
よ
。
ど
う
し
よ
う
か
」
と

あ
わ
て
た
。

そ
の
夜
の
夜
半
頃
に
、
富
士
の
沼
に
、
た
く
さ
ん
群
が
っ
て
い
た
水
鳥
ど
も
が
、
何
に
驚
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
た
だ
一
時
に
ば
っ
と
飛
び
立
っ
た
羽
音
が
、
大
風
か
雷
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
の
で
、
平
家
の
兵
士
た

ち
は
「
そ
ら
、
源
氏
の
大
群
が
お
し
よ
せ
て
き
た
ぞ
。
斎
藤
別
当
が
申
し
た
よ
う
に
、
き
っ
と
背
後
に
も
ま

わ
っ
て
い
よ
う
。
取
り
囲
ま
れ
て
は
か
な
う
ま
い
。
こ
こ
を
退
去
し
て
、
尾
張
川
洲
俣

お
わ
り
が
わ
す
の
ま
た

を
防
げ
」
と
い
っ
て
、

と
る
物
も
と
り
あ
え
ず
、
我
先
に
と
落
ち
て
行
っ
た
。
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『
曽
我
物
語
』
は
源
頼
朝
の
富
士
の
巻
狩
り
の
際
に
、
曽
我
十
郎
祐
成
・
五
郎
時
致
兄
弟
が
、
父
の
敵
工
藤
祐

経
を
討
っ
た
仇
討
ち
物
語
。
本
文
は
、
兄
弟
が
三
島
大
明
神
に
仇
討
ち
成
就
を
祈
念
す
る
場
面
で
あ
る
。

駒こ
ま

を
速
め
て
行
く
ほ
ど
に
、
伊
豆

い

づ

の
国
府

こ

ふ

に
着
き
ぬ
。
明
神

み
や
う
じ
ん

の
御
前

ご

ぜ

ん

に
て
笠
懸

か
さ
が
け

七
番
づ
つ
射
奉
り
て
、
御
拝
殿

ご

は

い

で

ん

に
並な

み
居ゐ

て
祈
請

き
し
や
う

し
け
る
。「
仰あ

ふ

ぎ
て
願
は
く
は
、
大
明
神
、
思
ふ

敵
か
た
き

を
討
た
せ
賜た

べ
。
伏
し
て
乞こ

ふ
、
王
子

わ

う

じ

・
眷
属

け
ん
ぞ
く

、

祐す
け

経つ
ね

が
首
を
我
ら
が
手
に
懸
け
さ
せ
給
へ
。
今
日
、
出い

で
て
後の

ち

、
二
度

ふ
た
た
び

、
山
よ
り
東
へ
返
し
給
ふ
な
」
と
心
胆

し
ん
た
ん

を

砕
き
て
祈
り
け
る
。
十
郎
、

千
早

ち

は

や

振ふ

る
神
の
斎い

垣が
き

に
露
か
け
て
祈
る
心
に
月
を
宿や

ど

さ
ん

五
郎
、
念ね

ん

珠じ
ゅ

押
し
揉も

み
て
、

千
早
振
る
神
風

か
み
か
ぜ

早
く
音
冴さ

え
て
嘆
く
闇
路

や

み

ぢ

の
雲
を
晴
ら
さ
ん

☆
伊
豆
地
区

（
『
曽
我
物
語
』
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）

【
意
味
】

馬
の
足
を
速
め
て
行
く
う
ち
に
、
伊
豆
の
国
府
に
着
い
た
。
三
島
明
神
の
御
前
で
笠
懸
を
七
番
ず
つ
奉
納

し
て
、
御
拝
殿
に
並
ん
で
座
っ
て
祈
願
し
た
。「
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
に
は
、
大
明
神
よ
、
狙ね

ら

う
敵
を

討
た
せ
て
く
だ
さ
い
。
平
伏
し
て
お
願
い
し
ま
す
。
王
子
神
、
眷
属
神
、
祐
経
の
首
を
我
ら
の
手
に
掛
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
今
日
、
出
発
し
て
か
ら
、
二
度
と
箱
根
の
山
か
ら
東
に
お
帰
し
に
な
る
な
」
と
心
を
込
め

て
祈
っ
た
。
十
郎
は
、

三
島
明
神
の
神
域
を
囲
む
垣
根
に
露
の
よ
う
に
涙
を
流
し
て
祈
る
心
に
応
え
て
、
明
神
は
願
い
を
叶
え

て
く
れ
る
で
し
ょ
う

＊
「
千
早
振
る
」
は
「
神
」
を
導
く
枕
詞

五
郎
は
、
数
珠

じ

ゅ

ず

を
強
く
揉も

ん
で
、

神
風
は
早
く
も
澄
ん
だ
音
を
立
て
て
吹
き
渡
り
、
嘆
き
に
沈
む
心
の
闇
路
の
雲
を
吹
き
払
っ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う

○
日

記(

紀

行)

『
十
六
夜

い

ざ

よ

い

日
記
』
の
作
者
阿
仏

あ

ぶ

つ

尼に

は
、
正
妻
の
子
と
我
が
子
と
の
間
に
起
き
た
相
続
争
い
の
訴
訟
の
た
め
、
鎌

倉
へ
旅
を
し
た
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
そ
の
道
中
に
浜
松
の
地
を
訪
れ
た
場
面
で
あ
る
。
浜
松
は
阿
仏
尼
が
少
女

時
代
を
過
ご
し
た
土
地
で
も
あ
る
。
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
地
名
が
見
受
け
ら
れ
る
。

今
夜
は
、
引ひ

き

馬ま

の
宿

し
ゅ
く

に
と
ど
ま
る
。
こ
の
所
の
大
方

お
ほ
か
た

の
名
は
浜
松
と
ぞ
言
ひ
し
。
親
し
と
言
ひ
し
ば
か
り
の
人
々

な
ど
も
住
む
所
な
り
。
住
み
来こ

し
人
の
面
影

お
も
か
げ

も
、
さ
ま
ざ
ま
思
い
出
で
ら
れ
て
、
又
め
ぐ
り
あ
ひ
て
見
つ
る
命
の

程
も
返
す
返
す
あ
は
れ
な
り
。

浜
松
の
か
は
ら
ぬ
陰
を
尋
ね
来
て

見
し
人
な
み
に
昔
を
ぞ
と
ふ

そ
の
世
の
見
し
人
の
子
、
孫
な
ど
、
呼
び
出
で
て
あ
ひ
し
ら
ふ
。
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廿
に
じ
う

三さ
ん

日
、
天
中

て
ん
ち
う

の
渡
り
と
い
ふ
。
舟
に
乗
る
に
、
西
行

さ
い
ぎ
や
う

が
昔
も
思
ひ
出
で
ら
れ
て
心
細
し
。
組
み
合
せ
た
る

舟
た
だ
一
つ
に
て
、
多
く
の
人
の
往
来

ゆ

き

き

に
、
さ
し
か
へ
る
、
ひ
ま
も
な
し
。

水
の
泡
の
う
き
世
を
渡
る
程
を
見
よ

早
瀬

は

や

せ

の
瀬
々

せ

ぜ

に
棹さ

を

も
休
め
ず

今
夜
は

遠

江

と
ほ
つ
あ
ふ
み

、
見
附

み

つ

け

の
国
府

こ

ふ

と
い
う
所
に
と
ど
ま
る
。
里
荒
れ
て
物
恐
ろ
し
。

傍
か
た
は

ら
に
水
の
江
あ
り
。

誰た
れ

か
来
て
見
附
の
里
と
聞
く
か
ら
に

い
と
ど
旅
寝
ぞ
空
恐
ろ
し
き

☆

西
部
地
区

（
『
中
世
日
記
紀
行
集
』
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
）

【
意
味
】

今
夜
は
、
引
馬
の
宿
と
い
う
所
に
泊
ま
る
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
の
名
を
浜
松
と
言
っ
た
。
親
し
い
と
い
う

の
も
名
ば
か
り
の
人
々
が
住
む
所
で
あ
る
。
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
人
の
面
影
も
、
色
々
と
思
い
出
さ
れ
て
、

(

昔
住
ん
で
い
た
土
地
を
）
再
び
目
に
し
た
自
分
の
命
の
こ
と
な
ど
も
、
本
当
に
し
み
じ
み
と
思
わ
れ
る
。

浜
松
の
昔
と
変
わ
ら
な
い
面
影
を
尋
ね
て
き
て
、
昔
会
っ
た
人
は
も
う
い
な
い
の
で
波
に
昔
の
こ
と

を
尋
ね
る
こ
と
だ

＊
「
浜
松
」
に
「
浜
辺
の
松
」
を
、
「
な
み
に
」
に
「
無
み
に
」
と
「
波
に
」
を
掛
け
て
い
る
。

昔
、
会
っ
た
人
の
子
ど
も
、
孫
な
ど
を
宿
へ
呼
び
寄
せ
て
相
手
を
し
た
。

二
十
三
日
、
天
中
の
渡
り
と
い
う
。
そ
の
渡
し
場
で
舟
に
乗
る
と
、
西
行
の
昔
の
こ
と
（
西
行
が
こ
の
渡
し

場
で
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
こ
と
）
が
思
い
出
さ
れ
て
心
細
い
。
木
を
組
み
合
わ
せ
た
舟
が
た
っ
た
一
そ
う
あ

る
だ
け
で
、
多
く
の
人
が
行
き
来
す
る
の
で
、
棹
を
さ
し
か
え
て
舟
を
出
す
ひ
ま
も
な
い
。

水
の
泡
の
よ
う
に
は
か
な
い
こ
の
世
を
渡
る
人
の
様
子
を
見
な
さ
い
。
ま
る
で
こ
の
急
流
に
棹
を
休

め
る
暇
が
な
い
の
と
同
じ
よ
う
だ
（
た
い
そ
う
せ
わ
し
な
い
こ
と
よ
）

今
夜
は
遠
江
、
見
附
の
国
府
と
い
う
所
に
泊
ま
る
。
こ
の
村
は
荒
れ
て
い
て
薄
気
味
悪
い
。
そ
ば
に
は
沼

も
あ
る
。

誰
か
が
来
て
見
つ
け
る
と
い
う
名
前
の
里
と
聞
い
た
だ
け
で
、
ま
す
ま
す
旅
寝
が
恐
ろ
し
い
こ
と
よ

＊
「
見
附
」
に
「
見
つ
け
る
」
を
掛
け
て
い
る
。

○
滑
稽

こ
っ
け
い

本

『
東
海

と
う
か
い

道
中

ど
う
ち
ゅ
う

膝
栗
毛

ひ

ざ

く

り

げ

』
は
、
主
人
公
の
弥や

次
郎

じ

ろ

兵
衛

べ

え

と
喜き

多た

八は
ち

が
数
々
の
失
敗
を
し
な
が
ら
、
東
海
道
を
旅
す
る

道
中
記
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
岡
部
の
宿
で
の
一
場
面
で
あ
り
、
嶋
田
、
藤
枝
と
い
っ
た
地
名
も
見
受
け
ら
れ
る
。

作
者
の
十
返
舎
一
九

じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

は
駿
河
の
国
（
現
在
の
静
岡
）
に
生
ま
れ
た
。

そ
れ
よ
り
宇
津
の
山
に
さ
し
か
ゝ
り
た
る
に
、
雨
は
次
第
に
篠し

の

を
乱
し
、
蔦つ

た

の
ほ
そ
道
心
ぼ
そ
く
も
、
杖
を
ち

か
ら
に
十
團
子

だ

ん

ご

の
茶
屋
の
ち
か
く
に
な
り
て
、
弥
次
郎
お
も
は
ず
、
さ
か
み
ち
に
す
べ
り
こ
ろ
び
け
れ
ば

降
り
し
き
る
雨
や
あ
ら
れ
の
十
だ
ん
ご
こ
ろ
げ
て
腰
を
う
つ
山
の
み
ち

お
か

や
ど

べ
の

引
ま

し
ゆ

ち
う

く
の

け
て

「
お
と
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
す
か

弥
二

「
イ
ヤ
わ
つ
ち
ら
ア
け
ふ
、
川
を
こ
さ
に
や
ア
な
ら
ね
へ

や
ど
引

「
大
井
川
は
と
ま
り
ま
し
た

北
八

「
な
む
さ
ん
、
川
が
つ
か
へ
や
し
た
か

や
ど
引

「
さ
や
う
で
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
き
へ
お
出
な
さ
っ
て
も
、
お
大
名
が
五
ツ
か
し
ら
、
嶋
田

し

ま

だ

と
藤
枝

ふ
ぢ
え
だ

に
お
と
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
あ

な
た
方
の
お
や
ど
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
先ま

づ

岡
部

お

か

べ

へ
お
と
ま
り
な
さ
い
ま
せ

弥
二

「
そ
ん
な
ら
、
そ
ふ
し
よ
ふ
か

北
八

「
お
め
へ
な
に
や
だ

や
ど
引

「
相
良
屋

さ

が

ら

や

と
申
ま
す
。
す
ぐ
に
お
供と

も

い
た
し
ま
せ
う
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ト
打
つ

か
道

れ
て

を
う

い
そ

ち
こ

ぎ
ゆ

へ
て

く
ほ

、
お

と
に

か
べ

、
は

の
し

や
く

ゆ
く

も
大

に
い

寺
か

た
り

わ
ら

け
れ

の
さ

ば

豆
腐
な
る
お
か
べ
の
宿
に
つ
き
て
げ
り
あ
し
に
出
来
た
る
豆ま

め

を
つ
ぶ
し
て

先
こ

し
ば

の
駅

ら
く

に
や

た
び

ど
を

の
つ

と
り

か
れ

て
、

を
ぞ

川
の

や
す

あ
く

め
け

ま
で

る

☆
中
部
地
区

(

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系)

【
意
味
】

そ
こ
か
ら
宇
津
の
山
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
ろ
、
雨
は
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
、
笹
の
葉
を
乱
す
ほ
ど
に
な

っ
た
。
蔦
の
細
道
は
心
細
い
け
れ
ど
も
、
杖
に
力
を
借
り
て
よ
う
や
く
十
団
子
の
茶
屋
の
近
く
に
な
っ
た
所

で
、
弥
次
郎
は
思
わ
ず
、
坂
道
で
す
べ
っ
て
こ
ろ
ん
で
し
ま
っ
た
。

雨
あ
ら
れ
と
降
り
し
き
る
ま
る
で
十
団
子
の
よ
う
な
雨
の
せ
い
で
、
思
わ
ず
こ
ろ
ん
で
腰
を
打
っ

て
し
ま
っ
た
宇
津
の
山
道
で
あ
る
よ

＊
十
団
子
…
宇
津
の
山
の
名
物
。
小
豆
ほ
ど
の
大
き
さ
の
団
子
を
十
個
を
一
連
に
つ
な
げ
て
あ
る
。

「
腰
を
打
つ
」
に
「
宇
津
の
山
」
を
掛
け
て
い
る
。

岡
部
の
宿
で
は
宿
引
き
が
待
ち
受
け
て
い
て
「
お
泊
り
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
」
と
言
う
の
に
、
弥
二

が
「
い
や
あ
、
お
れ
ら
は
今
日
、
川
を
越
さ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
」
と
答
え
る
と
、
宿
引
き
は
「
大
井
川

は
川
止
め
に
な
り
ま
し
た
よ
」
と
言
う
。
北
八
が
「
な
ん
て
こ
と
だ
、
川
が
渡
れ
ま
せ
ん
か
」
と
聞
く
と
、

宿
引
き
は
「
そ
う
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
し
こ
の
先
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
大
名
が
五
人(

行
列
を
連
れ

て)

嶋
田
と
藤
枝
に
お
泊
り
で
す
か
ら
、
あ
な
た
方
の
お
宿
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
よ
。
と
も
か
く
岡
部
に
お
泊
り

な
さ
い
ま
せ
」
と
答
え
る
。
弥
二
が
「
そ
ん
な
ら
、
そ
う
し
よ
う
か
」
言
う
の
で
、
北
八
が
「
お
ま
え
は
何

と
い
う
店
だ
」
と
た
ず
ね
る
と
「
相
良
屋
と
申
し
ま
す
。
す
ぐ
に
お
供
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
宿
引
き
は
言

う
。
急
い
で
歩
い
て
行
く
と
、
早
く
も
大
き
な
寺
の
瓦
が
見
え
る
坂
道
を
越
え
て
、
岡
部
の
宿
に
到
着
し
た

の
で
、

豆
腐
と
い
う
名
の
（
岡
部
の
）
宿
に
よ
う
や
く
着
い
た
こ
と
よ
。
足
に
で
き
た
、
豆
を
つ
ぶ
し
な
が
ら
。

＊
「
お
か
べ
」
は
豆
腐
の
女
こ
と
ば
。

豆
腐
を
作
る
た
め
の
「
豆
を
つ
ぶ
す
」
に
足
に
で
き
た
「
豆
を
つ
ぶ
す
」
を
掛
け
る
。

と
も
か
く
こ
の
宿
場
に
宿
を
と
っ
て
、
川
止
め
が
終
わ
る
ま
で
し
ば
ら
く
旅
の
疲
れ
を
休
め
た
こ
と
だ
。

○
紀

行

『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
は
、
松
尾

ま

つ

お

芭
蕉

ば
し
ょ
う

が
江
戸
を
立
っ
て
東
海
道
を
上
り
、
郷
里
伊
賀
や
近
畿
諸
国
を
巡
っ
て
江
戸

に
帰
る
ま
で
の
紀
行
。
本
文
は
、
雨
降
る
中
の
大
井
川
を
越
え
、
馬
に
揺
ら
れ
つ
つ
未
明
に
到
着
し
た
小
夜

さ

よ

の
中

山
が
描
か
れ
た
箇
所
で
あ
る
。

大
井
川
越こ

ゆ

る
日
は
、
終
日

ひ
ね
も
す

、
雨
振ふ

り

け
れ
ば
、

秋
の
日
の
雨
江
戸
に
指ゆ

び

お
ら
ん
大
井
川

ち
り

馬
上
吟

ば
し
ょ
う
の
ぎ
ん

道
の
べ
の
木む

く

槿げ

は
馬
に
く
は
れ
け
り

二
十
日

は

つ

か

余
あ
ま
り

の
月
、
か
す
か
に
見
え
て
、
山
の
根ね

際ぎ
わ

い
と
く
ら
き
に
、
馬
上
に
鞭む

ち

を
た
れ
て
、
数
里

す

り

い
ま
だ
鶏
鳴

け
い
め
い

な
ら
ず
。
杜と

牧ぼ
く

が
早さ

う

行か
う

の
残
夢

ざ

ん

む

、
小
夜

さ

よ

の
中
山

な
か
や
ま

に
至
り
て

忽
た
ち
ま
ち

驚
お
ど
ろ

く
。

馬
に
寝
て
残
夢
月
遠
し
茶
の
け
ぶ
り

☆
中
部
・
西
部
地
区

（
『
松
尾
芭
蕉
集
』
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
）
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【
意
味
】

大
井
川
を
越
え
る
日
は
、
一
日
、
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、

こ
の
秋
の
雨
つ
づ
き
に
、
江
戸
で
は
指
折
り
数
え
て
、
今
日
あ
た
り
は
大
井
川
の
川
越
し
の
日
だ
と
う

わ
さ
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ち
り

馬
の
上
で
詠
ん
だ
句

道
ば
た
に
む
く
げ
が
咲
い
て
い
る
。
自
分
の
乗
っ
た
馬
は
、
そ
の
花
を
ひ
ょ
い
と
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

二
十
日
過
ぎ
の
欠
け
始
め
た
月
が
、
未
明
の
空
に
か
す
か
に
見
え
る
が
、
山
の

麓
ふ
も
と

の
あ
た
り
は
大
層
暗

い
中
を
、
馬
上
に
鞭む

ち

を
垂
れ
た
ま
ま
、
馬
の
歩
む
に
ま
か
せ
て
山
路
を
数
里
た
ど
っ
た
が
、
い
ま
だ
暁
を

告
げ
る
鶏
の
声
も
聞
こ
え
な
い
。
杜
牧
が
「
早
行
」
と
い
う
詩
の
中
で
言
う
、
名
残
の
夢
心
地
で
行
く
う

ち
に
、
小
夜
の
中
山
に
到
着
し
て
、
は
っ
と
目
が
覚
め
た
。

馬
上
に
う
と
う
と
と
名
残
の
夢
を
見
続
け
て
行
く
う
ち
に
、
ふ
と
気
づ
く
と
、
月
は
遠
く
山
の
は
る
か

か
な
た
に
か
か
っ
て
、
家
々
か
ら
は
茶
の
香
の
す
る
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
る
こ
と
よ

○
和

歌

『
万
葉
集
』
は
奈
良
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
成
立
し
た
日
本
最
古
に
し
て
最
大
の
全
二
十
巻
か
ら
な
る
歌
集
で
あ

る
。
天
皇
か
ら
庶
民
に
至
る
様
々
階
層
の
人
々
が
読
ん
だ
歌
を
大
伴
家
持

お
お
と
も
の
や
か
も
ち

が
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
歌
体

も
長
歌
・
短
歌
・
旋
頭
歌

せ

ど

う

か

・
仏
足

ぶ
っ
そ
く

石
歌
体

せ

き

か

た

い

な
ど
様
々
で
あ
る
。

山
部
宿
祢

や

ま

べ

の

す

く

ね

赤
人

あ
か
ひ
と

、
富
士
山
を
望
め
る
歌
一
首
と
短
歌

天
地

あ
め
つ
ち

の

分わ
か

れ
し
時
ゆ

神か
む

さ
び
て

高
く

貴
た
ふ
と

き

駿
河
な
る

布
士

ふ

じ

の
高
嶺

た

か

ね

を

天あ
ま

の
原

振
り
さ
け
見
れ

ば

渡
る
日
の

影
も

隠
か
く
ら

ひ

照て

る
月
の

光
も
見
え
ず

白
雲

し
ら
く
も

も

い
行ゆ

き
は
ば
か
り

時と
き

じ
く
ぞ

雪
は

降
り
け
る

語
り
継つ

ぎ

言
ひ
継
ぎ
行ゆ

か
む

不
尽

ふ

じ

の
高
嶺
は

（
巻
三
、
三
一
七
）

反

歌

田
子

た

ご

の
浦う

ら

ゆ

う
ち
出い

で
て
見
れ
ば

真ま

白し
ろ

に
ぞ

富
士
の
高
嶺
に

雪
は
降
り
け
る

（
巻
三
、
三
一
八
）

☆
東
部

【
意
味
】

山
部
赤
人
が
富
士
山
を
望
ん
で
詠
ん
だ
歌
一
首
と
短
歌

天
地
が
分
か
れ
た
世
界
の
は
じ
め
か
ら
、
神
々
し
く
高
く
貴
い
駿
河
に
あ
る
富
士
の
高
い
峰
を
、
広
々
と

し
た
大
空
は
る
か
に
振
り
仰
い
で
見
る
と
、
（
富
士
山
が
あ
る
た
め
に
）
空
を
渡
る
日
の
光
も
見
え
な
く
な

り
、
白
雲
も
行
き
か
ね
て
、
時
節
に
関
係
な
く
雪
が
降
っ
て
い
る
。
語
り
継
ぎ
、
言
い
継
い
で
い
こ
う
。
富

士
の
高
い
峰
の
こ
と
を
。

反

歌

田
子
の
浦
を
通
っ
て
出
て
み
る
と
、
は
る
か
遠
く
に
、
真
っ
白
に
富
士
の
高
い
峰
に
雪
が
降
っ
て
い
る
こ

と
だ
。

＊
反
歌

は

ん

か

…
長
歌
の
後
に
詠
み
添
え
て
、
長
歌
の
意
を
反
復
・
補
足
・
要
約
す
る
短
歌
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春
日
蔵
首

か
す
が
の
く
ら
び
と

老お
ゆ

焼
津

や

き

つ

辺べ

に

我
が
行
き
し
か
ば

駿
河
な
る

阿
倍

あ

べ

の
市
道

い

ち

ぢ

に
逢
ひ
し
児こ

ら
は
も

（
巻
三
、
二
八
四
）

☆
中
部

【
意
味
】

焼
津
の
あ
た
り
を
歩
い
た
時
、
駿
河
に
あ
る
安
倍
の
市
へ
の
道
で
出
会
っ
た
娘
よ
。

（
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
４
』
「
萬
万
葉
集
一
」
）

駿
河
國
の
歌

天あ
ま

の
原は

ら

富
士
の
柴
山

木こ

の
暗く

れ

の

時
移
り
な
ば

逢
は
ず
か
も
あ
ら
む

（
巻
十
四
、
三
三
五
五
）

☆
東
部

【
意
味
】

富
士
山
の
柴
の
生
え
た
山
の
、
木
陰

こ

か

げ

の
暗
が
り
に
今
日
の
夕
方
の
約
束
の
時
が
過
ぎ
て
行
っ
た
ら
、
二
度

と
逢
う
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
な
。

＊
木
の
暗
…
「
こ
の
夕
暮
れ
」
と
「
木
陰
の
暗
が
り
」
を
掛
け
て
い
る
。

駿
河
國
の
歌

駿
河
の
海

磯
邊

お

し

へ

に
生お

ふ
る

濱は
ま

つ
づ
ら

汝
い
ま
し

を
た
の
み

母
に
違た

が

ひ
ぬ

（
巻
十
四
、
三
三
五
九
）

☆
東
部

【
意
味
】

駿
河
の
海
の
浜
辺
に
生
え
て
い
る
つ
る
草
の
よ
う
に
長
い
間
、
あ
な
た
を
た
の
み
に
し
て
わ
た
し
は
母
と

仲
違
い
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

相
模
國
の
歌

足
柄

あ
し
が
ら

の

箱
根
の
山
に

粟あ
わ

蒔ま

き
て

實み

と
は
な
れ
る
を

逢あ

は
な
く
も
あ
や
し

（
巻
十
四
、
三
三
六
四
）

☆
東
部

【
意
味
】

足
柄

あ
し
が
ら

の
箱
根
の
山
に
粟あ

わ

を
蒔ま

い
て
実
っ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
の
恋
は
成
就

じ
ょ
う
じ
ゅ

し
た
の
に
、
今
日
会
え
な
い

の
は
お
か
し
い
こ
と
だ
。

遠
江
國
の
歌

遠

江

と
ほ
つ
あ
ふ
み

引
佐

い

な

さ

細
江

ほ

そ

え

の
澪
標

み
お
つ
く
し

吾あ
れ

を
頼た

の

め
て

あ
さ
ま
し
も
の
を

（
巻
十
四
、
三
四
二
九
）

☆
西
部

【
意
味
】

遠
江

と
お
と
う
み

の
引
佐
細
江
の
澪
標

み
お
つ
く
し

の
よ
う
に
頼
み
に
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、(

本
当
は
浅
い
心
で
あ
っ
た
の
に)

。

＊
遠
江
…
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
を
近
い
淡
海
（
近
江

お

う

み

）
と
い
う
の
に
対
し
て
、
静
岡
県
の
浜
名
湖
を
遠
い

淡
海
（
遠
江

と
お
と
う
み

）
と
い
っ
た
。

＊
澪
標
…
通
行
す
る
船
に
、
通
り
や
す
い
深
い
水
脈
を
知
ら
せ
る
た
め
に
立
て
た
杭く

い

。

駿
河
國
の
歌

志
太

し

だ

の
浦
を

朝
漕こ

ぐ
船
は

因よ
し

無
し
に

漕こ

ぐ
ら
め
か
も
よ

因よ
し

こ
さ
る
ら
め

（
巻
十
四
、
三
四
三
〇
）

☆
中
部

【
意
味
】

志
太
の
浦
を
朝
漕
い
で
い
る
船
は
、
わ
け
も
な
し
に
漕
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま

い
。
わ
け
が
あ
る
だ
ろ
う
に
。

＊
志
太
の
浦
…
静
岡
県
志
太
郡
。
駿
河
国
西
端
。

（
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
６
』
「
萬
万
葉
集
三
」
）

- 136-



主

張

丁

麁

し
ゅ
ち
ょ
う
の
よ
ぼ
ろ
あ
ら

玉
た
ま
の

郡
こ
ほ
り

の
若わ

か

倭
部

や
ま
と
べ
の

身む

麿ま
ろ

わ
が
妻つ

ま

は

い
た
く
恋こ

ひ
ら
し

飲
む
水
に

影か
ご

さ
へ
見
え
て

世よ

に
忘
ら
れ
ず

（
巻
二
十
、
四
三
二
二
）

☆
西
部

【
意
味
】

わ
た
し
の
妻
は
、
わ
た
し
の
こ
と
を
た
い
そ
う
恋
し
く
思
っ
て
い
る
ら
し
い
。
飲
も
う
と
し
た
水
に
妻
の

姿
ま
で
も
見
え
て
、
少
し
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

＊
主
張
丁
麁
玉
郡
の
若
倭
部
身
麿
…
遠
江
国
麁
玉
郡
（
浜
北
あ
た
り
）
の
防
人
。
主
張
丁
と
は
、
郡
の
帳

簿
の
記
録
を
す
る
役
人
に
使
わ
れ
る
た
め
に
徴
用

ち
ょ
う
よ
う

さ
れ
た
男
性
の
こ
と
。

佐
野
郡

さ
や
の
こ
お
り

の
丈
部

は
せ
つ
か
べ

黒
当

の
く
ろ
た

父
母

ち
ち
は
は

も

花
に
も
が
も
や

草
枕

く
さ
ま
く
ら

旅
は
行
く
と
も

捧さ
さ

ご
て
行
か
む

（
巻
二
十
、
四
三
二
五
）

☆
西
部

【
意
味
】

父
も
母
も
花
だ
っ
た
ら
な
あ
。
防
人
と
し
て
筑
紫

つ

く

し

へ
行
く
と
き
に
も
、
捧
げ
も
っ
て
行
く
の
に
。

＊
佐
野
郡
の
丈
部
黒
当
…
遠
江
国
佐
野
郡
（
掛
川
市
北
部
）
の
防
人
。

長
下

な
が
の
し
も

郡
の
物
部

も
の
の
べ
の

古ふ
る

麿ま
ろ

わ
が
妻
も

繪え

に
描か

き
と
ら
む

暇
い
づ
ま

も
が

旅
行
く
吾あ

れ

は

見
つ
つ
し
の
は
む

（
巻
二
十
、
四
三
二
七
）

☆
西
部

【
意
味
】

私
の
妻
を
絵
に
描
き
取
る
暇ひ

ま

が
ほ
し
い
。
旅
に
行
く
私
は
そ
れ
を
見
て
思
い
慕し

た

お
う
も
の
を
。

＊
長
下
郡
の
物
部
…
今
の
浜
松
市
・
磐
田
市
あ
た
り
の
防
人
の
輸
送
を
つ
か
さ
ど
る
役
。大

伴
宿
禰
家
持

防
人

さ
き
も
り

の

堀
江

ほ

り

え

漕こ

ぎ
出づ

る

伊
豆
手

い

ず

て

舟ぶ
ね

楫か
ぢ

取
る
間
な
く

戀こ
ひ

は
繁し

げ

け
む

（
巻
二
十
、
四
三
三
六
）

☆
伊
豆

【
意
味
】

防
人
が
難
波

な

に

わ

の
堀
江
を
漕
ぎ
出
て
行
く
伊
豆
手
舟
の
櫓ろ

を
漕
ぐ
間
の
休
み
な
い
よ
う
に
、
い
つ
も
故
郷
へ

の
恋
し
さ
は
止
む
と
き
が
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

＊
伊
豆
手
舟
…
伊
豆
で
作
っ
た
舟
。

上

丁

か
み
つ
よ
ぼ
ろ

有
度
部

う

と

べ

の

牛う
し

麿ま
ろ

水
鳥

み
づ
と
り

の

発た

ち
の
急
ぎ
に

父
母

ち
ち
は
は

に

物も
の

言は

ず
来け

に
て

今い
ま

ぞ
悔く

や

し
き

（
巻
二
十
、
四
三
三
七
）

☆
中
部

【
意
味
】

水
鳥
が
飛
び
立
つ
時
の
よ
う
に
あ
わ
た
だ
し
く
出
発
し
て
し
ま
い
、
父
や
母
に
き
ち
ん
と
し
た
挨
拶
も
せ

ず
に
来
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
今
に
な
っ
て
悔
や
ま
れ
る
よ

＊
上
丁
有
度
部
牛
麿
…
駿
河
の
国
の
防
人

さ
き
も
り

（
防
人
と
は
東
国
か
ら
九
州
北
部
の
警
護
に
当
た
っ
た
兵
士
の

こ
と
）
。
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丈
部
稻い

な

麿ま
ろ

父
母

ち
ち
は
は

が

頭
か
し
ら

か
き
撫な

で

幸さ

く
あ
れ
て

い
ひ
し
言
葉

け

と

ば

ぜ

忘
れ
か
ね
つ
る

（
巻
二
十
、
四
三
四
六
）

☆
中
部

【
意
味
】

父
や
母
が
、
私
の
頭
を
か
き
撫
で
て
無
事
で
い
る
よ
う
に
と
い
っ
た
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

＊
あ
れ
て、
・
言
葉
（
け、
と
ば
）
…
方
言
「
あ
れ
と、
」
「
こ、
と
ば
」
。

（
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
７
』
「
萬
葉
集
四
」
）

『
古
今
和

こ

き

ん

わ

歌
集

か
し
ゅ
う

』
は
平
安
時
代
前
期
に
成
立
し
た
最
初
の
勅

撰

集

ち
ょ
く
せ
ん
し
ゅ
う

で
あ
る
。
天
皇
に
命
じ
ら
れ
た
四
人
の
選
者

が
、
万
葉
集
か
ら
後
の
一
四
〇
年
間
の
名
歌
を
集
め
、
約
一
一
〇
〇
首
、
全
二
十
巻
に
ま
と
め
た
。
巻
一
か
ら
順

に
「
春
」
「
夏
」･

･

「
離
別
」
「
恋
」
な
ど
主
題
別
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
技
巧
を
用
い
た
理
知
的
で
繊
細
な

歌
風
が
特
色
で
あ
る
。

読
人

よ
み
び
と

し
ら
ず

駿
河

す

る

が

な
る

田
子

た

ご

の
浦
浪

う
ら
な
み

た
ゝ
ぬ
日
は

あ
れ
ど
も
君
を

恋こ

ひ
ぬ
日
は
な
し

（
巻
十
一
、
恋
一
、
四
八
九
）

☆
東
部

【
意
味
】

駿
河
に
あ
る
田
子
の
浦
に
波
が
立
た
な
い
日
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
を
恋
し
く
思
わ
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。

＊
田
子
の
浦
…
古
来
、
東
海
道
屈
指
の
景
勝
地
。
古
く
は
富
士
川
西
岸
、
蒲
原
・
由
比
・
興
津
の
海
岸
。

＊
読
人
し
ら
ず
…
歌
集
で
作
者
が
不
明
の
場
合
に
記
載
す
る
語
。
作
者
を
明
ら
か
に
し
に
く
い
事
情
の
あ

る
場
合
に
も
用
い
た
。

紀
友
則

き
の
と
も
の
り

あ
づ
ま
路
の

小
夜

さ

や

の
中
山

な
か
や
ま

な
か

く
に

何な
に

し
か
人
を

思
お
も
ひ

そ
め
け
む

（
巻
十
二
、
恋
二
、
五
九
四
）

☆
西
部

【
意
味
】

東
国
へ
の
道
に
あ
る
小
夜
の
中
山
ま
で
来
た
ら
、
な
ぜ
か
か
え
っ
て
あ
の
人
を
恋
し
く
想
う
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

＊
紀
友
則
…
『
古
今
和
歌
集
』
の
選
者
の
一
人
で
三
十
六
歌
仙
の
一
人
。

＊
小
夜
の
中
山
…
静
岡
県
掛
川
市
の
日
坂
峠
と
島
田
市
金
谷
と
の
間
に
あ
る
東
海
道
の
坂
道
。
曲
折
し
、

左
右
に
深
い
谷
が
あ
る
。
第
二
句
目
ま
で
が
「
な
か
な
か
」
を
導
き
出
す
序
詞
に
な
っ

て
い
る
。

（
岩
波
書
店
『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
５
』
「
古
今
和
歌
集
」
）
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『
新
古
今
和

し

ん

こ

き

ん

わ

歌
集

か
し
ゅ
う

』
は
鎌
倉
時
代
初
期
に
成
立
し
た
。
天
皇
に
命
じ
ら
れ
て
藤
原
定
家
ら
六
人
が
選
者
と
な
り
、

千
九
百
八
十
首
を
二
十
巻
に
ま
と
め
た
。
余
情
を
重
ん
じ
、
非
現
実
の
美
を
求
め
る
歌
風
で
、
本ほ

ん

歌
取

か

ど

り
、
掛
詞

か
け
こ
と
ば

、

体
言
止
め
な
ど
修
辞
を
複
雑
に
用
い
た
技
巧
的
な
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。

越
前

沖お
き

つ
風

夜
寒

よ

さ

む

に
な
れ
や

田
子
の
浦
の

海
人
の
藻
塩

も

し

お

火び

た
き
ま
さ
る
ら
ん
（
巻
十
七
、
雑
中
、
一
六
一
〇
）

☆
東
部

【
意
味
】

沖
を
吹
く
風
が
、
秋
に
な
っ
て
寒
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
ろ
う
よ
。
田
子
の
浦
の
漁
師
の
焚
く

藻
塩
火
は
今
ご
ろ
一
層
あ
か
あ
か
と
も
え
さ
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

＊
越
前
…
後
鳥
羽
院
の
皇
女
で
あ
る
嘉
陽
門
院
に
仕
え
た
。

＊
藻
塩
火
…
海
草
か
ら
と
る
塩
。
海
藻
に
海
水
を
か
け
て
塩
分
を
含
ま
せ
、
こ
れ
を
焼
い
て
水
に
溶
か
し
、

煮
詰
め
て
つ
く
る
。
そ
の
海
藻
を
焼
く
と
き
の
火
。

藤
原
家

ふ

ぢ

は

ら

の

隆
い
へ
た
か

富
士
の
ね
の

煙
も
な
ほ
ぞ

立
ち
の
ぼ
る

上
な
き
も
の
は

思お
も

ひ
な
り
け
り
（
巻
十
二
、
恋
二
、
一
一
三
二
）

☆
東
部

【
意
味
】

富
士
山
の
頂
上
に
は
煙
が
依
然

い

ぜ

ん

と
し
て
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
る
。
際
限

さ
い
げ
ん

な
く
立
ち
の
ぼ
る
の
は
わ
た
し
の
燃

え
る
思
い
な
の
だ
ろ
う
よ
。

＊
「
思
ひ
」
の
「
ひ
」
に
は
「
火
」
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

藤
原

ふ
ぢ
は
ら
の

定
家

さ
だ
い
へ

朝の
あ

臣そ
ん

事こ
と

と
へ
よ

思
ひ
お
き
つ
の

濱は
ま

ち
ど
り

な
く

く
出い

で
し

跡あ
と

の
月
か
げ

（
巻
十
、
羇
旅
、
九
三
四
）

☆
中
部

【
意
味
】

浜
千
鳥
の
鳴
く
浜
辺
で
、
後
に
残
っ
た
人
は
、
月
に
尋
ね
て
お
く
れ
。
思
い
を
残
し
な
が
ら
泣
く
泣
く
都

を
出
て
き
た
私
の
こ
と
を
。

＊
濱
ち
ど
り
…
こ
の
句
で
、
前
の
一
句
・
二
句
と
後
の
三
句
・
四
句
を
結
び
付
け
て
い
る
。

藤
原
雅
經

ふ
る
郷さ

と

の

け
ふ
の
面
影

お
も
か
げ

さ
そ
ひ
こ
と

月
に
ぞ
契ち

ぎ

る

さ
よ
の
中
山

（
巻
十
、
羇
旅
、
九
四
〇
）

☆
西
部

【
意
味
】

故
郷
の
今
日
の
月
の
様
子
を
、
誘
う
よ
う
に
し
て
こ
こ
で
見
せ
て
お
く
れ
と
、
月
に
頼
ん
だ
よ
。
小
夜
の

中
山
で
。

有
家
業
淸

岩い
わ

が
ね
の

床と
こ

に
嵐

あ
ら
し

を
か
た
し
き
て

ひ
と
り
や
ね
な
ん

さ
夜よ

の
中
山

（
巻
十
、
羇
旅
、
九
六
二
）

☆
西
部

【
意
味
】

旅
に
出
て
岩
を
床
に
し
て
、
激
し
い
山
風
の
中
に
袖
を
片
敷
い
て
寝
る
の
だ
ろ
う
か
、
小
夜
の
中
山
で
。

＊
か
た
し
き
て
…
昔
は
衣
を
敷
い
て
ね
た
こ
と
か
ら
、
片
方
の
袖
だ
け
敷
く
の
は
、
一
人
き
り
で
寝
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
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故
郷

ふ
る
さ
と

に

聞
き
し
嵐
の

聲こ
え

も
に
ず

忘
れ
ね
人
を

さ
や
の
中
や
ま

（
巻
十
、
羇
旅
、
九
五
四
）

☆
西
部

【
意
味
】

旅
に
出
て
聞
く
山
風
の
音
は
、
都
で
聞
い
た
の
に
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
く
ら
い
寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
都
も
遠
ざ
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
都
の
あ
の
人
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
え
。
そ
う
思
っ
て
も
な

か
な
か
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
。

家
隆
朝
臣

旅た
び

ね
す
る

夢ゆ
め

ぢ
は
ゆ
る
せ

う
つ
の
山

關せ
き

と
は
き
か
ず

も
る
人
も
な
し

（
巻
十
、
羇
旅
、
九
八
一
）

☆
中
部

【
意
味
】

旅
寝
の
夢
の
中
に
通
っ
て
く
る
人
は
許
し
て
お
く
れ
。
宇
津
の
山
よ
。
こ
こ
に
は
関
が
あ
る
と
も
聞
か
ず
、

そ
の
上
ま
た
、
見
張
り
番
を
す
る
人
も
い
な
い
の
だ
か
ら
。

＊
『
伊
勢
物
語
』
の
東
下
り
の
段
に
あ
る
「
駿
河
な
る

う
つ
の
山
辺
の

う
つ
つ
に
も

夢
に
も
人

に

逢
は
ぬ
な
り
け
り
」
が
本
歌
。
「
う
つ
」
に
は
地
名
の
「
宇
津
」
と
現
実
を
意
味
す
る
「
う
つ

つ
（
現
）
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

定
家

さ
だ
い
へ

朝の
あ

臣そ
ん

都
に
も

い
ま
や

衣
こ
ろ
も

を

う
つ
の
山

夕ゆ
ふ

霜し
も

は
ら
ふ

つ
た
の
し
た
道

（
巻
十
、
羇
旅
、
九
八
二
）

☆
中
部

【
意
味
】

都
で
は
今
時
分
、
冬
の
到
来
に
備
え
て

砧
き
ぬ
た

で
衣
を
打
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
こ
の
宇
津
の
山
辺
で

夕
方
降
り
た
霜
を
払
い
な
が
ら
蔦つ

た

の
下
道
を
歩
い
て
い
る
よ
。

＊
「
衣
を
う
つ
」
は
つ
や
を
出
し
た
り
、
柔
ら
か
く
す
る
た
め
に
布
を
砧
で
打
つ
こ
と
。
冬
着
の
準
備

で
秋
の
夜
長
の
仕
事
と
し
て
行
う
。
「
う
つ
」
に
は
「
宇
津

う

つ

谷の
や

峠
」
の
「
宇
津
」
と
「
衣
を
打
つ
」

の
「
打
つ
」
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

＊
「
つ
た
の
し
た
道
」
は
「
蔦
の
細
道
」
と
も
言
い
、
静
岡
市
丸
子
か
ら
宇
津
谷
峠
に
通
ず
る
国
道
の

南
方
に
あ
る
小
道
。

西
行
法
師

年
た
け
て

又
こ
ゆ
べ
し
と

思
ひ
き
や

い
の
ち
な
り
け
り

さ
夜よ

の
中
山

（
巻
十
、
羇
旅
、
九
八
七
）

☆
西
部

【
意
味
】

年
老
い
て
か
ら
ま
た
、
こ
の
小
夜
の
中
山
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
思
わ

な
か
っ
た
こ
と
よ
。
再
び
越
え
て
い
る
の
も
命
あ
っ
て
生
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
28
』
「
新
古
今
和
歌
集
」
）
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見
わ
た
せ
ば

雲
井

く

も

い

は
る
か
に

雪
し
ろ
し

富
士
の
高
根

た

か

ね

の

あ
け
ぼ
の
の
空

☆
東
部

【
意
味
】

は
る
か
遠
く
を
眺
め
る
と
、
雲
の
あ
る
空
に
雪
が
白
く
見
え
る
。
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
こ
ろ
の
富
士
の

峰
の
美
し
さ
だ
よ
。

富
士
の
ね
の

煙
け
ぶ
り

も
空
に

立
つ
も
の
を

な
ど
か
思
ひ
の

下
に
も
ゆ
ら
む

☆
東
部

【
意
味
】

富
士
の
煙
は
空
に
向
か
っ
て
立
ち
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
の
に
、
ど
う
し
て
、
同
じ
「
火
」
と
い
う
名
の
つ
く
「
思

ひ、
」
は
上
に
上
ら
ず
、
心
の
下
に
燃
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

＊
「
思
ひ
」
の
「
ひ
」
に
は
「
火
」
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

田
子

た

ご

の
浦う

ら

の

荒
磯

あ

り

そ

の
玉た

ま

藻も

波
の
上う

へ

に

う
き
て
た
ゆ
た
ふ

戀こ
ひ

も
す
る
哉か

な

☆
東
部

【
意
味
】

田
子
の
浦
の
波
が
荒
く
打
ち
寄
せ
る
海
岸
の
美
し
い
藻
が
、
波
の
上
に
浮
い
て
た
だ
よ
う
よ
う
な
、
は
か

な
い
恋
を
し
て
い
る
よ
。

東
路

あ
づ
ま
ぢ

の

さ
や
の
中
山

こ
え
て
往い

な
ば

い
と
ゞ
都
や

遠
ざ
か
り
な
む

☆
西
部

【
意
味
】

東
国
に
至
る
道
す
じ
に
あ
る
小
夜
の
中
山
を
越
え
て
い
く
と
、
い
よ
い
よ
都
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

う
で
あ
ろ
う
。

箱
根
路
を

わ
が
越
え
く
れ
ば
伊
豆
の
海
や
沖
の
小
島
に
波
の
よ
る
み
ゆ

☆
伊
豆

【
意
味
】

箱
根
へ
の
道
を
越
え
て
く
る
と
、
伊
豆
の
海
の
沖お

き

の
小
島

こ

じ

ま

に
波
が
寄
せ
来
る
の
が
見
え
る
よ
。

＊
沖
の
小
島
…
伊
豆
の
初
島
。

都
人
に

夢
に
も
ゆ
か
む

便
た
よ
り

あ
ら
ば

宇
津
の
山
風

吹
も
つ
た
へ
よ

☆
中
部

【
意
味
】

都
に
向
け
て
、
夢
に
で
も
行
き
た
い
。
つ
い
で
が
あ
る
な
ら
ば
、
宇
津
の
山
風
よ
、
吹
い
て
伝
え
て
お
く

れ
。

＊
「
都
人
に
」
…
こ
れ
は
「
都
へ
に
」
と
し
て
解
釈
す
る
。

＊
「
す
る
が
な
る

宇
津
の
山
べ
の

う
つ
つ
に
も

夢
に
も
人
に

あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
が
本
歌
。

（
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
29
』
「
山
家
集

金
槐
和
歌
集
」
）

『
金
槐

き
ん
か
い

和
歌
集
』
は
鎌
倉
初
期
、
源

実

朝

み
な
も
と
の
さ
ね
と
も

の
歌
を
集
め
た
歌
集
で
、
鎌
倉
右
大
臣
歌
集
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

実
朝
二
十
二
歳
ま
で
の
歌
集
で
、
歌
数
は
六
六
三
首
。
所
収
歌
の
九
割
が
古
今
調
・
新
古
今
調
の
本
歌
取
り
を
主

と
し
た
歌
で
あ
る
が
、
男
性
的
な
万
葉
調
の
和
歌
に
優
れ
て
い
る
。
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○
俳

諧

連
歌

れ

ん

が

か
ら
独
立
し
た
俳
諧

は
い
か
い

は
、
や
が
て
松
尾

ま

つ

お

芭
蕉

ば
し
ょ
う

に
よ
っ
て
芸
術
の
分
野
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
旅

の
道
中
県
内
で
詠
ん
だ
句
を
挙
げ
て
あ
る
。

芭
蕉

ば

せ

を

五
月
雨

さ

み

だ

れ

の

空
吹
き
お
と
せ

大
井
川

☆
中
部

【
意
味
】

島
田
の
宿
で
大
井
川
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
五
月
雨
の
日
が
続
き
な
か
な
か
渡
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

大
井
川
よ
、
い
っ
そ
の
こ
と
そ
の
勢
い
の
あ
る
流
れ
で
こ
の
暗
い
雨
雲
の
空
を
吹
き
落
と
し
、
押
し
流
し
て

お
く
れ
。

小
夜
中
山

さ
や
の
な
か
や
ま

に
て

命
な
り

わ
ず
か
の
笠
の

下し
た

涼す
ず

ミ

☆
西
部

【
意
味
】

日
差
し
の
強
い
暑
さ
の
旅
の
途
中
、
頭
に
か
ぶ
っ
た
わ
ず
か
な
笠か

さ

の
下
の
陰か

げ

を
、
命
と
頼
ん
で
涼
む
こ
と

だ
。

＊
「
命
な
り
」
…
西
行
の
「
年
た
け
て

又
こ
ゆ
べ
し
と

思
ひ
き
や

い
の
ち
な
り
け
り

さ
夜よ

の

中
山
」
か
ら
得
た
表
現
の
工
夫
。

駿
河

す

る

が

路ぢ

や

花は
な

橘
た
ち
ば
な

も

茶
の
匂
ひ

☆
中
部

【
意
味
】

駿
河
路
を
行
く
季
節
は
今
花
橘
の
香
る
初
夏
だ
が
、
こ
こ
で
は
茶
の
香
り
が
さ
ら
に
か
ぐ
わ
し
い
よ

（
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
45
』
「
芭
蕉
句
集
」
）

○
短
歌

歌
集
「
海う

な

阪さ
か

」

北
原
白
秋

不
二
大
観

雪
し
ろ
く
い
と
ど
晴
れ
た
れ
御
殿
場
の
真
上
の
不
二
は
低
く
厚
く
見
ゆ

☆
東
部

浜
名
の
鴨

遠
つ
あ
ふ
み
浜
名
の
み
湖う

み

冬
ち
か
し
真
鴨

ま

が

も

翔か
け

れ
り
北
の
昏く

ら

き
に

☆
西
部

（
岩
波
書
店
『
岩
波
文
庫

北
原
白
秋
歌
集
』
）

北
原

き
た
は
ら

白は
く

秋
し
ゅ
う

は
福
岡
県
出
身
の
詩
人
、
歌
人
。
「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」
の
作
詞
者
で
あ
り
、
静
岡
県
で
多
く
の
短
歌
、

民
謡
を
作
っ
た
。
歌
碑
も
多
い
。
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歌
集
「
渓
谷
集
」

若
山
牧
水

伊
豆
の
春

一
月
元
旦
加
藤
東
籬
君
と
共
に
駿
河
河
津
な
る
加
納
川
の
川マ

マ

口
に
宿
る
。

と
ほ
く
来
て
寝ね

ぬ
る
こ
の
宿や

ど

静し
づ

け
く
て
夜
の
ふ
け
ゆ
け
ば
川
の
音と

き
こ
ゆ

土
肥
よ
り
汽
船
に
て
沼
津
へ
渡
ら
む
と
し
、
戸
田
の
港
口
に
て
富
士
を
見
る

伊
豆
の
国
戸
田

へ

た

の
入
江
を
船
出

ふ

な

で

す
と
は
し
な
く
見
た
れ
富
士
の
高
嶺

た

か

ね

を

（
筑
摩
書
房
『
現
代
短
歌
全
集

第
四
巻
』
）

☆
伊
豆

○
俳
句

寒
山
落
木

正
岡
子
規

明
治
二
十
二
年

袋
井

冬
枯
の
中
に
家
居
や
村
一
つ

明
治
二
十
八
年

秋

天
の
川

天
の
川
浜
名
の
橋
の
十
文
字

（
講
談
社
『
子
規
全
集
第
一
巻
、
第
三
巻
』
）

☆
西
部

碧
梧
桐
句
集

河
東
碧
梧
桐

冬

時
候

伊
豆
の
海
や
大
島
寒
く
横
た
は
る

若
山

わ
か
や
ま

牧ぼ
く

水す
い

は
宮
崎
県
出
身
の
歌
人
。
大
正
九
年
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
沼
津
に
住
ん
だ
。
伊
豆
の
温
暖
な
気
候
と
温

泉
を
愛
し
、
幾
度
と
な
く
訪
れ
て
多
く
の
短
歌
を
作
り
、
紀
行
・
随
筆
を
書
い
た
。
東
部
地
区
に
は
歌
碑
も
多
い
。

正
岡

ま
さ
お
か

子
規

し

き

は
愛
媛
県
出
身
の
俳
人
、
歌
人
。
俳
句
・
短
歌
の
革
新
運
動
を
進
め
た
。
舞
阪
町
弁
天
島
に
句
碑
が
あ

る
。河

東

か
わ
ひ
が
し

碧へ
き

梧
桐

ご

と

う

は
愛
媛
県
出
身
の
俳
人
。
高
浜
虚
子
と
共
に
子
規
門
の
双
璧
と
称
さ
れ
た
。
新
傾
向
俳
句
運
動
を

展
開
し
た
。

- 143-



冬

植
物

こ
の
道
の
富
士
に
な
り
行
く

芒
す
す
き

か
な

（
河
出
書
房
新
社
『
現
代
俳
句
集
成
第
二
巻
』
）

☆
東
部

六
百
句
時
代

高
浜
虚
子

昭
和
十
六
年

三
月
二
十
四
日
。
修
善
寺
新
井
屋
主
人
、
相
原
沐
芳
の

需
も
と
め

に
応
じ
て
、
そ
の
梅
林
に
建
て
た
る
句
碑

北
に
富
士
南
に
我
が
家
梅
の
花

七
百
五
十
句

白
糸
の
瀧
の
陰
晴
常
な
ら
ず

☆
東
部

（
毎
日
新
聞
社
『
定
本

高
浜
虚
子
全
集

第
二
巻
、
第
四
巻
』
※
原
文
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。
）

高
浜

た
か
は
ま

虚
子

き

ょ

し

は
愛
媛
県
出
身
の
俳
人
。
修
善
寺
に
知
人
の
営
む
宿
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
た
。
富
士
宮
市
、

伊
豆
の
国
市
、
伊
東
市
に
句
碑
が
あ
る
。
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７ 高等学校学習指導要領抜粋

第２章 各学科に共通する各教科

第１節 国語

第１款 目 標

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想

像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊重し

てその向上を図る態度を育てる。

第２款 各 科 目

第１ 国語総合

１ 目 標

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や

想像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対する関心を深め，国語を尊

重してその向上を図る態度を育てる。

２ 内 容

Ａ 話すこと・聞くこと

(1) 次の事項について指導する。

ア 話題について様々な角度から検討して自分の考えをもち，根拠を明確にするなど論

理の構成や展開を工夫して意見を述べること。

イ 目的や場に応じて，効果的に話したり的確に聞き取ったりすること。

ウ 課題を解決したり考えを深めたりするために，相手の立場や考えを尊重し，表現の

仕方や進行の仕方などを工夫して話し合うこと。

エ 話したり聞いたり話し合ったりしたことの内容や表現の仕方について自己評価や

相互評価を行い，自分の話し方や言葉遣いに役立てるとともに，ものの見方，感じ方，

考え方を豊かにすること。

(2) (1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

ア 状況に応じた話題を選んでスピーチしたり，資料に基づいて説明したりすること。

イ 調査したことなどをまとめて報告や発表をしたり，内容や表現の仕方を吟味しなが

らそれらを聞いたりすること。

ウ 反論を想定して発言したり疑問点を質問したりしながら，課題に応じた話合いや討

論などを行うこと。

Ｂ 書くこと

(1) 次の事項について指導する。

ア 相手や目的に応じて題材を選び，文章の形態や文体，語句などを工夫して書くこと。

イ 論理の構成や展開を工夫し，論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。

ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど，適切な表現の仕方を考えて書くこと。

エ 優れた表現に接してその条件を考えたり，書いた文章について自己評価や相互評価

を行ったりして，自分の表現に役立てるとともに，ものの見方，感じ方，考え方を豊

かにすること。

(2) (1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。
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ア 情景や心情の描写を取り入れて，詩歌をつくったり随筆などを書いたりすること。

イ 出典を明示して文章や図表などを引用し，説明や意見などを書くこと。

ウ 相手や目的に応じた語句を用い，手紙や通知などを書くこと。

Ｃ 読むこと

(1) 次の事項について指導する。

ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。

イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたり

すること。

ウ 文章に描かれた人物，情景，心情などを表現に即して読み味わうこと。

エ 文章の構成や展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図

をとらえたりすること。

オ 幅広く本や文章を読み，情報を得て用いたり，ものの見方，感じ方，考え方を豊か

にしたりすること。

(2) (1)に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。

ア 文章を読んで脚本にしたり，古典を現代の物語に書き換えたりすること。

イ 文字，音声，画像などのメディアによって表現された情報を，課題に応じて読み取

り，取捨選択してまとめること。

ウ 現代の社会生活で必要とされている実用的な文章を読んで内容を理解し，自分の考

えをもって話し合うこと。

エ 様々な文章を読み比べ，内容や表現の仕方について，感想を述べたり批評する文章

を書いたりすること。

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

(1) 「Ａ話すこと・聞くこと」，「Ｂ書くこと」及び「Ｃ読むこと」の指導を通して，次

の事項について指導する。

ア 伝統的な言語文化に関する事項

(ｱ) 言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について気付き，伝統的な

言語文化への興味・関心を広げること。

(ｲ) 文語のきまり，訓読のきまりなどを理解すること。

イ 言葉の特徴やきまりに関する事項

(ｱ) 国語における言葉の成り立ち，表現の特色及び言語の役割などを理解すること。

(ｲ) 文や文章の組立て，語句の意味，用法及び表記の仕方などを理解し，語彙
い

を豊か

にすること。

ウ 漢字に関する事項

(ｱ) 常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字が書けるようになること。

３ 内容の取扱い

(1) 総合的な言語能力を養うため，内容のＡ，Ｂ，Ｃ及び〔伝統的な言語文化と国語の特質

に関する事項〕について相互に密接な関連を図り，効果的に指導するようにする。

(2) 内容のＡに関する指導については，次の事項に配慮するものとする。

ア 話すこと・聞くことを主とする指導には15～25単位時間程度を配当するものとし，計

画的に指導すること。

イ 口語のきまり，言葉遣い，敬語の用法などについて，必要に応じて扱うこと。

(3) 内容のＢに関する指導については，次の事項に配慮するものとする。

ア 書くことを主とする指導には30～40単位時間程度を配当するものとし，計画的に指導

すること。
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(4) 内容のＣに関する指導については，次の事項に配慮するものとする。

ア 古典を教材とした授業時数と近代以降の文章を教材とした授業時数との割合は，おお

むね同等とすることを目安として，生徒の実態に応じて適切に定めること。なお，古典

における古文と漢文との割合は，一方に偏らないようにすること。

イ 文章を読み深めるため，音読，朗読，暗唱などを取り入れること。

ウ 自分の読書生活を振り返り，読書の幅を広げ，読書の習慣を養うこと。

(5) 内容の〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕については，次の事項に配慮す

るものとする。

ア 中学校の指導の上に立って，内容のＡ，Ｂ及びＣの指導の中で深めること。

イ (1)のアの(ｲ)については，読むことの指導に即して行うこと。

(6) 教材については，次の事項に留意するものとする。

ア 教材は，話すこと・聞くことの能力，書くことの能力，読むことの能力などを偏りな

く養うことや読書に親しむ態度の育成をねらいとし，生徒の発達の段階に即して適切な

話題や題材を精選して調和的に取り上げること。また，内容のＡ，Ｂ及びＣのそれぞれ

の(2)に掲げる言語活動が十分行われるよう教材を選定すること。

イ 古典の教材については，表記を工夫し，注釈，傍注，解説，現代語訳などを適切に用

い，特に漢文については訓点を付け，必要に応じて書き下し文を用いるなど理解しやす

いようにすること。また，古典に関連する近代以降の文章を含めること。

ウ 教材は，次のような観点に配慮して取り上げること。

(ｱ) 言語文化に対する関心や理解を深め，国語を尊重する態度を育てるのに役立つこと。

(ｲ) 日常の言葉遣いなど言語生活に関心をもち，伝え合う力を高めるのに役立つこと。

(ｳ) 思考力や想像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨くのに役立つこと。

(ｴ) 情報を活用して，公正かつ適切に判断する能力や創造的精神を養うのに役立つこと。

(ｵ) 科学的，論理的な見方や考え方を養い，視野を広げるのに役立つこと。

(ｶ) 生活や人生について考えを深め，人間性を豊かにし，たくましく生きる意志を培うの

に役立つこと。

(ｷ) 人間，社会，自然などに広く目を向け，考えを深めるのに役立つこと。

(ｸ) 我が国の伝統と文化に対する関心や理解を深め，それらを尊重する態度を育てるのに

役立つこと。

(ｹ) 広い視野から国際理解を深め，日本人としての自覚をもち，国際協調の精神を高める

のに役立つこと。

第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

１ 指導計画の作成に当たっては，「国語表現」，「現代文Ａ」，「現代文Ｂ」，「古典Ａ」及

び「古典Ｂ」の各科目については，原則として，「国語総合」を履修した後に履修させるもの

とする。

２ 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

(1) 略

(2) 学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図ることなどを通して，読書意欲を喚起し

幅広く読書する態度を育成するとともに，情報を適切に用いて，思考し，表現する能力を高

めるようにすること。

(3) 音声言語や画像による教材，コンピュータや情報通信ネットワークなども適切に活用し，

学習の効果を高めるようにすること。
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Ａ Ｂ Ｃ ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ 他 (ｱ) (ｲ) (ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) (ｶ) (ｷ) (ｸ) (ｱ) (ｲ) (ｳ) ア イ ウ

８ 年間指導計画（領域別） ワークシート

月 教材名
領域別時数 指導事項 言語活動例

ア伝統的な
言語文化

イ言葉の特徴やきまり ウ文字 書写

「話すこと・聞くこと」合計時数

「書くこと」合計時数
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硬筆の合計時数

毛筆の合計時数

「伝統文化と国語の特質」合計時数

「読むこと」合計時数

年
間

年間合計時数
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Ａ Ｂ Ｃ ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ 他 (ｱ) (ｲ) (ｱ) (ｲ) (ｳ) (ｴ) (ｵ) (ｶ) (ｷ) (ｸ) (ｱ) (ｲ) (ｳ) ア イ ウ

年間指導計画(月別) ワークシート

月 教材名
領域別時数 指導事項 言語活動例

ア伝統的な
言語文化

イ言葉の特徴やきまり ウ文字 ウ書写
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硬筆

毛筆

合計時数

年間合計時数

年
間
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力

要素

学習指導力
（授業における姿勢や指導方法等、

各教科等共通の授業づくりの力）

教科指導力

(国語科の内容に関わる授業づくりの力)

学習者の実
態把握

・学習者の発達の段階を踏まえた上で、生活
体験や学習の経験は学習者によって異な
ることを意識している。

・学習の方法や理解の仕方は学習者によって
異なることを意識している。

・学習者の性格や学習に対する意欲等を把握
している。

・学習集団の特質や、個と集団の関わりを把
握している。

・個々の学習者に対して、指導上配慮すべき
事項を把握している。

・各学年または各科目(高)の既習事項の習得状況等、学習
者の理解度を把握している。

・学習者がすでに体験した言語活動を把握している。
・国語に関する学習者の興味・関心、意欲等を把握してい

る。

教科内容に
関 す る 知
識・技能

・学習指導要領から、当該学年における各領域の指導事項
や言語活動例を10年間(小・低～高・国語総合)の系統性
の中で把握している。

・指導事項に即して教材の特長を捉えている。
・学年別漢字配当表・新常用漢字表を理解し、各学年にお

いて対応している。
・教科内容に関する知識や、探究するための態度・技能を

持っている。

目標の設定
・学習は、学習者自身の主体的・探究的な活

動によって成立することを理解している。
・学校の教育目標や課題を踏まえ、育てたい

力を捉えている。
・学習を通して学習者の自信を深め、自己肯

定感を高めるという意識を持っている。

・単元の目標を関心・意欲・態度、領域の目標、知識・理
解による３点で設定している。

・学習者の実態に合わせて指導事項を絞り込んでいる。
・単元の目標を達成する手だてとしてふさわしい言語活動

を設定している。
・単元の目標と関連付けて、各時間の目標を設定している。

単元(題材)
計画
（授業計画）

（学習指導案の作成）
・学習指導案の重要性や、目標、内容、方法

等の指導案の形式の意図を理解し、指導計
画を表現している。

（評価計画）
・具体的な到達目標とそのための適切な評価

方法を選択・計画している。
・自己評価、他者評価等、学習者が学習を改

善するための手だてを考えている。

(単元計画の作成)
・学習者の実態把握→身に付けさせたい言語能力（指導事

項）→「指導事項」を指導するのにふさわしい言語活動
→教材の選択という順序を意識して単元計画を作成し
ている。

・年間指導計画に基づいて指導事項を選定している。
・１単元では１領域の指導を行うことを意識して単元計画

を作成している。
・単元を貫いた言語活動を設定している。
(評価計画)
・目標に照らして３観点で評価計画を作成している。
・言語活動は領域の目標を達成するための手だてであり、
目標ではないことを理解している。

授業の構成
（学習方法・形態の選択・組織）
・目標を達成するために、学習者の実態を踏

まえた適切な学習方法や学習形態を考え
ている。

・新たな知識・技能・学び方等を発見したり、
習得したりする喜びを実感できる授業を
行うために、学習方法を改良・開発してい
る。

・主体的な探究活動や問題解決を考慮して、
授業を組み立てている。

・学習者が学習内容や学習の過程を振り返る
ための手だてを考えている。

(学習内容の構成)
・単元の目標、各時間の目標を踏まえて授業を構成してい

る。
・各授業の継続性、完結性を意識して単元の授業を構成し

ている。
・音読や朗読、暗唱などを積極的に取り入れている。
・言語活動例を参考にして、具体的な言語活動を教材に関

連させ構想している。
・一斉授業、小集団による学習、個別の学習等、様々な授

業形態を、授業の目標に照らして効果的に取り入れてい
る。

(教材の選択・構成・開発)
・適切な教材の収集・蓄積に努めている。
・学習者の実態に即し、指導事項を身に付けるのにふさわ

しい教材を選択している。
・学校図書館の活用やICT機器の活用等を適切に取り入れ
ている。

(板書等の計画)
・目標に即し、授業展開を予測した板書計画や発問計画を

立てている。
・目標を達成するための有効な働き掛けや個への支援を計

画している。

授業づくり規準（国語科）Ｐ (構想)
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力

要素

学習指導力
（授業における姿勢や指導方法等、

各教科等共通の授業づくりの力）

教科指導力

(国語科の内容に関わる授業づくりの力)

学習環境づ
くり

・学習環境が、学習者の安全や認知にどのよ
うな効果を与えるかを意識している。

・掲示物や読書用図書、辞書の整備等、教室内の言語環
境を整えている。

・学習者が安心して自分の考えを発言したり、他の学習
者の意見を受容したりできる環境を整えている。

学習への構
えや学び方
の指導

・学習者がどのような姿勢で学習に臨めばよ
いかを明確に示し、学習者に意識させてい
る。

・学習過程や自分の考えをまとめていけるよ
うなノートづくりを指導している。

・何を学ぶ単元（時間）であるのかを学習者に意識させ
ている。

・辞書や資料の使い方、小集団での話合いの仕方等、必
要な技術の定着を図っている。

個や集団へ
の配慮

・個への対応に具体的な配慮をしている。
・集団における学習の大切さや、個の発言の

集団への影響を意識している。

・学習者の学習状況や習熟度に応じた個への支援をして
いる。

音声・表情・
所作

・話し方や表情・所作と学習者の反応との関
連を意識している。

・場面や目的、環境等に応じて、声の大きさ、
話の速さ・緩急・強弱等の話し方や表情を
工夫している。

・「話すこと・聞くこと」の領域目標を理解し、学習者
の模範となる話し方、聞き方をしている。

指導技術
(言葉遣い)
・学習者の発達の段階に応じた適切な言葉遣

いをしている。
（説明）
・分かりやすい言葉で、端的に説明している。
（指示）
・目的を意識させながら、どんな行動をすべ

きかを明確に示している。
（発問）
・学習者が何を問われているか理解できる発

問をしている。
（板書）
・見やすさを考慮し、視覚的に構造化するな

ど、工夫しながら丁寧に板書している。
・学習者の様子を観察しながら、板書してい

る。
（演技・表現）
・学習場面や教材の特性に応じて、適切であ

ると考える演技をしている。
・待つ時間や「授業のやまば」等を意識して

授業を展開している。

(言語)
・国語科固有の用語を正しく使用している。
(説明)
・学習者のつまずきやすい点を推測し理解が得られるよ

うに説明している。
(指示)
・ねらいや学習内容を踏まえ、必要とする場面で指示し

ている。
(発問)
・ねらいを達成するために、学習者の思考を促したり、

課題を焦点化したりする発問をしている。
(板書)
・ねらいと学習内容を踏まえ、学習者の思考活動との関

係をおさえて板書している。
・正しい筆順で文字を書いている。
(演示)
・書写指導に必要な技術を身に付け、学習者に示すこと

ができる。(小・中)
・区切れやリズムを大切にした、学習者の手本となる音

読や朗読を示すことができる。
(教材・教具の活用、資料提示)
・学習者にとって、どのような教材・教具、資料がよい

かを考え、活用している。(ICTを含む)

学習活動に
おける即時
的対応

・学習者の発言や行動を適切に受け止め、達
成感、満足感を感じさせている。

・学習内容に適した評価法を用意し、実施し
ている。

・学習者の多様な考えを教材に即して認めている。
・学習者の様子と授業目標との関係を捉え、指導過程を
修正することができる。

力

要素

学習指導力
（授業における姿勢や指導方法等、

各教科等共通の授業づくりの力）

教科指導力
(国語科等の内容に関わる、国語科固有の授業づくりの力)

授業の振り
返りと分析

・｢指導と評価の一体化｣を意識している。
・授業によって､学習者がいかに変容したか

について、絶えず関心を持っている｡

・指導目標の達成度を評価物等から明らかにしている。
・指導目標を実現するために、言語活動が有効であった

かを検証している。

改善に向け
た手だて

・学習指導の方法の効果について、意識
的・具体的に捉え、指導方法の改善に結び
付けようとしている。

・Ｐ・Ｄについて振り返り、改善点を具体的にし、授業
改善に生かしている。

授業づくり規準 (国語科)Ｄ (展開)

Ｃ・Ａ(評価・改善)
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授業づくり指針
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21 22 23 氏 名 所 属 職 名
○ ○ ○ 江口 尚純 静岡大学教育学部 教 授
○ ○ ○ 塩川 亮 静岡大学教育学部 教 授
○ ○ ○ 國宗 進 静岡大学教育学部 教 授
○ ○ ○ 丹沢 哲郎 静岡大学教育学部 教 授
○ ○ ○ 白畑 知彦 静岡大学教育学部 教 授
○ ○ ○ 北山 敦康 静岡大学教育学部 教 授
○ ○ ○ 登坂 秀雄 静岡大学教育学部 教 授
○ ○ ○ 伊藤 宏 静岡大学教育学部 教 授
○ 須見 尚文 静岡大学教育学部 教 授

○ 紅林 秀治 静岡大学教育学部 教 授
○ 江口 啓 静岡大学教育学部 准 教 授

家庭 ○ ○ ○ 新井 映子 静岡県立大学食品栄養科学部 教 授

21 22 23 氏 名 所 属 職 名
○ ○ ○ 江口 尚純 静岡大学教育学部 教 授
○ 小野 誠 富士市立丘小学校 校 長
○ 窪田由貴子 沼津市立門池小学校 教 諭
○ 山崎 稔宏 袋井市立山名小学校 教 諭
○ 天野 順司 島田市立初倉中学校 教 諭
○ ○ ○ 髙塚 陽子 浜松市教育委員会 指導主事
○ 岡村 寿人 静岡市教育センター 指導主事

○ ○ 大瀧 哲広 静岡市教育センター 指導主事
○ 中村 弘志 県総合教育センター 指導主事
○ ○ ○ 村田 一史 県総合教育センター 指導主事

○ ○ 竹下 敦子 県総合教育センター 指導主事
○ ○ ○ 佐野 文子 県総合教育センター 指導主事
○ ○ ○ 森谷 幹子 県総合教育センター 指導主事
○ 山田 貞己 県総合教育センター 指導主事

○ ○ 中嶋記恵子 県総合教育センター 指導主事
○ ○ ○ 原口 敏夫 県総合教育センター 指導主事

21 22 23 氏 名 所 属 職 名
○ ○ 谷野 純夫 県総合教育センター 参事兼課長

○ 杉山 洋一 県総合教育センター 参事兼課長
○ 山田 英子 県教育委員会教育政策課 指導主事
○ 山内真理子 県教育委員会学校教育課 主任指導主事

○ ○ 渡邉 哲也 県教育委員会教育政策課 指導主事
○ ○ 八木 邦明 県教育委員会学校教育課 指導主事

○ ○ 髙塚 陽子 浜松市教育委員会学校教育部指導課 指導主事
○ ○ 松永 浩久 静岡市教育委員会教育部学校教育課 指導主事
○ 勝田 敏勝 県総合教育センター 班長兼主任指導主事

○ ○ 眞木 万平 県総合教育センター 班長兼主任指導主事

「静岡県の授業づくり指針」作成委員会名簿（国語部会）

教科部会長名簿
部 会 等

国 語

委員

社 会
算 数 /数 学
理 科
外 国 語

事務局長

音 楽

委員

図画工作/美術
体育/保健体育

事務局名簿
部 会 等

委員長

委員

委員長

所属・職名は、原則として担当当時のものである。

国 語

家庭/技術・家庭
技術

作成委員会国語部会名簿
部 会 等

委員

事務局長

政令市委員
政令市委員
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